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　グローワース島は、ドイツ北部に存在する普通の島だ。

　ドイツの法ほう令れいに則のつとった政治が行われており、ドイツ憲けん法ぽうに記された『民主的な福ふく祉し国家』を目指すべく、他の町と同じように人間達たちの手による政治が行われている。

　人間達が暮らしを営み、人間達が家庭を育はぐくみ、人間達が経済を回し、人間達が文化を築き上げている──世界中に存在する、普通の観かん光こう都市と言えるだろう。

　ただ一つ、吸血鬼の溜まり場である、という些細な一点を除いては。




　決して『政治的に上の立場の人間ほど吸きゆう血けつ鬼きについて把は握あくしている』というわけではなく、大だい統とう領りようや首しゆ相しようもその存在を知らない事もあれば、議ぎ会かい周辺にあるパン屋の店員が知っているという事もありえる。

　場合によっては、人間達には気付かれぬまま、半はん分ぶん吸血鬼の血が混じった人間が地方都と市しの市長を務めている可能性とてありえる。

　その可能性の一つが、このグローワース島のノイルベルク市であった。６年に一度行われる地方選せん挙きよにおいて、二度当とう選せんしたヴォッド・スタルフは、れっきとした半吸血鬼ダンピールだ。人当たりの良さが島とう民みんに好かれており、所しよ属ぞく政せい党とうなどの思し想そうの違いを超えて広く支し持じされている。

　ただし、それは人間としての彼の顔であり、彼は吸きゆう血けつ鬼きとしての別の顔を持っているのだが──一般市し民みんはそれに気付く事なく、吸血鬼の存在自体を知らない人間が大たい勢せいを占しめている。

　無む論ろん、吸血鬼の存在やバルシュタイン城に住まう『領りよう主しゆ』。そして城の地下にある大だい空くう洞どうの存在などを知る一般市民もいるのだが──取り立てて騒ぎ立てる事もなく、グローワース島は『人間の街』として今日きようも回り続けるのである。




　そして、人間の街である以上──




　当然ながら、陰いん惨さんな殺さつ人じん事件が起こる事もありえるのだろう。

　解決する事の無いまま、街という迷めい宮きゆうに葬ほうむられる事も、普通の街の姿すがたなのだろう。




　だが──『吸血鬼の存在』という些さ細さいな差が、迷宮の鍵かぎとなる事があるのかもしれない。




　それが、人間が望んだ鍵であろうとなかろうと。
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「ドイツ北部、グローワース島よりＺＺＺネットワークのユナ・リーベルカがお伝えします。今日未み明めい、島の港こう湾わん部ぶで行方ゆくえ不明となっていたザーラ嬢じようの遺い体たいが発見され、先週末まつからグローワース島内で起こっている連続誘ゆう拐かい殺人事件の被ひ害がい者しやは、これで三名という事になりました。警けい察さつとマスコミ各社に届けられた犯はん行こう声明文の供きよう述じゆつ通りの場所より発見された事で、捜そう査さ本部は声せい明めい文ぶんを犯人からのものと断だん定てい。この事件について、グローワース島とう南なん部ぶ、ノイルベルク市の市長であるヴォッド・スタルフ氏は警察の捜査本部に増ぞう援えんを求める声明を─────」













プロローグ　語かたり部べ、参さん上じようす！







　それは、『彼』にとって、記念すべき夜になる筈はずだった。

　自分を束そく縛ばくし続ける過去を全て清せい算さんし、新たなる一歩を踏み出す為ための夜に。




「……」




　真ま夜よ中なかのビルの屋上の中央で、『彼』は己おのれの沈ちん黙もくに身を委ゆだねていた。

　彼の名はザムス・サザーランド。

　ほんの数年前まで、彼は小さな家か具ぐ工場のエンジニアに過ぎなかった。まだ17歳さいという年ねん齢れいだった彼の人生は希望に満ち、いずれは自らの設計した家具を世せ間けんに認めさせるという、夢とも傲ごう慢まんとも受け取れる信しん念ねんの元に人生を歩んでいた。

　だが、そんな彼の人生に、どうしようもない転てん機きが訪れた。

　どうしようもなく理り不ふ尽じんで、現実とは程ほど遠とおい存在──

　俗ぞくに、『吸きゆう血けつ鬼き』と呼ばれるモノの手によって。

　彼と将来を誓ちかい合った恋人を失った瞬しゆん間かんの記き憶おくが、まざまざと瞼まぶたの裏に浮かび上がる。

　愛する彼女の首くび筋すじに牙きばを突き立てたその化ばけ物ものは、そのまま彼女を支配するわけでも屍しかばね人形にするわけでもなく、そのまま首の頚けい動どう脈みやくを食い千ち切ぎった。

　飛び散る血が、自分の頰ほおに当たる感覚。まるで数秒前まえの事のように思い出せる。

　だが、その記き憶おくに縛しばられるのも今日きようまでだ。

　吸血鬼など本当に存在するのか解わからなかった。あれは全て自分の見た幻げん覚かくだったのではないかとさえ思った。だが、彼女の血の温かさが、それが現実だと訴え続け──彼は、『吸血鬼を探す』などという途と方ほうもない人生を歩み始めたのである。

　そして──ザムス・サザーランドはついに見つけたのだ！

　この世の中で異い形ぎようである『吸血鬼』の存在を！

　恋人の仇かたきを！　そして、自分自じ身しんの人生の仇を！

　彼は吸血鬼の夜や会かいが行われるというビルに足を踏み入れた。

　そこに集まっている人間達は、きっと全てその吸血鬼に支配された下げ僕ぼくなのだろう。いっそ皆みな殺ごろしにしようかとも考えたが、全員を相手にする理由もない。彼は静かに『吸血鬼はどこだ』と尋たずねた。夜会に集まった人々は、顔を見合わせた後に『屋上で月げつ光こう浴よくをしている』と口々に呟つぶやき、微笑ほほえんだ。彼が吸血鬼の命を狙ねらってきた若者だと気付いているのかいないのか、彼は疑問に思ったものの、それを信じてこの屋上に辿たどり着いた。

　そして、彼はついに相あい対たいする。

　自分の人生を奪うばった、異形なる存在──吸血鬼と！




「……黙だまれ」




　彼は黙れ、と言った。

　だが、その声はビルの屋上に虚むなしく木霊こだまするだけだ。

　この屋上には、彼かれ以外誰だれも声を出す者など存在していなかったのだから。

「黙れ！　なんだ!?　なんだこの声は！　どこから喋っている！」

「喋しやべってはいないさ。今のは声無なき声。空気の震えを必要とはしないんだ」

「ッ！」

　今の声は、頭の中に響ひびく声とは違っていた。音の根こん源げんが解わかる、正まさしく生物が声せい帯たいを震わせる事によって生まれる声である。




　ザムスがその声の方を向くと──そこには、僕が立っていた。




　顔の上うえ半分を覆おおう怪あやしげなゴーグル。シャープなデザインのゴーグルのレンズは全て鏡きよう面めんとなっており、月明かりを背にしたザムスの姿すがたを怪しく映し出している。年ねん齢れいは二は十た歳ち前後だろうか。艶つややかな黒くろ髪かみがゴーグルの鏡面とは別の輝きを放っている。

　高級感かんのある漆しつ黒こくのタキシードを身に纏まとってはいるが、ネクタイは着けていない。一ひと目めで高額と解わかる上うわ着ぎが前で開かれ、男の身み分ぶんが今ひとつ曖あい昧まいなものに感じられる。

　そんな怪しげな鏡かがみ眼鏡めがねの男に向かい、ザムスは再び『黙だまれこの化ばけ物ものが！』と叫ぼうとする。

「黙れこの化……。……？」

　瞬しゆん時じに、彼は気付く。

　目の前の男──つまり僕が、ザムスの心を読み、彼の心に直接語りかけているという事に。

「しかし、そうか、君の目には二十歳前後に見えるか。一いち応おう僕の成長が止まったのは17の時だったんだけどねえ」

「くそ……なんだ……？　なんだお前は」

「解わかっているんだろう？　僕が何者なのかって。ただ、今の君は否定したがっているようだけどねえ。自分が今から殺そうとしている相手が、かくも不ぶ気き味みな存在であるという事を」

「……！」

　彼は改めて思い知る。

　自分が何を殺そうとしていたのか、という事を。

「黙れと言っているだろう！」

　自分自じ身しんの不安を搔かき消す為ために、彼はなおも叫─────

「黙れ……黙れ……黙れ黙れ黙れ黙れ黙れ黙れ黙れ黙れッ……！　黙れ黙れ黙れ黙れぁ───────！　─────────ッ！　──ッッッッ！　─────ッ！　─────────ッ！　────────────ッ！

　叫んだところで……おっと。これは口で言おうか。

「叫んだところで僕の声を遮さえぎる事はできないだろう？　すまない。これは僕の趣しゆ味みでね、相手の心をじっくりと覗のぞく時に、からかうのが癖くせなんだ」

「──────────────ッ！　─────────ァアアァア！　──────────────アァアアァッ！」

　ああ、聞こえてないね、僕が普通に口から出した声。

　だから、どんなに叫び声を上げても無む駄だだって。

　そんな「アァアアァァァァッ！」って連続で叫ばれても、こっちが赤せき面めんしちゃうってば。

　じゃあ、普通にこっちの『声』で会話させてもらうよ。

　少しは落ち着いたらどうだい。

　そんな事じゃ、彼女の仇かたきは取れないんじゃないのかな？

　君は次にその背中に装そう備びしていた日本刀とうを抜いて、僕の首を横よこ一いち文もん字じに刎はねようとする、そうら当たった。

「─────────ッ　─────────────────ッッッッッッッ！」

　なんて単純な男だろうね、君は。僕がこうして君の頭の中に直接語かたりかけているというのに、心が読まれているのが解わかっているというのに、狙ねらいを定めながら攻こう撃げきするだなんて。全く愚ぐ物ぶつの極きわみとしか言いようがないよ。そもそも君は大事な者の為ために、殺された彼女の為に闘たたかっているというが……それはウソだね、まるでウソだ。死んだ君の彼女は今いま頃ごろこう思っているよ？

『私の為に貴方あなたまで危険な目に遭あわないで』

　……ってね？　それなのにそれなのに、君ときたら自分の自己満まん足ぞくの為にこうして僕に勝てもしない勝負を挑いどんでいるわけだ！　その程てい度どの、僕が先さき読よみしたような単純な攻撃しかできない実力で！　クク、ククク、ウソだよ、ウソ。今の僕の言葉はウソさ、でたらめさ。ああ、確かに君は大事な大事な恋人の為に闘っているんだろうね？　彼女はきっと今こう思っている筈はずだよ『貴方の命を消しよう費ひして、私を殺したその糞くそ野や郎ろうを殺して頂ちよう戴だい。もっと激しく突いて殺してその糞くそ虫むしに糞のような悲鳴を上げさせて私の気分を晴らさせて』ってね。ああ、君は彼女の為に闘っているよ、間違い無い。おやおや折せつ角かく君の闘とう争そうを肯こう定ていしてやったのにどうしてそんなに怒るのかな？　君の彼女は実にいい声で泣いていたよクク、ククククク！　そうらまた動きが単たん調ちようになってきたぞ？　君が何ど処こを攻撃するつもりなのか手に取るように解る。

「……」

　おや、動きが止まったね。

　オーバーヒートしたかな？　君の思し考こうが虚うつろになってきたよ？

　まあ、よく頑がん張ばった方か。敬けい意いを表し、普通に口で会話をしてあげよう。

「さて、君の混乱も無む理りはないさ。普通なら何十秒もかけて語るような言葉の量を、ほんの数秒の間に一気に頭の中に送り込んだんだからねえ。でも、君の脳の処しよ理り能力を完全に超えている、という事はないだろう？　やろうと思えば、僕の記き憶おくの中にある数年、数十年、数百年分ぶんの『情じよう景けい』を……視し覚かく情報のみならず、音、匂におい、味、触しよつ感かん……全て纏まとめて君の脳のう味み噌そに叩たたきつけてあげる事もできたんだ。そしたら君の脳味噌はどうにかなっていたかもな。私は脳科学者ではないので、細さい胞ぼう間かんのシナプスがどうこうとか、そういう説明はできないのだが」

「……」

「おや、膝ひざをついたね。全身が震えているよ？　脂あぶら汗あせも酷ひどい。無む理りをしない方がいい」

「……」

「そう怯おびえた目で僕を見るな。最初のように、憎にくしみに満ちた目で僕を睨にらみ付けろ」

「……ぁ……うぁ……」

「……無理か。まあいいさ。余よ興きようはここまでだ」




　そうそう、ついでに一つ、君の心に刻み込んでおこうか。

　君のフィアンセを殺したのは、僕じゃない。さっきの挑ちよう発はつは噓うそだよ。

　吸きゆう血けつ鬼きが、世界に僕ぼく一人しかいないと思っていたようだけれど、ハッキリ言っておくよ。




　つまり、君が今日きようここに来たのは単なる人ちが……吸血鬼違ちがいで──完全な無む駄だ足あしだ。





†






　ガクリと崩くずれ落ちる青年──ザムスに背を向けながら、鏡かがみ眼鏡めがねの吸血鬼は溜ため息いきを吐きだした。基本的に酸さん素そを必要としない存在ではあるが、呼吸ができないわけではない。瞬まばたきや呼吸は、吸血鬼の個こ体たいにもよるが、普通の人間と同じように行う者が多い。生せい来らいの吸血鬼の中には、人間と同じように無む意識で呼吸や瞬きをする者も存在するのだが──その仕組みや理由については、今も吸血鬼の趣しゆ味み人じん達の間で研究が続けられている。

　溜息を吐いた自分に気付き、鏡眼鏡の吸血鬼は軽く肩を竦すくめながら、ビルの内部に向かう階段に向かって声をかけた。

「覗のぞき見かい？　ドリッキー。探たん偵ていというのは随ずい分ぶんと趣味が悪いもんだね」

（えー、ええー？）

　鏡眼鏡の言葉に反応し、階段の方にいた別の人ひと影かげの『心の声』が響ひびいてきた。

（君に趣味が悪いと言われるとは思わなかったぞ、ミラルド。私は君のようなテレパシーなどできないからね、あの青年と君との会話を聞く事は叶かなわなかったが、相当に酷ひどいマネをしたのだろう君は）

　階段の方から伝わる、皮ひ肉にくに満ちた『思し念ねん』を傍ぼう受じゆし、ミラルドと呼ばれた吸血鬼は、口から声を出し続ける。

「探偵なら推すい理りしてみたらどうかな？　僕と彼の間に何が起こったのか……僕が声せい帯たいを通して吐き出したいくつかの言葉からでも推理できるんじゃないか？」

「（まずいな、推理できなかったら大おお恥はじだ）残念だが、仕事以い外がいに推理はしない主しゆ義ぎでね」

「やっと喋しやべってくれたね。心の声はだだ漏もれだけど」

「（こいつ、心とか読むのマジうぜぇ）ミラルド、君は本当にウザいな。死ねばいいのに」

　心で思った以上の事を反射的に口にした人影が、頭かぶりを振りながら月明かりの下にその姿すがたを現した。モノクルレンズを掛け、シャーロック・ホームズのようなベントパイプを手にしているその吸血鬼──キー・ドリッキーは、気き難むずかしげな顔をしてミラルドの前に立つ。重じゆう厚こうな歴史を感じさせる貴き族ぞく服ふくを纏まとってはいるものの、若さの残る顔つきやどことなく不安げな佇たたずまいからして、どちらかというと服に着られているという雰ふん囲い気きだ。

「君は自じ称しよう探偵の癖くせに、心より先に口と身体からだが動くタイプだね。論ろん理り的という言葉とは対たい極きよくにいる男だ」

「（？　何をわけのわからない事を言ってるんだ？）自じ称しようは余よ計けいだ。どうも君と私では論ろん理り的という単たん語ごの意味が違うようだ。まあ、そんな事より、その青年はどうする気かね？　私の推すい……（まずい。推すい理りとか言うとこいつに『さっき仕事以い外がいでは推理しないって言ったじゃないか』とか言われる）……もとい、見立てでは、彼が再び君に敵てき意いを向けるとは思えないが。可哀かわい相そうに、余よ程ほど恐ろしいイメージを植え付けたのだろう」

「別に恐きよう怖ふを植え付けたわけじゃないさ。単に、僕が彼の心を、過去を、欲望を完全に読む事ができると教えてやっただけさ。……人ひと違ちがいで僕の大事な夜や会かいの邪じや魔まをしてくれたんだ。報ほう復ふくとして少しからかいはしたけれどね」

　肩を竦すくめるミラルドに、ドリッキーは苦にが笑わらいを浮かべながら、相手に読まれていると知りつつ心しん中ちゆうで皮ひ肉にくの言葉を語りかける。

「……（何が大事な夜会なのやら。参加者の見え透すいた下した心ごころなど、人の心の読めない俺おれですら解わかるというのに）」

「君のそういう……なんていうのかな。心の中でも名めい探たん偵ていであろうとして、紳しん士しぶった思し考こうをする点は尊そん敬けいに値するよ。本当に。さっきは一いつ瞬しゆん『マジうぜぇ』とか乱らん暴ぼうな声が聞こえたけど」

「（心しん底そこうぜぇ）解った、丁てい寧ねいに言い直そう。君は首を叩たたき潰つぶしたのに走り続けるゴキブリよりもウザ気持ち悪いから、一度殺さつ虫ちゆう剤ざいをスプレー缶かんごと吞み込んで体内で爆ばく発はつさせて死ぬといいね。ふむ、殺人に見せかけた巧こう妙みような自殺として、私が事件を解決して英えい雄ゆうになるとしよう」

「殺虫剤で爆ばく死しはちょっと嫌いやだねえ」

　ミラルドはクツクツと笑いながら、ビルの屋上の床を越えて聞こえて来る、『夜会』参加者達の声に耳を傾ける。




（我々は選ばれた人間なのだ。いや、そうだよな？　普通に考えてそうだよな？）

（永えい遠えんの若さが手に入る）

（力が得られるかもしれない）

（さっきの身みの程ほど知らずな青年はもう殺されているだろうか）

（あの若わか造ぞうが嬲なぶり殺される瞬しゆん間かんが見たい）

（大だい丈じよう夫ぶ、この中じゃ私が一番綺き麗れい！　一番ミラルド様に気に入られる！　いけるいけるいけるいけるッ！　っていうか私を引き立てる為ためにブスだけここに来ればいいのに。ちょっとイケてる女は飛び降りて死ねよ）

（こんな奴やつらどうでもいいんだが、あの吸きゆう血けつ鬼きの不ふ興きようを買うわけにはいかないしなあ）




「ああ、今日きようも欲よく望ぼうに満ちた人間達たちが集まってるなあ」




（本当に吸血鬼がいるなんて……）

（神様、吸きゆう血けつ鬼きの宴うたげに参加する私をお許し下さい。ですが、私はあの人が本当に人類の敵とは思えないのです）

（人の心を読めるというが、どこまで読めるんだろう。まさかこんなことを考えてるって事まで読めてるわけじゃないよな……）

（吸血鬼にならなくてもいい。だけど、ミラルドさんとはお友達になりたいな）

（心が読めるなんて信用できん。いけすかない野や郎ろうだ。いつか教会に売ってやる）




「ああ、ゲス野郎だけじゃない。怯おびえる人に善ぜん人にんに無む邪じや気きな娘むすめ、僕に嫌けん悪おを抱く人……色々と入り交じって、実に素す敵てきな夜だ！　乾かん杯ぱい！　僕に乾杯！」

「そんな事より、これ、どうするんだ？　そろそろ出発しないと不ま味ずいだろ」

　ドリッキーはそう呟つぶやきつつ、懐ふところから一枚のカードを差し出した。

　カードには赤い文字が綴つづられており、




『議ぎ題だいあり。手の空あいている「色付き」の幹かん部ぶ諸しよ君くんは、ドイツ南部に所しよ在ざいするマーズ家の別べつ荘そう地に、現げん地ち時間における月末の深夜12時までに集まられたし。


──ゲルハルト・フォン・バルシュタイン』






　と、実に簡かん素そな『招しよう集しゆう令れい状じよう』としてドリッキーの手の中に存在していた。

　彼らはとある吸血鬼の『組織』の幹かん部ぶであり、居きよ住じゆう地域に住む他の吸血鬼達たちのまとめ役のような存在である。彼らの受け持ちはほんの数名ずつだが、幹部の中には数百人の吸血鬼達を管理している者もおり、同じ幹部の中でもミラルドとドリッキーは比ひ較かく的てき自由に動ける立ち位置にいると言っていいだろう。

「うちにはテレパシーで招集がきたよ。ホーキング経けい由ゆでね」

「いまだに疑問なんだが、ホーキングって意い思しを持ったブラックホールなんだろ？　本当に実在するのかね？　そもそも吸血鬼と言っていいのかどうか……」

「誰だれも肉にく眼がんでは確かく認にんできていないが、彼の思し念ねんが宇宙規き模ぼだというのは私が証明しよう。思念会話ができる吸血鬼なら、どこにいようと奴やつとの会話は成立するしな」

　そこまで言った所で、彼の心に一つの『声』が割り込んでくる。

（ん？　今、私を呼んだか？）

（いや、呼んでないよホーキング。引っ込んでてくれ）

（そうか。良い永えい劫ごうを）

　僅わずか０・１秒のやり取り。

　思念同どう士しの圧あつ縮しゆくされた会話を済ませ、その会話が聞こえぬドリッキーを待たせる事もないまま、ミラルドは言葉の続きを口にした。

「……それに、ゲルハルトさんが『光の粒りゆう子しを宇宙に流れる血液と見立てれば、彼も吸きゆう血けつ鬼きであると仮か定ていしてもいいだろう』と言ったんだ。僕たちに文もん句くをつける筋すじ合あいはないね。ああ、でもゲルハルトさんには謝らないとな」

「？（謝るって、何をやらかしたんだ？）」

「いや、この招しよう集しゆう、集まれそうもないからさ」

「何な故ぜ？　君がゲルハルト殿どのの招集を断るとは、一体どんなトリックだ？」

　心しん底そこ不ふ思し議ぎそうな顔をするドリッキーに、ミラルドは悪戯いたずら小こ僧ぞうのような微笑ほほえみを口くち元もとに浮かべ、鏡かがみ眼鏡めがねの下にある目を静かに細める。

「僕がゲルハルトさんを心の底より敬けい愛あいしているからさ」

「（こいつって同どう性せい愛あい者しやだったっけ？）敬愛してるのに招集無む視しってなんだそりゃ」

「私は恋愛に関してはノーマルだよ。液体に欲よく情じようする趣しゆ味みもない。……グローワース島の『領りよう主しゆ』の座を、彼の義ぎ理りの息子むすこに渡したと聞いてから、挨あい拶さつに向かった事がないと思ってね」

「領主といっても、人間達には存在すら知られていない形けい骸がい化かした城じよう主しゆの座だぞ？　挨拶するなら、暇ひまな時……せめてゲルハルト殿の手が空あいた時でいいだろう？」

「それじゃ意味がないのさ」

　ミラルドはカラコロと笑いながら、まだ見ぬ『新しん城主』の姿すがたを想そう像ぞうする。

「ゲルハルトさんの心を読んだ時、彼は息子を随ずい分ぶんと信しん頼らいしているようだったからねえ。まあ、メルヒルムが作った『兵へい器き』が、吸血鬼の王として君くん臨りんする器うつわか、人間達と共きよう存ぞんする平和の使し者しやか……ゲルハルトさんの手が離せない今だからこそ、グローワース島に行って確かく認にんするべきだと思わないか？　要は興きよう味み本ほん位いだけど」

「（本当に性格悪わるいなこいつ）……」

「さて、偉い大だいな父親の後ろ盾だてがない今、作られた吸血鬼であるレリック・フォン・バルシュタインは、島でどんな『想い』に耽ふけっているのか……。いやあ、他人の心を覗のぞき見する背はい徳とく感かんは堪たまらないね！」

「（最悪だなこいつ）君は一度死しねばいいのに。できるだけ惨むごたらしく」

　やはり心しん中ちゆうよりも辛しん辣らつな言葉を口にするドリッキーの言葉を黙もく殺さつし、ミラルドは楽しそうに夜空の月を仰ぎ見た。

「さて……出かける前に、もう少しだけ欲望の声を味わうとしよう」

　そしてミラルドは、再び階下から心の中に直接響ひびく、夜や会かい参加者達の『思し念ねん』に耳を傾けたのだが──

　パーティー会場から届く一ひと際きわ強い思念が、彼の心を重く静かに震わせる。




（おなかすいた）




「ん？」




（おなかがすきました。おなか、ぺこぺこ。なまにく、たべたい。たべたい、なまにく。なまにくなまにくなまにくなまにくなまにくなまにくなまにくなまにくなまにくなまにくなまにくなまにくなまにくなまにくなまにく。にく、にく、おにくー。にく、にく、おにくー）




　言語の形けい式しきで聞こえたのはそこまでで、後は途と方ほうもない空くう腹ふく感かんと、肉を食べる瞬しゆん間かんを想そう像ぞうした映えい像ぞうだけが物もの凄すごい勢いで渦うず巻まき始める。

「……おい、ドリッキー」

「なんだ」

「君、の助手が、そろそろ夜や会かいのメンバーに嚙かみつきかねないんだけど……」

「ッ！　わ、ワトソン君……ッ!?」

　慌あわてて階段を下りていく友人の吸きゆう血けつ鬼きを眺ながめた後、ミラルドは静かに背はい後ごを振り返った。

　するとそこには、意識を正常に戻しつつあったザムスが、膝ひざをついたままぼんやりとこちらを眺めていた。

「今の会話の意味が良く解わからない、という感じだね。ああ、ワトソンというのは……いや、いいか、自分で調べるといいさ」

　ミラルドはザムスに対して憐あわれみも侮ぶ蔑べつもなく、子供のような好こう奇き心しんに満ちた目を向け──肩を竦すくめながら呟つぶやき続ける。

「僕は君にとっての語かたり部べに過ぎない。だからこそ、僕は君の命を奪うばいもしない。さっき言ったように、君の大事な人を殺したのは僕じゃないよ。それでも、君が僕を許せないというのなら……少しは成長して来るといい。僕自身は成長せずに、相変わらず君に嫌いやがらせをするかもしれないが……少なくとも、また語ってあげよう。その瞬間の君自じ身しんを」

　先せん刻こくの事を思い出したのか、ザムスは『ヒ』、と短い悲鳴をあげ、そのまま空気を抱きしめるように両肩かたを押さえて震え始めた。

　青年の心しん中ちゆうに浮かぶのは、恋人を殺された瞬間の光景。

　その光景の中にいる吸血鬼の姿すがたを見て、ミラルドは静かに首を左右に振り、それ以上は青年をからかう事もなく──己おのれの身体からだを、足あし元もとから徐々に霧きりへと変えていく。

　特とく殊しゆな霧は空気を複ふく雑ざつに屈くつ折せつさせ、ザムスの視し界かいに無む数すうの月を映し出す。

　まるで万まん華げ鏡きようのようなその光景もすぐに消え去り、ザムスは、先刻までの事も含め、全て幻まぼろしだったのではないかという都つ合ごうの良い希望を抱く。

　霧と化したミラルドは、そんな青年の思し念ねんを読み取りつつ──思念の中で苦く笑しようしながら、全身の粒りゆう子しを風の中にたゆたわせた。

　──さて……まだ見ぬレリック・フォン・バルシュタイン君。

　──少しばかり、君の事を君に語りに行くとしようかな。




　──ゲルハルトさんの息子むすこである君の事だ。語るに落ちない存在である事を希望するよ。













１章　銀ぎん狼ろう、咀そ嚼しやくす







　吸きゆう血けつ鬼きなど御お伽とぎ噺ばなしだ。

　女はそう信じていたし、これからもそう信じ続けたのだろう。

　信じる、という言葉は少し違うかもしれない。

　存在しないで欲しい、などという希望的なニュアンスは、欠片かけらたりともないのだから。

　信じるもなにも、吸血鬼など存在しないという常識を、女は事実として知っていたのだ。

　寧むしろ、『吸血鬼など信じていない』という方が正しいかもしれない。




　だからこそ、女は夜遊びを繰り返し、その夜も軽く酒の入った状態で友人の家を後にした。

　一人、と言っても道どう中ちゆうは自分の車だ。意識がハッキリしているからと、飲いん酒しゆ運転など気にもかけずに車に乗り込む女。




　──『吸血鬼に襲おそわれないようにな』




　島でよく噂うわさになる吸きゆう血けつ鬼きの噂うわさになぞらえ、男おとこ友達の一人がからかった。




　──『あんたの送り狼おおかみよりはマシよ』




　それが、男友達との最後の会話。




　──『でも、本当に物ぶつ騒そうだから気を付けなさいよ』




　女おんな友達が、新聞に載のっていた殺さつ人じん事件の事を思い出し、そう声をかけた。




　──『大だい丈じよう夫ぶよ、今いま頃ごろその女を殺した……多分元もとカレかなんか、部屋で震えてんじゃない？』




　それが、女友達との最後の会話。




　島のどこかで、女の死し体たいが発見されたというニュースは知っていた。

　だが、それが自分が警けい戒かいすべき事件だとは考えなかった。

　千人前ぜん後ごしか住んでいない島ならば、次は我が身かと怯おびえていたのかもしれない。

　しかし、グローワースは巨きよ大だいな島だ。十万人を軽く超える人々が住むこの街で、まさか殺人犯はんが自分に目を向けるとは思っていなかったのだ。

　もし、この時点で警けい察さつが二人目の死体を発見していたと知っていたら、結果は変わっていたかもしれない。もし、警察に奇き妙みような犯はん行こう声明文ぶんが届いていたと知っていれば、結果は変わっていたかもしれない。もし、怨えん恨こんなどの殺人ではなく、頭のイカれた殺人鬼による犯行だと彼女が考えていたら──もっと強く警戒していたかもしれない。

　彼女は信じていたのだ。希望に過ぎない事を、事実だと思い込もうとしたのだ。

　こんなにも広大な街の中で、十万を超える人々の中で、自分が犠ぎ牲せい者しやになる事などないと。




　だが──世界は彼女を裏うら切ぎった。




　吸血鬼など御お伽とぎ噺ばなしだ。

　女はそれを知っていたし、今後もそれが常識だと想い続けたのだろう。

　生きてさえいればの話だが。







　彼女の死体は、島の郊こう外がいにある涸かれ井い戸どの底から発見された。

　井戸の底が殺さつ害がい現場に間違いはなかったのだが──不ふ思し議ぎな事に、死体を引き上げたレスキュー隊員以い外がい、人が上り下りをした形けい跡せきは無かった。井戸の淵ふちにロープなどが掛けられた形跡もなく、井戸を覆おおっていた屋根は数年前から壊こわれて存在していない。

　ニワトリや鞄くつ程てい度どのものならともかく、生きた人間一人ひとり──つまりは殺さつ人じん犯はんを井戸から脱だつ出しゆつさせた形跡が見あたらないのだ。

　井戸の底の外がい壁へきには、彼女の傷きず口ぐちから噴ふん出しゆつした血の跡がこびりついており、殺害現場が井戸の中である事は間違いがない。

　それだけなら、数名が共きよう犯はんで、犯はん行こう後ごにロープを摑つかんだ実行犯はんを、力尽ずくで引き上げた可能性もあるのだが──発はつ見けん当時、井戸に数百㎏の石の蓋ふたが置かれていた事が、殊こと更さらに捜そう査さ陣じんを困こん惑わくさせた。

　重じゆう機きが井戸の周辺に入り込んだ様よう子すはない。これも人の手で犯行後に運んだとすれば、一体犯人は、何人がかりで犯行に及んだというのだろうか？

　悪あく魔ま崇すう拝はい団体か何かの儀ぎ式しきではないかという話も出て、捜査陣は集しゆう団だんによる犯行として事件を捜そう査さし始めたのだが──

　何人かは、声を潜ひそめてある『噂うわさ』を口にし始め──やがて、その噂は一つの『力』となって街の中を闊かつ歩ぽし始める。

　奇くくしくも、ドイツ南部で同どう時期に起こった集団失しつ踪そう事件と同じ噂。




『この事件は、吸きゆう血けつ鬼きの仕し業わざではないのか？』




　という、普ふ段だんならば一いつ笑しように付されて終わる筈はずの話が、死体の首くび筋すじに残された、何かに食い千切られたような疵痕によって、妙みような威い圧あつ感かんが織り交ぜられる。




　無む論ろん、捜査員達たちはそんな噂に惑まどわされる事はなかったが、住民達の中には、本ほん気きで『何か』に恐れる者も現れた。その匂においを敏びん感かんに感じ取り、一部のマスコミがグローワース島に対して独自のアプローチを開始する。




　まるで──住民の恐きよう怖ふと不安を扉とびらに見立て、島の裏うら側がわを全て陽光の下に暴あばき出そうとしているかのように。





†






ドイツ　グローワース島　某ぼう月げつ末まつ　朝




「スタルフ市長、今回の連続殺さつ人じん事件についてコメントをお願いします」

　市し庁ちよう舎しや前まえに待たい機きしていた複数の取しゆ材ざい陣じん。その中の一人、眼鏡めがねをかけた女性レポーターの質問に対し、眼鏡をかけた理り知ち的な雰ふん囲い気きの男が、淡たん々たんとした調子で言葉を紡つむぐ。

「現在警けい察さつは、全力を持って捜そう査さに当たっています。それは、私からも保ほ証しようします。しかし、犯はん人にんが捕まるまでの時間があと一分か一日か一週間か、それを私の口から断だん言げんする事はできません。『一いつ刻こくも早く』と述べる事しかできませんが、市民の皆さんにも御ご協力を願います。一人きりによる夜間の外出や、人通りの少ない場所への立ち入りなどは極力控ひかえるようにして頂きたい」

　杓しやく子し定じよう規ぎな調子でそこまで語った後、市長であるヴォッド・スタルフは、眼鏡の奥の目を細めながら感情の籠こもる言葉を呟つぶやいた。

「いまだに犯人を捕らえられぬ我々を不ふ甲が斐いなく思う市民も多い事でしょう。ですが……犯人を捕らえたいという気持ちは皆さんと同じです」

　そんな市長に対し、取材陣は次から次へと質問を繰り返す。

　市長は慎つつしみつつも犯人への怒りを静かに湛たたえた面おも持もちで質問に答え続けていたのだが──最初に質問をした眼鏡の女性が、ある意味場ば違ちがいな質問を口にした。




「犯人は吸血鬼か人狼なのではないか、という声もありますが……」




　通常なら『完全に場違い』な質問となる筈はずだったのだが──。

　周囲の取材陣の中には失しつ笑しようを漏もらす者もいる中、真剣な顔のままの者も数名。

　事件を詳しく知っている者ならば、一度は思う事だろう。

『本当に、人間の仕し業わざなのか？』と。




　事件の始まりは、ほんの一週間前まえの事だった。

　最初の夜、一人目の被ひ害がい者しやである少女が姿すがたを消した。

　単なる家いえ出でだろうと思われていたのだが、３日目の夜に少女が死体で発見された事から、事件は島の住民達に強い恐きよう怖ふと不安を与える物となった。

　更さらに、この一週間の間に合計三人もの女性が行方ゆくえ不明となり、そのいずれもが死体で発見されている。

　被害者は十代から二十代の女性に限られている。

　発見された死体から解わかる事は、首の外がい傷しようを原因とする失しつ血けつ死しという事だ。

　まるで嚙かみ千ち切ぎられたかのようなその疵きず痕あとが残ざん酷こくさを演出し、恐怖の連続殺人として島の人間達に広く知れ渡る結果となった。

　傷きず口ぐちは明らかに何かに『嚙かみ千ち切ぎられた』痕あとだと解わかるのだが、生物の唾だ液えきらしきものは検けん出しゆつされず、一部のマスコミの手によりその点が強きよう調ちようされて語られている。

　更さらに、マスコミや警けい察さつに届いた『犯はん行こう声せい明めい文ぶん』が、事件をよりセンセーショナルなものとして扱っていた。

　ただし──現げん時点で強く騒さわがれているのは、島の内部だけだった。

　本ほん土どや海外では、更にセンセーショナルな事件について騒がれていたのである。

　先日、ドイツ南部で起こった集団失しつ踪そう事件。

　たった一人の少女を除のぞいて、村人全すべてが消えてしまったという事件。現場の荒れようから、恐らく誰だれも生き残ってはいないのではないかと推すい察さつされるその事件は全ぜん世界に衝しよう撃げきを与え、ドイツ国内は元より、多くの国々のメディアがドイツの南部に集しゆう結けつしている状態だ。

　グローワース島の事件も、その事件に影えい響きようを受けた殺さつ人じん鬼きの仕し業わざではないかと噂うわさされており、同一犯はんによる連続殺人だという確かく信しんと共に、声明文が犯はん人にん本人のものと断だん定ていされた事で、やっとこちらにも多くのマスコミの目が向けられたという状況である。

　だが──街としては当然ながら、これ以上騒ぎを大きくするわけにはいかないし、被ひ害がい者を出すわけにもいかない。




「曖あい昧まいな情報は市民の混こん乱らんを招くだけです。誤ご情報や風ふう聞ぶんを煽あおる事の無いように願います」

　市長であるヴォッド・スタルフは、レポーターの問いに感情を出さぬまま言葉を続け、そのまま会見を終了させ、市し庁ちよう舎しやの中に姿すがたを消した。
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市長室




「で、結局犯はん人にんの目め星ぼしはついてるの？」




　市長室に戻ったヴォッドにかけられたのは、感情の薄い女の言葉だった。

「曖あい昧まいな情じよう報ほう以外に何か手がかりでもあるといいわね」

　本ほん来らい市長が座るべき椅い子すに腰をかけ、大きく背を倒しながらマホガニー製の机つくえに両足を乗せている若い女。艶なまめかしい脚きやく線せん美びが強きよう調ちようされているが、女の顔にはまだ幾いくばくかの幼さが残っている。

　市長室のテレビにはまだ市庁舎前まえでレポーターが話している様よう子すが映されており、どうやら会見の様子を見て市長に皮ひ肉にくの言葉を投げかけたのである。




　そんな日本人の女性──木き島じま閑音しずねに対し、ヴォッドは静かに溜ため息いきを吐き出すと、胸ポケットからサングラスを取りだし、伊だ達て眼鏡めがねと掛け替える。

　雰ふん囲い気きをガラリと変えたヴォッドは、敵てき意いを隠かくさぬまま閑音へと歩み寄り、机に片手をバン、と叩たたきつけながら口を開いた。

「犯人が手前てめえだったら話が早ぇんだがな。この場でぶち殺して不法滞たい在ざい者しやの日本人が犯人でした、俺は正当防ぼう衛えいです、って事でめでたしめでたしだ」

　先せん刻こく、市民の前で見せたものとは全く違う口く調ちよう。全く違う表情。全く違う空気。彼は、目の前にいる女が市民ではなく、人間ですら無い事から、完全に吸きゆう血けつ鬼きとしての自分を表おもてに出して相あい対たいしている。

　そんな市長を前に、元『食鬼人イーター』の吸血鬼である閑音は、純じゆん粋すいな殺さつ意いと共に否定の言葉を吐き出した。

「前にも言った筈はずよ。私が一番憎にくいのは貴方あなた。もしも島を滅め茶ちや苦く茶ちやにするつもりなら、今いま頃ごろタンクローリーを市庁舎に突っ込ませてるわ」

　自分を吸血鬼に変えた張ちよう本ほん人にんに対して、閑音は今にも飛びかかりそうな視線を送る。一方、ヴォッドはそんな殺意を敵てき意いの籠こもった瞳ひとみで跳ね返しつつ、嘲ちよう笑しよう混じりの言葉を浴びせかけた。

「吸血鬼のテロがタンクローリー特とつ攻こうたぁ笑わせる。肉体が死んじまって、いよいよ脳のう味み噌そが腐くさってきたか？　俺は手前を吸血鬼にしたつもりだったが、どうやら単なるゾンビにしちまってたみたいだな」

「……不ふ思し議ぎね、貴方あなたの軽かる口くちが、今は無む理りしてるようにしか見えないわ」

「ああ？」

　眉まゆを顰ひそめて睨にらみ付ける市長に、閑音しずねは机の上の足を組み替えながら言った。

「貴方の身体からだ……相当ガタが来てるみたいじゃない」

「……」

　沈ちん黙もくするヴォッドに、閑音は僅わずかに顔を嘲ちよう笑しようの形に歪ゆがませる。

「風の噂うわさで、貴方がレリックの力を手に入れたとか聞いたけど……やっぱり貴方みたいな半人半鬼ダンピールの身体には分ぶん不ふ相そう応おうって奴やつなのかしらね」

「分不相応だぁ？　バカが……本当の分不相応ってのは、市民の支持もねえのにその椅い子すに座ってる手前てめえの事だ」

「椅子は椅子でしょ？　誰だれが座ろうが関係ないわ」

「なら、それと同じさ」

　ヴォッドは首をゴキリと鳴らし、鋭い犬けん歯しを覗のぞかせながら語り出す。

「力は力だ。ボンボン貴き族ぞくのレリックが使おうが、俺おれが使おうが関係ねえさ」

「市長室の椅子に座っても、死ぬ事は無いけどね。……やめましょう。これ以上は減へらず口の言い合いにしかならないわ」

「俺はそれでも一いつ向こうに構わねえんだがな」

「その姿すがたをビデオにでも撮とって、マスコミに送りつけてやりたい所ね。みんなの優しい市長さんが、実はこんなに口くち汚ぎたないゲス野や郎ろうだったなんて。可哀かわい相そうに、そんな現実を叩たたきつけられたら、島の人達は何人かショックで死ぬんじゃないかしら？」

　罵ののしり合いは止めようと言いつつ、最後は自分のイヤミで終わらせたいらしく、閑音はその台詞せりふを言い終えると同時に椅子から立ち上がった。

「ま、私はこれで帰るけど、せいぜい長なが生いきしなさいよ、市長さん。いずれ私が殺すけど」

「そんな心にもねえ事を言う為ためにここまで来たのか？」

「……『私じゃない』って事を念ねん押おししておこうと思って来ただけなんだけど、ついでに一つ嫌いやがらせしておいてあげる。私にまだ『食鬼人イーター』としての嗅きゆう覚かくが残ってるのは知ってる？」

『食鬼人イーター』というのは、吸血鬼を超える為に人としての禁きん忌きを踏み越えた存在だ。吸血鬼の血けつ肉にくや灰を喰らい、己おのれの血肉とする事で筋きん力りよくや反射神しん経けいを飛ひ躍やく的てきに増ぞう大だいさせるハンター達。かつて閑音は復ふく讐しゆうの為に『食鬼人イーター』の道を歩んでいたのだが──吸血鬼に対する捕ほ食しよく者しやたる特とく徴ちようの一つとして、一いち度ど吸血鬼の血を啜すすった人間は、吸血鬼の気け配はいを匂においや音のように感かん知ちする事ができる。その特とく異いな感知能力は、餌えさの立場である吸血鬼に転じた今でも、閑音の中に変わらず残り続けていた。

　そんな力を持った彼女が、市長への嫌がらせの為だけに、笑いながら『感知結けつ果か』を呟つぶやいた。

「さっきの取しゆ材ざい陣じんの中にも、何人か吸血鬼の気配があったわよ。それなりに、島の吸きゆう血けつ鬼きどももこの事件に注目してるって事かしらね」

「……」

　沈ちん黙もくするヴォッド。

「人間にも吸血鬼たち達にも、せいぜい無ぶ様ざまな姿すがたをさらさないように気を付けるのね」

　閑音しずねは僅わずかに肩を竦すくめた後、捨て台詞ぜりふを残して市長室を後にする。




「街の陰から応援してるわ、優しい優しい市長さん」
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携けい帯たい電話上じよう某ぼうメッセンジャーでの会話




パメラ【如何いかがでしたか、ディンギル様。ノイルベルク市長の会見の御ご様よう子すは】

ディンギル【噂うわさとは違った。粗そ野やな男と聞いていたが】

パメラ【あれは人間に見せている顔に過ぎません。吸血鬼としての彼は粗そ暴ぼうの塊かたまりです】

ディンギル【そんなものか】

パメラ【所しよ詮せんは半人半鬼ダンピールの小こ物ものに過ぎません。ディンギル様が気になさる程ほどではないかと】

ディンギル【それは、パメラが決める事じゃない】

パメラ【大変申もうし訳わけ御ご座ざいません。出で過すぎた事を】

ディンギル【気にするな。それより城の方だが】

パメラ【城の警けい戒かいが強いという印いん象しようはありません。人じん狼ろうが周囲をうろついている程てい度どです】

ディンギル【そうか。なら、問題はないか】

パメラ【不ぶ用よう心じんな連れん中ちゆうです。ディンギル様なら、存在を抹まつ消しようする事も可能かと】

ディンギル【目的を違たがえるな。今日きようは、あくまで観察だ】

パメラ【申し訳御座いません】

ディンギル【それにしても楽しみだな】




ディンギル【遺存種レリツクと呼ばれる珍ちん獣じゆうが、果たしていかほどの物なのか】
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　グローワース島は、ヨーロッパ北方、ドイツ領りよう海かいに浮かぶ広大な島だ。

　ドイツ領りよう内ないの島々の中でも有ゆう数すうの広さを誇り、観光地ちとしての発展を見せながら、日本やアメリカ、イタリアや中国などの地方都と市しとの交こう流りゆうが盛んとなっている。

　島内はノイルベルク市を始めとした幾いくつかの町に分かれ、中ちゆう世せい風ふうの町並みを思わせる街かい道どうもあれば、近代的なビルが立ち並ぶ官かん庁ちよう・ホテル街も混こん在ざいしている。島の至る所に自然が広がっており、砂さ漠ばくや氷ひよう河がこそないものの、多た種しゆ多た様ような環かん境きようが混在する地であると言えた。

　ただ、都市部ぶに関しても高こう層そう建けん築ちくは皆かい無むであり、市し庁ちよう舎しやを除けば、せいぜい五階建てのホテルがいいところだ。それでもシーズン中は宿がいっぱいになり、街道沿ぞいにある古い建物をそのまま利用したホテル等も人気のスポットの一つとなっている。近年では島の祭りの盛せい況きようで観光客きやくが増えた事に伴い、急きゆう速そくに観光地化かが進んでいるが、それに伴う環境の変化については住民の中でも賛さん否ぴ両りよう論ろんとなって議ぎ論ろんが続けられている。

　島の中央には、落らく葉よう樹じゆが多く分ぶん布ぷする低い山々が連なっており──南側の山の頂ちよう上じよう付近には、大きな中ちゆう世せい風ふうの城が存在している。それこそが、この島のシンボルにして最大の観光名めい所しよでもある、バルシュタイン城だ。

　荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きを纏まといながらも、その景けい観かんは緑の生おい茂る山と見事に調ちよう和わしており、観光客の多くは、自分が物語の中に入ったような錯さつ覚かくの中で陶とう酔すい感かんを覚える事だろう。

　バルシュタイン城は島とう内ない出身の芸げい術じゆつ家かである『カルナルド・シュトラスブルク』の残した芸術品なども多く存在する事から、歴史的資し産さんが多く残る島内でも最大の観光名所として知られている。

　だが、人々の多くは知らない。

　町の都市と自然の境さかい目めとも言えるその場所が──人間の世界と異い形ぎようの闇やみが入り交じる、もう一つの境きよう界かい線せんとなっている事を。

　そして、この島を取り仕切る一人の吸きゆう血けつ鬼きが、城の主あるじとして立ち入り禁きん止し区く画かくにある『玉ぎよく座ざ』に座っているという事に。




　レリック・フォン・バルシュタイン。

　かつてこの島の城じよう主しゆだったゲルハルト・フォン・バルシュタインの義ぎ理りの息子むすこであり、現在の城主の座を受け継いだ存在。

　ただ、自ら望んで島を支配しているのかと言われれば、答えは曖あい昧まいなものとなる。

　義ぎ父ふには『子し爵しやくの称しよう号ごうも譲ゆずる』と言われたのだが、爵しやく位いは世せ襲しゆうさせる場合は一いち段階落おちるのが普通である。そもそもフランス王から例外的に与えられたケースを除き、ドイツには子爵の称号は存在しない。ゲルハルト曰いわく、だからこそ時の皇こう帝ていから、『存在する筈はずのない吸血鬼』である自分に対し、皮ひ肉にくを込めて与えられたのだそうだ。

【そんな経けい緯いの爵位だからな。そのまま継けい承しようした所で怒る人間はおるまい】

　義父はそんな適当な事を言っていたが、レリック本ほん人にんにはどうにもピンとこない。

　吸血鬼達たちが自らの衣服ごと霧きりや蝙蝠こうもりに変化するのと同じ要よう領りようで、この島全すべてを自分の一部であるかのように蝙蝠こうもりや霧きりと化す事ができる、圧あつ倒とう的な『支配の力』。

　吸きゆう血けつ鬼きのみならず、種類を問わずに何らかの『力』を欲する者ならば、誰だれもが憧あこがれ、嫉しつ妬とする存在。吸血鬼の中の吸血鬼として『作られた』少年は、自らの立場の象しよう徴ちようとでも言うべき玉ぎよく座ざに腰をかけ────




　城のメイド達による講義を受けながら、深い深い溜ため息いきを吐いていた。




「……まさか、こんな歳としになって勉強するハメになるとは思わなかったよ」

　大きめの玉座の上に、膝ひざを閉じて縮こまりながら座るレリックは、メイド達の言葉の合間に、思わずそんな愚ぐ痴ちを零こぼしてしまう。

　玉座の斜め前には、背の高い小こ物もの机づくえが置かれている。高級そうな装そう飾しよくの施ほどこされた一品の上に、古びたノートや羊よう皮ひ紙しから最新型がたのノートパソコンまで、様々な『資し料りよう』が山のように詰みあげられていた。

　その山を見て再さい度ど溜息を吐くレリックに対し、全身を緑色に包んだメイド服の吸血鬼が、眼鏡めがねをクイ、と上げて口を開く。

「何をおっしゃいますか。人間に当てはめても、まだ学校に通っていておかしくない歳です。そもそも生きるという事は常に何かを学び続ける事ですゆえ、レリック様は今後半はん永えい久きゆう的てきに何かを学び続け、あるいは他者の手て本ほんとなり続ける事となるのですから」

「生きていくのに疲れるような事は言わないで欲しいなあ。確かにどんな仕事をするにしたって、その道の勉強が必要だとは思うけど」

　レリックは苦く笑しようしつつも勉強の意味については否定せず、自らの手しゆ中ちゆうにあるノートに目を向けた。誰だれかの手によって書かれた細こまかい文字が綴つづられており、何かの研究論ろん文ぶんであるという事はドイツ語が読める者ならば一ひと目めで解わかる。

　と──そんな文字が、唐とう突とつにぼんやりと滲にじんで見える。

　急に自分の周囲に濃い霧が立ちこめた事に気付くと、レリックは苦笑しながら声をあげた。

「退たい屈くつしのぎに来たのかい、ピリエちゃん。悪いけど、こっちはもっと退屈かもよ？」

　霧以い外がいは何もない虚こ空くうに対して紡つむがれた言葉だったが──

　屋内に唐突に霧が立ちこめた場合、レリック達はそれが奇き妙みような自然現げん象しようだとは考えない。更さらにその霧が、赤や青などの色を纏まとっているのなら、城に住む居い候そうろうの仕し業わざだとすぐに解る。

「えー。なになに？　なにしてるの！　退屈なら止めなよ！　止めちゃいなよそんなこと！」

　テンションの高い少女の声が霧の中に響ひびき渡る。霧に隠かくれて、というより、霧そのものが声を発していると言った方がいいだろう。

　声と霧はすぐに一いつ箇か所しよに収しゆう束そくし、緑色のメイドの横に、カラフルな少女が顕けん現げんした。

　霧む化かを解いた道どう化け姿すがたの吸血鬼──ピリエ・ミストウォーカーは、くるくると無む意味に回転しながらレリックに笑いかける。

「ねえねえ、何してるの？」

「ああ、ちょっと『吸きゆう血けつ鬼き』について勉強をね」

「？　なんで今いま更さら？　自分の身体からだの事なんか勉強する必要なんてあるの？」

　首を傾かしげる道どう化け娘むすめに対し、レリックの代わりに眼鏡めがねメイドが答えを返す。

「人間でも自分達の身体については学ぶものですよ。もっとも、今レリック様が学んでいるのは、保ほ健けん体育ではなく社会学といった所ですけれど」

「ふうん？　よくわかんないや」

　そのまま首を捻ひねり続け、グルリと首を三六〇度回かい転てんさせる。どうやら首だけ霧む化かさせたようだが、普通の人間が見たら卒そつ倒とうしかねない光景だ。

　しかしそんな姿すがたなど見み慣なれているレリックは、優しく微笑ほほえみながらピリエに対して口を開く。

「ピリエちゃんは『血けつ族ぞく』って知ってるかい？　単たん語ごの意味じゃなくて、吸血鬼の集団の事なんだけど」

「んー？　えっと……あー。あ！　聞いた事あるかも！　ヴォッド様がたまに椅い子すとか蹴けりながら『血族の鼻はな持もちならねえ連れん中ちゆう』とか色々言いってた！　『組織の鼻持ちならない連中』とかもよく言ってたから、一いつ緒しよだと思ってたけど、違うの？」

『組織』というのは、レリックの義ぎ父ふであるゲルハルトが造り上げた吸血鬼の互ご助じよ会かいだ。組織名めいが無かったり、周囲から変わり者扱あつかいされる吸血鬼が多く集まっているものの、人数は二万人にも及び、吸血鬼のコミュニティでは世界最さい大だいのものとなっている。

　レリック本ほん人にんも、その『組織』のとある実験により生み出された存在なのだが、そのあたりの事情は今は乗り越えているようで、『組織』に対して特別な感情は無いようだ。

「うん、『血族』はそれと別べつ物ものだよ。寧むしろ、父とうさんのいる『組織』とは、あんまり仲が良くないみたいなんだ。……僕もさっき初めて聞いたから、そんな重い話じゃないかもしれないけど」

「それは、レリック様の勉強不ぶ足そくです」

　照れたように笑うレリックに、メイドは爽さわやかな笑顔で言い放った。

「ゲルハルト様もゲルハルト様です。『血族』の事をレリック様やフェレット様に伝えてこなかったなんて。そんな状態でレリック様の外がい遊ゆうを許可していたとは……。全く、今度島しまに戻ったらきつく提てい言げんさせて頂きます」

　笑っているし、語ご気きが荒いわけでもない。

　それでも、レリックはメイドがゲルハルトに対してかなり怒っているような気がして、身を怯ひるませながら言葉を返した。

「……すいません。これからきちんと向き合いたいと思います」

「レリック様は本当に素直ですね。きっと民たみ草くさに好かれる領りよう主しゆになれますよ」

　今度は心の底からの微笑みを浮かべた後──メイドは、道化娘の方にも笑顔を向け、いくつかの資し料りようを手渡した。

「良い機会です。ピリエさんも、この機会に『血けつ族ぞく』について学ばれると良いでしょう」





†






　世界中に無む数すうに存在する吸きゆう血けつ鬼き。

　一説には五万人を超えると言われているが、決して膨ぼう大だいな数とは言えない。

　吸血鬼といえど、映画や漫まん画がのように凶きよう悪あくな力を持っている者は限られている。大たい抵ていの者は、一いつ致ち団だん結けつした村むら人びと達に狩かられてしまう程てい度どの存在だ。

　そんな彼らの中で、人間達から己おのれの身を守る為ために作られたのが『組織』であり、現在では百人前ぜん後ごの幹かん部ぶに二万人の構こう成せい員いんという大おお所じよ帯たいだ。組織内でも派は閥ばつがあり、人間を餌えさとしか考えていない者、人間に対して恨うらみを持つ者、人間との共きよう存ぞんを考える者まで、様々な考えの吸血鬼が所しよ属ぞくしており、現在は議長であるゲルハルトの影えい響きようで、人間に対して必ひつ要よう以上に敵てき対たいしない穏おん健けん派はの思し想そうが主流になりつつあった。

　一方──『ファミリー』や『血族』と呼ばれる、人間でいう貴き族ぞくの家か系けいのような吸血鬼集しゆう団だんも世界には存在していた。

　文字通り、彼らは自分の集団を家族として捉とらえ、実際に血けつ縁えん関係の者や、自らの手で吸血鬼に転てん化かさせた元もと人間、あるいは支配している奴ど隷れい的てきな立場の魔ま女じよや人じん狼ろうなどで構成されているコミュニティである。

　明確な基準があるわけではないが、子や孫まご、曾ひい孫まごなどを含め、コミュニティの人数が三十人を超えた家系が『血族』と呼ばれており、現在は組織によって七つの『血族』の存在が確かく認にんされていた。




　東とう欧おうに居きよを構え、百人を超える一族と千人を超える配はい下かを抱えるヴィラディス家け。




　正確な人数が把は握あくされていないほどに多く、人間社会に広く関わりを持つ中国の香シヤン家。




　アフリカ大陸の海岸線沿ぞいに広い縄なわ張ばりを持つチャグズール家。




　ロシアや欧おう州しゆう、米国アメリカに複数の拠きよ点てんを持ち、排はい他た主義傾けい向こうの強いアレクサンドロス家。




　正確な拠点も解わからず、人間社会にも殆ほとんど関わらないという、謎なぞの多い日本の熊くま之の辺べ家。




『組織』に対して強い嫌けん悪お感かんを抱き、人間を完全に餌として見ているサンフォールド家。




　女おんな吸きゆう血けつ鬼きだけで構成され、女性限げん定ていで血けつ縁えん以外の吸血鬼も受け入れるシュリーメイス家け。




『血けつ族ぞく』の多くは、人間を下か等とうな存在として見み下くだしており、『組織』の事を快く思っていない。『組織』を嫌きらう理由の一つとしては、彼らが映画やドラマに出てくるような『吸血鬼らしい』吸血鬼であり、それを誇りとしている事があげられる。彼らの目からすれば、力のあるなしや半人半鬼ダンピールかは問わず、犬や蜘く蛛も、果てはスイカから転てん化かした吸血鬼すら仲間に引き入れている『組織』は節せつ操そうのない不ふ良りよう集団のように見えているのかもしれない。

『組織』に対して比ひ較かく的てき中立の立場を取っているのは中ちゆう国ごくの香シヤン家けとシュリーメイス家の二つであり、時とき折おり『組織』との情報交こう換かんも行われているとの事だ。




「以前はもっと多かったのですが、現在は今の七しち族ぞくが明確な『血族』と言えるでしょう。アメリカに存在していたいくつかの血族は『組織』に吸きゆう収しゆうされています。海を渡れない性質の吸血鬼が多いせいか、元もと々もと南北のアメリカ大陸には吸血鬼がさほど多く存在しません。他にも、日本の聖ひじり辺べ家けのように人間と交わって自然消しよう滅めつした血族もありますし、西せい欧おうのリードロック家のように、他の血族に滅ほろぼされた一族もあります。『組織』の幹かん部ぶであるロミー嬢じようも元は血族でしたが、彼女を除いた方々が鬼き籍せきに入られたため、現在は血族から除じよ外がいされています」

　淡たん々たんと語られるメイドの言葉に、ピリエは『へー』と声をあげ、レリックは小さく頷うなずいた。

「なるほど……。やっぱり、現げん存ぞんしている一族は組織としても力があったりするんですね」

「ヴィラディス家が一番危き険けんで、香家はヴィラディス家への牽けん制せいとして『組織』と交流を続けている状況です。シュリーメイス家は完全に中立の立場を取っているので、それほど危険視しする必要はないでしょう」

　そんなメイドの説明に、レリックはハハ、と笑って口を開く。

「女の人だけの一族ってアマゾネスみたいだね。中立から一歩進すすんで、仲良くしたい所です」

　冗じよう談だんめかした彼の言葉に、横で大人おとなしく講こう義ぎを受けていた道どう化け娘むすめが声を上げた。

「あーッ！　レリック！　浮うわ気きする気だ！　ヒルダに言いつけちゃおーっと！」

「!?　い、いや、そういうんじゃなくって！」

　言い訳わけしようとした城じよう主しゆに対し、メイドもクスリと笑いながら問いかける。

「あら、そういうつもりではないなら、どういうおつもりだったのですか？」

「……それは、その」

　言葉に詰まったレリックに、道化娘はキシシと笑いながら、身体からだを半分霧む化かさせてレリックの身体にまとわりつく。

「レリックも男の子だもんねー。やっぱりお城の王様らしく、女の子をとっかえひっかえしたいのかな？　それでねそれでね！　毎まい晩ばん毎晩……。……。もーッ！　何なに言わせるんだようッ！レリックの鬼き畜ちくエロヌードル！」

「エロヌードル!?」

　訳わけの解わからない事を言われながら頭をポカスカと叩たたかれるレリック。城じよう主しゆとしての尊そん厳げんもへったくれもない姿すがただが、特に道どう化け娘むすめを咎とがめる様よう子すもなく、メイドも温かい微笑ほほえみと共に二人を眺ながめていた。

「あいたたた。それにしても、ピリエちゃん、割と真ま面じ目めに話を聞いてたよね。血けつ族ぞくの事とか」

「え？　うん。だって面白いじゃん！　自分の知らない話を聞くのってさ！」

　外がい観かんの派は手でなイメージとは違い、意い外がいと真面目な事を言う少女。

「色んな事を知っておかないと、全力で茶ちや化かせないじゃん！　よく知りもしないで何かを茶化すのは良くないかなーって思って！」

「へえ、ピリエちゃんは、そんな事を考えながらいつも巫ふ山ざ戯けてるんだ」

　レリックはそんな少女に感心しつつ、玉ぎよく座ざの上からメイドに一つ問いかけた。

「あ、そういえば、質問があるんですけれど」

「はい、なんなりと仰おつしやって下さい」

　恭うやうやしく一礼するメイドに、レリックは静かに口を開く。

「それって……その……。『血族』の人達にとって、僕は面白くない存在なんじゃないですか？」

「……」

　メイドの笑顔が僅わずかに薄らぎ、沈ちん黙もくをそのまま返答とした。

「僕は、その、自分がそんなに大した者だなんて思ってはいないんですが……。僕が『組織』の人達に造られた目的が目的ですから……。その……あまり、僕の印いん象しようって『血族』の人達に対して良くないんじゃないかなって……」

　レリックは、『組織』によって意い図と的てきに生み出された。

　クローンや人じん造ぞう人間というわけではなく、吸血鬼の血を意図的に選んで交こう配はいさせ、それを数すう代だいにわたって続ける事で生み出された吸血鬼のサラブレッド的な存在なのである。

『血族』と同じように、伝でん承しようや映画に残るような吸血鬼の能力を併あわせ持ち、その全てを絶ぜつ大だいな威い力りよくで操あやつる事のできる、器き用よう貧びん乏ぼうならぬ器用富ふ豪ごうとでも言うべき吸血鬼。

　まさに吸血鬼の王となるために生み出された存在であるレリックは、自分達の血こそが純じゆん然ぜんたる吸血鬼の血けつ統とうであると主張している『血族』にとって、目の上のたんこぶと思われても仕方がない。

　メイドは少し迷った後、言葉を選びつつも確かく定ていしている事実を口にした。

「正直に申し上げます。先せん刻こく言った『血族』の中で、『組織』に負の感情が強い一族ほどレリック様に対して抱く逆さか恨うらみも大きくなるでしょう」

「ま、そうだよね」

　さして悲ひ観かん的てきにもならず、軽い溜ため息いき混まじりに呟つぶやくレリック。

　メイドはそんな城じよう主しゆの心の裏うら側がわを気き遣づかい、追加の情報を口にした。

「ですが、全ての血けつ族ぞくがそうとは限りません。香シヤン家けとチャグズール家は吸きゆう血けつ鬼きの性質がやや異なる故ゆえ、レリック様が何か手を出さない限り敵てき対たいする可能性は薄いかと。シュリーメイス家も警けい戒かいはしていますが、それはレリック様が男だからという事もあるでしょう。その証しよう拠こに、かつてゲルハルト様に『双ふた子ごのうち、女じよ児じの方は保ほ護ごする用意がある』と打だ診しんしてきた事も御ご座ざいます。人ひと質じちに取るなどの裏もなく、純じゆん粋すいな好こう意いだろうとゲルハルト様は判はん断だんしました」

「フェレットを？」

「無む論ろん、ゲルハルト様は断りましたが……。そういう意味では、シュリーメイス家はやはり中立の立場、と考えておいた方が良いでしょう」

「そうですか……」

　ほんの僅わずかな沈ちん黙もくの後、レリックは笑いながら言葉を続けた。

「やっぱり、シュリーメイス家の人達とは仲良くなりたいかも。美人が多いんですか？」

「レリックー？」

　声を低くする道どう化け娘むすめの声に、また先せん刻こくのように絡からみつかれると思ったレリックだったが──

　道化娘は先刻よりも意い地じの悪い笑えみを浮かべ、挑ちよう発はつするようにレリックの顔に鼻はな先さきを近づけた。急きゆう接せつ近きんする異い性せいの顔に、レリックは思わず固まってしまう。

「へへーん。解わかるよー！　解っちゃうよー？」

「な、なにがかな？」

「レリックったら、内ない心しんちょっと動どう揺ようしてるよね！　ね！　会ったことも無い人達から勝かつ手てに嫌きらわれてるって聞いて、ちょっと傷ついてるよね！　ね！　だからヒルダの事を話題に出そうとして、今みたいな事を言ったんだよね！　ヒルダの話で盛り上がれば、自分をごまかせると思ったんだよね！　私を利用しようとしたんだよね！　でもバレバレだから！　そんなんだったら、最初っからヒルダに『逢あいたい』って電話すればいいのに！」

「……」

　図ず星ぼしだったようで、目を泳がせて黙だまり込むレリック。人間ならば、とっくに頰ほおを赤く染そめているぐらいに照れてしまっているようだ。

　そして、そんなレリックの額ひたいに自らのおでこをコツリとぶつけ、キヒャヒャヒャと笑いながら、人間の少女の事を口にする。
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「ヒルダは大事にしなきゃ駄だ目めだよ！　私、あの子が吸血鬼だろうと人間だろうと気に入ってるんだからね！　ヒルダはちゃんとレリックと向き合おうとしてるんだから、ちゃんとそれに答えないと！」

「ピリエちゃん……」

「ヒルダちゃん一人幸せにできないで、立りつ派ぱな城主様になんてなれるわけないじゃん！　アハハハハハハ！　バカみたい」

　嘲ちよう笑しようしつつ、再び半分霧む化かし、レリックの背中に回り込む道どう化け娘むすめ。

　そして、レリックの背をトンと押し、玉ぎよく座ざから無む理り矢や理り立ち上がらせた。

「レリックは吸きゆう血けつ鬼きなんだよ？　たくさんの会ったこともない人間から化ばけ物ものって嫌きらわれてるのに、なんで会ったことも無いちょっとの人達に嫌われてる事を気にするの？　ヒルダもミヒャエルも、レリックの事を大好きなのに！　世界中の人に好かれたいなんて欲よく張ばりだねー！　アハハハハハハハハハハハハ！」

　狂ったように笑う道化娘の言葉に──レリックは一いつ瞬しゆんキョトンとした後、自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑った後に呟つぶやいた。

「ありがと、ピリエちゃん」

　そして、メイドに一ひと言こと断りを入れて、玉座の間から足早に走り去る。

　レリック・フォン・バルシュタインは吸血鬼だ。

　その事実は、たとえ人間と吸血鬼のどちらかが絶ぜつ滅めつしようと変わらない。

　だが、そんな彼を、普通の人間のように愛してくれている女性──同時に、自分が誰だれよりも愛している女性の顔を思い浮かべ、レリックは、少し悲しげな目で笑う。

　──ああ、僕は、どうしてこう臆おく病びようなんだろう。

　──いつだって、誰かに背中を押されてばっかりだ。

　ヒルダに会いに行こう。

　ただそれだけの思いを胸に、レリックは日が沈みかけている夜空の元、己おのれの身体からだを蝙蝠こうもりへと変じさせる。

　西の空に僅わずかに残った夕焼けの光が肌はだに痛みを与えるが、我が慢まんしつつ町へと飛び立つ吸きゆう血けつ鬼き。

　ヒルダを吸血鬼に転てん化かさせるか、それとも人間のまま愛するのか──

　未来の事など欠片かけらも決められぬまま、ただ、少年は『会いたい』という衝しよう動どうに従った。







　そんなレリックを見送った後、メイドが眼鏡めがねをクイ、と上げながら道どう化け娘むすめに目を向けた。

「随ずい分ぶんと、お節せつ介かいを焼かれるのですね」

「お互い様だよ！　メイドさん達だって、あの二人を応援してる癖くせに！　アハハハハハ！」

「貴女あなたは優しいのですね。道化娘さん。正直、貴女のような聡そう明めいで優しい子がヴォッドのような男に心しん酔すいしているのが不ふ思し議ぎです」

「あーッ！　駄だ目め駄目！　ヴォッド様の悪わる口くち言っちゃ駄目なんだからね！」

　ぷう、と頰ほおを膨ふくらませた後、ピリエはクルクルと空中を舞い回り、両手を大きく広げながら楽しげに『憧あこがれの人』について語り出す。

「ヴォッド様は確かに小こ物ものだし、意い地じが悪いし、我が儘ままだし、裏うら表おもてがあるし、下げ品ひんだし、ゲスだし、後あと先さき考えないし、暴ぼう力りよく的だし、小物だし、いっつもガミガミしてるし、態度が大きいし、すぐチョップとかしてくるし、性格悪わるいし、小物だし、いつまでも昔の事を引きずったりするけど、でも格かつ好こういいんだからね！」

「小物という単たん語ごが三回出てきましたが、まあ、確かに小物という点については同どう意いです。ですが、貴女の憧れを侮ぶ辱じよくした事は謝りましょう」

　素直に頭を下げるメイドに、道化娘はムウーと唸うなってから呟つぶやいた。

「うー。やっぱりヴォッド様、お城のみんなに相そう当とう嫌きらわれてる？」

　悔くやしそうに問いかける道化娘に、メイドは僅わずかに考えた後、自分の素直な意見を呟いた。

「肝かん心じんのゲルハルト様が嫌っていなかった以上、ろくでなしではありますが、極ごく悪あく人にんではないのだろうという希望はあります。それに、人間としての顔……市長としてはよくやっていると思いますし」




「吸血鬼としても島の民たみの為ために働けば、私も見直す用意はあるのですが……」





†






グローワース島　港こう湾わん部ぶ




　　（やべえ、眠い、マジ眠いわあ）　　（ああ、女抱だききてえなあ）　　（腹はら減ったなおい）　　（畜ちく生しよう、俺おれ以外の奴やつはみんな死ねよ）　　（働きたくないなあ）　　（いつやらせてくれんのかな）　　（マジうざい。こいつまさか私のこと彼女扱あつかいしてるんじゃない？）　　（次はどこ行こうかな）　　（家のガス止めたかしら……）　　（そろそろ爺じいさんが死んだ後の事も考えないとなあ）　　（絶対あれは吸きゆう血けつ鬼きの仕し業わざよ）　　（いっそ死ぬか）　　（市長って独どく身しんだっけか。随ずい分ぶん若いけど）　　（家いえ帰んのマジ憂ゆう鬱うつ）　　（むびょるうひょーひょーひょーどぼひょらららあーーーーッ！　って意味の無いこと叫びてぇなあ畜生）　　（それにしても、案あん外がい浮うわ気きってバレないもんだな）　　（スカートめくれないかな）　　（とっととこんな田舎いなかの島出でて、本ほん土どの都会に住みたいもんだ）　　（ソーセージ食いてえ）　　（アバババババ）　　（マジで父とうちゃん、母かあちゃんが浮気に気付いてないって思ってるのかな……）　　（あいつマジで死なないかな）　　（今の内に銀行から預金引き出しておくか……）　　（浮気した罰ばつとして昨日きのうからうちの人のスープに布ふ巾きんの絞しぼり汁じるを入れてるんだけど、案あん外がいバレないものねえ）　　（なんだあの鏡かがみ眼鏡めがね野や郎ろう。へんな格好かつこしやがって）　　（死にたい）　　（超ちようラッキー）　　（なんとかしてあげたいけどなあ）　　（この人ひと混ごみの中に殺さつ人じん鬼きがいたりして）　　（もしもここで強ごう盗とうが襲おそってきたら、俺はこう躱かわして……）





　「ああ……心地ここち好よい……実に心地好い空気だ」



　ミラルドは港の商店街がいの街がい灯とうに背を預け、周囲を通る人々の『心の声』の波音に己おのれの身体からだを委ゆだねていた。

　様々な感情が入り交じる轟ごう音おんの中、ミラルドはその全てを丁てい寧ねいに聞き分け、クラシック音楽でも鑑かん賞しようするかのように楽しげな微笑ほほえみを浮かべていた。

（誰だれか俺の心を読んでたりして。……お前が心を読んでる事は解わかってるんだぞ！　……なーんてな、はは）

　と、そんな事を考えている少年がいたので、試しに『バレたか』という思し念ねんを送ってみる。

　すると、その少年は突然ビクリと身体を震わせ、周囲を何度か見回した後、恐きよう怖ふに引きつった目で走り去っていってしまった。

「悪い事したかな。ま、空そら耳みみと思って処理するだろ」

　そんな独ひとり言ごとを呟つぶやくミラルドに、背中から声が掛けられる。

「（うう、まだ気分が悪い）君はあれだ、もしかしてここにいる群ぐん衆しゆうの心の声を全て聞いているのか？」

　体たい調ちようの悪そうなドリッキーの言葉に、ミラルドはあっさりと言葉を返す。

「任にん意いにシャットアウトもできるけどね」

「（うぐぐ……やはり……自分の棺かん桶おけと共に貨物として来れば良かった……）……よく発はつ狂きようしないものだ。映画や小説では、他人の心を読めるようになった者は人ひと混ごみを嫌いやがるものだが」

「慣れると気持ちいいよ？　最初は騒そう音おんだと思ってた掃そう除じ機きの音が、ある瞬しゆん間かんを境さかいに心地ここち好よい子こ守もり歌うたになるのと一いつ緒しよさ。……それより大だい丈じよう夫ぶかい？　流りゆう水すいが苦にが手てなのに船なんか乗るからだよ。君が弱ければ灰になってたかもしれない」

　吸きゆう血けつ鬼きの中には、川や海などの流水を苦手とする者が多い。蝙蝠こうもりに変じて空を飛んだり、船や飛行機を使えばなんの問題もない事が殆ほとんどなのだが──中には、ドリッキーのように、『流水の上を通っている』というだけでダメージを受ける個こ体たいも存在する。

「（吐きそうだ、うう）はっはっは、私なら問題無ないと論ろん理り的てきに判はん断だんしたのさ。だが、船ふな酔よいも合わさって弱ったスキを突かれただけだ。おのれ……流水め……我が生しよう涯がいのライバルよ……」

「そもそも、なんで来たのさ？　ドリッキーはゲルハルトさんの夜や会かいの方に行けば良かったじゃないか。心を読もうとしてもずっと気持ち悪い気持ち悪いとしか言ってないし」

　当然と言えば当然の問いに、ドリッキーは無む理り矢や理り身体からだを奮ふるい立たせ、背を伸ばしながら友人の吸血鬼に告げる。

「（うう、気持ち悪い）ハハハ、心を読む事に頼り切っているから、君はこんな時に推すい理りが働かないのだ。私も集団失しつ踪そう事件に興きよう味みがあったので、ドイツ南部の方に向かう事も考えたのだが──この島でも今、実に奇き妙みような連続殺さつ人じんが起こっているのだよ！」

　大きく息を吸う事で体調が戻ってきたのか、徐々に高こう揚ようした声になるドリッキー。

「（警けい察さつの手に負おえない謎なぞの殺人鬼き……島とう民みん達は恐きよう怖ふにさぞ震えている事だろう！　だが、この名めい探たん偵ていが来たからにはもう安心だぞ！）名探偵ある所に事件あり！　事件ある所に名探偵ありというわけだ！」

「君は相変わらず、吸血鬼としてはお人好しだね。空から回まわりしてるけど」

　心しん底そこ『島民の為ために事件を解決せねば』と思っているドリッキーに、苦く笑しよう混まじりの溜ため息いきを吐き出すミラルドだが──

　ふと、ある事に気付いてドリッキーに問いかける。

「ところで……君の助手の姿すがたが見えないんだが」

　友人の言葉に、自じ称しよう名探偵は首をギギギと回し、自分の周囲を丹たん念ねんに観察する。

　そして、船では一いつ緒しよだった筈はずの『相あい棒ぼう』の姿が無い事に気付き、現在の状況が非常に不ま味ずいものであると推すい理りする。




「わッ……ワトソンくぅぅうううんッ!?」
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同どう時じ刻こく　グローワース島港みなと町まち




「……はぐれた」

　か細い声で呟つぶやいたのは、14～５歳さいと思おぼしき銀ぎん髪ぱつの少女。

　はねっ毛の強いクールショートの髪かみの上にボーラー帽ぼうを被かぶっており、男おとこ物ものと言っても通る古いデザインのスーツを纏まとっている。そんな格かつ好こうをしている事もあり、遠とお目めのシルエットで少年と勘かん違ちがいさせるが、近くでみるとハッキリ少女だと解わかる顔立ちだ。俯うつむきがちの表情はどこか陰いん鬱うつとした空気を感じさせるが、顔に残る幼さが、暗さよりも先に「儚はかない」という印いん象しようを人々の目に刻み込む。

　彼女の名は、ワトソン。

　本名ではなく、拾い主であるドリッキーが『助手と言えばワトソンだ』と勝かつ手てにつけた名だ。

　自分の本当の名は知らないし、自分の両親の事も記き憶おくにない。更さらに言うなら、自分がどういう存在なのかも完全には把は握あくしていない。

　ただ、自分の今の格好が、ワトソンという探たん偵ていの助手をイメージした服ふく装そうだという事は理解できていた。もっとも、『探偵の助手』がなんなのか良く解っていないのだが。

　ドリッキーに連れられてグローワース島に来たのは良いのだが、町を走る車しや両りよう型がたソーセージ屋や台たいの匂においにつられて歩き出し、あっさりとはぐれてしまって現在に至る。

　ソーセージ屋の屋台が止まった広場でその事実に気付いたが、彼女は一ひと言こと「はぐれた」と呟つぶやいただけで、自分の状況を確かく認にんできた事に満足してしまった。

　クウ、と自らの腹が鳴るのを感じ、ポケットから小さなサイフを取り出した。

　チャックを開けて逆さかさまに振るが、埃ほこりしか出てこない。

「……」

　銀髪の少女は、クウクウと鳴り始めた自分の腹に手を当ててつつ、うろうろと広場の周りを練り歩いた。

「よう、へんな格好してっけど、どうしたの？」

　そんな彼女に、１～２歳年とし上うえと思しき少年達が声を掛けてくる。

　町の不ふ良りよう少年といった外がい見けんの少年達は、珍ちん妙みような格好をしている少女をナンパしようと声をかけたのだろう。

　ワトソンはスンスンと鼻を数回ひくつかせ、その少年達が食べ物を何も持っていないと確かく認にんする。

「……」

「おい、なんとか言えよ。俺おれぁハンスってんだけどよ。この辺の学校の間じゃちょっとした顔なんだぜ」

　ヘラヘラと笑いながら肩を摑つかんでくる筋きん肉にく質しつの少年の腕を見て、ワトソンは一ひと言こと。

「……おいしくなさそう」

「ああ？」

　眉まゆを顰ひそめるハンス。横にいた取り巻きの少年が、ワトソンの顎あごをクイと持ち上げ、凄すごみを利かせた声を放つ。

「手前てめえ、年とし下しただからって生なま意い気き言っても許されると思うなよ。ハンスさんの女の射しや程てい範はん囲いは手前みてーな小こ娘むすめからお前の婆ばあちゃんぐらいの年ねん齢れいまで幅はば広ひろいんだからなコラ」

　そう言って、少女の顎を左右に揺らして脅おどかそうとしたのだが──

　まるで太い木の枝でも握っているかのように、全く左右に揺らす事ができなかった。

　フシュルルルル、と、何かが唸うなるような音が聞こえ、少年の頰ほおに熱い風が吹き付ける。

「お、おい……」

　ハンスや他の取り巻き達は何かに気が付いたようで、少女から一歩後あとじさった。

「え？」

　ワトソンの顎を摑んだ不ふ良りよう少年は、わけが解わからず少女の顔を見て──

　一いつ瞬しゆん、全ての思し考こうが停止する。




　少年の目の前に存在したのは、先ほどと些いささか様よう子すの変わった少女の顔。

　涎よだれの垂れかけた口くち元もとからは鋭い牙きばが覗のぞき、瞳ひとみは人間のそれと違う色しき彩さいに変化しつつあった。

　表情は変わらないが、徐々に小さくなっていく瞳どう孔こうが、少年の瞳を鋭く睨にらみ付けている。

「……はなして」

　少女の声こえ質しつも徐々に変化を始めており──その言葉と共に、少女の掌てのひらが少年の手首を軽く摑む。もっとも、軽くというのは、あくまで少女から見た感覚だったのだが。

「あぎッ……」

　万まん力りきのような力で手首を摑まれ、無む理り矢や理り身体からだを引き剝はがされる少年。

　その瞬しゆん間かん、不良少年達たちは見た。

　少女の手を銀色の毛が覆おおい始め、爪つめが鋭い鉤かぎのように変化し、手て全体の大きさも先せん刻こくより一回り大きくなっているという事に。

「うあ……うあああああ」

　人間ではない。

　島の住人と言えど、彼らは吸きゆう血けつ鬼きの存在を知らない。

　だが、そんな一般常じよう識しきの中で生きてきた彼らにとっても、即そく座ざに理解する事ができた。

　目の前にいる少女が、人間ではない何かだと。

「……やっぱり、まずそう」

　少女は少年の腕を握って感かん触しよくを確かめていたが、そう呟つぶやくと同時に、ポイ、と少年を投げ捨てた。自分よりも身長の低い少女に、数メートル投げ出される不ふ良りよう少年。

　広場にいた他の人間達も、何事かとこちらに意識を向け始める。

　ハンスと呼ばれていたリーダーは、その様よう子すを見てほんの数秒沈ちん黙もくした後──

「うあああああああああああああああああああああッ!?」

　と、絶ぜつ叫きようをあげる事で、固まっていた自分の身体からだを強きよう制せい的に動かした。

　少女から逃げるように、少年達は一いつ斉せいに背を向けて駆かけ出した。




「……」

　少年達の背を見送った後、ワトソンは自分の手や顔を元の状態に戻す。

　彼女は、ドリッキーの相あい棒ぼうである人じん狼ろうだ。自分が人狼であるという事はともかく、自分が人間社会の中でどういう立ち位置にいるのかはいまいち理解していないようだ。

　周囲の人ひと混ごみも、最初は大おお声ごえをあげて逃げていく少年達に注目していたが──徐々に、妙みような格かつ好こうをした少女の方に視線を向ける者が現れる。

「？」

　首を傾かしげ、自分がこれからどうすべきか考えようとするのだが──腹の底から湧わき上がる空くう腹ふく感かんが冷静な思し考こうの邪じや魔まをする。

　死なない程てい度どに美味しそうな人達の手や足を囓かじるぐらいなら大だい丈じよう夫ぶだろうか、と、とんでもない事を考えかけた瞬しゆん間かん──

　少女の手を、見知らぬ手が摑つかんで引き寄せた。

「こっち！」

　自分の手を引いてかけ出すのは、自分より何歳さいか年とし上うえと思おぼしき少女だった。

　ワトソンは一いつ瞬しゆん迷ったものの、もしかしたら御ご飯はんをくれるのではないかという希望から、全く警けい戒かいする事なくその後についていく事にした。
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　暫しばらく町の中を走った後、二人の少女は小さな路ろ地じ裏うらで立ち止まる。

　呼吸を整えた後、年上の少女がワトソンに対して微笑ほほえみかけた。

「大丈夫？　大きな騒さわぎになると思ったから思わず連れてきちゃったけど」

「……」

　──少し瘦やせているけれど美お味いしそうなお姉ねえさん。

　──でも、囓るとドリッキーに怒られる。

　そんな物ぶつ騒そうな事を考える人じん狼ろうの少女だが、そんな彼女の心しん中ちゆうは知らず、年とし上うえの少女が笑顔のまま口を開いた。

「私はヒルダ。この島に住んでるんだけど……あなたは？」

「……ワトソン」

「変わった名前だね。この島に住んでるの？」

　その質問に対し、ワトソンは首をフルフルと横に振った。

「船で来た。でも、みんなとはぐれた」

　淡たん々たんとした答えに、ヒルダは『みんな』について尋たずねようとしたのだが──

　クウゥ、とタイミング悪くワトソンの腹ふく部ぶから音がなり、悲しそうな瞳ひとみで呟つぶやいた。

「おなかすいた……」

　それまで無む表情だったのに、心しん底そこ悲しそうな瞳になって俯うつむく人狼の少女。

　ヒルダは自分が『非ひ常じよう食しよく』として見られかけている事にも気付かず──暢気のんきな調子で少女に対して問いかけた。

「じゃあ、何か食べる？　少しなら奢おごってあげるよ？」

　すると、ワトソンは目を嬉うれしそうに輝かせ、瞬しゆん時じに眼がん前ぜんの少女を『非常食』から『御ご飯はんをくれる優しい人（かじっちゃダメ）』にランクアップさせた。

　そして、彼女は本ほん能のうに忠ちゆう実じつに、目の前の少女に対して自分の食べたい物を正直に言い放つ。




「生の、おにく」
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港こう湾わん部ぶ




「まずい……まずいぞ……。ワトソン君が人を嚙かみ殺したりした日には、私の探たん偵ていとしての信用が地に堕おちてしまう！　しかも、被ひ害がい者の遺い族ぞくに対して何か補ほ償しようができる程ほどに私は金持ちでもないし、そもそも人間じゃないワトソン君って普通に刑けい務む所しよに入れて貰もらえるのか？　罪を償つぐなう事ができるのか？　いや、それ以前に、失われた命に対する償いなど、本当にこの世に存在するのか？」

　自じ称しよう名めい探たん偵ていの男が、そんな事をブツブツ呟きながら町の中を歩き続ける。

「おい、ミラルド、君の読どく心しん術じゆつで見つけられないのか？　多た分ぶん今いま頃ごろ、腹はら減へっただのお腹なかが空すいただの心中で騒さわいでいると思うのだが」

「残念だけど、僕の読心術にも有効範はん囲いがあるからねえ。少なくとも、その範囲の中にはいないみたいだ。もっとも、死んでたりしたら話は別だけど」

　すると、ドリッキーはミラルドの襟えり首くびを摑つかみあげ、強い調子で叱しつ責せきする。

「そういう冗じよう談だんは止めろ。私の助手が誰だれかを殺してる所も考えたくはないが、死んだ所など想そう像ぞうすらしたくない！　（あああああ、本当に誰かに手を出して『島』の吸きゆう血けつ鬼き達に返り討うちに遭あっていたりしたらどうしよう……）」

　きっぱりと言い放った後に不安を渦うず巻まかせるドリッキーに、ミラルドは悪かったよと一ひと言こと謝って相手の手をふりほどく。

　すると──

（これ、テレビに映ってるのあの公園だろ？）

（さっき、ハンス達が女の子に襲おそわれたとかいうメール来たけど……え、マジだったのあれ？）

　複ふく数すうの人間の似に通かよった『心の声』がいくつか流れ込み、ミラルドはその意識が集中している場所に目を向けた。

　そこは商店街がいの電気屋の中で、見み本ほん用のテレビがいくつか店内に並べられている。

　まだ何かをブツブツ言っているドリッキーを手招きし、二人でテレビを覗のぞき込む。

　すると、その画面の中には──
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市長室




『ＺＺＺネットワークよりユナ・リーベルカがお伝えします。

　つい数分前、連続殺さつ人じんに揺れるノイルベルク市の広場で、新たに暴ぼう力りよく事件が起こったそうです。被ひ害がい者しやの少年は軽けい傷しようですが、「銀ぎん髪ぱつの少女が毛むくじゃらの怪かい物ぶつに変へん身しんした」など、奇き妙みような情報が錯さく綜そうしており、一いつ体たい何が起きたのか広場にいる方々に聞き込みを始めたいと思います』




「……どこのバカ人じん狼ろうだ？」

　報ほう道どう番組をチェックしながら執しつ務む処理を行っていたヴォッドは、見み慣なれた広場が映るテレビ画面を見つめ、深い溜ため息いきを吐き出した。

　彼は被害者の狂きよう言げんや幻げん覚かくなどではなく、恐らく本当に人狼の少女が何かをやらかしたのだろうと判はん断だんしていた。状況からすると、そう判断するのが一番しっくりとくる。

「ったく、この糞くそ物ぶつ騒そうな時に街の連れん中ちゆうを怖こわがらせやがって……レリックの野や郎ろう、ちゃんと下したっ端ぱどもを管理してやがんのか？」

　ブツブツと文もん句くを言いながらも、心しん中ちゆうで自分の息の掛かった人狼ではないかという不安が過よぎる。だが、自分の子こ飼がいの人狼はほんの数名であり、少女の人狼などいないし、娘むすめ持もちの人狼も存在しない。

　ひとまずは安あん堵どの吐と息いきを漏もらすが、次に別の疑ぎ念ねんが湧わき上がる。

　──外から来た人じん狼ろうだとしたら、どうだ？

　──なら、この島のルールを知らねえで、勝かつ手てに変へん身しんしちまった可能性もある。

　──『組織』の連れん中ちゆうが懲こりずになんか仕掛けて来やがったか……？

　もしや、現在の連続殺さつ人じん事件にも何か関わりがあるのではないだろうか？

　そんな疑念まで過よぎり始めた時、テレビの中からも『吸きゆう血けつ鬼き』という単たん語ごが飛び出してきた。




『この島には吸血鬼や人狼の伝でん説せつが多く伝わっていると言いますが、それに何か関連していると思いますか？　例えば、吸血鬼や人狼に変へん装そうした人間がいるとか』

　──おいおい、吸血鬼は関係ねえだろ。

　──狼おおかみ女おんなに変装して男をぶん投げる人間なんているかボケ。

　──ＺＺＺネットワークか……。ったく、報道ならもっと真ま面じ目めに事件を追えってんだ。

　見れば、報じているのは先せん刻こくの記者会かい見けんでも吸血鬼に関する質問をした女ではないか。

　市長は心の中の『ウザい連れん中ちゆう』箱にＺＺＺネットワークの名前を加え、そのまま執しつ務むをこなし続けた。

　それでも人狼少女のニュースは気になるようで、ギリ、と苛いら立だちながら窓の外に目を向ける。

　島のシンボルであるバルシュタイン城。

　防ぼう犯はん作業という名めい目もくで何なん箇か所しよかに灯ともされている明かりを見つつ、ヴォッドは軽い舌した打うちと共に独ひとり言ごとを呟つぶやいた。

「一度ぐらい、あのボンボン小こ僧ぞうと話ぃ付けとく必要があるかもな……」
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港こう湾わん部ぶ　商店街がい




『ＺＺＺネットワーク取しゆ材ざい班はんは、殺さつ人じん事件の情報とともに、今夜の傷しよう害がい事件の情報も追い続けたいと思います。グローワース島より、ユナ・リーベルカがお伝えしました』

　眼鏡めがねをかけた女性キャスターの言葉により、映えい像ぞうがＺＺＺネットワークの放送局へと返される。スタジオのコメンテーター達が何かを話しているが、そこから新しい情報が出てくるとは思えず、ミラルドは肩を竦すくめながら隣となりにいるドリッキーに問いかけた。

（今の、完全に君の相あい棒ぼうだろう？）

　周囲の通つう行こう人にん達に聞かれたらやっかいな事になるので、念ねん話わを用いて心に直ちよく接せつ問いかける。

（……。待ちたまえ。先せん入にゆう観かんによる決めつけは良くない。この島に多くの吸血鬼や人狼が多く居る事は解わかっている筈はずだ。つまり、他の人狼が犯人という可能性もあるわけだ。あるいは双ふた子ごを使った替かえ玉だまトリックかもしれない。犯はん人にんはこの島にいる！）

（落ち着いたらどうかな）

　相手の脳のう内ないに川のせせらぎの映えい像ぞうを送り込み、なんとか落ち着かせるミラルド。ドリッキーは暫しばしの混こん乱らんを続けた後、冷静になって大きな溜ため息いきを吐き出した。

（ワトソン君……ノックスの十じつ戒かいに抵てい触しよくするから、あれだけ人ひと前まえで狼おおかみになっちゃダメだと……）

（関係者を一時的に支配して謎なぞを解き明かす君が今いま更さらそんな格かく式しきを気にするのかい？　まあ、それはそれとして、ちょっと別べつ件けんでも困った事になってきたよ？）

（何がだ？）

　疑ぎ念ねんの目を向けるドリッキーに、ミラルドは困ったように首を振る。

（いやあ、ほら……僕が定期的に『夜や会かい』で吸きゆう血けつ欲求を解かい消しようしてるのは知ってるよね？　相手が吸血鬼きに転てん化かしないように気を付けながら血をちょっとずつ飲んで）

（ああ、というか、私もその夜会にいたじゃないか。月に一度飲のめばいいとはいえ、君の吸血中ちゆう毒どくは有名だからな……って、おい、待て）

（そう、ほら、あの時、変な乱らん入にゆう者しやが来ただろ？　ザムス君だっけ。そのごたごたの後、直接ここに来ちゃったからさ）

（お前、まさか）

　ミラルドは本当に困ったという表情をしつつ、ドリッキーの脳には爽さわやかな笑えみを送りこむ。




（そろそろ、僕も誰だれかの血が吸いたくなってきちゃった☆）
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夜　公園




「美お味いしそうに食べるねー」

「……おいしいです」

　近ちか場ばの肉屋で買った生の牛肉をモチュモチュと食べる少女を見て、ヒルダは静かに考える。

　──やっぱり、この子の連れの人達って、吸血鬼か人じん狼ろうなのかな？

　広場で絡からまれていた少女の腕が、突然獣けもののように変化して自分よりも大おお柄がらな少年を投げ飛ばした。人通りの少ない夜の公園内ないで、ヒルダはその時の光景を思い出す。

　最初は少女を助けに入るべきだろうかと眺ながめていたヒルダだったが、その後の一いち連れんの流れを見て、少女が『人狼』である事を見み抜ぬき、騒さわぎになる前に広場から連れだしたのだ。

　今日きよう初めて会う、人間ではない少女。

　通常なら警けい戒かいしてしかるべき存在の筈はずなのだが、ヒルダは、この島の中でも特に『異い形ぎよう』の身み近ぢかにいる人間だ。吸きゆう血けつ鬼きや人じん狼ろうといった存在は見み慣なれており、親しん交こうも深い。両親はそんなヒルダの身を案じているが、兄のミヒャエルは彼女以上に吸血鬼達たちに対して警けい戒かい心しんを抱かず、そんな兄が島の異い形ぎよう達たちに慕したわれている事も知っていた。

　だからヒルダにとって、人狼や吸血鬼は人間と変わらない存在だ。

　もしもワトソンの外がい観かんが大人おとなの男等などだったならば、ヒルダも別の意味で様よう子すを見た事だろう。だが、人狼であろうと人間であろうと、ワトソンの見た目は自分よりも年とし下したの少女に過ぎない。

　それを考えた時、ヒルダは自然と少女の手を取り、広場から駆かけ出してしまっていたのだ。

　人狼の事ならば、最さい悪あくレリックに相談すればなんとかなるかもしれないと、愛いとしい吸血鬼の顔を思い浮かべながら。




　そして、現在に至るのだが──

　ワトソンの食しよく事じ風景が可愛かわいらしく、思わず魅み入いってしまいそうになるヒルダ。

　みんなにも見せてあげたいと思うのだが、食べているのが生なま肉にくというアンバランスさもあり、純じゆん粋すいに『可愛い』と皆に同どう意いを求めるには些いささか無む理りがあるかもしれない。

　──兄にいさんだったら、素直に可愛いって言うと思うけど。

　──……。兄さん、大だい丈じよう夫ぶかな。

　兄の顔を思い出し、ヒルダは無む意い識しきのうちに表情に不安の色を浮かべてしまう。

　彼女の兄であるミヒャエルは、現在島しまの外に出て、『組織』と呼ばれる吸血鬼の集団の所にアルバイトに行っている。彼を連れ戻すと言って、親友のフェレットも島を出たのだが、その後の安あん否ぴはまだ解わからない。

　元々、買い物が終わったらレリックに相談しようと考えていた所、広場でワトソンの騒そう動どうを見かけた事を思い出し、今後の行動を頭の中で組み立てる。

　──この子の事も、レリックなら何か分かるよね。

　──兄さんの事も、フェレットの事も……。

　そこまで考えて、ヒルダは軽い自己嫌けん悪おに陥おちいった。

　──私、何でもかんでもレリックに頼りっぱなしかな……。

　これまで、彼女は何度も吸血鬼がらみの事件に巻き込まれ、その度たびに恋人であるレリックの手で救われている。何しろレリックは、今ではこの島の『領りよう主しゆ』なのだという。具体的に何をしているのかは良く解らないし、レリック本ほん人にんも良く解っていないそうだが──少なくとも、島に住む吸血鬼や人狼、魔ま女じよや夢む魔まの多くがレリックを慕したっているという事は間違いない。

　お互いに支え合っていこうと思っているのに、結局はレリックの力に頼ってしまっているのではないだろうか？　迷めい惑わくをかけてしまっているのではないだろうか？

　当のレリック本人はそんな事を口にした事は無い。だが、何度も救われているヒルダの心には、最近そんな疑問が湧わき上がっては消えていく。

　自分が想おもい人びとの足あし手でまといになっているのではないかと怯おびえつつも、具体的に、人間の自分に何ができるのだろうと考えると、結局何なにも思いつかない。

　暗い思し考こうに陥おちいりかけ、知らぬ間に深い溜ため息いきをつくヒルダ。

　その頰ほおを、白しら魚うおのような指が優しく撫なでる。

「……ワトソンちゃん」

　見ると、ワトソンが首を傾かしげながらこちらを見つめている。

　どうやら、陰いん鬱うつな様よう子すのヒルダを気き遣づかっているようだ。

「……おなか、すいてますか？」

　彼女はそう言いながら、手に持っていた生なま肉にくの袋ふくろを差し出した。どうやら彼女が真まっ先さきに思いついた『落ち込む原因』は『空くう腹ふく』だったらしい。
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「あ、ありがとう！　御ご免めんなさい、私、ちょっと考え事しちゃってて……」

　ヒルダは慌あわてて背を伸ばし、目の前の少女に微笑ほほえみかける。

　──優しいなあ、この子。

　──きっと、すぐにこの子の友達も見つかるよね。

　落ち込むよりも先に、やはりレリックにこの子の件だけでも相談しようと決意したヒルダは、改めてワトソンの食しよく事じ風景に目を向けた。

　赤あか身み部分をモチュモチュと咀そ嚼しやくし続ける銀ぎん髪ぱつの少女を見て、やはり可愛かわいらしさの中に違い和わ感かんを感じつつ、ヒルダは気になっていた事を尋たずねかけた。

「それにしても、生なま肉にくをそのまま食べて、お腹なか壊こわさないの？」

「……」

　生肉を頰ほお張ばりつつ、ワトソンは無む言ごんのままコクリと頷うなずいた。

　とりあえず食事の間に、できるだけ少女について話を聞いておこうと思い、ヒルダは単純な疑問を口にする。

「貴女あなたと一いつ緒しよに来た人達って、何をしてる人なの？　その……やっぱり人じん狼ろう？　吸きゆう血けつ鬼き？　それとも人間？」

　素直に答えてくれるかどうかは解わからなかったが、まずはそれを知らない事には話が進まない。

　ワトソンは食事の手を止め、首を横に傾かしげながら10秒ほど考え込む。

　そして、自分でもやや不安げに、行動を共にする相あい棒ぼうの事を口にした。

「……名めい……探たん偵てい？」

「名めい探偵？」

　想そう定てい外がいの答えに、ヒルダはやや考えた後、

「ああ、だからワトソンなんだ」

　と、自らも少しずれた答えを口にした。




　ほんの数時間後ご──

　その名探偵が携たずさわる『事件』に、自分が関わる事になろうとは夢にも思わずに。
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間章１　半人半鬼ダンピール、邂かい逅こうす！







　ヴォッド・スタルフは小こ物ものである。

　それは、本ほん人にんが自覚している事であり、それで良いと信じている。




【偉い大だいなる小こ悪あく党とう】




　かつて、先せん代だいのバルシュタイン城じよう主しゆが彼を評してこう言った。

　彼は自分を小物と弁わきまえているからこそ、どんな大おお物ものも喰らう事ができるのだと。

　自分を小物と断じつつも、決してそれを理由に何かを諦あきらめたりする事はない。寧むしろ、自分が矮わい小しような存在だと信じているからこそ、他者が挑いどまぬような大物に挑み続ける事ができるのだと。

　実際、彼はなんの後ろ盾だてもない状態から市長選せん挙きよに出しゆつ馬ばし、それまで殆ほとんど無む名めいだった市し議ぎ会かい議員の立場から、奇き跡せきの逆転当とう選せんを果たしたという実じつ績せきがあった。

　どれほど絶ぜつ望ぼう的な状況でも決して諦あきらめず、最終的に市長の座に上り詰めたその経けい緯いは市民達に感動を与え、特に若い市民達の間で人気の存在となっている。

　見方によっては、それこそ『島の大おお物もの』と呼ぶに相応ふさわしい人物なのかもしれない。




　だが、彼にも当とう然ぜん若い時期はあった。

　大物になりたい。半人半鬼ダンピールの自分を見み下くだしている全ての者がひれ伏すような存在になり、世界を意のままに動かしたいと、そんな事ばかり考えている時期が存在した。

　人間であっても、子供の頃にそんな夢を抱くものはいるかもしれない。だが、すぐにそんなことは無む理りだと諦あきらめる者が殆ほとんどだろう。

　しかし、ヴォッドは違った。自分には吸きゆう血けつ鬼きの血が流れているのだ。

　自分の親が蝙蝠こうもりへと変化し、夜空に飛び立つのを目もく撃げきした時の高こう揚ようは今も忘れられない。

　人間としては無理な夢も、吸血鬼の力を使えば全て為なせると信じていた。

　成長するに従い、自分の中の吸血鬼の血が目覚める。

　周囲からさほど評ひよう価かされていなかった子供時代、それだけを希望に生き抜いてきた。

　己おのれを特別と思い、周囲の子供達を見下し、結果として孤こ立りつする日々。

　だが、ヴォッド少年は気にしなかった。離れて行った人間達も、自分の正しよう体たいを知れば掌てのひらを返して畏おそれ戦おののく事だろう。

　歪ゆがんだ少年時代ではあったが、自分が特別だと知っていたヴォッドにとって、それなりに満足のいく生活だったと言えるだろう。

　──勝かつ手てにしてろ。馬鹿な連れん中ちゆうめ。

　──俺おれが吸血鬼の力を身につけたら、お前ら全員下げ僕ぼくにしてやる。

　友人はいない。

　恋人もいない。

　それでも、彼はひたすらに自分自じ身しんを信じ続けた。

　自分というよりも寧むしろ、自分の中に流れる『吸血鬼』の血を、彼はただ盲もう目もく的てきに信じ続けただけなのだ。




　半人半鬼ダンピールの多くは、吸血鬼の力を発する事ができぬまま一生を終える事が多い。




　そんな、どうしようもない事実を両親から知らされるまでは。
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　荒れに荒れたヴォッドは、自じ暴ぼう自じ棄きとなり、唯ゆい一いつ発はつ現げんした吸血鬼らしい能力──普通の人間よりも少しばかり強い腕わん力りよくを使い、島の裏うら側がわでのし上がろうと考えた。

　裏うら側がわと言っても、島に巣くう吸きゆう血けつ鬼き達たちの頂ちよう点てんに立とうというわけではなく──あくまで人間社会の中での裏側という意味だ。

　しかし、ドイツには日本の暴ぼう力りよく団だんやアメリカのギャングのような、巨きよ大だいな犯はん罪ざい組織があるわけではない。離り島とうであるグローワース島には尚なお更さら無む縁えんの物であり、シチリアのマフィアのように独自に発はつ展てんした犯罪組織があるわけでもない。

　──なら、俺おれが造ってやらぁ。

　夢が破れた後もなお、ヴォッドは大おお物ものになる事を望んでいた。

　自分が大物になると信じていた子供の頃とは違い──大物になる事を望む日々。

　それでも、具体的な行動を起こしたという時点で、彼のやる気は人ひと並なみ以上にあったのかもしれない。最も、それは犯罪組織の立ち上げという最さい悪あくの方向に発はつ揮きされたのだが。




　しかし、その夢はあっさりと崩くずれ去る。

　手始めに潜せん伏ぷく場所に使おうと忍しのび込んだ廃はい教きよう会かいの中で、そこに住み込んでいたホームレスの老人にこてんぱんに伸のされてしまったからだ。

　もしや相手も吸血鬼かと思ったが、正しよう真しん正しよう銘めい人間だった。

「話し相手が欲しかった所でなあ。ちいと付き合えや」

　そんな事を言い出し、老人はボロボロになって動けずにいるヴォッドに語りかける。

　集めたチンピラ仲間は、老人の強さを見るや、早々にヴォッドを見み捨すてて逃げ出してしまっていた。数ヶ月かけて集めた仲間を一いつ瞬しゆんで失ったヴォッドは、もはやどうにでもなれと老人の言葉を大人おとなしく聞く事にした。




　老人は、ドイツがまだワイマール共きよう和わ制せいを布しいていた時代に、ギャング集団の幹かん部ぶを務めていたのだそうだ。当時のギャング組織は一いち様ようにリングフェラインと呼ばれ、ドイツの各かく都市で組織同どう士しの勢せい力りよく争あらそいを続けていたが、ドイツ政せい権けんをナチスが獲かく得とくしてからはギャングに対する弾だん圧あつが始まり、多くは強きよう制せい収しゆう容よう所じよや処しよ刑けい場じよう送りとなった。

「ま、運がいいんだか悪いんだか、俺らの組織は最後までナチの連れん中ちゆうに抵てい抗こうしてよぉ……。戦後まで生き残ったのは俺らの組織を含めて殆ほとんどいなかった。まあ、こっちもボロボロでなあ、結局俺らの組織は解散よぉ」

　芝しば居いがかった喋しやべり方をする老人の言葉を、ヴォッドは全て話はなし半分に受け取っていた。

　ナチスのＳＡと闘たたかいぬいたような人間が、何な故ぜ今いま、こんな廃教会でチンピラ相手に昔語がたりなどしているのだと。

　だが、老人の強さは本物だ。

　ヴォッドは、自分の腕わん力りよくが並の人間よりも強い事を自覚していたし、老人は、先せん刻こくの話の真しん偽ぎはともかく、外がい見けんだけで70歳さいは軽く超えているように感じられた。

　それなのに、手も足も出ないのだ。

　老人の強さを認めると同時に、ヴォッドは自分の弱さが情なさけなくなる。

　吸きゆう血けつ鬼きの力とはこの程てい度どの物なのか、腕わん力りよく程度しか吸血鬼の能力がないとは言え、仮にも吸血鬼の力が、こんな人間の老人に簡単に敗北してしまうのかと。

　しかし、ヴォッドには一つの資し質しつがあった。

『負けず嫌ぎらい』という、才能と言って良いかどうかすら曖あい昧まいな資質が。

　人はそれを悪あがきと呼んで蔑さげすむのかもしれないが──少なくとも、『諦あきらめない』という一点においては、彼は他の追つい随ずいを許さぬ程ほどに前向きだった。

　──こんなよぼよぼのジジイがこんなに強ぇんだからよぉ……。

　──俺おれの腕力でこのジジイの戦い方ができりゃ、無む敵てきなんじゃねえか？

　短たん絡らく的な考えに至ったヴォッドは、肋ろつ骨こつの痛みに耐えつつ声を出す。

「よお……糞くそジジイ。どうすりゃお前みたいに強くなれる？」

「そいつを聞いてどうするってんだい？　つーか、糞ジジイって人に物聞きく態度じゃねえよな」

「どうするって……馬ば鹿かか？　強くなって、手前てめえをぶっ殺すに決まってるじゃねえか」

　仰あお向むけに転がったまま言い放つヴォッドに、老人は一いつ瞬しゆん目を丸くし、次の瞬しゆん間かんにはケタケタと入れ歯を打ち鳴らして膝ひざを叩たたく。

「なんと正直なガキだ！　気に入ったぜ！　だが悪いなぁ。喧けん嘩かの仕方はお前と同じぐれぇの年とし頃ごろの小こ僧ぞうに教えちまった。ガイセンデルファーんとこの小こ僧ぞっ子こによお。いや、ぶっちゃけ超ちよう面倒めんど臭くさかったんでなあ。あんな面倒なマネすんのは二度と御ご免めんだ。いやあ、格かく闘とう技ぎ道どう場じようの先生って奴やつぁ、本当にすげえんだなあって思ったぜ！　あんな事を生徒一人ひとり一人にやってんのかと思うと気が遠くならあな」

　上じよう機き嫌げんになった老人は、その後もペラペラと『人に格闘技を教える事の苦労』について語り続けたが、ヴォッドにとってはどうでも良い話だった。話の中から鍛たん錬れん法ほうでも解わかるかと思ったが、長なが話ばなしの全ては自分の苦労への愚ぐ痴ちであり、具体的な鍛錬内容は欠片かけらも語られなかった。

　いよいよ八はつ方ぽう塞ふさがりとなりつつあったヴォッドに、老人がニヤニヤと笑いだし、思いがけない言葉を言い放つ。

「そういや、さっき喧嘩しててよ、お前の体、体格に比べてどうにも妙みように頑がん丈じようなのが気になったが……お前さん、吸血鬼の血が混じってんだろ」

　と、普通の人間からは頭のおかしい戯ざれ言ごとと受け取られる一ひと言ことを。

　無む論ろん、ヴォッドは普通の人間ではない。

　やや驚きよう愕がくした後、改めて問いかける。

「糞ジジイ……てめえ、何モンだ……？」

「何モンも糞もあるか、小僧、今までの俺の昔話ばなし聞きいてなかったのか？　……ままいいさ。お前さんよお、吸血鬼の血が混じってんなら。一回この島の領りよう主しゆ様さまに挨あい拶さつ行った方がいいんじゃねえのかい？　こんなマネしてるようじゃ、まだ挨あい拶さつしてねえだろ」

「領りよう主しゆだぁ？」

「ああ、領主さ。この島に何人もいる吸きゆう血けつ鬼きどもの中で、一番エライ奴やつさ。俺おれも、ナチ公こうどもとの喧けん嘩かに疲れちまって、初めてこの島に休みに来た時によ……城に忍しのび込んで寝ようとしたらバッタリ会っちまってさぁ。吃驚びつくりしたのなんの！」

　このタフネスな老人が驚いたということは、相当化ばけ物ものじみた外がい見けんをしているのだろう。

　身の丈たけ３メートルを超す巨きよ大だいな怪かい物ぶつか、はたまた全身に大だい蛇じやのようなムカデでも巻き付けているのかと。

　疑問と同時に、その『領主』とやらに興きよう味みが湧わいたヴォッドは、話の続きが聞きたいとばかりに、老人に向かって好こう気き心しんに満ちた視線を送る。

「なんだったら紹しよう介かいしてやるからさ、今度会あってこいよ」




　そして数日後ご──

　半人半鬼ダンピールの青年は、ついにこの日、邂かい逅こうを果たす。

　吸血鬼達たちの楽らく園えんたるグローワース島。

　数多あまたの吸血鬼達を取り仕切る、本当の意味で島の『裏うら社会』の頂点として君くん臨りんする存在──




【やあ。君がローレンツの言っていた半人半鬼ダンピールかね？】




　世界唯ゆい一いつの『液えき状じよう吸血鬼』──グローワース領主、ゲルハルト・フォン・バルシュタインに。




　彼らの出会いが、果たして二人にとって幸福だったのか否いなか。

　それから20年経たった現在でも、明確な答えは出ていなかった。





間章２へ続く















２章　血けつ族ぞく、蹂じゆう躙りんす







『夜は間もなく訪れる。

　昨日きのう発見された女は、始まりに過ぎない。

　この島は、もうすぐ本当の姿すがたを取り戻すだろう』




　その短い声せい明めい文ぶんがマスコミや警察、市し庁ちよう舎しやに届いた時、最初は誰だれもが事件を新聞で見たものの悪戯いたずらだと考えた。

　しかし、二人目の遺い体たいが発見された事と、その後届とどいた声明文の中に、三人目の遺体の場所が明めい記きされていた事から、その妖あやしげな手紙は犯人、もしくはその関係者によって送りつけられたものと断だん定ていされる。

　まだ新たな失しつ踪そう者しやが出たという話は出ていないものの──犯はん人にんが捕まっていないという不安から、島しま全体に張り詰めた空気が流れ始めていた。




　そして──そんな空気の震えを増ぞう幅ふくさせるべく、『彼ら』は島に留とどまり続ける。







島内某ぼう所しよ




「で、これからどうするんですか、ユナさん」

「決まってるわ。取しゆ材ざいを続けるのよ」

　音おん響きようスタッフの言葉に、ＺＺＺネットワークの女性キャスター、ユナ・リーベルカは一秒と迷わずに言い放った。

「広場の騒そう動どうはちょっと捨て置けないわね。狼おおかみみたいに変へん身しんしかけた女の子を、別の女の子が連れて逃げた……。普通なら都市伝でん説せつや目立ちたがり屋の狂きよう言げんで終わる所だけど、それにしちゃ情報の鮮せん度どが良すぎるわ。目もく撃げき者しやが意い外がいと多かったのもポイントね」

　単なるレポーターではなく、若くして現場の全てを取り仕切っている彼女は、ＺＺＺネットワークからグローワース島に派は遣けんされた取材チームの実じつ質しつ的なリーダーだ。立場の割には年も若く、相当な遣やり手てなのだろうと推すい測そくできる。今回の件も、上からの命令で派遣されたというより、この事件に強く興きよう味みを引かれたユナの意い向こうが多大に反映された形となっている。

「確かユナさん、デビューし立ての頃もこの島に来た事ありましたよね」

　スタッフの一人の問いかけに、ユナは関係書しよ類るいを読み込みながら頷うなずいた。

「そうね。もう５年も前の話だけどね。『人じん狼ろうは実在するのか？』っていう、ハロウィンにちなんだ企き画かくの取材だったわ。その頃はまだ新人レポーターに過ぎなかったから、汚よごれ仕事が舞い込んできたもんだと思ったんだけど……」

　書類から目を外し、鋭い目つきで夜の帳とばりが降りた街に目を向ける。

「私は、その時にちょっと色々と釈然としない経験をしたの」

　その目は殺さつ人じん事件の真しん犯はん人にんというよりも、何か別の物を街の闇やみから暴あばき出そうとしているように見えたのだが──スタッフ達は誰だれもそれを指し摘てきしなかった。

「色んな経験を積んだ今なら、ハッキリと解わかるわ。この島には、何かがいる。……勘かんだけど、あの市長は何か知ってるんじゃないかしら」

　確かく証しようは無いものの、報道の現場で様々な事件に関わってきた自らの経験を信じるユナ。

　彼女は不ふ敵てきな笑えみを浮かべながら、カメラマンの青年に視線を向ける。

「とにかく、カメラだけは大事にしておいて。本当に何かがあるとしたら……撮さつ影えいの妨ぼう害がいや、映えい像ぞうデータの盗とう難なんもありうるかもしれない」

　顔を見合わせるスタッフ達に、ユナは自信に満ちあふれた言葉を吐き出した。

「危険かもしれない。でも、それだけの価か値ちがこの島の裏うらにあるかもしれない」




「私達の報道で世界の常識そのものが変わるかもしれない……そう考えたら、素す敵てきじゃない？」





†






グローワース島　上空




　ヒルダに会いに行こうと玉ぎよく座ざの間を後にしたレリックだったが──

　実際の所、彼はまだ自分の居きよ城じようであるバルシュタイン城の傍そばに留とどまっていた。

　恋人に会う事に戸と惑まどったわけではない。

　自らの身を蝙蝠こうもりへと変じさせ、街の中に飛び立ったレリックだったが──

　夜よ空ぞらの中に蝙蝠の群という形で己おのれの存在を広げた直後、彼の鋭く研とぎ澄すまされた聴ちよう覚かくが、自分の物とは違う羽ばたきの音を感じ取る。

　──？

　音がした頭上に視線を向けると、夜空の一部から星が消えていた。

　正確には、夜空よりもなお深い黒色によって、視し界かいの一部が覆おおい隠かくされていたのだ。

　今の自分の姿すがたと同じような蝙蝠の群が、レリックの遥か頭上を飛んでいる。ただし、そちらの蝙蝠は城の方角に向かっているようで、丁ちよう度どすれ違う瞬しゆん間かんだった。

　──誰だれだろう。

　それが自然の蝙蝠の群ではなく、吸きゆう血けつ鬼きによる変化であるという事は一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　まるで軍隊の行こう軍ぐんのように、羽ばたきのタイミングが綺き麗れいに揃そろっている上、蝙蝠の群は正確な立りつ方ぽう体たいとなって、等とう速そくで城の方に向かって動いている。

　──っていうか、何あれ。

　──……本ほん土どの吸血鬼の間で……流は行やってるとか……？

　──ていうか、どっちにしろこの島の吸血鬼じゃないよね？

　夜の闇やみに紛まぎれての事なので、地上の人間に目もく撃げきされる事はないだろう。

　巨大な漆しつ黒こくの箱が、夜の闇を飛んでいる。

　人間から見たら、未確認飛行物体ＵＦＯと言えば未確認飛行物体ＵＦＯなのだろうが、宇宙船せんなどとは縁えん遠どおい、ひたすらに不ぶ気き味みな存在だ。

　吸血鬼であるレリックからしても、綺麗な箱形に飛ぶ同どう類るいなど見た事もない。

　すれ違う瞬間──上を飛ぶ蝙蝠の群が、一いつ斉せいにこちらに視線を送った気がした。

　文字通り、見み下くだすような冷たい視線が自分の群を貫つらぬいたと感じたのは、果たして目の錯さつ覚かくだったのだろうか？

　レリックはしばし空中を旋せん回かいしつつ、今の蝙蝠について考える。

　やはり城に向かったようで、庭てい園えんに向かって徐々に降下しつつある黒い正せい六ろく面めん体たい。

　もし城への客きやく人じんだとしたら、形だけとは言え城じよう主しゆになっている自分がいなければまずいのではないだろうか？

　そもそも、カルナル祭の時のように、悪あく意いのある存在だったとしたら？

　あるいは、養よう父ふの知り合いである友ゆう好こう的な客人だとしたら？

　いくつもの可能性を考えつつ、レリックは暫しばらく街の空を旋せん回かいし続けた後、心しん中ちゆうで溜ため息いきを吐きながら城の方角へと舞い戻る事にした。





†






バルシュタイン城　庭てい園えん




　バルシュタイン城は、グローワース島が誇る一いち大だい観光シンボルだ。

　国内でも有名な古こ城じようであるノイシュバンシュタインには劣るものの、重要な文ぶん化か財ざいであると同時に、島の観光ビジネスに多大な影えい響きようを与えている存在である。

　広大な庭園は、昼間は観光客きやく達たちに開放されている。山中の為ためさほど広いスペースはないものの、カルナルド・シュトラスブルクの手による彫ちよう刻こくや、迷めい路ろのように入り組んだ生いけ垣がき、山の山さん頂ちよう付近にある小さな湖から引いた水すい路ろを利用した噴ふん水すいなど、楽しむべき場所はいくつもある。

　ただ、日にち没ぼつ前まえには開放時間も終わりを告げ、観光客は疎おろか、人の姿すがたすら殆ほとんど見る事ができなくなる。人の賑にぎわいが無ければ、観光路じも山の夜よ道みちに変わりはない。カルナル祭やハロウィン等のイベントを除き、バルシュタイン城の夜は人間を拒きよ絶ぜつする存在となるのだ。

　そして、人間達と入れ替わり、夜の住人達が庭を闊かつ歩ぽし始めるのだ。

　夜の帳とばりが降りたバルシュタイン城の庭園。

　ここで今、闇やみの象しよう徴ちようとも言うべき怪かい物ぶつ、吸きゆう血けつ鬼き達が────




「俺おれらってさ、もうちょっとこう……なんつーんだ？　チャームポイントが欲しいと思わね？」




　闇という単たん語ごとは、最も縁えん遠どおい無む駄だ話ばなしに興きようじていた。




「なんだよ急に」「脳のう味み噌そだけ日光にでも当たったのか？」

「チャームポイントってそもそもなによ、藪やぶから棒ぼうに」

「つーか、どういうのをチャームポイントっていうんだ？　普通……」

「日本人でいうＭＯＥ萌えポイントの事じゃねえかな」

「ジャパニーズシャーマンガール（巫女さん）とか」「女性警けい察さつ官かんとか」「妹とか」「姉」「眼鏡めがね」「ニンジャ」「フジヤマ」「ゲイシャ」「スシワサビ！」

「寿す司しって食った事ないけど美う味まいの？」

「後でマジーの奴やつに聞いてみようぜ」

　一人の吸きゆう血けつ鬼きの問いかけに、周囲にいた若い吸血鬼達たちがダラダラとした調子で言葉を返す。

　彼らはバルシュタイン城に居い候そうろうしている吸血鬼達で、元はヴォッド・スタルフの部ぶ下かだった者達だ。ある事件をきっかけにしてヴォッドから寝ね返がえり、現在はバルシュタイン城の地下室しつなどに適当に寝ね泊とまりしている身みの上うえだ。

　緊きん張ちよう感かんに欠け、吸血鬼らしさは更さらに少ない状態の仲間達に、最初に提案した吸血鬼がワナワナと震えながら声を荒げる。

「馬ば鹿かッ！　俺おれは真剣な話をしているんだぞ！　俺達がこの城の中でいまいちパッとしないのはさー、なんか原因があると思うわけよ」

「あら、パッとしてないって自覚はあったのね」

「ていうか『俺達』って、俺らまでお前と一いつ緒しよにパっとしない組に入ってるのかよ」

「舐なめやがって」

「鼻から聖せい水すい飲んで目から出せ」「十じゆう字じ架かで人間ポンプしろ」

　闇やみの住人というにはあまりにもお粗そ末まつな返答に、提てい案あん者の吸血鬼は怒りを呆あきれに変えて深々と溜ため息いきを吐き出した。

「お前らなあ、そんなんだから、俺らはいつまで経たってもその他大おお勢ぜいな居候なんだぞ？　ピリエやマジーがそこそこ城の古ふる株かぶ連れん中ちゆうと仲良くなって充実した毎日を送ってるってのに、俺らはどうして何い時つまでも十じつ把ぱ一ひと絡からげから抜け出せない？」

「おいやめろ、具体的に言われるとマジで悲しくなるだろ」

「道どう化けやマジーにあって、俺らに無い物はなんだ？　そう、チャームポイントだ！　道化はまあ道化娘むすめっていう存在自じ体たいが人ひと目めを引くし、あの外見としゃべくりのクセして、話してみると意い外がいとまともっていうギャップも好こう感かん度どが高い。マジーは一見地じ味みだが、強い奴やつに取り入る系けいの世よ渡わたりに慣なれてるし、手て品じなが得とく意いってのは退たい屈くつ嫌ぎらいで有名なこの城の連れん中ちゆうに対して有効なスキルと言えるだろう……」

「なるほど……それで俺らもチャームポイントが必要ってわけか」

「くそ、マジーの奴、本当に上う手まくやりやがったよな」

「あいつ、裏うらじゃきっと俺らを馬ば鹿かにしてるに違いないぜ」

　ブツブツと言い出す吸血鬼達の中で、一人の女じよ性せい吸血鬼が凛りんとした声をあげる。

「ちょっと、間ま宮みやさんはそこまで酷ひどい人じゃないわよ」

　マジーというのは間宮という名みよう字じの吸血鬼であり、彼らやピリエと同じように、ヴォッドの元からバルシュタイン城に鞍くら替がえした男だ。人間だった頃からそういう性格だったのか、上にへつらい、下にはいい顔を見せて偉ぶろうというタイプである。ある意味ヴォッドと正せい反対の性格と言えるのだが、そんな彼を庇かばう女吸血鬼に、仲間達は揃そろって口くち笛ぶえを吹く。

「お？　お前、何あいつの事を庇かばってんだ？」

「やっぱりお前、あいつを気にかけてるって噂うわさは本当だったのか？」

「格かく闘とう大会であいつと闘たたかってから何か変だと思ったら！」

　目をギラつかせながら、仲間の色いろ恋こい沙ざ汰たをはやし立てる吸きゆう血けつ鬼き達。からかわれた女おんな吸血鬼は、牙きばを尖とがらせながら否定する。

「ばッ……違うわよ！　もー！　あんた達、子供!?　そういう所ぐらいちょっとは間ま宮みやさんを見習って大人おとなになったらどうなの!?」

「そういうお前は、マジーの奴やつに連れられて大人の階段を昇のぼるわけだ」

「シンデレラになっちゃうわけだ」

「人間としての時間を止めた俺おれ達には、夜中の12時が訪れる事はない……つまり、永遠に王おう子じ様さまとダンスを踊り続けるってわけか……。やべえ、俺、今、なんかすげえ格かつ好こういい事を言った気がするがどうだ？」

「どうもこうもあるか」

「くそ、マジーの奴、本当に上う手まくやりやがったよな」

　恐らく彼らも、本気でマジーの事を嫌きらったり妬ねたんだりしているわけではないのだろう。

　何の実み入いりも無さそうではあるが、平和を感じさせる光景。

　バルシュタイン城に、そんないつも通りの夜がやってきたのだが──




　その和なごやかとすら言える空気を否定するかのように、冷たい声が庭てい園えんの中に響ひびき渡った。




「失しつ望ぼうしました」




「えッ？」「何だ？」

　空から突然響き渡った声に、吸血鬼達たちが反射的に顔をあげる。

　するとそこには、蝙蝠こうもりの群によって形かたち作づくられた巨きよ大だいな正せい六ろく面めん体たいが浮かんでおり、徐々にその大きさを縮めながら庭園の中央へと舞い降りてくる。

　そして、蝙蝠達は互いに融ゆう合ごうを続けながら形を人ひと型がたへと変化させ──地上に降りると同時に、蝙蝠の群は一人の少女へとその姿すがたを変化させていた。

　少女が吸血鬼だというのは一ひと目めで解わかる。これで吸血鬼でなければ蝙蝠人間か、あるいはあらゆる生物に変化できる超ちよう進しん化か生命体たいだろうか。

　居い候そうろう吸血鬼達がそんな事を考えながら互いに顔を見合わせると、少女はこちらに顔を向け、音もなく歩み寄ってくる。

　黒を主体としたドレスを身に纏まとっているが、城じよう主しゆの妹であるフェレットが普ふ段だん身に纏っているタイプとは違い、やや派は手でなデザインで腕や足が多めに露ろ出しゆつしている。その肌はだは病的に白く、ドレスの色とお互いを強調し合っているように感じられた。

　露ろ出しゆつした腕や足に、装そう飾しよくとして漆しつ黒こくの革かわベルトが巻かれており、どことなく近づきがたい雰ふん囲い気きを漂わせている。

　何より目を引いたのは、彼女は目の部分にドレスと同じ柄がらの布ぬのを巻き、己おのれの目を完全に覆おおい隠かくしているという事である。

「？　おい、誰だれだこのゴスロリちゃん」

　奇き抜ばつなファッションの少女だが、普ふ段だん更さらに奇抜な者達を見み慣なれているせいか、さして驚く事もなく、仲間内うちで囁ささやき合う吸きゆう血けつ鬼き達。

「いや、ゴスロリっつーにはフリルとか少なくねえか？」「ゴスロリ＝フリルじゃねえだろ」

「ゴスロリってなんだ？」「ロココ調ちようの貴き族ぞくをイメージした、日本のファッションスタイルよ」

「へー。……つーかいつも思うけど、お前らなんでそんな日本に詳しいんだ？」

「それより、誰だあれ？　イメージからして、道どう化けの知り合いか？」

「いや、また『組織』の幹かん部ぶとかじゃね？　ついこの前、玉たま虫むし色いろの旦だん那なが来たばっかだしよ」

「そういえばミヒャエルの坊ぼうや、大だい丈じよう夫ぶかしら」「まあ、ゲルハルトの旦那がいるんだし、フェレットの嬢じようちゃんもおっかけてったから大丈夫だろ」「つーか、ミヒャエルの心配か？」

「浮うわ気きか？」「マジーにちくっちまうぞ？」「本当に子供ねアンタ達……」

　そのまま、再び先せん刻こくの空気に流れつつあったのだが──

「私を無む視ししないで下さるかしら？」

　怒ど鳴なっているわけではないが、やや苛いら立だちの籠こもった声が庭てい園えんに響ひびき渡った。

　吸血鬼の実じつ年ねん齢れいを推すい測そくする事はできないが、外がい見けんはまだ16歳さい前後といった所だろう。

　彼女は漆黒の髪かみを風に靡なびかせつつ、周囲の全てを見み下くだすような冷たい目つきで口を開く。

「吸血鬼の楽らく園えんなどと噂うわさされるバルシュタイン城。そこに住まう吸血鬼達たちが、一体いかほどのものかと思っていたのですが……。これほどまでに俗ぞくに塗まみれた野や卑ひな連れん中ちゆうとは。どうやら私はこの城の事を買いかぶっていたようです。本当にがっかりしました」

　あきらかに侮ぶ辱じよくの色が籠められた言葉に対し、城の吸血鬼達はキョトンとしながら顔を見合わせる。

「おい、なんか俺おれら、初しよ対たい面めんでがっかりされたぞ？」

「なんで？」「おめえの面つらがダサイからじゃねえか？」「てめぇ」

「多分、この城にゃクリストファー・リーみたいな色いろ男おとこだらけと思ってたんじゃね？」

「映画の『インタビュー・ウィズ・バンパイア』みたいなの予想してたんじゃ」

「まあ、確かに吸血鬼は色男や美人多おおいけどな」

「スケベが美び男なん美び女じよの血ばっかり吸って繁はん殖しよくさせるから……」

「実際はお前みたいなデブ吸血鬼とかもいるのにな」

「ばっか、お前、俺は１０００年ぐらい前の日本じゃ美び形けいとして大だい人にん気きだぜ？」

「日本の昔の美び人じん画がにふくよかなのが多いのは、食べ物が少ない時代に栄えい養ようが摂とれて羨うらやましいって意味だから本当に美人だと思ってたかどうかってのは別の話だぞ」

「お前まえ本当に日本に詳しいな？」

「ていうか、あんたそもそも吸きゆう血けつ鬼きになったの５年前じゃ……」

　一ひと頻しきり囁ささやきあった後、吸血鬼の一人がゴスロリ少女に向かって口を開いた。

「まあ、その、なんだ嬢じようちゃん。がっかりしてないで元気だせよ」

「……ハイ？」

　何な故ぜ、城の吸血鬼が自分を哀あわれむ目で見ているのか理解できず、布ぬのの下で眉まゆを顰ひそめる少女。

　そんな少女に、居い候そうろう吸血鬼達たちは頷うなずきながら慰なぐさめの言葉を投げかける。

「まあ、この城の事を買いかぶってたって……そんな見る目の無さじゃ、これから生きていくの大変だろうけどさ」

「詐さ欺ぎとかに引っかかっちゃダメよ？」

「優しそうな人間が吸血鬼ハンターだったって事もあるからな。心しん臓ぞうに杭くいを刺されてからじゃ『あなたを買いかぶってました』とか言えないしな」

「その……がんばッ！」

　一いち連れんの言葉を聞き、来らい訪ほう者しやである吸血鬼はギリギリと歯を軋きしませ──叫ぶ。

「黙だまれ下げ郎ろうども！　何故貴き様さまらを見み下くだした私の方が同どう情じようされねばならぬのかッ！」

　言葉から丁てい寧ねいさが消え、暴ぼう力りよく貴き族ぞくとでもいうような口く調ちようとなって怒ど鳴なりつけた。

　その威い圧あつ感かんに、居候の吸血鬼達たちは思わず身を竦すくませる。

「こ、怖こえぇー」「ヴォッドの旦だん那なとは別の意味で怖ぇなあ」

「フェレットちゃんとは違う高ビーさよね」

「俺おれ、見み下くだされるように怒鳴られてちょっと興こう奮ふんしちゃったよ」

「変へん態たい」「変態」「変態」「変態」

　相手に聞こえないように小こ声ごえで呟つぶやき合うが、少しよう女じよ吸血鬼の聴ちよう覚かくには全て届いている。

「こ、この愚ぐ民みん共ども……貴様ら、ディンギル様から私し闘とう禁止の令れいが出ていなければ、この場で皆みな殺ごろしにしている所だ……！」

「そんな怖いこと言うなよ嬢ちゃん。可愛かわいい顔が台だい無なしだぞ？」

「ディンギルって誰だれだ？」「どこかで聞いた事があるような気がするわね」

「つーか嬢ちゃん、なんで目に布ぬの巻まいてるんだ？」「怪け我がしてんのか？」

　やはり緊きん張ちよう感かんの無い吸血鬼達に、少女吸血鬼の怒りは限界に達しようとしていたのだが──すんでの所で冷静さを取り戻し、気を取り直して口を開く。

「知れた事です。この世界には目にするに値しない低てい俗ぞくな物が多すぎます。低俗な人間、低俗な下か等とう吸血鬼、低俗な人じん狼ろう、低俗な街、低俗な自然、低俗な空、低俗な太陽。我らが血によって造られた物もの以外の全てから、私の目を守る為ために、私は自らの目を封ふう印いんしたのです」

「……」「……」「……」「……」「……」

　居い候そうろう吸きゆう血けつ鬼き達は、少女の言葉に再び顔を見合わせる。

　芝しば居いがかった台詞せりふなのに、彼女の言葉にわざとらしさは欠片かけらもない。カルト宗しゆう教きように嵌はまった人間が自分の行為の全てが正しいとでもいうかのような調子の言葉に、彼らは先せん刻こくまでとは別の意味で圧あつ力りよくを感じ始めていた。

（見えないって事は……とりあえず俺おれらの顔はこの子のがっかりに関係なかったらしい）

（俺、手前てめえらにデブって言われ損ぞんじゃねえか）

（それより、どうする）（どうもこうも）（怖こぇよ、この子マジで怖ぇよ）

　吸血鬼の目から見ても十分に痛々しい少女ではあるが、無む視しするわけにもいかず、小こ声ごえで素す早ばやく今後の対応を話し始める。

（いやでも、『組織』の幹かん部ぶでもこういうタイプの奴やついるしな）

（『鉄てつ色いろ鉄てつ鬼き』とか『奥おく一いち文もん字じ』がまんまこんな感じだけどよ）

（メルヒルムさんやカルジミールの野や郎ろうも似た感じだけど、この子も同どう類るいなのか？）

（いや、待て。実は何かのコスプレで、そういう役やく柄がらに嵌ってるんじゃねえか？）

（それだ）（納なつ得とくできる）（つーか、どうすりゃいいんだこれ）

（とりあえず話を合わせようぜ）

　今度こそ少女に聞こえぬ程ほどの小声──人間ならば、10センチ先に耳をおいても聞こえぬであろう程の声で器き用ように会話する吸血鬼達たち。

「どうしました。やっと自分達の低てい俗ぞくさに気付いたのですか？　我が名はパメラ・Ｄ・ロスクライム。偉い大だいなる一いち族ぞくの一ひと柱はしら、ディンギル様に仕える永えい遠えんのしもべです。下した働ばたらきの身なれど、貴方あなた達のような下げ僕ぼくとは身み分ぶんが違うのです。それを肝きもに銘めいじなさい」

　傲ごう慢まんな態度で痛い事を言い続ける少女に、吸血鬼達は造り笑いを浮かべながら口を開く。

「いや、流石さすがっすね！　我々みたいな下か等とう吸血鬼には思いもつかぬ高こう尚しようなお考えで！」

「着ている物からして、私達とは違う世界にいるって感じよね！」

　一いつ歩ぽ間違えると皮ひ肉にくとしか受け取られないような言葉だが、目め隠かくし少女はコロリと気を良くしたらしく、フフンと鼻を鳴らしながら居い丈たけ高だかに話し始めた。

「やっと理解しましたか。本来、サンフォールド家けのしきたりから言えば下げ賎せんな吸血鬼は全て殲せん滅めつする所ですが、我が主あるじディンギル様は心の広き御お方かたゆえ、貴き様さまらのような愚ぐ民みんでも、我らの視し界かいの外にひっそりと存在する事ぐらいならば、快くお許しになるでしょう」

「！」

　少女の言葉に、居候吸血鬼の一人が反応する。

　──おいおい、サンフォールドっつったか、今。

　──バリバリの鷹たか派はで有名な、『組織』と敵てき対たいしてる血けつ族ぞくじゃねえかよ！

　同時に、パメラと名乗った少女の言葉が演技や悪ふざけ、世よ迷まい言などではなく──全て本気なのだと理解した。

　血けつ族ぞくの中でも自分達の存在にプライドを持っているサンフォールド家けならば、彼女のような極きよく論ろんに走る吸きゆう血けつ鬼きが居てもおかしくはないだろう。

　──で、なんでそんな血族の吸血鬼が、こんな島にやって来やがってんだおい。

　──待てよ、嬢じようちゃんがさっき言ってた『ディンギル』って……。

　脳のう内ないに警けい戒かい音おんを鳴り響ひびかせる吸血鬼の前で、パメラは尚なおも高こう慢まんな台詞せりふを吐き続けていたが──唐とう突とつに、少女の腰の辺りから振しん動どう音おんが鳴り響ひびいた。

「……失礼」

　ベルトに挟んであった携けい帯たい電話を取りだし、後ろを向く少女。

　居い候そうろう吸血鬼達たちに背を向けたまま、あっさりと顔かお布ぬのを取り外し、自分の目で携帯電話の画面を見始めた。
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　どうやら特とく殊しゆな携帯電話を介かいしたインスタントメッセンジャーシステムのようで、携帯電話の画面上で誰だれかとやりとりをしているようだ。

（……思いっきり自分の目で見てんじゃねえか）

（あの携帯、ネブラ製の最さい新しん型がただよな）

（いや、待てお前ら、そんな事よりヤバイぞ）

　仲間の一人の緊きん迫ぱくした声に、他の吸血鬼達たちが首を傾かしげる。

（どうしたってんだよ。怖こわい顔して）

（いや、思い出したんだよ、サンフォールド家けに、ディンギルって名前！　ありゃぁ……）

　重要な事実を呟つぶやきかけた所で、現場に更さらなる異い変へんが起きる。

　無む数すうの羽は音おとが、城の上空から近づいてくる。鳥や虫に比べると小さい羽音だが、数も多い為ため、吸きゆう血けつ鬼き達の耳にはハッキリと届いている。先せん刻こくパメラが変じていた物とは違い、聞き覚えのある羽音だった。

「……」

　パメラもその羽音を聞き取ったようで、携けい帯たい電話に何か短い文章を打ち込み、送信すると同時に腰のベルトにしまい込む。

　外していた目め隠かくし布ぬのは一いつ瞬しゆんにして霧きりとなり、再び少女の視し界かいを覆おおい隠かくす形で顕けん現げんした。

　そして、何事も無かったかのように冷れい徹てつな空気を纏まとい、上空から降りてくる蝙蝠こうもりの方向に顔を向ける。蝙蝠の群はゆっくりと夜の庭てい園えんに舞い降り、やがて、一人の少年の姿すがたを形かたち造づくった。

　この城あるじの主である、レリック・フォン・バルシュタインの姿を。




　元の姿に戻ったレリックは、庭園の中心に位置するように立っている少女を見て、とりあえず一いち礼れいする事にした。

「初めまして……ですよね？　私は今、この城を管理しているレリック・フォン・バルシュタインと申もうします。城の方に何か御ご用ようでしょうか？」

　不ふ慣なれなのが見え見えの挨あい拶さつをするレリック。そんな彼を値ね踏ぶみするように、目め隠かくしをした少女は静かに声の調子などに聞き入った。

「パメラ・Ｄ・ロスクライムです。貴方あなたが、この島の領りよう主しゆにしてバルシュタイン家の主あるじですか」

「はあ、その……領主なんていっても、特に何もしてないんですけど……」

　申し訳わけなさそうに語るレリックの声を聞き、パメラは暫しばし相手の挙きよ動どうなどを聴ちよう覚かくのみで観察し、やがて、首を振りながら深々と溜ため息いきを吐き出した。

「やはり、失しつ望ぼうしました」

「えッ？」

　突然『失望した』と言われたレリックは何がなんだか解わからず首を傾かしげる。一方で、居い候そうろう吸血鬼達は「また始まったぞ」とささめきあう。

「吸血鬼のサラブレッドとして生み出され、若くして多くの吸血鬼達たちを束ねるリーダーとなった存在……。どれほどのものかと思えば、こんなにも冴さえない調子の男とは」

「はあ、すいません」

　思わず謝ってしまうレリックに、パメラは更に声を冷たくする。

「初しよ対たい面めんの私の言葉に簡単に屈するなど……吸血鬼としてのプライドすら無いのですか？　城の周囲にはろくな警けい備びも結けつ界かいもなく、自分がどのような存在かも理解していない緊きん張ちよう感かんのなさ。まったく、少々貴方あなたの存在自じ体たいを買いかぶっていたようですね。貴方は我々が警けい戒かいするにも当たらぬ凡ぼん庸ような吸きゆう血けつ鬼きのようです」

　フフンと鼻を鳴らしながら無ぶ礼れい極まりない事を言う少女。

　通常ならば怒りを覚える所なのかもしれないが、そんな少女の物もの言いいに、レリックは普ふ段だん妹から言われる事を思い出していた。

　──『お兄にい様はもっと、御ご自分が貴き族ぞくであるという意識を持って下さい！』

　──『お兄様がシャンとしなければ、バルシュタイン城全すべての者が恥はじを搔かくのですよ！』

　そんな事を毎日のように言われていたので、早い話が慣れてしまっていたレリック。だからこそ、彼は皮ひ肉にくでもなんでもなく、目の前の少女を心配して呟つぶやいた。

　先せん刻こくパメラを激げつ昂こうさせた居い候そうろう達と、全く同じ内容の言葉を。

「ええと、その……私なんかを買いかぶったりしたらダメです。もうちょっと鑑かん定てい眼がんを磨みがいた方がいいですよ？　人を見る目が無いと、色いろ々いろ失敗する事もあると思いますから……」

　自分も過去に人を見る目が無かった事からいくつかの失敗した事を思い出し、自じ虐ぎやくの意味も含めた一ひと言ことだったのだが──

　居候とのやり取りを経たパメラにとっては、自分よりも下か等とうな存在に投げかけられた、強きよう烈れつな皮肉以外の何物でもなかった。

「……馬ば鹿かにするな！　さ、さてはそこの連れん中ちゆうと示し合わせて、私の事を侮ぶ辱じよくするという算さん段だんだったのだな!?」

　突然高こう圧あつ的てきな口く調ちようになって叫び出すパメラに、レリックは「え？　え？」と混乱しながら少女と居候達たちの間で目を泳がせる。

　居候達もひそひそと話し合い、レリックが来た事で気が大きくなったのか、女おんな吸血鬼にも聞こえる程てい度どの声で喋しやべり始めた。

「……つーか、結局サンフォールドって何？」

「いや、ヤバイ血けつ族ぞくって噂うわさだったんだけど、なんかあの子を見てたら自信が無くなってきた」

「実際大たいした事ないんじゃね？」

「まあ、香シヤン家けとかに比べたら本当に吹けば飛ぶような血族ではあるんだけどさ」

「え？　血族？　血族って、なんか時代錯さく誤ごで貴族気き取どりの連れん中ちゆうの事でしょ？」

「そうそう、メルヒルムさんみたいな。あ、これ、メルヒルムさんには内ない緒しよだぞ絶対」

　話がサンフォールド家を軽んじるような物になった瞬しゆん間かん、

「ちょっと、皆さん、そんな言い方……」

　レリックが眉まゆを顰ひそめながら皆を諌いさめようとした瞬間──パメラは即そく座ざに腰のベルトから携けい帯たい電話を取りだし、何かのアプリケーションを起き動どうさせた。





†






携けい帯たい電話　某ぼうメッセンジャー




パメラ『交こう戦せん許きよ可かを、殲せん滅めつ許可を下さいディンギル様』

ディンギル『突然どうした？』

パメラ『愚ぐ民みん共どもに耐え難がたい侮ぶ辱じよくを受けました』

ディンギル『お前の悪い癖くせだ。どうせまた無む用ような挑ちよう発はつでもしたのだろう』

パメラ『私は事実を告げただけです！　私のみならずサンフォールド家けまで侮辱されたまま引き下がっては私に生きる理由などないので死にます。トネリコの杭くいで自らの心しん臓ぞうを抉えぐりとって死にます！　聖せい体たいのパンを探し出し喉のどに詰まらせて死にます』

ディンギル『落ち着け。解わかった。相手を絶対に殺さつ害がいしないこと。その条件を守れるか？』

パメラ『サンフォールドの血と名めい誉よ、そしてディンギル様の失われた魂たましいに誓ちかって』

ディンギル『そうか。ならば、殲滅は許可しないが、交戦は許可する。こちらも少々、島の吸きゆう血けつ鬼き達を刺し激げきする必要が出てきた所でね』

パメラ『本当ですか、ディンギル様』

ディンギル『そういう意味で、派は手でな挨あい拶さつもありか……。サンフォールド……いや、俺の力を存ぞん分ぶんに見せつけてやれ』

パメラ『仰おおせのままに！』





†






　年とし相そう応おうの少女のように、メッセージの語ご尾びを『！』で締めくくって携帯を閉じるパメラ。

　レリックはそんな少女に非ひ礼れいを詫わびようと口を開く。

「ええと、すいません、そんなつもりはなかったんですけど、何か失礼な事を言ってしまったみたいで、気を悪くしたらすいませんでした。それに、城のみんなが失礼な事を……」

　謝しや罪ざいの言葉を述べつつ、レリックは先せん刻こくの居い候そうろう達の言葉を思い出す。

　と、その中にチラリと聞こえてきた単たん語ごが妙みように心に引っかかった。

　──サンフォールド？

　居候達の話を全て聞いたわけではないが、そんな単語が出てきたことは覚えている。

　そして、レリックはその単語に聞き覚えがあるという事に気が付いた。

　──あれ？　ついさっき聞いたような……。

　まさか10分ほど前の『講こう義ぎ』の内容に出てきた血けつ族ぞくの関係者がこうもタイミング良く現れるとは思わず、レリックはまさかと思ったのだが──

　彼は、これが完全な偶ぐう然ぜんとは言い難がたいという事を知らなかった。




　ドイツ南なん部ぶで起きている集団失しつ踪そう事件について、『組織』に複ふく数すうの血けつ族ぞくからの書しよ状じようが届いており、ゲルハルトと綿めん密みつに連れん絡らくを取っていた城のメイド達は、その事実を知っていた。

　そのメールのやり取りで、ゲルハルトが【ふむ、そろそろレリックにも血族について色々と教えておくべき時が来たのかもしれんな】と言いだしたので、『むしろ、まだ教えていなかったんですか！』という流れになり、レリックに講こう義ぎを行う事となったのだ。

　更さらに、これは現げん時点でメイド達やゲルハルトも知らない事だが──

　南部の失踪事件そのものにサンフォールド家けが関わっており、現在、城に『組織』幹かん部ぶのゲルハルトが不ふ在ざいであるという事も知っているという事実。

　これらを組み合わせれば、『彼ら』が島に来たのは決して偶然とは言い切れないのだが、そんな裏うら事情を知らないレリックは、思いもよらぬ偶然に一いつ瞬しゆんだけ戸と惑まどった。

　城じよう主しゆの見せた僅わずかな心の隙すきに楔くさびを打ち込むように──目め隠かくし少女は、怒りを完全に消し去り、代わりに時間すら凍り付かせるような冷たい言葉を吐き出した。

「謝しや罪ざいの言葉など、必要ありません」

「えッ」




「罪は、これから貴方あなた達の血によって全て購あがなわれるのですから」




　レリックがどういう事かと尋たずねかけた刹せつ那な──

　目隠し少女の身体からだが、凄すさまじい羽は音おとを響ひびかせ、黒い爆炎に包まれた。
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市し庁ちよう舎しや　市長室




「……？」

　会議室から戻ったヴォッドは、市長室に足を踏み入れた瞬しゆん間かん、妙みような違い和わ感かんに囚とらわれる。

　閉めて出て行った筈はずの窓が開いており、付けっぱなしだった筈の電気が消えている。

　違和感の正しよう体たいは、すぐに理解する事となる。

　窓からの侵しん入にゆう者しやが、部屋の隅すみから声を掛けてきたからだ。

「お邪じや魔まさせて頂いてますよ、市長殿どの。電気が勿もつ体たいないので勝かつ手てに消させて頂きました」

　余よ裕ゆうに満ちた言葉を吐き出す謎なぞの影に、ヴォッドは溜ため息いきを吐きながら口を開く。

「……市民が安あん堵どできるよう、市し庁ちよう舎しやの灯あかりはできるだけ灯ともし続ける方針なのですが？」

「えッ」

　影の声から余よ裕ゆうが消え、慌あわてふためきながら自らの失敗を取り繕つくろう。

「あ、うん、解わかっていたよ、知っていたとも。今のは君を試したんだよ」

　全く取り繕えていない男を前に、ヴォッドは眼鏡めがねをサングラスに掛け替え、部屋の電気を点つけると同時に剣けん吞のんな言葉を吐き出した。

「で、『組織』の幹かん部ぶの中でも変へん人じんで通ってる手前てめえが、一体なんの用だ？　用がないならとっとと出て行って貰もらおうか」

「変人？　それは少々観察力りよく不足の者達が広めた渾あだ名なに過ぎんよ。……というか君、一いち応おう組織の幹部の私に対して随ずい分ぶんと横おう柄へいな態度をとるね。いや、メルヒルムと険けん悪あくになったから勘かん違ちがいしてるかもしれんが、君の名前はまだ組織の名めい簿ぼの中にちゃんと……」

　ヴォッドは不満そうに呟つぶやく男──ドリッキーの言葉を途と中ちゆうで遮さえぎり、自分の疑問を手て短みじかに口にする。

「んなこたどうでもいいんだよ。殆ほとんど配はい下かのいねえ手前がなんで幹部やってんのかが不ふ思し議ぎなぐらいだし、俺おれにとっちゃ『組織』は敵だ。伯はく爵しやくの野や郎ろうがトップに返り咲きやがったからな。……で、なんだ？　またメルヒルムかカルジミールの嫌いやがらせか？　それとも、俺が前このビルから突き落としてやった黄き色いろ野や郎ろうになんか言われたか？」

　そこまでは軽かる口くち混まじりに話していたのだが、ふと、その顔から笑えみが消える。

　──待てよ。

　──確かこいつ……。自じ称しよう『探たん偵てい』だったよな。


　『死し斑はん誘ゆう致ち者しや』の二つ名持つ幹部、キー・ドリッキー。



　名めい探偵を自称しており、欧おう州しゆう各地で起こった不ふ可か解かいな殺さつ人じん現場に偶ぐう然ぜんを装って顔を出し、関係者や容よう疑ぎ者しやを一時的に支配したり、蝙蝠こうもりとなって行動を見張ったりする事で証しよう拠こを摑つかみ、事件を見み事ごと解決に導く存在だ。

　そのせいで、警けい察さつ関係者の間では有名な存在なのだが──本来犯はん人にん以外が知り得ない情報を推すい理りに組み込む事や、戸こ籍せき不明な事、不ふ自然なまでに色々な殺人現場に現れる事から、『実は黒くろ幕まくなのではないか？』と目を付けられている状況である。

　難なん事件を解決する探偵として人間社会に深く関わっているその吸きゆう血けつ鬼きの登場に、ヴォッドはある推すい測そくに辿たどり着いた。

「まさか……今回の殺人事件、手前らが仕組んだんじゃあねえだろうなぁ……？」

　ゆらり、と危険な殺さつ気きを放ちながら一歩踏ふみ出すヴォッド。ドリッキーは危険を感じたのか、慌てて立ち上がりながら首を振る。

「落ち着きたまえ！　そんなわけはないだろう！　寧むしろ逆だ！　私は凶きよう悪あくな殺人犯はんの謎なぞを解き、島の皆を不安から解き放って名めい声せいを高めたいだけだ！　ぶっちゃけどんなに凶悪な殺人犯だろうと、人間相あい手てならなんとでもなるわけだしな。ハハハハ」

　正直過すぎる男の言葉に、ヴォッドは釈しやく然ぜんとしないものを感じつつ、肝かん心じんの事を問いかける。

「で、その名めい探たん偵てい様が何の用だ？」

「うむ、早さつ速そく私の推すい理り力りよくを発はつ揮きしたいのでね。捜そう査さ資料の閲えつ覧らんと、捜査現げん場ばへの立ち入りを君の口から警けい察さつ関係者に口くち利ききしてててぼぼぼぼぼぼ」

　顔面を摑つかんでドリッキーを持ち上げ、そのまま開きっぱなしの窓の方に運ぶヴォッド。

「出　て　行　け」

「グギググ、ストップ！　ストップ！　アイアンクローで殺さつ害がいとはモルグ街の殺人も吃驚びつくりだ！　私は喧けん嘩かは強い方じゃないんだごぼぶッ」

「俺の街の人間は、手前てめえの推理ごっこのオモチャじゃねえ」

「待ってくれ！　話はそれだけではないんだ！　まだいくつかある！」

「ああ？」

　窓の手て前まえで足を止め、とりあえず相手の話を聞く体たい勢せいになるヴォッド。

「実は私の連れが、そろそろ吸きゆう血けつ欲よつ求きゆうが出てきたと言っていてね。血液銀ぎん行こうか何かから、血を手て配はいして貰もらう事は可能かね？　ほら、理り性せいが抑えられなくなって島の人達を傷つける事があったら大変だろう？　どうしたらいいと思う？　君の意見を聞こう」

「島　か　ら　出　て　い　け」

「……。まあその件は後あと回まわしにしよう。あと、私の相あい棒ぼうが広場でちょっとした事件を起こしてしまって、その謝しや罪ざいをぉぉぉぉ──」




　窓から落ち、落下途と中ちゆうで蝙蝠こうもりに変化して逃げ去るドリッキーの姿すがたを見送るヴォッド。肩を激しく上下させながら、苛いら立だちを隠かくしもせずに口を開いた。

「本当に……『組織』の連れん中ちゆうにはろくな奴やつがいねえッ！」

　そして、やや冷静になって考える。

　──……広場がどうこう言ってやがったな。

　──さっきの人じん狼ろうも、もしかして連中の連れか？

　──畜ちく生しよう、本当に何しに来やがった？　やっぱり殺さつ人じん事件の黒くろ幕まくなんじゃねえか？

　──伯はく爵しやくの馬ば鹿かは知ってんのか？　つーか、城の連中は何やってやがんだ。

　疑問は山のように湧わき上がるが、考えた所で答えが出る筈はずもない。早々に追い出す前に話だけでも聞くべきだったかと後こう悔かいしつつ、市長はしばらく静せい寂じやくの中に己おのれの身を落とし込んだ。

　数秒後ご、忌いま々いましげに舌した打うちをすると、それを契けい機きとして市長室を後にした。




　扉とびらからではなく、開かれたままの窓から──己の姿を無む数すうの蝙蝠へと変じさせて。
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市し庁ちよう舎しや前まえ




「それにしても、なんか蝙蝠こうもりがたくさん飛んでますね」

　市庁舎の前から空を見上げていたＴＶクルーの一人が、ビル灯あかりの合間を飛び交う黒い影を見てそんな事を呟つぶやいた。ＺＺＺネットワークではなく、アメリカからやってきた大おお手てネットワークのクルーだ。

　他の取しゆ材ざい陣じんも何人かそんな蝙蝠に気付いているようで、空を見上げている者が多い。

　アメリカのＴＶクルーのリーダー格らしき男は、そんな蝙蝠の群をちらりと見上げながら、淡たん々たんと自分のチームに対して語りかけた。

「この島は小さな洞どう窟くつとかいくつもあるからな。そこを住処すみかにしてる蝙蝠達たちが、ビル灯りに集まる虫とか食いに来てるんだろ。この蝙蝠の多さが、島の吸きゆう血けつ鬼き伝でん説せつに拍はく車しやをかけてんのさ」

「ああ、そういやさっき、どこかの女レポーターが市長に下らない事を聞いてましたね」

「まあ、な。確かに、この島はどことなく妙みような雰ふん囲い気きがあるからな……」

「吸血鬼はありえないにしろ、吸血鬼を気取った奴やつが犯人、って線はあるかも……」

　独どく自じの論ろんを展開しようとするクルーを、リーダーの男が真剣な顔で窘たしなめる。

「まだ、推すい測そくできる段階じゃない。先せん入にゆう観かんだけで報道の現場に関わるな」

「すいません」

「ったく、ダグナルドプロデューサーもドイツに来てるんだぞ。抜き打ちで視し察さつされたらそれこそ俺おれらの立場がなくなっちまう」

「南部の方だから大だい丈じよう夫ぶっすよ……ね？」

　自分達の会社の大物プロデューサーの顔を思い浮かべ、肩を竦すくめ合うクルー達。

　プロデューサーは改めて蝙蝠の舞う夜空を見上げ、自分達の仕事を再さい確かく認にんする。

「俺達は、目とカメラに映った事実を追うだけさ。仮に本当に吸血鬼なんてものが存在して、それが犯人だったとしても、俺達はそこから目を背そむける事だけはしちゃいけねえ」




「……ま、あのＺＺＺの姉ねえちゃんは、目を背けるっつーか……むしろ、そっちしか見えてない感じではあったがな」





†






市し街がい地ち上じよう空くう




　──ああ困った。想そう像ぞう以上に乱らん暴ぼうな男だな、あのヴォッドという奴やつは。

　──殺さつ人じん事件が起きたらまず容よう疑ぎ者しやとして名が上がり、二番目に殺されるタイプだ。

　そんな事を考えながら、市し庁ちよう舎しやから離れるように飛び続けるドリッキー。

　──というか、ワトソン君も一体どこで何を……。

　──やはり携けい帯たい電話ぐらい買ってやれば良かったんだろうか。

　──でも私もワトソン君も戸こ籍せき無いからな。……今度ガルダスタンス氏に頼んでみるか。

　空からワトソンの事も探せないかと思ったが、当然ながら見あたらない。グローワース島はドリッキーの想像よりも遥かに広い島で、市し街がい地ちの人口密みつ度ども想像以上に高い。

　だからこそ、ドリッキーには一つの心配があった。

　──まずいぞ。

　──この状況でミラルドの理り性せいが飛んだらエライ事になる。

　血液への欲よつ求きゆうが高まった時の友人の周囲の状況を思い出し、ドリッキーは蝙蝠こうもりの群むれ全体をブルリと大きく揺らめかせた。

　──……『観かん察さつ者しやとして施ほどこしを受けるわけにもいかない』とか言ってたが、やはりバルシュタイン城の人達に頼むしかないと思うんだがなあ。




「明日あしたの朝ぐらいまでは持ちそうだから、ま、なんとかなるよ」




　自身の吸きゆう血けつ欲求について、軽けい薄はくな笑顔でそんな事を言うミラルド。




　──下へ手たすれば、この島しま自体が滅ほろびかねないと解わかっているのかあの馬ば鹿か……！
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バルシュタイン城　庭てい園えん




　島の市街地で多くの蝙蝠が目もく撃げきされていた頃。城の庭園では、それとは比べものにならない程ほどの蝙蝠の群が羽ばたいていた。

　正確には、庭園の一部を隔かく離りする形で、蝙蝠の群による立りつ方ぽう体たいが生み出されている状況だ。

　そして、その巨きよ大だいな蝙蝠の箱の中は空くう洞どうとなっており──内部に、レリックを含めた城の吸血鬼達たちが数名閉とじ込められしまっていたのである。




　数十秒前まえ──レリックが黒い爆ばく発はつと錯さつ覚かくしたのは、パメラによる自分自じ身しんの蝙蝠化かだった。

　瞬しゆん時じに身体からだを蝙蝠こうもりへと変じさせ、己おのれの身体を素す早ばやく周囲に拡かく散さんさせたのだ。

「わッ!?」

　自分の身体を蝙蝠の波が通り過ぎる。

　一いつ瞬しゆん目を瞑つむったあと、何か攻こう撃げきをされたのではないかと周囲を見渡すと、その先にいつもの庭てい園えんの風景はなく、蝙蝠の群によって造られた黒い壁が、レリック達の周囲をすっぽりと包み込んでしまっていたのだ。

　蝙蝠化かについて、質しつ量りよう保ほ存ぞんの法ほう則そくはあまり関係がない。そもそも身体に身につけた無む機き物ぶつまで有ゆう機き物ぶつへと変へん換かんさせる時点で、物ぶつ理り法ほう則そくの範はん疇ちゆうを超えているように思われる。もっとも、レリックもそう断じる程ほどに物理学がくなどに詳しいわけではないのだが。

「お、おい、閉じ込められた……？」

「待て、おちつけ、俺おれ達は今、さっきの子によって造られた蝙蝠の部屋の中にいる……つまり俺達は今、女の子の中に入っていると考えていいんじゃないかゲヴァッ!?」

《黙だまれ、鼻び下か長ちよう愚ぐ民みん！》

　蝙蝠の壁そのものがスピーカーになっているかのように、部へ屋や全体に少女の声が響ひびき渡る。

　同時に、壁から数匹ひきの蝙蝠が分ぶん離りし、変へん態たい的な事を口にした吸きゆう血けつ鬼きの肩を切り裂さいた。

「ごめんなさい、マジすいません！　とにかくすいません」

　流石さすがに軽かる口くちを叩たたいている暇ひまはないと感じ、血が飛び散った肩を押さえる居い候そうろう。

　血は出たものの、再さい生せい能力の高い吸血鬼としては無む傷きずにも等しい傷だ。

　すぐに傷きず口ぐちが塞ふさがり、痛みも消える。

　傷を受けた本人も、レリック達も、そう確信していたのだが──

「……おい、ちょ、ま、治らねーんだけどこれ!?」

　痛みに顔を顰しかめつつ、居候吸血鬼が血の止まらない肩を押さえ続けた。

「!?　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　レリックが駆かけ寄ると、確かにその傷口からは血が流れ続けており、傷が塞がる様よう子すが見られない。

「もしかして……あの蝙蝠、銀ぎん歯ばとか？」

　別の居候吸血鬼がそんな事を口にし、周囲の吸血鬼達たちが表情を曇くもらせる。

　銀の武ぶ器きは、古くから吸血鬼に対して有用と言われる物の一つだが──実際は、銀を弱点とするのは二～三人に一人といったところだ。吸血鬼にも個人差さは大きく、銀への耐たい性せいについても吸血鬼によって大きく変わる。

　恐ろしげに蝙蝠の壁に目を向けるレリック達だったが、壁と化したパメラは、冷れい淡たんな声を響かせた。

《そのような愚おろかしい推すい測そくしかできないのですか？　やはり弱じやく者しやが傷を舐なめ合う為ための『組織』に関する吸血鬼など、全てにおいて下か等とうなのですね》

　キチキチ、と、壁かべ全体が侮ぶ蔑べつの笑えみを思わせる動きで一いつ斉せいに震え出す。

　しかし、声には欠片かけらも笑う様よう子すなどなく、ただひたすらに冷たく────

《……主あるじより頂いた我が牙きばを銀ぎん歯ばなどと称しようした事、万ばん死しに値します》

　斬きりつけるような言葉と同時に、四し方ほうの壁から無む数すうの蝙蝠こうもりが襲おそいかかる。

「ちょ、ま」

「私達、ピリエみたいに霧む化かとかできな……」

　居い候そうろうの吸きゆう血けつ鬼き達たちが周囲から迫る『敵てき意いに満ちた凶きよう器き』に震え上がる。

　だが、その蝙蝠の牙が彼らに届くよりも一いつ瞬しゆん早く、レリックは己おのれの周囲の土を、自分の衣服と同じように変化させた。

　地中から蝙蝠の柱が湧わき上がり、周囲からの蝙蝠を迎げい撃げきする。

《！》

　驚いたように壁が震え、一瞬の間をおいて蝙蝠の波は状じよう攻こう撃げきが停止した。

《……》

　躊躇ためらったようなうねりが壁を走った後、再び蝙蝠の群がレリックめがけて襲いかかった。

「あのっ！　謝ります！　謝りますけど！　暴ぼう力りよくは良くないですよ！」

　なんとか平和的に収めようと叫ぶレリックだが、そう言いつつ、パメラの攻撃を全て自らの周囲に湧わき出させた蝙蝠で撃うち落としていく。

　四方からの攻撃を同時に認にん識しきし、正確に対たい処しよしていくレリック。

　見ると、彼の周囲には小さな蝙蝠が数すう匹ひき別々の方向を見ながら羽ばたいており、その蝙蝠達が全ての視し界かいをカバーしているようだ。

　吸血鬼は蝙蝠などに変へん身しんする際、着ている服や携けい帯たい電話なども纏まとめて変化させる事ができる。その範はん囲いは、自分の身につけている物のどこまでを自分の一部であると認識できるかどうか、という事によって変わってくるのだが──

　レリックは、その範囲が途と轍てつもなく広い上に、変化した獣けものの一匹一匹が凶きよう悪あくなまでに強力だ。

　血を吸った直後ならば島しま全体を巨きよ大だいな狼おおかみへと変へん貌ぼうさせる事もできる

《なるほど、その様に造られたとは聞いていましたが、実際に目にすると流石さすがに感かん嘆たんせざるを得ませんね。謝しや罪ざいするつもりはありませんが、全てにおいて下か等とうと言った事は訂正しましょう。しかも、貴方あなたの細かい挙きよ動どうを耳にする限り、まだ実力の全てを出しているというわけでもなさそうです》

「……」

　相手の意い図とが分からず、沈ちん黙もくのまま反応を待つレリック。

　だが、少女はそこで攻撃を止めたわけではなく──寧むしろ、冷たさの中に静かな怒りを加え、圧力のある言葉を口にした。

《何な故ぜ……お前なんだ？》

「へ？」

　丁てい寧ねいな言葉遣づかいが身を潜ひそめ、乱らん暴ぼうな口く調ちようがレリックに浴びせられる。

《巫ふ山ざ戯けるな……。それは、お前のような下等な実験生物が持っていて良い力じゃない》

　先刻までとは別種の怒りが、少女の声に満ちていた。

　怒りというよりも、羨せん望ぼうと憎にくしみ、その他ほか様々な負の感情が織り交ざっている。

「実験生せい物ぶつ呼ばわりは、ちょっと傷つくなあ……」

　嘆たん息そく混まじりに呟つぶやき、レリックは静かに首を持ち上げる。

「とりあえず、落ち着いてくれませんか。これ以上は、お互いに得はないでしょう。僕たちとしても、これ以上怪け我が人にんが出るような事は看かん過かできません」

　全ぜん周しゆう囲いに存在する蝙蝠こうもりに向かって声を響ひびかせた少年に対し──蝙蝠壁かべの部屋の天てん井じようから、ニュウ、と少女の上じよう半身が姿すがたを現した。

　パメラは目め隠かくしをしたまま、眼がん下かのレリックを力強く睨にらみ付ける。

「強きよう者しやゆえの余よ裕ゆうか？　それとも本当に対たい話わで何かが解決すると思っているのか？　その生ぬるさにまた腹が立つ！　我々の血けつ族ぞくが『力』を手に入れる為ために、どれだけの犠ぎ牲せいと時間と血を捧ささげてきたと思っている！　それを、お前みたいな……ただ生み出されたに過ぎない奴が！」

「……」

　子供の癇かん癪しやくを思わせるパメラの叫びに、レリックは再び沈ちん黙もくする。

　やはり、目の前の少女は『血族』の関係者で間違い無いようだ。

　パメラの『血族』が、今までどれほどの苦労をしてきたのかは解わからない。だが、話の後半については何一つ反はん論ろんする事ができない。

　──欲しくてこんな力が欲しかったわけじゃない。

　それを口にできるほど、彼は自分の力を邪じや魔まに思っていたわけでもないし、自分の力を受け入れた上でそう言って反論できる程ほどに無む神しん経けいでもなかった。

　沈黙に陥おちいってしまったレリックを見て、なんとかパメラを宥なだめようと居い候そうろう達たちが声をあげる。

「よう、嬢じようちゃん。本当の齢としがいくつか知らねえけど、そんな可愛かわいい面つらして苦労自じ慢まんなんかするもんじゃねえよ。確かに、このレリック坊ぼつちゃんは生まれつき顔も良くて可愛い妹が居て貴き族ぞくのボンボンだけどよ、俺おれらが妬ねたんだところで立場は入れ替わらねえって」

「世の中って残ざん酷こくだから、苦労や犠牲が結果に比ひ例れいするわけじゃないのよ？」

「逆に、いつかノーリスクでハイリターンなチャンスが来るかもって希望に目を向けようぜ」

「だから俺らも真ま面じ目めに働く気はない！」「絶対にだ！」

　力強く声をあげる居候達に、レリックは困った顔で口を開く。

「すいません皆さん。それ挑ちよう発はつしてるようにしか聞こえないんですけど」

　そうかな、と小こ首くびを傾かしげる吸きゆう血けつ鬼き達の中で、肩を斬きりつけられた男がやはり緊きん迫ぱく感かんの無い調子で天てん井じようのパメラに問いかける。

「つーかマジで、さっきの色々と謝るから、これ、血の止め方教えてくんねえかな？」

「……」

　そんなバルシュタイン城の吸きゆう血けつ鬼き達たちの様よう子すに、表情を消し去って何かを考え込むパメラ。

　彼女が口を開いて何かを言おうとする直前に、まったく別の声が『蝙蝠こうもり箱ばこ』の外側から聞こえてきた。




「うわ、何コレ何コレ!?　新しい遊び!?」




　と、必ひつ要よう以上にテンションの高い声が響ひびき渡る。

「誰だれがやってるのこれ!?　ねえねえ誰がやってるんだよう！　ズルイズルイ！　何コレ、どうなってるの!?」

　それがピリエの物であると確かく認にんした居い候そうろう達たちは、状況を打だ破はできる人物が来たと歓よろこび、蝙蝠の壁の外に向かって呼びかけた。

「おーい！　道どう化け！　道化！」「ここだここ！」「そっちから私達の声聞きこえる!?」

「あっ！　ニート軍ぐん団だんじゃん！　何してんの！　新しい遊び!?　霧きりになって中に入っていいのこれ？」

　壁の側まで近づいてきたようだが、蝙蝠の壁に阻はばまれてこちらまでこられないようだ。

「ニート軍団言うな。あ、それよりお前あれだよ！　今すぐ城に戻って、ヴァルとか起こしてくれ！　あいつが起きれば一発でこの蝙蝠の壁とか押さえ込んでくれんだろ！」

　城の地下に住む特とく殊しゆな吸血鬼の名をあげる居候達だが、ピリエはまだ完全に状況を吞み込めてはいないようだ。

「え？　何？　結局どういう状況なの？」

「いいから早く！　俺おれらもなんつーか、どうすりゃいいのか良く解わかってねえんだ！」




「解ったよ！　起こしてくる！」

　釈しやく然ぜんとしないものはあったが、ピリエはとりあえず城に戻り、地下洞どう窟くつのヴァルを起こすことにした。

　ヴァルドレッド・アイヴォンホーは、この島そのものを身体からだとする特とく殊しゆな吸血鬼だ。元々は植物から進しん化かした吸血鬼の為ため、夜は基本的にセリムという吸血鬼の傍そばで意識を休めている。だが、一度起きれば、彼の意識はこの島の中のどこにでも飛ぶことができ、強力な幻げん覚かくや念ねん動どう力りきを行こう使しする事ができる。島しま限定でレリックと並ぶ実力者ではあるのだが、意識がこの場に向いていない以上はどうしようもない。

　ピリエは何かが起きているという事を察したようで、真剣な調子で蝙蝠の箱に背を向けた。

「必ず３日以内に戻るから、それまで王様に処しよ刑けいされちゃダメだよ！」

「３日ってなんだよ!?」「遅っ！」「早くしてくれ！　この女王様さま、気が短そうだ！」

　蝙蝠こうもりの壁の奥から聞こえて来るツッコミに後あと押おしされ、ピリエは自らの身体からだをカラフルな霧きりへと変じさせた。

　そのまま、城の通つう風ふう口こうに向かおうとしたピリエだったが──

　背後から、自分と同じ年とし頃ごろの少女の声が聞こえてくる。

「……増ぞう援えんを呼ばれるのは困りますね」

　レリックに対して怒ど鳴なっていた時とは違い、最初の冷たさを取り戻した声。

「止めて下さい！　彼女は関係無ないでしょう!?」

　レリックの声が聞こえてくる。

　道どう化け娘むすめは何か危険な気け配はいを感じとるも、霧になっている以上は安心だろうと振り返らずに城へと急いだのだが──

　──え？

　霧と化した自分の身体に違い和わ感かんが走り──それに続いて、焼けるような痛みが道化娘の意識を襲おそう。

　──痛ッ!?　何!?　何!?

　自分の身に何が起こったのか解わからず、そこで初めて自分の背後に意識を向ける。

　すると、蝙蝠の箱から飛び出してきた数匹ひきの蝙蝠が、カラフルな霧──つまりは自分の身体の後部を、幾き何か学がく的なルートで繰り返し飛び回っているではないか。

　普通ならば、なんの問題もない光景の筈はずだ。

　しかし──道化娘は、瞬しゆん時じに気付く。

　その蝙蝠達が、霧と化している筈の自分の身体を切り裂さいているという事に。

　まるで、蝙蝠が触れた所だけ、強きよう制せい的に霧む化かを解かい除じよされて攻こう撃げきを受けているような感かん覚かくだ。

　逃げなければまずいと、自分の身体を更さらに拡かく散さんさせつつ、速度をあげて城の内部に向かうのだが──蝙蝠の数は徐々に増え、霧となった身体を次々に蝕むしばんでいく。

　──痛い！　痛い痛い痛い！　まずいよ！　ヴォッド様のチョップより痛い！

　──でもヴォッド様の目め潰つぶしよりは痛くないから、我が慢まんする！

　彼女自じ身しんにしか通じないような励はげましで己おのれを奮ふるい立たせ、更さらに前に向かう道化娘。

　だが、蝙蝠の群はいよいよその数を増し、前方に新たな壁を生み出しつつあった。




「あの子は関係ないじゃないか！　君を侮ぶ辱じよくしたりもしていない！」

　蝙蝠の壁の中で、レリックが叫ぶ。

「この城の吸きゆう血けつ鬼きには違いないでしょう？　私は、この城の城じよう主しゆである貴方あなたに敵てき意いを抱いている。配はい下かの吸血鬼も全て敵と見なすのは当然でしょう？」

「……ッ！」

　配はい下かと城じよう主しゆなどという関係ではない、そう叫ぼうとしたが、聞く耳を持つとは思えないし、納なつ得とくさせる時間もない。

　外の様よう子すは分からないが、蝙蝠こうもりの部屋が一いち段だん階かい小さくなったことで、ピリエに対して何かをしているという事には気が付いた。

　減った分の蝙蝠で、一体ピリエに何をしているのか──レリックはすぐに飛びだそうとするが、蝙蝠の群の波は状じよう攻こう撃げきが脱だつ出しゆつを許さない。地面から狼おおかみの顎あごを生みだし、壁の一部を食い千ち切ぎらせる事も試みたが──綺き麗れいに避けられ、結局壁かべに穴が空あくことはない。

　地面を霧きりと変えて、地中に逃れるという事も考えたのだが、内部の自分達が姿すがたを消せば、この群の全てがピリエに襲おそいかかる事になるだろう。

　いっそ、この『蝙蝠箱ばこ』を丸ごと吞み込めるぐらい巨きよ大だいな顎あごを造るべきか、果たして、ここ暫しばらく血もろくに吸っていない自分に、そこまで巨大な顎が生み出せるかどうか。

　様々な考えが巡るが、躊ちゆう躇ちよしている暇ひまなどはなかった。

「……僕や皆も一いつ緒しよに食べられる事になりますけど、ちょっと我が慢まんしてください」

「え？　もしかしてアレやんの!?」「噓うそッ!?」

　何度かレリックの生み出す狼の顎に丸まる吞のみされた事のある吸きゆう血けつ鬼き達たちが顔を青ざめさせるが、レリックは構わずに地面を自分の身体からだの一部として認にん識しきし始める。

　しかし──その同どう化かは、途と中ちゆうで止められる事となった。




「相変わらず生ぬるいのね。それが貴方あなたの美び徳とくでもあるとは思うけど」




　冷めた女性の声と共に、闇やみと化していた蝙蝠部べ屋やの中に、無む数すうの銀ぎん色いろが飛び込んでくる。

《いぁッ!?》

　悲鳴が響ひびき渡り、蝙蝠の何匹ひきかがレリック達の傍そばに落ちてくる。

　その蝙蝠の全てに、銀色の棒ぼう状じよう──食事の際に使うナイフとフォークが突き立っていた。




《……貴き様さまも、バルシュタイン城配下の吸血鬼か！》

　痛みを我が慢まんしながら、蝙蝠の壁から外に向かって声を響かせるパメラ。

　彼女箱の前に立った若い女は、クスリと笑いながら口を開く。

「バルシュタイン配はい下か？　その蝙蝠の群の形と同じで、随ずい分ぶんと単たん純じゆんな脳のう味み噌そしてるのね。吸血鬼って事しか合ってないわ」

　先せん刻こくの居い候そうろう吸血鬼達とは違い、あからさまな侮ぶ蔑べつの意味を込めて呟つぶやく長ちよう髪はつの女。

「さっきから声だけは聞こえてたけど、随分と時代がかった言い回しをするじゃない。何？　この島を映画村むらかなにかと勘かん違ちがいしちゃった？　それとも、ずっと棺かん桶おけの中に引きこもってたから自分が時代遅おくれになってるって事に気付かなかったのかしら？」

　クスクスと嗤わらう吸きゆう血けつ鬼きの女に不ぶ気き味みな物を感じつつ、パメラは挑ちよう発はつに対する激げつ昂こうをもって僅わずかに覚えた不安を搔かき消した。

《下か等とう吸血鬼め……！　その口をねじ切られたいか！》

　少女の怒ど声せいと共に、蝙蝠こうもりの一部が壁から分ぶん離りし、数百匹ぴきの群となって長ちよう髪はつの女に襲おそいかかる。

　だが──夜の闇やみの中に数回銀ぎんの閃せん光こうが煌きらめき、蝙蝠の群が次々と女の周りに落下する。

「下等、か。メルヒルムの奴やつみたいな事を言うのね」

　女の右手には鋭く研がれた食事用ナイフが握られており、柄えの部分が木材で覆おおわれている。

「逆に聞きたいんだけど……上じよう品ひんな御お嬢じよう様さまが、私みたいな下等な獣けものに喧けん嘩かを売ったりして……本当にただで済むと思ったのかしら？」

　ナイフの先せん端たんには、パメラの一部である蝙蝠が一匹刺さし抜かれ、なんとか身を剝はがそうともがき苦しんでいる。

　その鼻を指でピン、と弾はじき、蝙蝠の意識を昏こん倒とうさせる。

　刺された蝙蝠のコントロールが利かなくなり、パメラは身体からだの一部が痺しびれたような感かん覚かくに襲われた。だが、そんな事は些さ末まつな事とばかりに、彼女の声に不安の色が混ざり始めた。

　一体この女おんな吸血鬼は、ナイフに刺した蝙蝠を気き絶ぜつさせて何をしようというのか？

　ナイフとフォークなどという巫ふ山ざ戯けた武ぶ器きを使う女が。

　と、そこまで考えた所で、パメラの不安が増ぞう大だいを始める。

　もしも心しん臓ぞうが人間と同じように動いていたならば、鼓こ動どうは倍ばい増ぞうしている事だろう。

《何を……する気だ？》

　不安の正しよう体たいに心当たりが無いわけではない。

　サンフォールド家けに関わる人間は、『それ』の存在を知っている。

　人間のまま、ある手て順じゆんを踏むことで、吸血鬼の膂りよ力りよくを手にする人間達の事を。

　──まさか。あり得ない。

　食事用のナイフに刺された自分の一部を見て、おぞましい想そう像ぞうを思い浮かべてしまい、心に激しく動どう揺ようが走った。

　そして、女吸血鬼が不ふ敵てきな笑えみを浮かべたまま舌なめずりをした瞬しゆん間かん──

　パメラは、自分の不安が最悪の形で的てき中ちゆうした事を確かく信しんする。

《まさか！　貴き様さままさか！　止めろ！　止めろケダモノ！》

『食鬼人イーター』。

　吸血鬼の血けつ肉にくを喰らう事で、その力を盗ぬすむ人間。

　サンフォールド家が、奴ど隷れいとして意い図と的に創つくり出している存在。

　もしも目の前にいるのがただの『食鬼人イーター』ならば、文字通り、飼い犬奴隷に手を嚙かまれたという怒りに震える事だろう。パメラにとって、人間とは獣けものにも等しい存在なのだから。

　だが──相手が吸血鬼となれば話は別だ。

　血けつ族ぞく以外の吸きゆう血けつ鬼きは下か等とうな存在であると差さ別べつしているとはいえ──吸血鬼に自らの血けつ肉にくを喰らわれるという事は、人間の感かん覚かくで言うなら、人間が人間を喰らう事と同じぐらいの禁きん忌きであるという認にん識しきがある。吸血鬼同どう士しの吸血行こう為いに関しても、同じ一族に加わった者同士が互いの血を交まじわらせる神しん聖せいな儀ぎ式しきとして受け取っている。

　そんな感覚のパメラにとって、自分の血肉が、血族でもない、野や卑ひなる下等吸血鬼に喰らわれるというのは耐たえ難い屈くつ辱じよくだ。

《止めろぉぉッ！》

　魂たましいそのものを震わせるような拒きよ絶ぜつの叫び。




　だが、蝙蝠の壁から響ひびく少女らしからぬ絶ぜつ叫きようが、寧むしろ最高の調ちよう味み料りようであるとでも言うかのように、元『食鬼人イーター』の吸血鬼は、己おのれの望むままの行動に走る。




　数秒後ご。

　レリック達が、崩くずれかけた蝙蝠の壁から『ごちそうさま』と呟つぶやく木き島じま閑音しずねを見た瞬しゆん間かん──

　城そのものを震わせるような絶ぜつ叫きようが、庭てい園えんの中に深く鋭く響ひびき渡った。
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グローワース島　繁はん華か街がい




　山の方角へと向かう路面電車トラムの車内。

　ヒルダは横に立つ少女が動きを止め、ピクリと顔を上げた事に気が付いた。

　バルシュタイン城の方ほう角がくを無む表情のまま凝ぎよう視しする少女に、ヒルダは小こ声ごえで問いかける。

「どうしたの？　ワトソンちゃん」

「……泣いてる」

「え？」

　自分には何も聞こえなかったが、どうやらワトソンには何か聞こえたようだ。

　レリックの待つ城を見つめ続ける人じん狼ろうの少女を見て、ヒルダの心に僅わずかな不安が湧わき上がる。




　──城の方で、何かあったのかな。




　胸むな騒さわぎはするものの、それでもヒルダは城に向かう。

　彼女は信じていたからだ。何かトラブルがあろうとも、レリック達ならすぐに問題を解決するだろうという事を。




　唯ゆい一いつ心配だったのは、人間である自分が、足あし手でまといにならないかという事だけだった。
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10分後ご　庭てい園えん




「……何があったのか説明しろ。閑音しずね。ここに来る途と中ちゆう、泣きながら飛び回る妙みようちきりんな蝙蝠こうもりの群とすれ違ったんだが、それとなんか関係あんのか？」

　ヴォッドがヴァルシュタイン城の庭園に辿たどり着いた時、騒そう然ぜんたる空気が渦うず巻まいていた。

　城の中からメイド達が姿すがたを現し、怪け我がをした吸きゆう血けつ鬼きを介かい抱ほうしている。メイド達の何人かはヴォッドに気付いて睨にらみ付けてくるが、こちらに構っている暇ひまなどないといった様よう子すですぐにレリック達に視線を戻していた。

　他にも、普ふ段だんは城の中にいる人じん狼ろうや吸血鬼、スケルトンに魔ま女じよといった面めん々めんも顔を覗のぞかせ、ちょっとした仮か装そうパーティーのような雰ふん囲い気きになっている。ただし、皆の表情には緊きん張ちようが走っており、パーティーとは全く逆の雰ふん囲い気きではあるのだが。

　そんな状況の所に舞い降りたヴォッドは、何がなにやら解わからぬまま、城の壁に寄りかかっている閑音しずねの姿すがたを見つけて問いかけたのだ。

「貴方あなたに説明する義ぎ務むなんてある？」

「その長なげぇ髪かみを引っこ抜かれたくなかったらとっとと答えろ」

　苛いら立だちを募つのらせる市長に、閑音はフン、と鼻で笑いながら答えた。

「必ひつ死しね。まあいいわ。私はただ、あまりにも堂どう々どうと街の上を飛んでる新しん参ざん者ものがいたから、どんな奴やつかって後をつけてきただけよ。そしたら、なんだかここで楽しそうに遊んでたから、私も混ぜて貰もらいたくなっただけよ」

　冗じよう談だんとも本ほん気きともつかぬ言葉を呟つぶやき、肩を竦すくめる閑音。

「お腹なかも空すいてたしね」

　そんな彼女の態度に更さらに苛立ちを覚えるが、ヴォッドは怒りを抑えながら閑音の襟えりを摑つかみあげた。

「あそこで肩を押さえて痛いてぇ痛ぇって喚わめいてる奴は俺の元もと部ぶ下かだ。いずれ俺が奪うばい返す予定の手て駒ごまが、勝かつ手てに傷きず物ものになってる状況見みてんだこっちはよぉ。いいから、ここで何が起こったかだけを簡かん潔けつに話しやがれこのアマ」

「……あんな居い候そうろう一人の軽い怪け我がで血管が切れかけてるようじゃ、身が保もたないわよ？　もっとも、あの子は貴方の姿が見えた途と端たんに隠かくれちゃったみたいだけどね」

「……あん？」

　眉まゆを顰ひそめるヴォッドに対し、閑音はクスクスと嗤わらいながらヴォッドの手を払いのける。

「貴方への嫌いやがらせとして、きちんと話してあげる。ここで何が起こって──誰だれが、どうなったかっていうのをね」




　そして数分後ご──広場の中に、高らかな打だ撃げき音おんが響ひびき渡る。

　ノイルベルク市長である半人半鬼ダンピールが、バルシュタイン城じよう主しゆの顔面を思い切り殴なぐり飛ばす音が。
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島とう内ない某ぼう所しよ




「なるほどなるほど、そういう事か」

　ドリッキーと別れ、一人で街の中を散さん策さくするミラルド。

　友人が市長に挨あい拶さつしてくると言うので、彼は待ち合わせの時間まで一人で島の中をぶらついていた。目的もなしにぶらついたわけではなく、彼なりの考えがあって島を巡っていたのだが──不ふ意いに道路の脇わきで立ち止まり、独ひとり言ごとを口にする。

「随ずい分ぶんと、面白い事になりそうだ」

　それまで街の雑ざつ踏とうの中で周囲の群ぐん衆しゆう全員の心を読んでいた彼だが──

　２時間ほど島の市し街がい地ちを歩き回った結果、人々の思し考こうの中に、とある『映えい像ぞう』のイメージを発見する。

「なるほどねえ。こうやって殺したのか」

　彼が見た『映像』は──連続殺人事件の犯人しか知り得ない、殺人の瞬間の映像だった。

　最初は新聞を見た人間の妄もう想そうの可能性も考えたが、自分でも真実と思い込む程ほどに精せい巧こうな妄想でない限り、ミラルドは他人の記き憶おくと妄想の区別ぐらいはつける事ができる。

　殺人の瞬しゆん間かんの光こう景けいを思い出している犯はん人にんの心を読み続けながら、ミラルドは楽しそうな笑えみを浮かべて独り言を呟つぶやき続けた。

「さて、ドリッキーの奴やつに、あるいは市長やレリック君に、真しん犯人を教えてやるべきかどうか」

　ミラルド・ミラー。

　彼は悪あく人にんでも善ぜん人にんでもなく、人の道どう理りから少し外れた場所にいる『吸きゆう血けつ鬼き』の一人だ。

　自分に無む関係の人間が何人死しのうと知った事ではないし、それを止める義務もない。人間に対するスタンスは、『友達は大事にするよ、友達はね』という彼かれ自身の言葉の通りで、心を読んでテロや殺人の計画などを知っても、そこに知り合いが直接関かかわらない限りは放ほう置ちというのが彼の基本的なスタンスなのである。

　余よ程ほど面白い事になりそうな場合は、『玉たま虫むし色いろ』のドゥー等に話して自ら関わる事もあるのだが──今回の件についてどうすべきかは、まだ彼の中で迷っている所だった。

「本当なら放っておく所だけど……この事件の真しん相そうを知ったら、果たしてレリック君はどうするかな……？」

　人間からすれば『意い地じが悪い』では済まない事を考えつつ──ミラルドは、静かに『犯人』の姿すがたに目を向け、呟いた。

「そして僕は……四人目の犠ぎ牲せい者しやが出そうになったら、止めた方がいいのかどうか……くく、ダメだなぁ、やっぱり、ちょっと意地が悪くなってきてるよ、僕」

　クスクスと笑ってはいるが、彼の心には一つの『欲よつ求きゆう』が増ぞう大だいしており、徐々に彼の理り性せいを蝕むしばみつつある状態だった。

　人間の血を啜すすりたいという、吸血鬼としては至し極ごく当然な欲求が。




「ああ……それにしても、喉のどが渇かわくねぇ……」
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庭てい園えん




　ミラルドが誰だれにも頼まれぬまま連れん続ぞく殺人の犯人に辿たどり着いていた頃──

　島の表おもてと裏うらのトップに立つ人間は、同じ場所に立っていた。

　正確に言うならば、表のトップである市長が、裏のトップである城じよう主しゆの胸ぐらを摑つかみ上げていたのだが。




　レリックが事情を城のメイド達に話していた時、突然ヴォッドが隣となりに立ち、なんと挨あい拶さつしようか迷っている間に、顎あごにキツイアッパーカットを叩たたき込まれたのだ。

　完全な不ふ意い打うちにより、派は手でに吹き飛ばされるレリック。

　半人半鬼ダンピールとはいえ、人間を超える膂りよ力りよくで叩き込まれた渾こん身しんの拳こぶし。普通の人間ならば死にかねない程ほどの威い力りよくだ。しかしレリックもまた吸きゆう血けつ鬼きであるため、砕くだかれた顎あごは即そく座ざに再さい生せいしていく。

「ヴォッド・スタルフ！　貴き様さま！」

　混こん乱らんするレリックよりも先に、城のメイド達が声を荒げ、レリックとヴォッドの間に割り込もうとした。だが、それより一いつ瞬しゆん早くヴォッドは歩を進めており、倒れたレリックの襟えりを摑んで力尽ずくで起き上がらせる。

　居い候そうろう吸血鬼達たちは、かつての上じよう司しの姿すがたを見て『やべッ』と声をあげ、怪け我がをした吸血鬼すら一時的に痛みを忘れて庭園の垣かき根ねの陰に姿を隠かくした。

　一方、緑色の服を纏まとったメイド達はヴォッドを取り囲み、殺さつ気きを放ちながら声を荒げる。

「ヴォッド・スタルフ！　城じよう主しゆ様さまを離しなさい！」

「城主様だぁ？」

　呆あきれ半分の笑えみを浮かべ、ヴォッドは一ひと際きわ強くレリックの襟を摑み上げた。

「ふざけんな。この城の主は、ゲルハルトの伯爵野郎だろうがよ」

「……ッ！」

　単純な言葉だった。だが、その言葉は、レリックの胸に深く突き刺さった。

「お前は伯はく爵しやくの野や郎ろうにこの城預あずかってんじゃねえのか？　なのに、なんだこの始し末まつは。手前てめえは自分の部ぶ下かがやられてんのにロクな手出しもしねえで何やってんだ？　こっちは先に手ぇ出されてんのに話し合いで解決か？　聖せい人じん気き取どりか？　違うよなぁ？　ガンジーみてえな崇すう高こうな理由があって無む抵てい抗こうだったわけじゃねえんだろ？」

「でも……最初に怒らせたのはこっちの方みたいだったから……」

「ああ、そうなんだろうよ。確かに、元々俺おれの部下だった連れん中ちゆうは空気の読めねえどうしようもない馬ば鹿かばっかだったからな。細かい事ぁ知らねえが、99％あいつらがなんか馬鹿な事を言って『血けつ族ぞく』の糞くそ高こう慢まんちきな吸きゆう血けつ鬼きを怒らせたんだろうよ」




　垣かき根ねの陰から覗のぞいていた吸血鬼達たちが、そんなヴォッドの声を聞いて顔を見合わせる。

「……おい、何か俺おれら凄すごい言われようだぞ」「抗こう議ぎすべきか？」

「でも、なんか最近ヴォッドの旦だん那な、超ちよう強くなったらしいしなあ」

「前は俺らより弱いぐらいだったのにな」

「ノーリスクハイリターンなチャンスがあったんじゃね？」「いいなあ」

「んなことより肩痛いてぇ。くそ、俺このまま死ぬんじゃないだろうな」




　そんな木陰の囁ささやき合いなど耳には入らず、ヴォッドはレリックを糾きゆう弾だんし続ける。

「だがな、ボンボン野や郎ろう。お前が臆おく病びようだろうが平和主しゆ義ぎ者しやだろうが、それはいい。手前てめえが悪いと思ったなら黙だまって殴なぐられるのもありだろうよ」

「……」

「だがよ、だったら、なんで通りすがりの道化娘が怪我する事になるんだ？　あぁ？」

「それは……」

　口ごもるレリックを擁よう護ごするように、城のどこかから幼さの残る少女の声が響ひびき渡った。

「違う、違うよヴォッド様！　レリックはあの女をちゃんと止めようとしてたよ！　私は関係無いから攻こう撃げきするなって……」

「道どう化け、手前は黙ってろ！　止めようとしただぁ？　結局手前は怪け我がしてんじゃねえか！」

「……」

　黙り込む道化娘むすめの気け配はいを背に、ヴォッドはレリックに尚なおも怒りに満ちた声を浴びせ続ける。

「確かに、一番悪わるいのはその血族の女だろうよ。お前としちゃ、大して城じよう主しゆになった実感もねえのに、いきなり連れん帯たい責任だのなんだの言われて道化娘を襲おそわれたわけだ。確かに理り不ふ尽じんには違いねえ。だけどよ……お前、はなっから本ほん気き出してりゃ、いくらでも止められたんじゃねえのかよ？　血を吸ってない状態でも、全力出だしてりゃそのぐらいの事はできたんじゃねえか？」

　ヴォッドの問いに、レリックは無む言ごんだった。

　自分でも解わかっていたからだ。

　もしも、なりふり構わずに──血族を名乗った少女に対する手て加か減げんなど考えず、ピリエが狙ねらわれた瞬しゆん間かんに全力を出していたら──あるいは、こんな事にはなっていなかったかもしれない。

　霧む化かを解いたピリエは足に無む数すうの怪我を負っており、人ひと型がたのままでは歩く事もままならない状態だった。そんな惨さん状じようをもし目まの当たりにしていたら、自分はヴォッドに殺されていたかもしれない。それが解っていたからこそ、レリックは何も言い返す事ができなかった。

「お前は、迷ったんじゃねえのか？　『こんなたわいもない喧けん嘩かに、自分の強力過すぎる力を使ってしまっていいんだろうか』って、いい子ちゃん的な事を考えたんじゃあねえのか？」

「それは……」

「ああ、お前の親父おやじ……伯はく爵しやくの野や郎ろうだったら、確かに話し合いで治めようとしてたかもしれねえなあ。だがよ、成功するにしろ失敗するにしろ、野郎はいつだって全力を尽くすだろうよ。あんな不ぶ細さい工くな身体からだにしかできない事をな。で、手前てめえは今日きよう、全力を出したのか？　仮にもお前の部ぶ下かだか友達だか知らねえが、あの居い候そうろう連れん中ちゆうや道どう化け娘むすめを守る為ために、出し惜おしみしなかったって言い切れるのかよ？」

「それ、は……」

「また『それは』か。『それは』の続きは何なんだよ？　続きを言ってみろよ。なあ？　伯爵の野郎と同じように平和主しゆ義ぎを見せかけりゃ、お前が伯爵になれるとでも思ったか？　猿さるまねで務まるような気き楽らくな立場なのか？　バルシュタインの城じよう主しゆ様ってのはよぉ！」

「ヴォッド！　口が過ぎます！」

　メイドの一人が強い調子で諌いさめるが、無む理り矢や理り殴なぐりつけようとはしない。

　ここで無理矢理会かい話わを打ち切る事が、レリック自身の為にならないと思っているのだろう。

「レリックよぉ。お前は恵まれた存在だ。羨うらやましくなる。お前がその立場にあぐらを搔かいてねえ事も理解してるつもりだ。だがな、あえて一つ聞くぜ」

　もう一度殴りかかりそうな勢いで、ヴォッドは歯を軋きしませながら言葉を続けた。

「手前、心の底から怒った事ってあんのかよ。ぶちキレた事あんのか？　自分の為でも、他人の為でもだ。つーか手前、『怒り方』って知ってんのか？」

「それは……」

　再び『それは』で言葉が止まる。

　──それは……なんだ？

　自分でも、なんと続ければ良いのか解わからない。

　過去、自分が最も怒った事はなんだろうか？

　思い当たるのは、ミヒャエルが『組織』の『食鬼人イーター』によって大おお怪け我がを負わされた時の事だ。

　フェレットの涙と友人の変わり果てた姿すがたに怒りを覚えたが、激げつ昂こうするにはいたらなかった。その寸すん前ぜんに、当のミヒャエル本ほん人にんによって怒りを静められたのだ。

「……手前が、吸きゆう血けつ鬼きとして人間を餌えさと見ようが、人間と仲良くしようがどっちでも構わねえけどよ……。手前、本当に大事な物なんてあんのか？」

「え……？」

　言葉の意味が解らず、目を丸くするレリック。

「……」

　そんなレリックの反応を見て、ヴォッドは舌した打うちしながら手を離す。

「考えた事もねえって面つらだな。……そんなところは人間らしいっちゃ人間らしいな。いや……人間だろうと吸きゆう血けつ鬼きだろうと、生まれて20年も経たってねえ上に過か保ほ護ごに育ちゃこんなもんか。親が偉い大だいだとガキがダメになるってのも良くある話だしな」

　ふらついたレリックの肩を支えながら、メイドの一人が目を細めながら言葉を紡つむぐ。

「……貴方あなたにも当てはまるのではありませんか？　ヴォッド・スタルフ。貴方の両親は、吸血鬼として、人間として、それぞれ島の誇りと言える人々でした」

「ああ、そうだな。俺おれに対しちゃ放ほう任にん主義だったが。つまり、俺もそこのボンボンも、どっちも等しくダメ野や郎ろうってわけだ。お前が俺の同どう類るいだとは泣けて来るなオイ」

　皮ひ肉にくの笑えみを浮かべつつ、ヴォッドはレリックに追い打ちの言葉を吐き出した。

「今の手前てめえは、吸血鬼でも人間でもねえ。ただののらりくらりとした血ちぶ袋くろだ。吸血鬼でも人間でもねえってのは俺と一いつ緒しよだがな。身体からだがのらりくらりの伯はく爵しやくとどうしてこう差があんだ？　手前は身体は吸血鬼の癖くせにそのザマか。伯爵も今のお前を見たらがっかりするだろうよ」

「……」

「まあ、こりゃ伯爵の野郎の自じ業ごう自じ得とくだな。見る目がなさ過ぎたってだけだ」

「……ッ！」

　ヴォッドは、閑音しずねからそこまで詳しい会話まで聞いたわけではない。今の台詞せりふは単なる偶ぐう然ぜんだったのだが、それが解わかるだけに、レリックの心をより強く抉えぐり込む。

「この城も、道どう化けも、手て品じな師しも、スイカも、メイドどもも、人じん狼ろうだの魔ま女じよだのも、あの馬ば鹿かな居い候そうろうどもも、いずれは全部俺が奪うばってやるんだから、せいぜい大事にしとくんだな」

「……」

「俺にこんな事言いわれても黙だまってるたぁ、想そう像ぞう以上の昼ひる行あん灯どんだな」

　苛いら立だち混じりの溜ため息いきを吐き出し、ヴォッドはそのままレリックに背を向ける。

　──何か言わなくちゃ。

　──でも、何を？

　混乱からまだ冷めていないレリックは、結局何なにも言い返す事ができなかった。

　ヴォッドは、レリックが何か言うのを待つかのように立ち止まっていたのだが──何も答えが無いのを確かく認にんし、再び舌した打うちを鳴らして背せ中なか越ごしに言葉を放つ。

「レリックよぉ、手前は『怒り』ってもんを知らなすぎだ。それとも、やっぱり心の底から大事なもんなんて一つも持ってねえのか？」

「それは……！」

「何度目めだよ。『それは』『それは』ってオウムか手前は。身体ん中にどんな秘密兵へい器き持ってようがな、最後まで使わなきゃがらくたと一緒だ」

　そして最後に、ヴォッドは自分がこの城の敵であり、道化娘むすめ達たちを取り戻すつもりがあるという意い思しをレリックとメイド達の前で宣せん言げんする。

「手前がそんな哀あわれながらくたなら、俺はとっとと他のオモチャを盗んで帰るまでだ」
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　言いたい事を一方的に言って去っていくヴォッド。

　その背に道どう化け娘むすめの霧きりがまとわりつこうとしたが、

「手前てめえはとっとと怪け我がでも治してろボケ！　怪我だらけのピエロなんざ笑えねえんだよ！」

　と怒ど鳴なられ、すごすごと城の中に引っ込んでしまった。

「気になさる事はありませんよ、レリック様」

　ヴォッドに何なに一つ反はん論ろんできず、落ち込んでいるレリックにメイドの一人が語りかける。

「迷う事は罪ではありませんし、ヴォッドの言う事が正しいわけでもありません」

「……ありがとうございます」

「のらりくらりとした立場が、私は悪い事だとは思いません。しかし、中ちゆう途と半はん端ぱなままで良いとも言いません」

　メイドはただレリックを慰なぐさめるわけではなく、忠ちゆう言げんの意味も含めた言葉を口にした。

「ゲルハルト様は、御ご自分の意思でのらりくらりとなさる事を望みました。矛む盾じゆんしているようですが、それがゲルハルト様の信しん念ねんのようなものでした。ですがあの無ぶ礼れい者ものの言う通り、それがレリック様の選ぶべき信念であるとは限りません。レリック様の人生の全ては、レリック様が御自身でお決めになられる事なのですから」

「酷ひどいなあ。じゃあ、僕が皆さんをクビにしますって言ったら納なつ得とくするんですか？」

「ストライキは起こしますが、レリック様の意い思しであると尊そん重ちようはします」

　爽さわやかな笑顔で言い切るメイドに、レリックも困ったように笑ってみせた。

　だが、心の中には、ヴォッドの言葉が強く残る。

　──大事な物……。

　──僕に、本当にあるんだろうか。

　妹のフェレットに恋人のヒルダ、親友のミヒャエル。

　道どう化け娘むすめやマジーにヴァル、居い候そうろう達たちや博士はかせに教きよう授じゆ、そして、幼い頃から自分を守ってくれていたメイドや魔ま女じよや人じん狼ろう達。

　──みんな、同じぐらい大事な人達だと思ってた。

　──それなのに、僕は、どうしてピリエちゃんが怪け我がした時……怒らなかったんだろう。

　──ヒルダが誰だれかに怪我をさせられても……やっぱり僕は、怒らないのかな。

　──ミヒャエルが怪我をした時に怒りかけたのも、もしかしたら僕の錯さつ覚かくなんじゃ。

　はっきりとではないが、これまでも幾いく度どか似たような事で悩んだ事がある。

　自分は果たして、吸きゆう血けつ鬼き側がわの存在なのか、人間側の存在なのか。

　そんな単純な事にすら答えは出ていない。義ぎ父ふのゲルハルトは、【吸血鬼と人間の差など些さ細さいなものだよ。悲しい事だが、同じ人間同どう士しですら戦争が起こる。血を啜すする吸血鬼と人間の間の溝みぞなど、どれほど深くとも簡単に乗り越えられる壁と信じているよ】と常つね々づね言っていた。

　だが、自分はまだそこまで人間についても吸血鬼についても知っているわけではない。

　数ヶ月間かん、世界中を旅した事もあったが──結局、自分は何も見えていなかったのだ。

　──ヴォッドさんに殴なぐられるのも当然だな。

　そんな事を考えつつも、心の奥では、やはり一人の人間の姿すがたが思い浮かぶ。

　自分の悩みを聞いて欲しいという、純じゆん情じような欲よく望ぼうと共に──

　最さい愛あいの人間である、ヒルダの顔が。

　だからこそ──彼の心には、ヴォッドの言葉が呪じゆ詛そのように絡からみ続けていた。




　自分は、本当にヒルダ・ディードリッヒの事を愛しているのだろうかと。
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　レリックがそんな事で悩んでいる間、居候達がこそこそと垣かき根ねの陰で会話を続ける。

「……なんか、ピリエの怪我ばっかで俺おれの存在が忘れられてるような気がする」

「ん？　ああ、おお。お前まえ怪我してたんだっけ」

「そういえばそうね。大だい丈じよう夫ぶ？」

「俺は今いま泣いてもいい！」

「いや泣くなよ」「そんな大した傷でもねえだろそれ」

「血が止まらなきゃ流れ落ちたの飲めばいいだろ」

「手前てめえら好き勝かつ手て言いやがって」

「つーかヴォッドの旦だん那な、絶対やられたのがお前だけだったらレリックの事殴なぐってねえよな」

「道どう化け姫ひめはヴォッドの旦那のお気に入りだからな」

「ピリエもヴォッドさんが大好きだもんね」

「だから俺おれの怪け我がの心配を……」

　いつも通りのノリに戻りつつあった居い候そうろう達たちに、後ろから冷たい声が掛けられる。

「ふうん、前から思ってたけど、市長は随ずい分ぶんとあの道化ちゃんに御ご執しゆう心しんなのね」

「ぎゃああ!?　閑音しずね!?」「ひいッ！」「私は不ま味ずいから食べないで！」

「失礼な連れん中ちゆうね。あんた達みたいな腐くさりかけ、殺しても喰わずに捨てるわよ」

　眉まゆを顰ひそめながら言う閑音。どうやら本気のようで、それはそれで居候達の間を恐きよう怖ふの代わりに悲しげな空気が包み込んだ。

「ところで、貴方あなたの傷だけど。ちょっと見せて」

「へ？　は、はい」

　肩に傷を負った居候が、緊きん張ちようしながら傷きず口ぐちを閑音に見せる。

　すると、ナイフの一いつ閃せんが煌きらめき、その傷をいっそう深く抉えぐり切った。

「ぎゃああッ!?　痛ぁあぁぁッ」「ひいッ!?」「やっぱり食う気だ！」

「落ち着きなさいよ。このナイフは銀じゃなくてアルミ製よ」

「ひひぃ……え？　あ……」

　次の瞬しゆん間かん──居候達は気が付いた。

　肩により深い傷を負った吸きゆう血けつ鬼きだが、その傷が瞬またたく間に回復していく事を。

「なんで……!?」

　目を丸くする居候達に、閑音は淡たん々たんと語り出す。

「あのゴスロリちゃんの一部を『喰べた』からね。まだ『食鬼人イーター』の特とく性せいが残ってるのか、なんとなく特とく徴ちよう的な力の流し方が読めたの。……技って言うより、毒どくか呪のろいとでも言うべきかしらね。あの子、貴方や道化ちゃんの身体からだを、支配しながら斬りつけたのよ」

「支配しながら……？」

「吸血鬼本ほん人にんの支配の力……蝙蝠こうもりになろうとか霧きりになろうとかいう力を、自分達の支配の力で無む理り矢や理り抑え付けるの。つまり、相手の力を無む効こう化かするわけ」

　その言葉を聞き、居候達は先せん刻こくの光景を思い出す。

　レリックは、周囲の土を蝙蝠へと変化させてパメラの攻こう撃げきを迎げい撃げきしていた。

　あれがもし、自分の身体から生みだした蝙蝠だったならば、今いま頃ごろレリックは傷だらけだったかもしれない。

「ちょっと修しゆう練れんすれば、私にも使えそうね……」

　目を細めながら不ふ敵てきな笑えみを浮かべる閑音しずねに怖こわいものを感じ、居い候そうろう達たちは話題を逸そらす為ために彼女に一つ頼み事をする事にした。

「ま、まあ細かい仕組みはともかく、今は道どう化け娘むすめの怪け我がを治してやらねえとさ。頼むよ、手伝ってくれよ」

「なんで私が？　自分の推すい測そくを実じつ証しようする為ために貴方あなたの肩の『呪のろい』をこそぎ取ってあげたけど、私が本来あんた達の敵だって事……忘れてるの？」

　顔から笑えみを消し、徐々に目が冷たくなっていく閑音。

　とんだヤブヘビを突いてしまったと後こう悔かいしつつ、身を寄せ合いながら一歩後あとじさる居候達。

　だが、居候の一人が次に放った一ひと言ことが、閑音の心を激しく動どう揺ようさせる。

「ま、待ってくれ！　金なら払う！　金なら払うから！」

「……」




　数十秒後ご。

──「ま、あの道化ちゃんには昔殺ころされかけてるからね。手元が狂っても恨うらまないでよ」

　と言って、カラフルな霧きりの方に歩いて行った閑音。

　そんな彼女の背を見送った後、居候達は深い深い溜ため息いきを吐き出した。

「それにしても、よく金で引き受けてくれたな」

「いや、あいつ、基本的に無む職しよくだしよ、もしかしたら金に困ってるんじゃねえかなと思って」

「普ふ段だんは街の『ドージョー』に居候してるらしいぜ」

「ドージョーって、トラウゴットと旦だん那ながカンフーとか教えてるあれか？」

「いや、カンフーじゃなくて、ラクエー流なんたらかんたらとか……まあどうでもいいんだよそんなこたぁ。ほれ、トラウゴットの旦那、格かく闘とう技ぎの世界大会で色んな国を飛び回ってるだろ？　それで空あいてる道どう場じように勝かつ手てに寝ね泊とまりして過ごしてるらしい」

「完全に居候じゃねえか」「恐きよう怖ふの『食鬼人イーター』様も堕おちたもんだな」「聞こえたら喰われるわよ」

「ていうか、俺おれらもぶっちゃけ似たような立場だけどな」

「つーか、トラウゴットの旦那、ぶっちゃけ鬼おに強いよな……」「うん、俺らより普通に強いし」

「城の格闘大会でもメリーナの姐ねえさんと互ご角かくだったしなー」

「まさに吸きゆう血けつ鬼き殺しだな」

「ああッ！」

　恒こう例れいの馬ば鹿か話になりかけた所で、居候の一人が声を荒げる。

「なんだよ急に!?　脅おどかすな」

「いや、吸血鬼殺しで思い出した！　ディンギルだよディンギル！」

「ディンギル……ああ、さっき逃げ出した、パメラとかいう嬢じようちゃんがなんか言ってたな」

　きょとんとした顔で頷うなずき合う仲間達たちに、男は焦あせったように言葉を続けた。

「サンフォールド家けって、『血けつ族ぞく』の中じゃ人数少すくないところらしんだけどよ……ディンギルってのだけは化ばけ物ものだって聞いた事がある」

「化物？」

　吸きゆう血けつ鬼きである自分達が化物呼よばわりするとはどういう事だろうか？　そんな目をする仲間達に、事情を知る男は神しん妙みような顔で答える。

「どんな面つらした奴やつなのかは知らないんだけどよ……。いや、さっきのパメラって嬢じようちゃんみたいな技が付くなら、あの呼び名も納なつ得とくだ」

「あの呼び名？」




「吸血鬼のクセして──『食鬼人イーター』みたいに『吸血鬼殺しヴアンパイアキラー』なんて呼ばれてるんだとよ」
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携けい帯たい電話上じよう　メッセンジャー




パメラ『さようなら　ディンギルさま』

ディンギル『急にどうした』

パメラ『くつじょくです　ディンギルさま　わたし　もう　しぬしかありません　いままでのごおん　わすれません　でも　しぬゆうき　ありません　ごめんなさい　ごめんなさい』

ディンギル『ちょっと待て。何があった？』

パメラ『わたし　けがされて　しまいました　かとうなきゅうけつきに　ディンギルさまからあたえられた　にくたいを　けがされて　しまいました』

ディンギル『話が全く見えん。とりあえずこちらも手が空あいた所だ。すぐに合ごう流りゆうしよう』

パメラ『ディンギルさまに　あわせるかお　ありません』

ディンギル『命令だ』

パメラ『でも』

ディンギル『主あるじとして命じる。合流命令を全てに対して優ゆう先せんしろ。お前の生せい死しよりもだ』

パメラ『畏かしこまりました。すぐにディンギル様の元に駆かけつけます』

ディンギル『それでいい』
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島とう内ない某ぼう所しよ　ビルの屋上




「なるほどなるほど！　あれがディンギルかぁ！」

　ケラケラと笑いながら、ミラルドは視線の先にいる吸血鬼の心を読んでいた。

　霧きりと化してビルの通つう風ふう口こうからの煙に紛まぎれている為ため、相手の吸きゆう血けつ鬼きからは気付かれていない。それは、ミラルドが相手の心を読むことで１００％確実な事だった。

「面白いね、実に面白い！　まさか連続殺さつ人じん事件がこんな顚てん末まつだったとは！　ドリッキーの奴やつ、早く来ればいいのに！」

　子供のようにはしゃぎながら、自分が知り得た『事実』を心しん中ちゆうで整理するミラルド。

「ただ、ゲルハルトさんの養よう子しがどんなもんかって見に来ただけなのになあ！　まさか、こんなに面白い事になろうとはね！　さて……僕は一体、誰だれの語かたり部べになるべきかな？」

　彼は誰にも聞こえぬ独ひとり言ごとを呟つぶやき、一人で身み勝がつ手てな愉ゆ楽らくに浸ひたっていたのだが──

　ビルの階下から、人間の男女が揉もめる声が聞こえてきた。




「酷ひどい！　私以い外がいに三人もの女に手を出してたのね!?」

「ひッ！　どうしてそれを!?」

「あんたが今いま自分で言ったんじゃないのよ！　変な声で！」

「そんな馬ば鹿かな！　俺おれ、口に出しちゃってたのか落ち着けウゴボォ」




「……おっと、いけない」

　そんな喧けん噪そうを耳にして、ミラルドは両手でパチリと自分の顔を叩たたき込んだ。

　──変な声、っていうのは……間違い無く、男の心の声だよね？

　人間の心の声は、基本的に対たい象しようが実際に口にする声と微び妙みように違っている。レコーダーに吹き込んだ自分の声が妙に聞こえるのと似た理り屈くつなのだが──それを、テレパシー能力もない人間の女性が聞き取ったという事実を前に、ミラルドは気き合あいを入れ直す。




「思ったより喉のどが渇かわいてるみたいだね、僕……」
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港こう湾わん管かん理り局きよく事務所




　そんなミラルドとシンクロしたのか、ドリッキーが書類を調べながら考える。

　──それにしても……ミラルドの奴、本当に朝まで保もつのかな。

　港湾管理局の事務所の職しよく員いんを軽く支配し、無む理り矢や理り忍しのび込む形でとある資し料りようを調べているドリッキー。どうやら殺さつ人じん事件を調べているようだが、頭の中にはもう一つの心配事ごとが溢あふれそうになっている。

　──あいつ……喉のどが渇かわいて理り性せいがぼんやりすると……単なる『スピーカー』になるからな。

　ミラルドの周りにいる人間が、自動的に周囲の人間の心を読めるようになるという状況。

　人間が互いの本ほん心しんを知ってしまうという状況を思い浮かべ、ドリッキーは背せ筋すじを震わせた。

　──思えば、あいつと最初に出会ったのは……家族の本心を知って家に放ほう火かした爺じいさんの事件を扱かった時だったな……。

　保険金きん目当てで自分を殺そうとする家族の本心が聞こえたと訴える老人の事件を調査していたドリッキーが、ミラルドに辿たどり着いた時に彼から聞いた言葉を思い出す。

　──「ああ、それ、僕のせいだねえ。丁ちよう度どあの日、その家の屋根で寝てたからさ」

　──「血が飲みたくてしょうがなくて、上う手まく念ねん話わをコントロールできなかったんだ」

　──「僕、血が渇くと、人から流れてきた心の声を、そのまま周りに送っちゃうんだよ」

　とりあえずその吸きゆう血けつ鬼きを張り倒し、なんとか老人の訴えが真実だったという事を証明したドリッキーは、斯か様ように危険な吸血鬼は野の放ばなしにできないと『組織』を紹しよう介かいしたのだが──カルジミールからは、いまだに『何な故ぜあんな危険な奴やつを連れてきた！』と愚ぐ痴ちを溢こぼされる。恐らく、悪わる巧だくみを趣しゆ味みとするカルジミールには最悪の相あい性しようなのだろう。

　もっとも、彼の能力は非常に強力で、瞬またたく間まに幹かん部ぶの座にまで上り詰めてしまったのだが。

　──夜や会かいを開くようになってから、『スピーカー化』は無くなったと思っていたのに。

　完全に暴ぼう走そうした時、どの程てい度どの範はん囲いまで念話が広がるのかは解わからないが──最悪の事じ態たいを想そう定ていして行動するべきだろう。




　──この島しま全体にまでスピーカーが広まるようなら……『海色ジヨージさん』を呼んでミラルドの奴を丸まる吞のみしてもらって、そのまま何ど処こかに運んで貰もらうしかないな。

　体長20メートル前後の幹部の姿すがたを思い浮かべつつ、溜ため息いきと共に資料を調べ続けるドリッキー。

「まったく、パソコンは良く解らんからな。紙の資料があって良かった」

　そんな彼が、物もの凄すごい速度で資料を捲めくっていた指をピタリと止める。

「これは……」

　再び資料を物凄い速度で捲り、一秒と掛からずに目当てのページに辿たどり着く。

　そして、目を見開きながら、懐ふところから出したハッカパイプをくわえ込み、自分一人ひとりの為ために決め台詞ぜりふを呟つぶやいた。




「謎なぞは全く解けてないが……犯人は絞しぼり込めた！」




　という、全く決め台詞になっていない一ひと言ことを。













間章２　液体紳しん士し、物もの申もうす！







ドイツ南なん部ぶ　トラック内




【ふむ。こうして人ひと助だすけに向かっていると、石いし橋ばし君くん達に逢あった時の事を思い出すな。あの頃は私もまだ肉体を持っていたし、ヨブ婆ばあも魅み力りよく的なプロポーションを保っていたな】

　幌ほろ付つきトラックの背に揺られながら、赤い液体──ゲルハルト・フォン・バルシュタインが空中にそんな一いち文ぶんを紡つむぎ出した。

　それを見て、漆しつ黒こくの棺かん桶おけに優ゆう雅がに腰こし掛かけていた貴き族ぞく風ふうの男が、鼻で笑いながら口を開く。

「過去を懐なつかしむのは齢としを取った証しよう拠こだぞ、ゲルハルト。肉体が年を取らずとも、心が老おいてはどうしようもないな」

【まあそう言うな。私も久々に大きな夜や会かいを取り仕切って興こう奮ふんしているのだよ】

　荷台には、彼らの他にも数名の吸きゆう血けつ鬼きが揺られている。

　彼らはロミー・マーズの屋や敷しきで行われた会合の決定により、ある少女を守りにドイツ南部の街へと向かっている所だ。蝙蝠こうもりや霧む化かの移動では個人差さが出る為ため、こうして数台のトラックに分ぶん乗じようして近ちか場ばまで移動する事になったのだ。

　吸きゆう血けつ鬼き達たちは、それぞれ会話をしたり寝ていたりと好き勝かつ手てな事をして過ごしており、表情も緊きん張ちようした物から悦えつ楽らくに浸ひたっている者まで様々だ。

【あとは、『食鬼人イーター』の群に狙ねらわれた少女を無ぶ事じに救きゆう出しゆつする事だ。それができなければ今回の夜や会かいになんの意味もない】

　液えき状じよう吸血鬼であるゲルハルトの文章に、メルヒルム・ヘルツォークが嘆たん息そく混まじりに告げる。

「相変わらず人のいい事だ。知り合いでもない人間の娘むすめを一人助たすけた事で何になる？」

【君は相変わらず差さ別べつ主義者だな。いや、区く別べつ主義者と言うべきか。何度も言うが、人間と吸血鬼の間にそれほどの差はない。互いに尊そん重ちようしあえる部分は有るし、愛し合う事もできる】

「その結けつ果か生まれたのが、あの外げ道どうだろう」

【外道？　誰だれの事かね？】

　赤い身体からだを、首を傾かしげるようにくねらせるゲルハルト。

　本ほん気きで解わからないといった調子のゲルハルトに、更さらに深い溜ため息いきを吐きながら答えるメルヒルム。

「お前の島の市長に決まっているだろう」

【グローワース島に市は複ふく数すうあるが……人間と吸血鬼が愛し合った結果という言葉に照らし合わせるに、もしや外道というのはヴォッド・スタルフの事かね？】

「他に誰がいる」

　ヴォッドや閑音しずねの事を思い出したのか、僅わずかに不ふ機き嫌げんになりながら幌ほろの外へと視線を向けるメルヒルム。そんな旧きゆう友ゆうに対し、驚いたように身を震わせるゲルハルト。

【それに関しては、異い議ぎを唱となえさせて貰もらうとしよう。彼は小こ物ものではあるが、外道ではない】

「似たような物だろう」

【メルヒルム、自分に敵てき対たいする者を過か小しよう評ひよう価かするのは君の悪い癖くせだ。確かにヴォッドは君の部ぶ下かでありながら木き島じま閑音嬢じようを手引きし、君の事を襲おそわせた。……ふむ。ここだけ聞けば確かに外道と受け取れなくもないが、まあ待ちたまえよ】

「お前も、奴やつに凍らされて殺されかけていただろう」

　二人には、ヴォッドの手によって命の危き機きを味わったという共通点てんがある。

　だが、彼に対する認にん識しきは互いに一八〇度違ちがっていた。

【確かに、あれは私の不ふ覚かくだった。自じ慢まんするわけではないが、グローワース島の住民の目は肥こえていてね。単なる外道が猫ねこを被かぶっただけで市長として当選する程ほど甘くはないのだよ】

　淡たん々たんと文字を綴つづるゲルハルトに、メルヒルムはふむ、と一いつ考こうする。

「私はてっきり、吸血鬼としての力や下げ品ひんな裏うら工こう作さくを駆く使しして当選したと思っていたのだが」

【そういう事を全くしなかった……とは言い切れぬかもしれんが、大たい半はんは彼の地じ道みちな選せん挙きよ活動によるものさ。個人的には、観かん光こう産業の発展にもう少し予算を割さく事を望んでいるのだが……まあ、人間の政治に私が口を出すのもおかしな話さ】

「小しよう国こくの場合、陰で政治を操あやつろうとする吸きゆう血けつ鬼きは割と多いぞ。大たい抵ていしくじるがね」

【ふむ。本当におかしな話だ。ともあれ、ヴォッドは、市長選せん挙きよに関しては正当な手て順じゆんを踏んで当選しているのだよ】

　血の身体からだを傾かしげた後、ヴォッド個人の話に戻すゲルハルト。

【卑ひ怯きような小こ物ものではあるが、まっすぐな男だ。彼は偉い大だいなる小物だよ。単なる小物ならば、初しよ対たい面めんの吸血鬼に対して決けつ闘とうを申し込んだりはすまい】

「決闘？」

　眉まゆを顰ひそめるメルヒルムに、子し爵しやくは過去を懐なつかしみながら答えた。

【うむ……あれからもう何年になるかな……。初めて会ったとき、彼は私を殺そうとしてきたのだよ。私を殺して、島の吸血鬼のまとめ役という座を奪うばおうとしたのだ。ある意味、これも正当な手順と言えるだろうね】





†






過去　バルシュタイン城




【やあ。君がローレンツの言っていた半人半鬼ダンピールかね？】




　その言葉が、始まりだった。

　グローワース島を取り仕切る吸血鬼に会合したヴォッドがまず言ったのは──

「……いいから本ほん体たい出せボケ。客きやく人じんに対する態度じゃねえだろ。それともバルシュタインの城じよう主しゆ様さまはかくれんぼが好きな小しよう便べんたれか、怖こわくて化ばけ物ものの前に顔を出せないチキン野や郎ろうか？」

　という、十数名もの吸血鬼や人じん狼ろうに取り囲まれているとは思えぬ言葉だった。

【ははは、初対面でそのように尋たずねたのは君で百三十五人目めだが、ここまで乱らん暴ぼうな言葉遣づかいの人間は初めてだな。だが、いくら恫どう喝かつされようとも、今、君の前にいる……君が今いま読んでいるこの文字こそが、私の本体であるというのは動かしようのない事実なのだよ】

　城主が液体であるという事情を納なつ得とくするまでに３分。

　彼が本当に島の城主だと理解する前に７分の時を要した。

　そして、全てを受け入れたヴォッドは、極めてシンプルな言葉を口にしたのである。




「つまり、手前てめえをぶち殺せば俺おれが城主様ってことか？」




　という、小物の悪あく役やくにしか似に合あわないような、ある意味で典てん型けい的てきな一ひと言ことを。





†






現在　トラック後こう部ぶ




【そこから、私とヴォッド・スタルフとの戦いが始まったと言えよう。いやはや、最初に呟つぶやいた時は、ヨブ婆ばあの一ひと蹴けりで壁まで吹き飛ばされていたがね。一いつ騎き打うちにて応じるのが筋すじなのだろうが、私が『構わん。手を出すな』と文字を紡つむいだのに、ヨブ婆がこっちを見ていなかったから無む意味だったのだよ】

「ヨブ婆さんか……元気にしているのか？」

【腰は曲がってしまったが、人じん狼ろうになればまだまだ当時と殆ほとんど変わらぬ実力者さ】

「ヴォッド……その一蹴りで死んでいればよかったのだがな」

　心しん底そこ望んでいるといった調子で言うメルヒルムに、ゲルハルトは淡たん々たんと文字を綴つづる。

【冗じよう談だんでもそんな事を言うものではない。本ほん気きならば尚なお更さらだ】

「……解わからんな。ヴォッドはお前を殺すつもりだったんだろう？」

【もちろんだ。それからは、刺し激げき的てきな日々が続いたよ。何しろ彼は、どれだけこっぴどくやられても、決して諦あきらめなかったのだからね。傷が癒いえると同時に、再び私の城に挑いどんできた。私に決けつ闘とうを求めれば受けようと言った事もあったのだが──】

　そして、遠くに意識を向け、過去のヴォッドの言葉を思い出す。




　──「決闘だぁ？　舐なめてるのかテメェ」

　──「対たい等とうに勝負してやりますってか？　上から目め線せんで気にいらねえ」

　──「俺おれは、手前てめえの持ってる力を全部奪うばおうって言ってるんだぜ？　だったら手前は全力で来いよ。俺は毒どくを盛るし火もつけるし人ひと質じちだって取ってやらぁ。どんな卑ひ怯きような手も使ってやるよ。だが、俺を見み下くだす事だけは許さねえ」




【ふふ、筋すじが通っているのかいないのか、実に不ふ思し議ぎな男だった。ボロボロになった後に必ず『殺さねえと後こう悔かいするぞ』と言っていたものだが……実際、城に爆ばく弾だんを仕掛けられた時は後悔しかけた。私もまだまだ紳しん士しとして研けん鑽さんが足りなかったという事だろう】

「……何な故ぜ殺しておかなかったんだ。お前はともかく、自分の配はい下かが傷ついたらどうするつもりなのだ？」

　同じ頃、レリックが島で似たような境きよう遇ぐうに悩んでいるとは知らず、メルヒルムが当然の疑問を口にした。

　だが、ゲルハルトはレリックが答えられなかった問いにあっさりと答える。

【はっはっは、私は弱いからな。素直に『すまん、怪け我がするかもしれないが、私の我わが儘ままに付き合ってくれ。嫌いやならいい』と頼み込んだ】

「……プライドはないのか、お前は」

【私の誇りは、島の住人達たちの笑顔だよ】

「お前は昔からそんな綺き麗れいごとばかりだな。結局城しろの連れん中ちゆうはそれに納なつ得とくしたのか？」

　更さらに問い続けるメルヒルムに、ゲルハルトは淡たん々たんと文字を描き続けた。

【うむ。なんと九割もの配はい下かが賛さん同どうしてくれたよ！　残り一割は『やってられるか甘あまちゃんめ』と唾つばを吐いて城を去っていったがね。彼らの意見も正せい論ろんなので、私は反はん論ろんしなかったが】

「九割も残った事に逆に驚きよう愕がくを覚えるな……私がいた頃は、もっと殺さつ伐ばつとしていたように思うが、お前が液体になってから色々と変わったようだな。……それを知っていたからこそ、レリックの両親はお前の所に逃げ込んだのか……」

【その話はよそうじゃないか。また同じ意見を戦わせ、堂どう々どう巡めぐりになるだけだ。何か新しい切り口で語るなら話は別だが】

「いや、私も今はその話をするつもりはない……。しかし、結局ヴォッドはその後、『組織』の門を叩たたいたわけだ。お前としては、奴やつを上う手まく宥なだめ賺すかして懐かい柔じゆうしたかったのだろうが」

　話を元に戻すメルヒルムに、子し爵しやくは心しん外がいだとばかりに赤い身を宙に広げ、反論の文字を並べていく。

【いや……城のメイド達はそう思っていたかもしれないが……私は純じゆん粋すいに、楽しんでいたのかもしれないな。何度でもバルシュタイン城に挑いどんでくる、人間と吸きゆう血けつ鬼きの合あい間まに立つ存在。そんな彼が成長していく所を見たかったのかもしれない。『組織』に関しては驚いたが、今いま思えば、まずは組織の力を使って私から城の配はい下か達たちを奪うばい、その力で今度は組織を乗っ取ろうとしたのだろう】

「迷めい惑わくな話だ。それでも奴は単なる外げ道どうじゃないと言い切るのか？」

【言い切れるとも！】

　力強く答える子爵に、メルヒルムは首を傾かしげて問いかけた。

「根こん拠きよがあるとでも言いたげだな」

【フム、それを語ると少し長くなるのだが……】

　子爵は少し迷った後、まだ現場に到着するまでは時間があるだろうと、緊きん張ちよう感かんをほぐす目的で少しずつ過去の事を語り始めた。

【一体何なにから話したものか……。そうだな、まずは、我が友であり、ヴォッドと私を引き合わせた張ちよう本ほん人にん……。ローレンツが死んだ時の事から語る必要があるかもしれん】

　神しん妙みような顔つきになる子爵。

　顔など存在していないのだが、長い付き合いであるメルヒルムは、文字の綴つづり方などから、彼が今いま神妙な面おも持もちをしているのだろうと推すい測そくした。

【ローレンツ……。あの強きよう者しやが死んだ、しかも殺されたなどと信じられなかったが……何より信じられなかったのは──】




【島の警察機き関かんが、犯人をヴォッド・スタルフと断じて指し名めい手て配はいをかけた事だったよ】





間章３へ続く















３章　殺さつ人じん犯はん、暗あん躍やくす







ノイルベルク市郊こう外がい　夜




「バルシュタインのお城までもうすぐだから、それまで我が慢まんしてね、ワトソンちゃん」

　ヒルダの言葉を聞いて、無む言ごんのままコクリと頷うなずくワトソン。

　二人は路ろ面めん電車を降り、バルシュタイン城のある山の麓ふもと近くまでやってきていた。

　──お城に着いたら、管かん理り事務所から家に電話しないと……。

　──お父とうさん達、殺人鬼きが島にいるから夜は出で歩あるくなって言ってたし。

　──でも、レリック君が一いつ緒しよって言えば安心するよね。

　人通りは少ないものの、通い慣れているヒルダとしてはそこまで怯おびえる要素はない。心配があるとすれば、寧むしろワトソンの腹はら持もちの方であり、買った生なま肉にくは全て食べ尽くしているものの、暫しばらく腹は保もつとの話を信じて進む事にした。

「もう少しだよ、レリック君なら、貴女あなたのお友達の事、色々と解わかるかもしれないから」

「レリック……」

　首を横に傾かしげながら、静かに呟つぶやくワトソン。

「吸きゆう血けつ鬼き、ですか？」

「そうだよ？　すっごく強い吸血鬼なんだから！　今、この島の領りよう主しゆ様をやってるんだって！」

　淡たん々たんとした問いに、ヒルダは笑顔でそう答えたのだが──。

　ワトソンはスンスンと鼻をひくつかせながら、ヒルダの腕にすり寄った。

「ひゃあッ、く、くすぐったいよう！　ど、どうしたの？」

「……人間の、匂におい」

　不ふ思し議ぎだというように首を傾げるワトソンに、ヒルダは首を傾げ返した。

「どうしたの？」

　ワトソンは首を傾げるばかりで、具体的な疑問は呈ていしてこない。

　しかし、ヒルダは解わかっていた。彼女が何を不思議がっているのかという事に。




　──やっぱり……人間と吸血鬼が仲いいって、珍めずらしいのかな。




　恐らく、人じん狼ろうであるワトソンから見ても、人間が吸血鬼の事を嬉き々きとして語るなど珍しい光景なのだろう。実際、島でも吸血鬼の存在を知っている人間は多く存在しており、ゲルハルトは島とう民みんの間だけでは有名な存在だったのだが──ヒルダの同どう世代でそれを信じている者は少なく、実際に吸血鬼と交流のある若者など、殆ほとんど見受ける事ができない。吸血鬼の存在を知っている年ねん配ぱいの人間達も、自分から積極的に関わろうとしたり、あるいは外部のマスコミにその事実を売りつけようとはしない事から、何か畏い怖ふのようなものを抱いているのかもしれない。

　もっとも、『うちの島には本ほん物ものの吸血鬼がいるから取材に来てくれ』などと言って、まともな新聞社が信用するとは思えないが。

　島の外では本当に吸血鬼など迷めい信しんに過ぎないと思われているのだろうし、吸血鬼や人狼も正しよう体たいを隠かくすのが普通なのだろう。

　ヒルダは、孤独ではないのに孤独だった。

　人間である自分と、吸血鬼であるレリック。

　ミヒャエルとフェレットも加えた四人の関係は、ヒルダを決して孤こ独どくにさせなかったが──その一方で、彼女に不安を与え続けた。

　吸血鬼であるレリックに対する不安ではない。

　むしろ、人間である自分への不安だった。

　ただの人間に過ぎない自分は、本当にレリックと上う手まくやっていけるのだろうか。誰だれか別のカップルと比べようにも、周りには吸血鬼と人間のカップルなど存在しない。ミヒャエルとフェレットは、身み近ぢかすぎて逆に参さん考こうにする事ができなかった。

　まるで、世界に自分と同じ立場の人間は自分一人ひとりなのではないかという錯さつ覚かくが、彼女に孤こ独どくを感じさせたが──その孤独を消し去ってくれるのは、他ならぬレリックなのである。

　そんな矛む盾じゆんを抱えつつ、ヒルダは自分の中に湧わき上がるレリックへの思いを止める事ができなかった。だからこそ──自分がレリックに何か迷めい惑わくをかけているのではないかという不安も同時に膨ふくらんでいく。

　実際の所、レリックにとってもヒルダは掛け替えのない存在であり、彼は何度もヒルダの言葉に救われている。レリックはヒルダを『とても強い人間』と見ているのだが、ヒルダの視点からすれば、自分は当たり前の事をしているだけなので、レリックからどう見られているのかも気付かぬままなのである。

　学校から自宅が離れていた事もあるが、放課後ごはすぐに家に帰り、レリック達とともに両親からも教えを受けるという特とく殊しゆな学生時代を過ごしたヒルダ。

　そんな生活を送ったせいか、そもそも同どう世代の友人自じ体たいが少なく、人間社会よりも、寧むしろレリック達の住まう吸きゆう血けつ鬼きの世界に強く惹ひかれているのは事実だった。

　いっそ兄のように、完全に人間と吸血鬼を区別なく見る事ができれば違うのかもしれない。

　だが、ヒルダは、自分がそこまでの善ぜん人にんではないと理解している。

　とはいえ、吸血鬼を差さ別べつしているわけではない。

　人間である彼女は、同じ人間側がわの社会に対して、僅わずかながら鬱うつ屈くつとした思いを抱いていた。

　その原因の一つは、彼女の両親にある。

　ヒルダとミヒャエルの両親は、吸血鬼に強い恐きよう怖ふを抱いている。

　最初は、両親もレリック達が吸血鬼だという事を知らなかったようだ。紫し外がい線せんに弱い体たい質しつで日につ中ちゆう外に出られない子供、という形で家庭教きよう師しを引き受けたらしい。

　ヒルダも最初はレリック達が吸血鬼だとは知らず、普通に父の教え子という形で幼おさな馴な染じみとしての付き合いを続けていた。

　自分達が学校から帰ってきた後に、二人は家にやってくる。夜の間だけ家族が増えたような感じがして、ヒルダも楽しい時を過ごしていたが──実じつ際さい顔を合わせる時間は少なかった為ため、最初はそれ以上の関係として見る事はなかった。

　もしもこの時点で、レリックの事をより深い繫つながり──例えば兄妹のように感じていたのならば、恋れん愛あい感情が生まれる事はなかったかもしれない。そういう意味で、夜の間だけの幼馴染み、というのは二人の関係に奇き妙みようなバランスを与えていたと言えるだろう。

　だが、ある日、転てん機きが訪れた。

　家からやや離れた場所で授業をやると両親が言いだし、ヒルダとミヒャエルは家で留る守す番ばんをしている事になったのである。

　その頃から、両親の態度がどこかおかしかった事を覚えている。思えば、その頃に島の住人の噂うわさなどから、レリック達が『吸血鬼』であると知ってしまったのだろう。最初は信じていなかったのかもしれないが──何かのきっかけで、レリックの吸きゆう血けつ鬼きの力を目まの当たりにしたのかもしれない。

　そんな事情は当時の自分には解わからず、どうしてレリック達に会えなくなってしまったんだろうと不ふ思し議ぎに感じていた。休みの日に『レリック君の家に遊びに行きたい』と言った時に、怖こわい顔で『向こうのおうちのご迷めい惑わくになるだろう』と止められ、ヒルダは妙みような寂しさを感じ始めるようになった。

　逆に、今まで当たり前のように接していた存在に会えなくなった事で、ヒルダの中でレリックとフェレットという存在が強く心に刻まれたのだ。
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数年前まえ




「ねえ、お兄にいちゃん。どうしてレリック君達、うちにこなくなっちゃったんだろうね。……私達の事、嫌きらいになっちゃったのかな。最近フェレットがお兄ちゃんに冷たくなったのと何か関係あるの？」

　兄に尋たずねてみるが、ミヒャエルは笑いながら答えた。

「違うよ、父とうさん達がレリック達の事を嫌いになったのさ」

「えッ？」

「俺おれ、何度か夜中に抜け出してフェレットに会ってるんだ。あ、これ、父さん達には内ない緒しよだぞ」

「ええッ!?」

　驚きに目を見開いたヒルダに、ミヒャエルはあっさりと答える。

「まあ、今はまだフェレットにぶん投げられて門もん前ぜん払ばらいだけどさ。レリックの奴やつがフェレットを宥なだめてくれて、その後あと少し話すってのがいつものパターンかな」

「投げられるって……？」

　ヒルダの中で、フェレットは自分と同どう世代の少女に過ぎない。確かにレリック達が家に来なくなる数ヶ月前から、突然高たか飛び車しやな口く調ちようでミヒャエルに冷たく当たるようになり、奇き妙みように思った事はあったのだが、ミヒャエルを殴なぐるでも蹴けるでもなく『投げる』というのはどういう事なのだろう？　自分の両親から教育を受けるだけではなく、街まち道どう場じようのトラウゴット先生にジュードーでも習っているのだろうか？

　そんな疑問がグルグルと渦うず巻まくヒルダに、ミヒャエルはあっけらかんと語り続ける。

「えーと……詳しくは俺おれの口からは言えないよ。でも、レリックやフェレットと話をしたいんだったら、今夜、ヒルダも行こうぜ」

「行くって……レリック君達の家に？　危ないよ、こんな夜中に……」

　──そういえば、あの二人の家ってどこなんだろう？

　根本的な事すら知らない自分に違い和わ感かんを覚えるヒルダ。相手の家も知らない程ほどの関係だったのだろうか？　自分にとってあの兄妹はその程てい度どのものだったのか？

　ヒルダの戸と惑まどいに気付いたのか、ミヒャエルはケラケラと笑いながら答えた。

「毎まい日にち向こうから家に来てたからなあ。俺おれも向こうの家とか気にした事なかったよ。でも、フェレットに告白した時、ラブレター送る住所が解わからなかったからレリックに聞いたんだ」

　ミヒャエルがフェレットに猛もうアタックをしている事はヒルダも知っていた。だが、自分が関わる事でもなかろうと遠くから見守っていたのだが、フェレットもツンツンしているものの、それほど脈みやくがないわけではないのではないかという印いん象しようだった。

　自分よりもレリック達の事を良く知っている兄を頼もしく思いながら、ヒルダは改めて問いかける。

「それで、レリック君の家ってどこなの？」

　すると兄は、あっさりとした調子で、にわかには信じられない事を口にした。

「どこって、もちろんバルシュタイン城さ！」
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現在　ワースシュピッツェ山　麓ふもと




　過去の回かい想そうがそこまで進んだ所で、ヒルダ達は島とう内ない最大の山の麓に辿たどり着く。

　昼間は観光客きやく目当てのソーセージ屋や土産みやげ物もの屋やがたくさん並んでいるのだが、現在はバーが数すう件けん開いているだけでどこかもの悲しさを感じさせる。

「……この辺の道、何年経たっても変わらないなあ。子し爵しやく様さまのお城も」

　中ちゆう腹ふくに見える城を見上げ、ヒルダは、自分が初めてその城に──観光以外の目的で訪れた時の事を思い出す。街がい灯とうが薄く照らす宵よい闇やみの中、恐れながら兄のミヒャエルについて行った夜の事を。

　──あの日からかな、夜が怖こわくなくなったの。

　ヒルダはそんな事を思いつつ、昔の日々を更さらに思い出そうとしたのだが──

「……」

　無む言ごんのまま裾すそを引っ張るワトソンに気付き、慌あわてて彼女に目を向ける。

「ごめんね。つい考え事しちゃって……。あのお城には、優しい吸血鬼や人じん狼ろうさん達がたくさんいるから大だい丈じよう夫ぶだよ。あ、それとも、もうお腹なかがすいちゃった？」

　生なま肉にくの塊かたまりをぺろりと平らげた先せん刻こくの光景を思い出しつつ尋たずねるが、ワトソンは首を横にフルフルと振りながら呟つぶやいた。

「五人……」

「えッ？」

　ヒルダは一いつ瞬しゆん、少女が何を言っているのか解わからなかった。

　だが、その答えはすぐにヒルダの目にも飛び込んでくる事になる。




「すいません、お嬢じようさん。ちょっと宜よろしいですか」




　背後から回り込むような形で、すう、とヒルダの前に立った女が、マイクを手に問いかける。

「ＺＺＺネットワークの者ですが、取しゆ材ざいに御ご協力頂いただいても宜しいですか？」

「!?」

　ヒルダが周りを見渡すと、そこには、眼鏡めがねをかけた女レポーターの他に、撮さつ影えいクルーと思おぼしき四人の男達が取り囲んでいる。そのうち一人はテレビカメラをこちらに向けており、ヒルダは反射的にワトソンとカメラの間に割り込んだ。

「す、すいません、私達、インタビューとかはちょっと……」

　連れん続ぞく殺人に関する取材と判はん断だんしたヒルダは、そう断ってワトソンの手を引こうとしたのだが──立ち去ろうとするヒルダの前に、女レポーターが立ち塞ふさがるように回り込む。

「あの、何を……」

「安心して下さい。生なま中ちゆう継けいではありません。御ご希望なら人じん権けんを配はい慮りよして、顔にモザイクもお入れしますよ。……もっとも、あなたとそちらのお嬢さんが人間ならの話ですが」

「……ッ！」

　ただのインタビューではない。

　ヒルダには瞬しゆん時じに理解できたが、ワトソンは良く解わかっていないようで、鼻をスンスンさせながら周囲の取材クルーを見回している。

「なんの事か解りません」

「広場で騒さわぎを起こした銀ぎん髪ぱつの少女と、それを連れて逃げた子が、バルシュタイン城行ゆきの路ろ面めん電車に乗っている……という情報を元に貴女あなた達を見つけたんですけれど……」

　レポーターはカメラのフレーム外でクスリと笑い、ヒルダに決定的な一ひと言ことを突きつけた。

「今……『あのお城には、優しい吸血鬼や人狼さん達がたくさんいるから大丈夫だよ』って、そちらの女の子に言っていましたよね？」

「あ……」

「こちらの集しゆう音おん器きから録音した音を再生しましょうか？」

　淡たん々たんと事実を突きつけてくる女に、ヒルダは身み構がまえながら言葉を紡つむぐ。

「……そんな冗じよう談だんみたいな話を信じるんですか？」

　なんとか誤ご魔ま化かしてこの場を逃げだそうとするヒルダだが、手の空あいたクルーがこちらをじっと見つめている。逆に生なま放送であれば相手も無む茶ちやはしないだろうが、単にビデオ撮さつ影えいしているだけでは、後で如何様いかようにも編集されてしまう。

　戸と惑まどうヒルダを前に、レポーターは目を輝かせながら言葉を続ける。

「私達は、最初からその冗じよう談だんが冗談じゃない、と踏んで来ているんですよ？」

「何の……事ですか？」

「この島には、何かがいる、そんな確信があるわ。……御ご免めんなさい、一いつ旦たんカメラを止めて」

　女レポーターが合あい図ずをすると、テレビカメラの男が頷うなずき、録画をオフにして、カメラの視し界かいからヒルダ達を外した。

　ヒルダはまだ警けい戒かいを解かず、訝いぶかしげに女レポーターを見つめている。

　──もしも、私のせいでレリック君達の事が世界中の人にバレたりしたら……。

　レリックに多大な迷めい惑わくを掛けてしまう事に恐れ、イザとなれば『妙みような言い掛かりをつけられている』と警けい察さつに連れん絡らくする事すら考えていた。

「そう構えないで？　私は貴女あなた達の味方よ。……吸きゆう血けつ鬼きや人じん狼ろうが実在するとして……それが、決して人間の敵じゃないっていう事を知らしめたいの」

「何を言っているのか、良く解わかりません。どうして『人間の敵じゃない』って解るんですか？」

　警戒しつつ、レポーターに対して当然の疑問を投げかけるヒルダ。

　ＺＺＺネットワークは新しん進しん気き鋭えいのテレビ局で、スクープの為ためならなんでもやる事で有名だ。強ごう引いんな取材が問題視しされているものの、結果としてスクープを生み出す為、欧おう州しゆうでも評ひよう価かは真まっ二ぷたつに分かれている。

　ヒルダもそんな噂うわさを聞いていた為に、目の前の女になかなか心を開く事ができなかった。

　だが、女はそんなヒルダに苛いら立だつ事もなく、静かに山の中ちゆう腹ふくにある城を仰ぎ見た。

「私もね……助けられた事があるの」

「え？」

「昔、この島に人狼伝説の取しゆ材ざいに来た時……暴ぼう漢かんに襲おそわれた私を助けてくれた人がいるの。人っていうか……。頭の部分の毛が青い、人の形をした大きな獣に。……私は殴なぐられて朦もう朧ろうとしてたから、見み間ま違ちがいか幻まぼろしかと思ってたんだけれど……」

　──ッ！

　ヒルダは、女の言葉に驚いた。

　頭の毛が青い人狼。そうした存在に心当たりがあったからだ。

　染そめているのか地じ毛げなのかよく解らないが、バルシュタイン城に昔からいる青あお髪がみの人狼。

　ヨブ婆ばあをリーダーとする城の人狼達の中でも、レリックやフェレットの護ご衛えい頭がしらのような存在で、城からの帰りが遅くなった時など、ヒルダを家の近くまでバイクで送り届けてくれる事もあった。

　──「悪いね、本当はレリックの坊ぼつちゃんに送られたいんだろうけどさ、坊ちゃん、そういう所の気き遣づかい本当に鈍いからねぇ」

　そのようにからかわれた事もあり、外がい見けんも相まってヒルダの中でも特に印いん象しよう深ぶかい人じん狼ろうと言えるだろう。

　──じゃあ、この人の言ってる事は……本当？

　自分と同じ、『あちら側吸血鬼の世界』に関わった事のある人間という事に、ヒルダの警けい戒かいが僅わずかに緩む。

　しかし、まだ完全に相手を信用するわけにはいかないと、おそるおそる相手の話に踏み込んでいく。

「あの……私に、何を聞きたいんですか？」

「そうね。本当は貴女あなたの横にいる銀ぎん髪ぱつの女の子について話を聞きたい所だけど……」

　鼻を小さくスンスンと鳴らしている、何を考えているのかいまいち解わからない少女を見た後、レポーターはヒルダにゆっくりと問いかける。

「私が知りたいのは、この島のお城の秘ひ密みつかな」

「……」

「貴女はバルシュタイン城に向かおうとしていたようだけれど、あそこに貴女の知り合いの……吸きゆう血けつ鬼きがいるのよね？」

　集しゆう音おん器きで録音したという情報を元に尋たずねてくるレポーター。ヒルダはピクリとしたが、やはり答えるわけにはいかないと、「……知りません」と答える事しかできなかった。

　だが、そのぎこちない反応は『知っている』と言うのも同どう然ぜんだった。

「ふふ、必ひつ死しに庇かばおうとしているみたいだけど、よっぽど信頼している吸血鬼なのね。男の子かしら？」

「えッ」

「貴女のボーイフレンドとか？　もしかして、あのお城に住んでる王おう子じ様さまとか？」

「……？」

　クスクスと嗤わらう女レポーターに、何か違い和わ感かんを覚える。

　普ふ段だんテレビで見ているレポーターなどとは、質問や行動の微び妙みような雰ふん囲い気きが違うような気がするのだ。周囲を見ると、他の取しゆ材ざいクルーも、同じように薄く笑っている。

　──おかしい。

　──何かおかしい。

　──この人……まるで、レリック君の事を知ってるみたい。

　──それに、この人達……。顔はこっちを見てるのに、まるで遠くを見てるみたい……。

　ヒルダは何かが妙だと確信し、この場を全力で逃げる事を決意する。その為ためには横に立つ少女を連れて逃げなければと思い、ワトソンの方に目を向けたのだが──

　当の銀髪少女は、無む表情のまま、不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげ続けている所だった。

「……どうしたの？」

　レポーターを一時的に無む視しする形で、ヒルダは小こ声ごえでそう問いかける。

　ワトソンは、再さい度ど鼻をヒクヒクとさせた後──

　やはり無む表情のまま、ヒルダに対して呟つぶやいた。

「変」

「何が？」

「この人達、普通の人達と匂におい違う」

「？」

　人じん狼ろうだけに、何か微び妙みような人間の違いでも嗅かぎ分けられるのだろうか。

　だが、この撮さつ影えいクルーは島の外から来た人間達だ。グローワース島の中で少し異い質しつな点があってもおかしくないだろう。しかし、そう判はん断だんして『人狼』の嗅きゆう覚かくを斬きり捨てる程ほどに暢気のんきな人間ではなかった。

「……どう違うの？」

「んー」

　レポーターは、こそこそとささめき合う少女達に何も問いかけてこない。

　まるで、何かに気付くのを待っているかのように。

　ヒルダは、自分の心しん臓ぞうが高たか鳴なり始めるのを感じていた。

　これまでの経験が、彼女に危険を告げている。

　人間としての本ほん能のうが、全身に警けい鐘しようを鳴らし始める。

　鼓こ動どうが早まるのに応じて全身に血液が巡り、体中の筋きん肉にくが動き出す準備を始めていた。

　彼女は恐きよう怖ふを必ひつ死しに抑え付けながら、ワトソンの言葉の続きを待った。

　そして、人狼の少女が首を傾かしげながら呟いたのは──

「ドリッキーやミラルドに、良く似た匂いがする。でもちょっと違う。人の匂い、混ざってる」

「……ドリッキー？　ミラルド？」

　聞き覚えの無い単たん語ごについて尋たずねるヒルダ。緊きん張ちようにより、喉のどの奥から水分が失われているのが解わかる。だが、彼女は半なかば、周囲の取しゆ材ざい陣じんがどういう『状態』なのか推すい測そくが付きつつあった。

　──人間と『何か』が混じった匂い。

　──奇き妙みような様よう子す。

　──知り得ない事を知っている理由が、誰かに喋らされているのだとしたら？

　そんなヒルダの推測を証明するかのように──ワトソンは、あくまで淡たん々たんと呟いた。

「一いつ緒しよに島に来た、吸血鬼の人達」

　ゾワリ、と、その一ひと言ことがトリガーとなって、ヒルダの全身を衝しよう動どうが駆かけ巡る。

　──逃げないと。

　ワトソンの手を取って駆け出そうとしたヒルダの肩を、撮影陣の一人がガシリと摑つかむ。

「ッ！　離して下さい！」

「やハり、知ってるのでスね？　吸きゆう血けつ鬼きを、バルシュタイン城の生ぬるい城じよう主しゆを」

　ケラケラと笑いながら、目をギラリと輝かせる女レポーター。

　だが、その言葉の内容は、レポーター本ほん人にんの意い思しとは思えない。口く調ちようもガラリと変わり、誰だれかに操あやつられているのは明めい白はくだ。

　見ると、撮さつ影えいクルー達も同じようにケタケタと笑いはじめている。

「いやッ、離して……ッ！」

　渾こん身しんの力で肩から手をふりほどくと──男の腕の一部に、小さな二つの疵きず痕あとがある事に気付く。何も知らない者なら、妙みような傷、の一ひと言ことで済ませてしまうかもしれない。だが、ヒルダはその疵痕がなんであるかを知っていた。

　支配されている。

　ヒルダは即そく座ざに、撮影クルー達の身に起きている事を確かく信しんした。

　吸血鬼に血を吸われる事で、意識をある程てい度ど自由に操る事ができる。吸血鬼によってその力の有う無むや強さなどは様々だが、かつてヒルダの両親も操られた事があり、なにより、ヒルダ自身もジグムントという特とく殊しゆな吸血鬼によって操られていた経験がある。

　悪あく意いを持って吸血鬼を取しゆ材ざいしようとしているのではないかと警けい戒かいしていたのだが、それどころの話ではなかった。

　一体何な故ぜ撮影クルーが？　この撮影クルーだけなのだろうか？　もしや前回のカルナル祭の時のように、島に住む人間の大おお勢ぜいが？　父とうさんと母かあさんは？

　様々な疑問が矢や継つぎ早に頭を過よぎりつつも、なんとか逃げ出す隙すきを見つけようとするヒルダ。

　その一方で、どうやらヒルダが困っているようだと判断したワトソンは、『御ご飯はんをくれる優しい人』を守る為ために、淡たん々たんとした調子で口を開いた。

「……この人達、囓かじっていいの？」

「えッ」

「……この人達、いじめっ子？」

　無む表情に半はん目めのまま呟つぶやかれた言葉だが、冗じよう談だんや妄もう言げんの類たぐいでないという事は理解できる。

「ええと……支配されてるだけで、まだ吸血鬼になってるわけじゃないから……と、とにかくここから逃げよ……きゃッ!?」

　話している間に、撮影クルーが二人がかりでヒルダを押さえ付け、カメラマンが再びヒルダの方にカメラを向ける。

「あノ城主に、貴女あなたを辱はずかしめた映えい像ぞうを送りつケてやるといウのも、余よ興きようとしては面白いでスね」

　完全に『誰かに喋しやべらされている』という調子になったレポーターの言葉に、ヒルダは強い恐きよう怖ふを感じ、悲鳴をあげかけたのだが──

　その直前に、力のある囁ささやきが周辺の空気に染しみ渡った。




「いじめっ子、嫌きらい」




　次の瞬しゆん間かん──ワトソンの身体からだが急きゆう激げきな変化を見せる。

　体中に銀ぎん色いろの毛けが生はえ揃そろい、顔が瞬しゆん時じに若い狼おおかみのように変へん貌ぼうした。

　身体全体がやや筋きん肉にくで膨ぼう張ちようするが、もともとゆるめだった服を破く程ほどではない。

　二に足そく歩ほ行こうである人の形を残したまま狼へと変化したワトソンを見て、ヒルダは一いつ瞬しゆん息を吞む。

　恐れたからではない。月明かりの中に浮かび上がる姿すがたが、あまりにも美しかったからだ。

　銀色の毛け並なみを風に靡なびかせ、人間の服を纏まとい続けるワトソンの姿は、人を喰らう異い形ぎようの化ばけ物ものというよりも──最初から完成された幻げん想そう的な芸術品ひんのようにも感じられた。

　女レポーターに至っては、何な故ぜか支配されているにも関わらず、変へん身しんした人じん狼ろうを見て驚きよう愕がくの目を向けている。

　ヒルダがそうした幻想的な姿に見とれている間──ワトソン本ほん人にんは、目にも止まらぬ速さでヒルダを押さえる撮さつ影えいクルーに躍おどりかかる。ヒルダの身体から男達を力尽ずくで引き剝はがし、そのまま遠くに放り投げた。

　道路に背中を叩たたきつけられ、グエ、と短い悲鳴をあげて気き絶ぜつするテレビクルー。

　そのまま、女レポーターやカメラマンの方に向き直り、彼らにも躍りかかろうとする。

「待って、ワトソンちゃん！　無む理りに殴なぐったりしなくていいから、逃げよう？」

　ヒルダが山へと向かう道を指し示し、そう促うながした。

　ワトソンはコクリと頷うなずき、ヒルダの方に駆かけ寄ろうとしたのだが──

　その身体に、闇やみの中から現れた無む数すうの蝙蝠こうもりが襲おそいかかる。

「ッ！　ワトソンちゃん！」

　ヒルダが声をあげると同時に、ワトソンも口を開いていた。

「……逃げて」

「でも……！」

「私は、大だい丈じよう夫ぶ」

　無む表情のまま頷き、蝙蝠の群から大きく距離を取るワトソン。

　騒そう音おんが響ひびくが、周囲のバーの中にまでは響いていないようだ。人通りの少ない通りの中に、人狼を追い回す蝙蝠の群という奇き妙みような光景が繰くり広げられる。

「ワトソンちゃん……」

　ヒルダはその場に留とどまろうとしたが、この場に居ても自分にできる事は何もないと確かく信しんし、城に通じる山道に向かって駆け出した。

　せめて携けい帯たい電話を持っていれば、城の管かん理り事務所に電話をする事ができたのかもしれない。

　ミヒャエルが入にゆう手しゆした時に一いつ緒しよに買っておけば良かったと後こう悔かいしつつ、ヒルダはワトソンに向かって叫んだ。

「待ってて！　すぐに助けを呼んでくるから！」

　ワトソンがコクリと頷うなずくのを確かく認にんすると、あとは振り返らず、全力で駆かける。

　背後に迫る、支配された女レポーター達の靴くつ音おとに急せかされるように。




　財ざい力りよくも権けん力りよくもないが、彼女にとって世界一いち頼りになる『城じよう主しゆ』に想いを馳はせながら。
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「やあ、面白くなってきた」

　パンッ、と手を打ち鳴らし、眼がん下かに広がる騒そう動どうを眺ながめやる影。

　山の麓ふもとにある送電線せんの上に立つミラルドは、無む邪じや気きに笑いながら現在の状況について考える。

　念ねん話わの射しや程てい範はん囲いからは僅わずかに外れている為ため、ヒルダやワトソンが何を考えているのかは解わからない。だが、ここに昇のぼる直前に、射程範囲の中でヒルダの心をかなり覗のぞき見ていた。

「あの人間のお嬢じようさん、レリック・フォン・バルシュタインの事を随ずい分ぶんと買っているねえ。おかげでレリック君の顔はよく解った。ゲルハルトさんが写真を見せてくれた時よりも結けつ構こう成長してるみたいだ」

　普ふ段だん念話を使う反はん動どうなのか、独ひとり言ごとをいちいち口に出す癖くせのあるミラルドは、誰だれも聞く者のいない空間の中で、楽しそうに楽しそうに笑い続ける。

「さてはて、白はく馬ばの王おう子じならぬ、黒くろ蝙蝠こうもりの城じよう主しゆ様は……見み事ごと人間の為ために駆かけつける事はできるのかな？　僕が語るに足る展開になると良いのだけれど……一体今いま頃ごろ、どこで何を思っているのやら」




「せめて、島の異常と恋人の危き機きには気付いていれば良いのだけど」
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バルシュタイン城




　城の屋根に腰こし掛かけながら、レリックは一人ひとり考える。

　──とりあえず、ピリエちゃんの怪け我がも治ったみたいで良かった。

　治ち療りようの為に足を切り刻まれて悲鳴を上げていたようだが、無事に完かん治ちしたらしく、ピリエは拗すねながら閑音しずねに礼を言って何ど処こかに飛び立っていった。

　道どう化け娘むすめの無事に安あん堵どしつつ、レリックの胸きよう中ちゆうには様々な想いが過よぎる。

　──ヴォッドさんの言った事は、事実かもしれない。

　──僕に、大事なものなんてあるんだろうか。

　まだ十代後こう半はんの少年の心に去きよ来らいするのは、自分に関わる多くの吸きゆう血けつ鬼きや、城に入り浸びたる人じん狼ろうや魔ま女じよの類たぐい。そして──ただの人間である兄妹。特に、その妹であるヒルダの顔が頭に浮かぶ。

　城しろ通がよいの魔女の一人が、『ヒルダちゃん、魔女の才能あるよ？』と言った事があるが、ヒルダは、自分とバルシュタイン城は今のままの関係がいいと言って断っていた。

　悪あく魔まや精せい霊れいなどではなく、ある種の吸血鬼や人狼と『契けい約やく』を交わしている魔女達たち。とても未み成せい年ねんには見せられぬような儀ぎ式しきをする魔女も居る為ため、ヒルダがその誘いを受けずに良かったと心の底から安あん堵どした事を思い出す。

　──ヒルダは、いつだって人間の側に立っていた。

　──それでいて、僕の事を受け入れてくれてたんだ。

　ミヒャエルのように、完全に吸血鬼と人間の垣かき根ねを感じさせない者は特とく殊しゆであり、吸血鬼の存在を知っている島の人間達は、基本的に人間としての視点で吸血鬼達たちを見ている。年ねん配ぱいの人間達は、義ぎ父ふであるゲルハルトに好こう意いを抱いている者も多いが、それも長なが年ねん生きてきた結果であり、通常は畏い怖ふや奇き異いの視線を送るのが普通の事だ。

　あるいは──ヒルダの両親の様ように、露ろ骨こつな嫌けん悪おを視線に含む場合も多い。

　それが世界中に植え付けられた『吸血鬼』のイメージだった。

　存在しているだけで『悪』とされ、実際、多くの物語の中で人間を貪むさぼる悪の象しよう徴ちようとして描かれている吸血鬼。生まれたくて吸血鬼に生まれたわけではないのに、と拗すねた事もあるが、そこから世界そのものを恨うらむまでには至らなかった。

　レリックにとっての幸運は、グローワース島という特殊な状況に生まれ育った事だろう。城にいる吸血鬼達には、そんな拗ねた考え方をしている者は殆ほとんどいない。バルシュタイン城はそういう意味で理想郷きようであり、幼い頃は、このまま人間と関わらずに生き続けるという道もあるのではないだろうかと思ってた。

　だが、彼にとってもう一つの幸運は──ヒルダという少女に出会えた事だ。

　家庭教きよう師しに吸血鬼だと知られた時、必ひつ死しに隠かくそうとはしていたが、相手の目の中に嫌悪と畏怖の色が見て取れた。それを裏うら付づけるかのように、授業を受ける場所が変わり、ヒルダとミヒャエルに普通に会う事ができなくなった。

　ミヒャエルはフェレットにゾッコンであり、夜中に家を抜け出して城まで来ていたのだが、その二人の間にはどことなく邪じや魔まをしてはいけないような雰ふん囲い気きがあった。フェレットに殴なぐられたミヒャエルの手当てをしたりしている内に、ミヒャエルが『普通の人間』とはやや感かん性せいが違うのだという事を知る。

　──ミヒャエルなら、フェレットの救いになる。そんな身み勝がつ手てな事を思ったっけ。

　兄である自分以い外がいを見ようとしていなかったフェレットだったが、ミヒャエルがアタックを開始した頃から、少しずつ変化していくのが見て取れた。狭い殻からの中に閉じこもっていた妹が広い世界に目を向け始めた事に、兄として、家族として非常に嬉うれしく思っていた。

　そんな事を感じ始めていた、とある夜の事──

　二度と会えないと思っていた少女が、自らの足でバルシュタイン城にやってきた。
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数年前まえ　バルシュタイン城




　蝙蝠こうもり姿すがたで夜空を散歩していたレリックは、聞き慣れた「フェレットーッ！　好きだーッ！」という叫び声に続き、誰だれかが派は手でに殴なぐり飛ばされる音を耳にした。

　──やれやれ、ミヒャエルも懲こりないなあ。

　呆あきれつつも、心しん中ちゆうで薄く微笑ほほえみながら城の方へと舞い降りる。

　月明かりに照らされながら、蝙蝠の群が一点に集合し、一人の少年へと変化する。

　そんな、レリックにとってはいつも通りの変化を遂とげた直後──

　倒れているミヒャエルの横から、小さく息を吞む音が聞こえてきた。

　──え？

　──フェレット……？

　一いつ瞬しゆんそう思ったが、フェレットも少し離れた場所で、驚いたように目を見開いている。

　──まさか……。

　軽い驚きと共に目を凝こらす。

　だが、注ちゆう視しするまでもなく、夜よ目めが利く体質であるレリックには一ひと目めでその人ひと影かげがヒルダであると確かく認にんした。

「あ……」

　──ミヒャエル……。連れてきちゃったのか……。

　いつかはこうなるだろうと思ってはいたが、いくら何でも早すぎるのではないだろうか。

　そんな事を考えるが、今はそれ所ではない。

　ヒルダは驚きに目を見開いており、その場で固まってしまっている。

　レリックは、そんな少女の顔を見て、とても悲しい気持ちになった。

　人間に姿すがたを見られた事は、これが初めての事ではない。島の吸きゆう血けつ鬼きの事を知らぬ者が、今のような光景を見た時の反応は──最初に驚きよう愕がく、そして次に、恐きよう怖ふと嫌けん悪おの入り交じった視線を向けてくる事が殆ほとんどだった。そうでなければ、自分が見た光景を白はく昼ちゆう夢むと思い無む言ごんのまま立ち去るか、あるいは悲鳴を上げて駆かけ出すかのどちらかだった。

　慣れていたとはいえ、知ち己きの少女にそんな反応をされるのは忍しのびない。

　レリックは表情に悲しげな色を浮かべ、その場から逃げ出したい衝しよう動どうに襲おそわれた。

　だが、それを引き留めたのは、ヒルダの小さな一ひと言ことだった。

「レリック君」

　と、彼女の家で出会った時のように呼びかけた彼女の声。その声の中に、驚きと戸と惑まどいはあったものの、まだ嫌けん悪おと恐きよう怖ふは感じられなかったからだ。

　──でも、すぐに……。

　──僕が吸きゆう血けつ鬼きだって知ったら、すぐに……。

　絶ぜつ望ぼうはしたくない。

　そう思いつつも、何な故ぜかその場を離れる事ができなかった。

　一いち抹まつの希望を持って、レリックは静かに歩み寄り、ヒルダに向かって問いかけた。

「……僕の事、ミヒャエルに聞いたの？」

　するとヒルダは首を振り、好こう奇きと驚きの入り交じった視線を向けてくる。

「私、どうしてレリック君達が家に来なくなったのか不ふ思し議ぎだったの。兄にいさんは、『自分で見た方が早い』って……」

「……そっか」

　──ミヒャエルらしいなあ。

　幸せそうな顔で倒れている少年に溜ため息いきを吐きつつ、レリックは小さく息を吐き出した。

　下へ手たに噓うそをついたり誤ご魔ま化かしたりしたくはない。

　同どう世代の人間では、一番長ながく接した少女に対し、レリックは覚かく悟ごを決めて言葉を紡つむぐ。

「君が見た通りだよ。僕は、人間じゃない。吸血鬼だ」

「きゅうけつ、き？　あの……ドラキュラ伯はく爵しやくみたいな？」

　恐らく世界一いち有名な吸血鬼の名を持ち出す少女に、吸血鬼の少年は苦く笑しようしながら答えた。

「あれは創そう作さくだけどね。その本と『カーミラ』って言う本、それから波は及きゆうした舞台や映画が、最近の吸血鬼達たちに凄すごい影えい響きようを与えてるって義と父うさんが言ってたよ。まあ、逆に、実じつ在ざいの吸血鬼の伝でん承しようがその本の中に取り入れられたりもしてるんだけどね」

　ドラキュラのモデルとなったのはルーマニア出身のとある王と言われているが、実際には名前と出しゆつ身しん地ちしか共通点がないという説もある。もっとも、レリックの義ぎ父ふは【ある吸血鬼の一いち族ぞくがその王の周囲にいたという噂うわさもある。実際その王が串くし刺ざし公こうと呼ばれる人間だったのか、本当に人ならざる何かだったのか、あるいは名前の通り竜の息子ドラキユラだったのか、その真しん偽ぎは解わからんがね】と言っていたのだが。

「ドラキュラのモデルになった人は、戦争の英えい雄ゆうではあったんだけれど、そのせいで敵の国が噂を流したんだって。残ざん虐ぎやく非ひ道どうな串刺し公だって。そのイメージもあって、今でもよく悪あく役やく扱あつかいされるんだけど……」

　悪役、と自分で言った所で、レリックはハッと我に返る。

　──吸血鬼は、人間にとっては悪役か……。

　自分がどのような存在か思い出し、深く落ち込みかける吸きゆう血けつ鬼きの少年。

「……そう、僕は、その悪あく役やく……吸血鬼なんだ。噓うそじゃない、っていうのは、蝙蝠こうもりから人間に戻る所を見たから解わかるよね」

　諦てい観かん含みで語るが、話を黙だまって聞いていたヒルダは、少しホッとしたように微笑ほほえんだ。

「良かったぁ……いつものレリック君だ」

「……驚かないの？」

「すっごく驚いてるよ！　だって、たくさんの蝙蝠がレリック君になるんだもん！　それに、吸血鬼だって急に言われてもピンと来ないし……。もしも、レリック君じゃなくて、全ぜん然ぜん知らない人だったら、怖こわくなってたかもしれない」

「……」

　まくし立てるような少女の言葉に、レリックは逆に戸と惑まどいを覚えていた。

「でも、レリック君で良かった。いつもみたいに、普通に話ができるレリック君で良かった」

　そこまで言った所で、唐とう突とつに不安げな表情を浮かべるヒルダ。

　──何？　何？

　レリックはビクリと身体からだを震わせ、腹に重い空気を抱えながら相手の言葉を待つ。

　しかし、少女の不安は、レリックの想そう像ぞうとは全く別のものだった。

「ねえ、レリックは、私達の事を嫌きらいになっちゃったの？　私達が人間だから？」

「え？　いや、まさか！」

　慌あわてて首を振ると、12歳さいの少女は、天てん真しん爛らん漫まんな笑顔でレリックの心を照らし出した。




「良かったぁ……。じゃあ、これからも一いつ緒しよに遊んでいいんだよね？」
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現在　バルシュタイン城




　──恋って意味で『好き』になったのは、それからどれぐらい経たってからだったかな。

　過去の事を思い出し、屋根の上で寂しげに微笑むレリック。

　──ヒルダは、いつから僕の事を好きになってくれたんだろう。

　──……まだ、僕なんかの事を好きでいてくれてるのかな。

　自分に自信の持てない少年は、微笑みをより悲しげ色に塗り替える。

　だが、仮にヒルダが自分の事を好いていなくても構わないと思った。自分以い外がいの誰だれかを好きになったら、大人おとなしく身を引こうと思った。人間は人間同どう士しで結ばれた方が幸せになるのかもしれない。

　そう理解していても、実際にヒルダが別れ話など持ちかけてきたら、恐らく悲しみに溺おぼれてしまうだろう。

　──そうなったら、僕はどうするのかな。

　──ヒルダの血を吸って……支配して……自分に振り向かせて……。そんな、映画の悪あく役やくそのままな事をするのかな。

　──ただ、情なさけなく泣きわめくのかな。

　──それとも、ヴォッドさんが言ったみたいに……怒るのかな。

　いくつも想そう像ぞうは巡るが、実際に自分がどうするのか、という結けつ論ろんが導き出せない。




　──どんな時でも、ヒルダは僕の救いだったし、希望だった。

　──人間なのに、人間の立場のままで……僕を認めてくれた。




　レリックは、人間に受け入れられようといった思し想そうや、人間と共きよう存ぞんしようといった強い主張があるわけではない。だが、自分が何か迷めい惑わくをかけたわけでもないのに、吸きゆう血けつ鬼きというだけで嫌けん悪おされるのは、流石さすがに良い気分がしなかった。

　しかし、それを自力で乗り越えるだけの気力もなければ、『ならば人間達の想像するとおり、悪あく逆ぎやくの限りを尽くしてやろう』と思う程ほどに悪あく人にんの素そ質しつがあるわけでもなかった。

　ライオンと人間、人間と魚のように、思し考こう形態が全く違う生きものだったならば、こんな事で悩みもしなかったのかもしれない。だが、自分達と似た姿すがた形かたちをしており、会話も通じる存在を『別の生きもの』として割り切る事などできなかったのだ。

　しかし、自分達が人間の血を吸う事は事実（吸わずに済む者もいるが）だし、人間達が自分達を邪じや悪あくな存在と見ている事も知っている。同じ人間同どう士しでも宗しゆう教きよう観かんや思想の違いで戦争が起こるというのに、人間と吸血鬼の関係が円えん満まんに進む事などあり得ないのだ。

　だが、それでも、レリックは自分と会話できる相手に、無む条件で嫌きらわれる事は堪たまらなくイヤで仕方なかったのだ。

　ヒルダの両親が自分達を恐れ、娘むすめ達たちに近づけないような対たい処しよをし始めた時も、ただ、ひたすらに悲しかった事を覚えている。

　だからこそ、その壁を乗り越えて、普通に話しかけてくれたヒルダやミヒャエルの存在が嬉うれしくて仕方がなかった。暫しばらくして──自分の愛すらも受け入れてくれたヒルダは、まさしく自分にとって救いであり、人間への希望であり、種しゆ族ぞく同士を繫つなぎとめる楔くさびでもあった。

　──ああ、そうだ。僕は、ヒルダがいる限り……人間に絶望しない。

　完全に吸血鬼に魅み入いられ、こちら側の世界に来てしまった魔ま女じよや吸血鬼信しん奉ぽう者しやとは違い、ヒルダは人間のままで、自分の事を受け入れてくれたのだ。

　──たとえヒルダがこの先さき僕を裏うら切ぎる事があっても、僕を過去に救ってくれた事実に変わりはない。……まあ、裏うら切ぎるなんてないと思いたいし、ないって信じてるけど……。

　思いは募つのり、少年の中で『一ひと目め顔が見たい』という、純じゆん情じような欲望へと成長しつつある。

　──ああ、会いたい。ヒルダに……。

　メイドから血けつ族ぞくについての講こう義ぎを受けた際、人間全すべてに嫌きらわれていると思った時の空むなしさを思い出したのは確かだ。そんな不ふ安定な心が、先せん刻こくの血族の襲しゆう撃げきで更さらに揺さぶられた。

　何もしていないのに、存在しているというだけで疎うとまれる。

　自分がこの世に存在してはいけないような恐きよう怖ふを思い出し、レリックは静かに俯うつむいた。

　──でも、今からじゃ流石さすがに迷めい惑わくかな。




　そう思っていた時、緑みどり色いろの蝙蝠こうもりの群が屋根の上に現れ、一人のメイドへと変へん貌ぼうした。

「レリック様、ここにおられましたか」

「あ、すいません。……どうしたんですか？」

　緊きん迫ぱくした様よう子すのメイドに、まさか先せん刻こくの『血族』が意い趣しゆ返がえしに来たのかと思い、緊きん張ちようしながら問いかける。

　だが、返ってきた答えは、レリックを不安の底に突き落とすようなものだった。

「城の事務所に、ヒルダ嬢じようの御ご両親から連れん絡らくがありまして……」

「え？」

　噂うわさをすれば影とは言うが、ヒルダが直接姿すがたを見せたわけではない。

　両親からの電話という事実に、レリックの心は激しく揺さぶられる。

「買い物に出かけたまま、まだ帰っていないとの事で、もしかして城に来ているのではないかという確かく認にんの電話でした」

「珍めずらしいですね、向こうから電話なんて……」

　自分の不安を抑え込む為ために、ヒルダの両親が心配のしすぎなのだと思い込もうとした。だが、身体からだは半はん分ぶん蝙蝠化かの準備を始めており、今すぐにでもヒルダを探しに飛び出しかねない雰ふん囲い気きだ。

「やはり、殺さつ人じん鬼きが島にいるとなると心配なのでしょう」

「……殺人鬼？」

「御ご存ぞん知じないのですか？」

　やや驚いたように言うメイドの言葉に、レリックは背中に寒さむ気けを感じながら問い続ける。

「一体なんの事です？　この島に殺人鬼って……」

「人か吸血鬼かは解わかりません。テレビでは人じん狼ろうなどという噂も立っていましたが……。ここ一週間ほど、若い女性が三人ほど殺され……」

　メイドの言葉は、最後まで続かなかった。

　黒い豪ごう風ふうが吹き荒れ、蝙蝠の群と化したレリックが山の麓ふもとに向かって飛び立ったからだ。




　──ああ、何が人間への希望だ。

　蝙蝠こうもりの群となった己おのれの身を高速で羽ばたかせながら、心しん中ちゆうで強く強く歯は嚙がみする。

　──人間との繫つながりじゃない。僕は、ヒルダが大事なだけだ。

　──僕は、島の中の事なんか、何も見えてやしないじゃないか。

　自分の迂う闊かつさを受け入れ、強く後こう悔かいしつつ、尚なおも思う。

　それでも、ヒルダは自分の救いであり、希望なのだと。




　だからこそ、自らの全てに引き替えても、ヒルダだけは絶対に助けるのだと。





†






　自分は、人間の事が本当に嫌きらいなのかもしれない。

　ヒルダ・ディードリッヒは、時とき折おりそんな思いに駆かり立てられる。

　悪の象しよう徴ちよう、不ふ浄じような存在として扱われる吸きゆう血けつ鬼き。

　だが、レリックやフェレット、ゲルハルトを始めとする城の吸血鬼達たちは、そんなイメージとはまるで違う存在だった。

　それを一方的に嫌う人間が、時折嫌いやで嫌で仕方なくなる。

　普通ならば、『人間が嫌いだ』などというのは、思し春しゆん期きにありがちな思し想そうとして成長と共に消えそうなものなのだが──ヒルダの場合は、少しだけ事情が複ふく雑ざつだった。

　彼女の心にその思いが強く刻まれた理由の一つは──自分の両親が、レリック達に敵てき意いと嫌けん悪おを抱いていた事だった。

　そして二つ目。それでも家庭教きよう師しを続けた事について、ミヒャエルやレリックは『吸血鬼が怖こわかったから、逃げる事もできなかったんだろうね』と言っていたが──ヒルダは、真しん相そうを知っていたからだ。

　金。単純に、それが答えだった。

　バルシュタイン城から支払われる報ほう酬しゆうが、家庭教師としては破は格かくのものだった。

　吸血鬼はおぞましいが、収入は惜おしい。

　そんな会話をしている両親の話を偶ぐう然ぜん立ち聞きしてしまった時、彼女は大きなショックを受けた。本来一いち番ばん信頼すべき自分の家族が、吸血鬼の事を嫌悪し、更さらに金かね目め当あてで仕事を続けているという事を知った彼女は、どうしようもない吐き気に囚とらわれた。

　だが、それでも彼女は、両親を嫌いになる事ができなかった。

　同じ会話の流れで──『ヒルダとミヒャエルを守りたい』という話が出て、両親が自分達の事も心しん底そこ大事にしているという事を知ってしまったからだ。

　後に残った物は、レリック達への強い罪ざい悪あく感かん。ヒルダ本ほん人にんは何もしていないし、自分が人類の代表という思いもない。ただ、自分の家族が自分の想おもい人びとを嫌きらっている、しかも、『吸きゆう血けつ鬼きだから』という一点で、相手の本ほん質しつを見ようともせずに嫌けん悪おしているという事実が、彼女の中に深い罪悪感を刻みつけた。

　それが、レリックに対する彼女の負い目。

　ヒルダは、人間が嫌いだ。

　それでもなお、レリックには人間を嫌いになって欲しくなかった。

　レリックが、誰だれかを嫌いになったり憎にくんだりするのは見たくない。

　身み勝がつ手てな思いだとはヒルダ自身も解わかっていたが──その想いは止められない。

　だが、ヒルダがそうした横よこ道みちの感情を抜きとしても、レリックを愛しているのは事実だった。

　せめぎ合ういくつもの感情に囚とらわれつつも、ヒルダはレリックを愛し続けたのだ。

　だからこそ、彼女は走り続けた。

　城へと向かう山やま道みちを、筋きん肉にくが悲鳴をあげるのにも構わずに。

　ワトソンを救う為ため、助けを求める為、そうした理由が、混こん乱らんと疲ひ労ろう、恐きよう怖ふの中で徐々に薄らいでいく。

　──レリック君。

　彼女の頭の中に浮かぶのは、愛いとしい想い人の顔だけだ。

　いつから付き合い始めたのか、どちらから告白したのか、そんな些さ末まつな事は今のヒルダからは消えている。

　一ひと目め、レリックに会いたい。

　ただそれだけの一いち途ずな想いで、夜の闇やみを駆かけ続けたヒルダだったが──




『一途な想い』は、あまりにも無む力りよくだった。




「……車へ、運びまシょう」

　吸血鬼に支配された撮さつ影えいクルーにあっさりと捕まったヒルダは、そのまま街の方に戻るのではなく、山の奥へと連れて行かれた。

　ただし、城に直ちよく接せつ向かう道ではない。車しや載さいフェリー等で来た観光客きやくが使う駐ちゆう車しや場じようの方角だ。

　城の開かい放ほう時間も終わり、小さな街がい灯とうだけで照らされた駐車場の片かた隅すみに、ＺＺＺネットワークの名前が入れられたワゴン車が停とめられている。かなり大型の物だが、ヒルダの目にはその車が自分の棺かん桶おけように思えた。

「……ッ！　いやッ！　離してッ！」

　身体からだを振り払おうとするが、撮影クルーの力は強く、簡単に押さえ込まれてしまう。

　──また、だ。

　ヒルダは苦しみながら、かつて、何度もレリックの足あし手でまといになった事を思い出す。

　支配された事も、人ひと質じちにされた事もある。その度たびに、レリックは自分を助けてくれた。そして、足手まといになった自分を責める事なく、ただ『良かった』という笑顔を浮かべてくれた。

　人間としてレリックを好きになったのに、人間として何もできない無む力りよくな自分が悔くやしくて仕方なかった。

　何かできる事があったのではないか？

　トラウゴットの道どう場じようで護ご身しん術じゆつでも習えば、少しは違った結果になったのではないか？

　魔ま女じよに『素そ質しつがあるよ』と誘われた時、何か知識だけでも教わっておけば、こうした状況で何か対策が立てられたのではないか？

　無む理りを言ってでも、レリックに頼んで自分も吸きゆう血けつ鬼きにして貰もらっていれば──。

　最後にそう思いかけ、慌あわててその思いを打ち消した。

　──それは、レリック君が決める事なのに……。

　藻も搔がきながらも、不ふ思し議ぎと彼女の心は冷静だった。

　今の瞬しゆん間かん、人間ではなく、自分自じ身しんに絶ぜつ望ぼうしてしまったからかもしれない。

　──結局、私は人間が嫌いなだけなのかな。

　車の後部座ざ席せきに押し込まれ、手て足あしを放送機き材ざいのコードで縛しばり付けられていく。

　──私は……お父とうさんやお母かあさんへの当てつけで……レリック君に惹ひかれただけなのかな。

　首を押さえ込まれ、徐々に意識が薄らぐヒルダ。

　支配された撮さつ影えいクルーに殺さつ意いはなく、単に意識を落とすつもりだったのだろうが──ヒルダからすれば、自分がここで殺されるのだろうと思わざるをえなかった。

　死にたくない。そんな純じゆん粋すいな思いに心が満ちる中──

　それでも彼女は、一つの想いだけは確かく認にんする。

　──でも、私は、どんな形でも……。

　──レリックが、好きだ。

　それを心の中で強く確認した瞬間から、視し界かいが徐々に暗くなる。

　かろうじて見える光景の中、星空が綺き麗れいだな、とヒルダは心しん中ちゆうで呟つぶやいた。

　最後に、レリックと一いつ緒しよにこんな星空を見たかった。

　苦く痛つうすら消えかけたその時──彼女はふと、疑問に思う。

　──ほし、ぞら？

　ここが車の中だと思い出した瞬間、彼女の首から圧力が消え、滞とどこおっていた血液が脳に向かって流れ始める。頭に急に血が上る圧力を感じつつ、彼女の意識は急速に覚かく醒せいしつつあった。

　そして、彼女の目に見えたのは──




　ワゴン車の上部が、蝙蝠へと変化して周囲に拡散していく光景だった。




　車だけではない。自分を捕らえていた撮さつ影えいクルーの身体からだは衣服ごと霧きりへと変化し、彼女の周囲からその姿すがたを消していく。ヒルダの手て足あしを縛しばっていたコードも蝙蝠こうもりへと姿をかえ、夜空の中に飛び立っていく。

　気付けばワゴン車全ぜん体たいが蝙蝠と化しており、ヒルダは緩やかな落らつ下か感かんを感じたかと思うと、駐ちゆう車しや場じようのアスファルトに直接腰こしを下ろしている自分に気が付いた。

　蝙蝠はヒルダの頭上で竜たつ巻まきのように旋せん回かいし、駐車場の中で、少し離れた所に舞い降りる。

　黒い巨きよ柱ちゆうは地上に向けて収しゆう縮しゆくを始め、何事も無かったかのように一台のワゴン車を造り出した。同時に、女レポーターを含めた撮影クルー達も、ワゴン車に寄りかかる形で元の姿に戻っていた。

　だが、そんな光景はヒルダの目には入っていなかった。

　彼女の目に入っていたのは、ただ一つ──彼女が最後まで想い続けた吸血鬼、レリック・フォン・バルシュタインの姿だった。

「大だい丈じよう夫ぶだった？　御ご免めんよ、僕、何にも気付いてなくて……」

　申もうし訳わけなさそうな顔で呟つぶやくレリックを見て、ヒルダの目から、ボロボロと涙が溢あふれてくる。

「レリック……！」

　そのまま彼の胸に飛び込み、胸に顔を埋めながら小こ声ごえで謝り続けるヒルダ。

「ごめんなさい、ありがとう、ごめんなさい、ごめん、レリック君、私……」

「えッ!?　なんでヒルダが謝るの!?」

　本気で混こん乱らんするレリックに、ヒルダは尚なおも謝り続ける。

「私、また、レリック君の足あし手でまといに……」

　彼女のそんな言葉で全てを理解したのか、レリックは笑いながらヒルダの頰ほおに手をやり、その涙を拭ぬぐってみせた。

「バカだな、ヒルダ。ヒルダが足手まといなわけないよ」

「でも……」

「僕にとって、ヒルダはいつだって辿り着くべき場所なんだ。僕が君に駆かけ寄るのに、君が足手まといになるわけないじゃないか」

　その言葉を紡つむいだ後、レリックは気付く。

　──ああ、そうか。

　──僕にとって、ヒルダはやっぱり希望なんだ。

　──ヒルダがいるから、僕は人間に……世界に、絶望しないで済む。

　同時に、今なら市長に対して『それは』の続きを言い返せると確かく信しんした。

　自分にとって大事な物……それは、ヒルダなのだと。

　ヒルダがいる限り、自分は本当に怒る事などないのかもしれない。ヒルダが居る限り、どんな苦く難なんを味わう事になろうと、どんなに仲間を傷つけられようと、そこに希望があるからだ。

　──なんて身み勝がつ手てなんだろう僕は。ピリエ達に聞かれたら文もん句くを言われるかもしれない。ヴォッドさんにはやっぱり殴なぐられるかもしれない。

　でも、今は、せめてこうしてヒルダを抱きしめている瞬しゆん間かんだけは、それで構わないと思った。
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　ヒルダを手に入れる為ためなら、世界を敵に回しても構わない。愛と支配欲よくが入り交じった、ある意味では彼らしくない感情に囚とらわれ、思わずヒルダの首くび筋すじに口を寄せかける。

　だが、その直前、ハッとしたヒルダが涙を止めつつ呟つぶやいた。

「そうだ……ワトソンちゃんが……」

「ワトソンちゃん？」

「私を助けてくれた、人じん狼ろうの女の子なの！　今、山の麓ふもとの酒場通どおりで、吸きゆう血けつ鬼きに襲おそわれてて……その人達を支配してたのも、その吸血鬼なの！　ワトソンちゃん、私を逃がす為に……」

　まだ混乱しているのだろう。冷静に順序だてる事ができなくなっているヒルダの説明だが、レリックは大だい体たい理解したようで、周囲の光こう景けいに目を向けた。




「ここは一体……私達、何を……？」

「あれ？　俺おれら、なんでこんな所に……？」

　混乱したように起き上がる撮さつ影えいクルーの四人組。

　どうやら以前ジグムントの支配から島とう民みんを解放したのと同じように、今回も吸きゆう血けつ鬼きの支配から人間達たちを解き放つ事に成功したようだ。ヒルダはそんな四人を見て、レリックが誰だれも怪け我がをさせなかった事にも安あん堵どした。そんなヒルダに、レリックは自分の次の行動を告げる。

「僕がそのワトソンって子を助けるから、ヒルダは、この人達と一いつ緒しよに城に向かって。今、城の方からもみんな降りてくる筈はずだからさ」

「私も……」

　行く、と言いかけたが、先せん刻こく、ワトソンに対して何もできなかった事を思い出して口ごもる。

「大だい丈じよう夫ぶ、すぐに戻るよ。負けたりなんかしないさ」

　安心させるように微笑ほほえみ、蝙蝠こうもりと化してその場から飛び立つレリック。

「ひッ!?」「こ、蝙蝠!?」「吸血鬼だぁッ」

　背後から撮影クルー達の悲鳴が聞こえるが、レリックは気にしない。テレビカメラは無いようだし、撮影されなければどうという事はない。幻げん覚かくとして処しよ理りされる事だろう。それよりは、麓ふもとにいるというヒルダの恩おん人じんの方が心配だった。

　──あ、でも、ヒルダが問い詰められて困るかも……。

　──……後で謝ろう。

　そんな俗っぽい心配をしつつ、レリックは夜の闇やみに飛び立った。

　僅わずかに背後に意識を向け、こちらを見上げるヒルダの顔を見て、深い安あん堵どに包まれる。

　安堵というよりも、それは自分が生きている実感という物に近かったかもしれない。

　──ああ。今こん度ど会ったら、何度でも言うよ。ヴォッドさん。

　──僕にとって本当に大事なものは……たった一人の人間で……。




　──そのヒルダが生きてる、この世界の全てなんだ。
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　そんなレリックの心を森の影で覗のぞきながら、ミラルドはクツクツと笑い出す。

「純じゆん情じようだねえ。まあ、ゲルハルトさんの息子むすこらしいといえばらしいけれど」

　楽しそうに楽しそうに笑いながら、『語かたり部べ』は独ひとり言ごとを呟つぶやき続ける。

「そんなに大事なら、嚙かみついて吸血鬼にして、金庫の中にしまっておくべきだと思うけど。そこは感かん性せいの違いかな。それにしても、実に人間らしい吸血鬼だよ、本当に」




「人間ってものを、ちょいと信用しすぎだとは思うけどね」





†






市長室




　蝙蝠こうもりの姿すがたで市し庁ちよう舎しやの屋上に舞い降りた市長は、人間に戻ると同時に執しつ務む室しつへと足を向けた。

　そして、苛いら立だち混じりに扉とびらを開けると──電気こそ点ついていたものの、先せん刻こくと同じ存在がヴォッドの事を待ち受けていた。

「やあ、市民を安あん堵どさせる為ために、あえて電気は点けっぱなしで待たせてもらららららら」

「島　か　ら　出　て　い　け　と言ったよな？　あぁ？」

　苛立ちを通り越し、殺さつ意いすら籠こもった声をドリッキーに浴びせかける。

　そのまま相手の喉のどを摑つかみ上げ、再び窓の外に突き落とそうとしたのだが──

　今回はドリッキーも抵てい抗こうをし、上じよう半はん身しんを蝙蝠へと変じさせてネックハンギングから脱だつ出しゆつした。

「舐なめたマネを……」

　本気を出そうと歯を軋きしませるヴォッドだったが、次にドリッキーが吐き出した言葉で動きを止める

「待ちたまえ！　四人目の犠牲者を出したいのか！」

「……何？」

「犯はん人にんは解わかっていないが、大まかに絞しぼる事はできたんだ！」




「今回の件は『血けつ族ぞく』も絡からんでる！　警けい察さつだけではどうにもできないかもしれないぞ！」
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10分後　島とう内ない某ぼう所しよ




《……やっとお出ましというわけですね》

　レリックが『蝙蝠の箱』を探し出した時、箱の壁からそんな声が響ひびき渡った。

　どうやらワトソンという人じん狼ろうと戦いを続けている内に、ヒルダの言っていた場所から大だい分ぶ移動していたようで、探すのに少々手て間ま取どってしまった。

　周囲に民みん家かも何も無い、山の麓ふもとにある森の一画。

　庭てい園えんで見たものと同じ蝙蝠の箱の中からは、何かが切り裂さかれるような音が響き続けている。

《このケダモノ、中々に手て強ごわくて困っていた所です》

　言うと同時に、パメラは蝙蝠化かを解かい除じよし、巨大な蝙蝠箱ばこが綺き麗れいさっぱりと消え去った。

　その内部からは、手て足あしにかすり傷を負った人じん狼ろうが現れ、獣けもの顔がおのまま、きょとんとした目でレリックを見つめている。

「えーと……ワトソン、ちゃん？　くん？　ヒルダに言われて、助けに来たんだけど」

　変へん身しん具合から見て、相手がまだ若い、恐らくは自分よりも年下の人狼だろうと判はん断だんするレリック。しかし、服装からでは男女が良く解わからないし、狼おおかみ状態の顔で男女が見分けられる程ほどに人狼に精せい通つうしているわけではない。

　一方、ヒルダという名前を聞いて、レリックが味方であると判断したらしく──人狼は人間の少女へと姿すがたを戻し、無む表情な顔でコクリと小さく頷うなずいた。

　そんなやりとりを空気と音の流れで感じつつ、目め隠かくしをしたままのパメラはクスリと笑う。

「日和ひより見み主義者の城じよう主しゆ様がこの場に訪れて、一いつ体たい何をなさるつもりなのですか？」

「ええと……色々あります。さっき怪け我がをさせた人達に謝って欲しいっていうのもありますけど……まず、ヒルダを巻き込んだ事に謝って下さい」

「ヒルダ？　ああ……あの人間ですか。どうやら、貴方あなたと親しん交こうがあるというのは本当のようですね。取とり引ひき材料に使えるかもしれないと思いましたが、どうやら失敗のようです」

　最初から期待はしていなかったという調子で、淡たん々たんと言葉を紡つむぐパメラ。

「あのヒルダという人間と貴方は、一体どういう関係なのですか？　愛あい玩がん動物ですか？　それとも有能な奴ど隷れいですか？　それとも、オモチャの一つでしょうか。我々サンフォールド家けの間でも、人間を寵ちよう愛あいすると見せかけ、最後に裏うら切ぎって絶望の底に叩たたき落とすという遊びが流行はやった時期があるようですが」

　吐き気のするような言葉を紡ぎ続けるが、レリックはそんな挑ちよう発はつには乗らず、こちらも淡々と自分の意見を押し通す。

「すいません、パメラさん。最初に言っておきます」

「？」

　何な故ぜ謝るのか、という顔で首を傾かしげる少女を、レリックは静かに見み据すえ──

　周囲に生はえる大たい木ぼくを巨きよ大だいな狼おおかみへと変化させつつ、力のある言葉を口にした。




「今度は……最初から本ほん気きを出しますよ」
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　パメラにとって、レリックの『本気』は恐きよう怖ふを感じるに十分なものだった。




　森に生えていたなんの変へん哲てつもない大木が、身みの丈たけ５メートルを超えるような巨大な狼となってパメラに向かって襲おそいかかって来る。

　それだけならば、蝙蝠こうもり化かする事によって避ける事ができるのだが──レリックという存在が放つ攻こう撃げきの波は、そんな単たん純じゆんなものでは終わらなかった。

　狼おおかみの一匹ぴきが顔面を地面に突き入れ、思い切りパメラに向かって突き上げる。

　土砂どしやの塊かたまりがパメラに雨のように降り注そそぐが、それ自体は大した威い力りよくも感じられない。

　目め眩くらましか、と判はん断だんした瞬しゆん間かん、自分の周囲に降り注ぐ土砂が次々と蝙蝠に変化し、パメラの全ぜん周囲から襲おそいかかる。

「くッ……」

　蝙蝠化はできるものの、霧む化かが不ふ得え手てな上、狼化かが欠片かけらもできないパメラにとって、その攻こう撃げきは肉体よりも、むしろ精神に強いダメージを刻んでくる。

　──万ばん能のうにも程ほどがある！

　見み下くだすべき相手が、あらゆる分ぶん野やにおいて、自分よりも上回る力を持っている。

　こちらにも意い地じがあると、地面スレスレから不ふ意い打うちの形で蝙蝠の群を奇き襲しゆうさせるが──土の表面から直ちよく接せつ生み出された蝙蝠が、それを見事に迎げい撃げきする。

『蝙蝠の箱』を生み出す暇ひますらなく、戦せん略りやくを練る暇すら与えられない。

　銀ぎん毛もうの人じん狼ろうに攻撃して気を逸そらそうにも、人狼の少女自じ体たいが自じ力りきで攻撃を迎撃する事ができるので、攻撃する事こと自体に意味がない。もっとも、『人狼ごときに接せつ戦せんを強いられた』という時点で、パメラにとっては失しつ態たいを消す為ため、殺さつ意いを向けるに値する相手ではあるのだが。




　一方、レリックにもとある疑問は浮かぶものの、先せん刻こくとは違い、闘たたかう事に迷いはない。

　──それにしても、この子が、どうしてヒルダまで狙ねらって……？

　──第一、何が目的でこの島に来たんだろう。

　結局防ぼう戦せん一方となっているパメラだが、逃げ出す様よう子すは見られない。閑音しずねの暴ぼう挙きよに対しては即そく座ざに逃げ出したが、そうした特とく殊しゆな例でもなければ、プライドの高さが逃げる事を許さないタイプなのだろう。

　──とはいえ、僕が閑音さんと同じマネするなんてできないし。

　同どう属ぞく喰くらいに対する禁きん忌き感かんは、人間と同じく持ち合わせている。閑音やルーディーといった『食鬼人イーター』達の行為の恐ろしさを知っているだけに、自分がその行為に及ぶ可能性は頭の中から消し去っている。

　──吸血鬼が吸血鬼の血を吸って『支配』するって、できるのかな？

　そんな事を考えつつも、攻撃の手は一いつ切さい緩めないレリック。

　相手の疲労が見えた所を見み計はからって、狼の大おお顎あぎとの中に閉じ込める。

　レリックの中で具体的なプランが練り上がった時──

　パメラの腰の辺りから、携けい帯たい電話の着ちやく信しん音おんらしきものが鳴り響ひびいた。

　２秒と経たたずに鳴り止んだその音を確かく認にんし、パメラはギリ、と歯は軋ぎしりしながらレリックを睨にらみ付け、攻こう撃げきの手の一切を止めて完全な防ぼう御ぎよに徹てつし始めた。

「？」

「今日きようは、このあたりで見逃してあげます」

　あくまでも上から目め線せんの少女の言葉に、レリックは呆あきれながら首を傾かしげる。しかし、少年が何か言うよりも先に、少女は目め隠かくし布ぬのに手をかけながら言葉の続きを吐き出した。

「いいでしょう。貴方あなた達を単なる下か等とう生物ではなく、我らが全力を出して殲せん滅めつすべき明確なる敵と認にん識しきし、私の網もう膜まくにその姿すがたを焼き付ける事を許します」

　そして、少女は僅わずかに目隠し布をズラし、レリックと人じん狼ろう少女に視線を向け──

「……」

　何な故ぜか、暫しばし固まった。

「？」

　更さらに首を傾げるレリック。何か目を使った能力があるのかもしれないと、警けい戒かいしながら徐々に『支配』意識をパメラの足あし元もとへと伸ばしていく。

　何か怪あやしい動きを見せれば即そく座ざに大おお顎あぎとを生みだし、地面へと引きずり込むつもりだったのだが──パメラは何か行動を起こすわけではなく、再び目隠しをすると、蔑さげすみや怒いかりの色の無い淡たん々たんとした言葉を紡つむぎ始めた。

「あの人間の娘むすめは、貴方の想おもい人びとですか？」

「えッ？　いや、まあ……はい」

　予想外がいの質問に毒どつ気けを抜かれるレリック。先せん刻こくまで奴ど隷れいだのオモチャだのと問いかけていたのに、一体どういう風の吹き回しかと逆に不安になる。

「……そうですか。では、あの木で偶く人形の人間達を屠ほふり去り、守りきったというわけですね」

　無む表情で呟つぶやくパメラに、レリックは苦く笑しようしながら首を振った。

「そんなことしてませんよ。貴女の支配は解きました。今いま頃ごろ、一いつ緒しよに城に避ひ難なんしてます」

　すると、パメラは一いつ瞬しゆん驚いたように口を開き──レリックに対して苦笑を返す。

「……どうやったのかは知りませんが、支配の解かい除じよまでできるんですね」

　そして、顔面から完全に表情を消し──蔑みではなく、憐あわれみを籠こめた声で呟いた。

「可哀相に」

「えッ……？」

　言葉の意味が解わからず、困こん惑わくするレリック。

　パメラはゆっくりと歩み寄り、レリックとワトソンの方に近づいてくる。

「レリック・フォン・バルシュタイン。私は貴方を、人間に毒された、人間の思し想そうに染そまった吸きゆう血けつ鬼きだと思っていましたが……。それは、私の誤りだったようです」

　人間ならば、互いの呼吸がかかりそうな距離にまで近づいた所で動きを止め、謎なぞに満ちた捨て台詞ぜりふを吐き出した。

「貴方あなたは……人間を信用しすぎです」

　刹せつ那な、パメラの足元から激しい風が巻き起こり、蝙蝠こうもりの竜たつ巻まきが夜空へと舞い上がる。

　レリックは慌あわてて地面から狼おおかみの顎あごを顕けん現げんさせるが、凄すさまじい速度で広がる蝙蝠を捕らえる事はできなかった。

　そして、レリックの耳に、蝙蝠の羽は音おとに混じって、パメラの最後の一ひと言ことが突き刺さった。




「それこそ……人間以い上じように」




　と、レリックの胸に奇き妙みような不安を呼び起こす一言を。
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　そして、数分後ご。

　駐ちゆう車しや場じように戻ったレリックが見た物は、城の上から降りてきたピリエ達の姿すがただった。

「あれ……？　ヒルダは？」

　妙みような胸むな騒さわぎを覚えつつ、レリックは居い候そうろうの吸きゆう血けつ鬼き達たちに問いかける。

　見ると、先せん刻こくまでここにあったワゴン車が姿を消しており、撮さつ影えいクルーの姿もヒルダの姿も見あたらなかった。

「いや、俺おれらは見て無いぞ？　お前が空からこっちに降りてくるのが見えたから、俺らもいまこっちに来たんだけどよ」

「山やま道みちですれ違ったりは……」

「気付かねえわけねえだろ」

　ドクリ、と、レリックの中で何かが蠢うごめいた。

　心しん臓ぞうではない、もっと別の何かが、レリックの全身を激しく揺さぶったような気がする。

　まるで、全身の細さい胞ぼうが、何かの恐きよう怖ふに怯おびえているかのように。

　──そうか、テレビの人達が、安全な街まで送ってくれたんだ。

　──城に行こうってヒルダが言ったけど、押し切られたに違いない。

　希望の域いきをでない推すい測そく。レリックは、自分の指ゆび先さきが小こ刻きざみに震えている事に気が付いた。

　何とかして確かく認にんしなければ。

　そう思っていた時に、彼の服の裾すそを引く者がいた。

「え……？」

　するとそこには、蝙蝠となって空を飛んだレリックに、走ってついてきた人じん狼ろうの少女が立っており──無む表情のまま、ワゴン車が止まっていたあたりを指ゆび差さした。

「ヒルダの匂におい、そこで消えてる」

　ワゴン車にヒルダが乗せられた事を示し唆さした後、ワトソンは鼻をスンスンと鳴らして、あくまでも無む表情のまま口を開く。




「車、今、少ない。今なら、そこに止まってた車の匂におい、追えます」
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十数分前まえ　駐ちゆう車しや場じよう




「貴女あなたも見ましたよね、あの蝙蝠こうもりに変へん身しんする少年を！」

　そんな言葉と共に詰め寄ってくる女レポーターに、ヒルダは困った顔をしながら目を逸そらす。

　これでは、彼女達が吸きゆう血けつ鬼きに支配されていた時と変わらない。

　──もう、レリック君ったら。

　心しん中ちゆうで愚ぐ痴ちを零こぼすが、そんな風ふうに思える今の状況が、ヒルダには嬉うれしくて仕方なかった。

　一体今いま、島で何が起こっているのかは解わからない。

　だが、レリックが来てくれた。これでもう安心できる。

　そんな思いに満ちていたからこそ、ヒルダは心の中で愚痴を言う余よ裕ゆうも生まれたのだろう。

　周囲で混こん乱らんしている五人の取材クルー達を見回し、安あん堵どの溜ため息いきを吐くヒルダ。

　──でも本当に、カメラに撮とられてなかったから良か……

　良かった、と思いかけて、彼女の思し考こうが一いつ瞬しゆん止まる。

　強きよう烈れつな違い和わ感かんが、彼女の全身を疾しつ風ぷうとなって通り抜けたからだ。

　──カメラ……。

　先せん刻こく、レリックにより『支配』を解かれ、気き絶ぜつしていた状態から起き上がるクルーを見た時の事を思い出す。

　──あの時、カメラ……無かったような……。

　そして、根こん本ぽん的な事を思い出した。

　現在、自分の周りにいるＺＺＺネットワークの撮さつ影えいクルーは五人。

　だが、レリックが飛び立った瞬しゆん間かんは、四人しかいなかったのではないか？

　──まさか！

　──カメラマンさんが……まだ支配されたままなんじゃ……！

　瞬しゆん時じに緊きん迫ぱく感かんを取り戻し、カメラマンに目を向けるヒルダ。

　イザとなれば、周囲の人達に事情を話して手て足あしを縛しばって貰もらうべきだろうか。だとしてもなんといって説明すべきだろうか？

　ヒルダはそんな事を考えつつ、テレビカメラをこちらに向ける男に目をやるが──

「？　俺おれかカメラに、何かついてる？」

　不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげるカメラマンに、やはり気のせいだろうかという思いが過よぎる。

　だが──

　次の瞬しゆん間かん、『う……？』という声が響ひびき、横で音おん響きよう機き材ざいを手にしていた男がバタリと倒れる。

　続いて、別のクルーも小さなうめき声を上げ、膝ひざから落ちる形で地面に倒れ伏した。

「え……」

　何事かと振り返ろうかとした瞬間──彼女の身体からだに、トスリ、と何かが刺さる感覚が走った。

　痛みよりも、驚きの方が大きかった。

　自分の中に何かの液体が注入される。

　自分の首くび筋すじに刺されたのが、吸きゆう血けつ鬼きの牙きばなどではなく、医い療りよう用ようの特とく殊しゆな注ちゆう射しや器きだと気付いた瞬間──彼女は、危機など欠片も去っていなかったのだという事に気が付いた。

　首を押さえられた時とき以上の勢いで、意識が闇やみへと落ちていく。

　──レリック……。

　もう一度、心の中で愛いとしい少年の名前を呼んだ。

　しかし、今度は誰だれも現れる事はない。

　かつて、死ぬ瞬間にはレリックの顔を見ながら死にたいと思った事のあるヒルダ。

　だが、運命はそんな都つ合ごうの良い展開は許さない。

　彼女が最後に見た物は──二つの顔。

　一つは、カメラのレンズに映った、呆ほうけた表情を見せる自分自じ身しんの顔。

　そして、そんな自分自身の背後に映っている、殺人鬼の狂気に満ちた微笑み。




　それが──ヒルダという人間の少女が見た、最後の光景となった。
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現在　市し庁ちよう舎しや　市長室




「納なつ得とくして貰もらえたかな」

「……」

　ドリッキーが持ち出した資し料りようを眺ながめながら、ヴォッドは深い溜ため息いきを吐き出した。

　無む言ごんのままのヴォッドに、ドリッキーは手の中でハッカパイプを揺らしながら言葉を紡つむぐ。

「確かに、事件に『血けつ族ぞく』の吸血鬼は関わっている。だが、恐らくは……共犯者に過ぎない。恐らくは、死体隠いん避ぴなどに手を貸したのだろう。殺人の実行犯はんがその『協力』に気付いているのかどうかは知らないがね」

「確かに、手前てめえの持ってきた資し料りようが本物なら、納なつ得とくはできる」

「警察もいずれその推すい測そくに辿たどり着くだろうが、吸きゆう血けつ鬼きの隠いん避ぴの部分が壁になり、証しよう拠こ固がために時間がかかるだろう。だが、そんな事は関係なく、殺人の実行犯はんは今も凶きよう行こうに移ろうとしているかもしれない」

「んなこたぁ言われなくても解わかってる。……糞くそッ」

　舌した打うちをするヴォッドをよそに、ドリッキーは淡たん々たんと呟つぶやいた。

「君が何と言おうと、私は名めい探たん偵ていとしてそれを止めに行くつもりだ。だが、その前にこの島の人間を取り仕切る吸血鬼……つまり君に伝えておく事は、『組織』の一員としてのケジメだ」

　それだけを言い放ち、ハッカパイプをくわえたまま市長室の窓へと向かうドリッキー。

「待て」

　ヴォッドは、そんな彼の背に声をかけた。

「俺おれは、島の北を探す。お前は南だ。北に向かう途と中ちゆうで、城の連れん中ちゆうにも情報を伝える」

「君は、バルシュタイン城と敵てき対たい関係にあると聞いていたが、協力を仰ぐのかね？　それなら私としても助かるのだが」

　不ふ可か解かいとばかりに眉まゆを顰ひそめるドリッキーに、ヴォッドはギチリ、と笑いながら呟いた。

「仲良しごっこをするつもりはねえよ」




「ただ……俺様の街の為ために、うまく利用させてもらうだけさ」
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20分後ご　グローワース島西にし　廃はい教会




　ワゴン車の匂においを辿たどるワトソンが辿り着いたのは──島の西にある小さな廃教会だった。

　車はそこから少し離れた森の中に停められていたが、ワトソンが言うには、そこから確かにヒルダの匂いが廃教会に向かって移動した形けい跡せきがあるという。

　火事で内ない装そうが焼けた後、島の南部に新しい教会が建てられる事となり、そのまま放ほう置ちされている建物だ。

　石いし造づくりの外がい観かんは、小さいながらも森の中で圧力を放っており、十じゆう字じ架かを弱点としないレリックでも、自然と強い圧あつ迫ぱく感かんを覚えてしまう。

　もっとも、圧迫感の原因は、教会だけではなかったのだが。

　どうしようもなく嫌いやな予よ感かんが、レリックの心に渦うず巻まいている。

　自分は、何か取り返しのつかない事をしてしまったのではなかろうかという、正しよう体たいの分からない後こう悔かいが押し寄せる。

　そして、今にも爆ばく発はつしそうだった不安に止めを刺したのは──




「……血の匂におい」




　という、教会の前に立ったワトソンの一ひと言ことだった。




　気付けば、レリックは駆かけ出していた。

　石いし造づくりの壁に据すえ付けられた鉄てつ製せいの扉とびらに手をかけ、思い切り開け広げる。

　内部は火事で焼けた跡あとが残っており、煤すすけた黒と、月明かりの白。

　そして──レリックの視線の正面。

　半分焦こげた説せつ教きよう台だいにもたれ掛かる、白い肌はだ。

　その中心から床にまで広がる、深く鮮あざやかな────────────赤。

　レリックは、目の前に広がる光こう景けいの意味が解わからなかった。




　──どうして、ヒルダはあんなところによりかかって寝ているんだろう。

　──風か邪ぜをひくじゃないか。

　レリックの脳のう味み噌そは、自じ我がの崩ほう壊かいを恐れてそう思い込もうとしたのだが、視し界かいの中央に広がる圧あつ倒とう的な『赤』が、現実からの逃とう避ひを許さない。




「ヒル……ダ……？」




　ゆっくりと少女の身体からだに歩み寄り、その肩を抱き上げる。

　糸の切れた人形のように、カクリ、と、頭と腕が地面に垂れる。

「起きてよ、ヒルダ。冗じよう談だんはやめてよ」

　寝ているわけではないのは、一ひと目めで解わかった。

　人間にできる冗談ではないと、胸に空あいた穴が告げていた。
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　心臓を抉られた人間は死ぬ。




　その程てい度どの事は、レリックも知っていた。

　だが、今の彼にそれを信じる事はできなかった。

「……」

　十数秒の沈ちん黙もく。

　だが、周囲の空気すら凍り付かせるような、果てしなく冷たく、どうしようもなく重おも苦くるしい沈ちん黙もくだった。

　そして、ワトソンが教会の扉とびらから中に入り込んだ瞬しゆん間かん──

　レリックは、自らが生みだした静せい寂じやくを自らの行為で打ち破る。

　ヒルダの身体からだを壊こわれる程ほどに強く強く抱きしめ、そのまま白い首くび筋すじに思い切り牙きばを突き立てる。

　そのまま躊躇ためらう事無なくヒルダの血を吸いあげ、衝しよう動どうのまま『繁はん殖しよく』を試みるが──ヒルダの身体はピクリとも動かない。口の中に広がるのは、人間の生命の感じられない、冷たくなりかけた鉄の味だけだった。

「ぅあ」

　レリックは、その声がどこから聞こえたのか解わからなかった。

　声にならない声、単なる呻うめきが自分自じ身しんの喉のどから漏もれていると気付き、レリックはその声を止めようと喉を押さえる。

「ぁぅあ、あ、あ」

　だが、肺から漏れる空気は止まる事を知らず──声と共に、本ほん能のうが抑え込んでいた感情が表おもてへと溢あふれ出す。




「───────────────────────────────────────」

　言葉では表せぬ程の悲しげな絶ぜつ叫きようが教会に響ひびき、その声に合わせ、何かの力が、残されていた窓を次々と粉こな々ごなに砕くだいていった。




　永遠に続くかと思われた絶ぜつ叫きようが止んだとき──

　レリック・フォン・バルシュタインが次に取った行動は、実に単たん純じゆんなものだった。





彼は、世界に絶ぜつ望ぼうしたのだ。















間章３　市長、出しゆつ馬ばす







十数年前まえ　廃はい工場




【ふむ、ここに居たか】

「……手前てめえか、糞くそ城じよう主しゆ。警官隊たいに撃うたれるラストも俺おれらしいかと思ったがな」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑うヴォッドに、赤い液体は文字を綴つづる。

【我が友、ローレンツが廃はい教会に次いで使っていた場所だからな。廃教会といえば、彼は以前、君と出会った時の事を自じ慢まんげに語っていたよ】

「はん、そりゃあの年とし寄よりにゃ自慢話ばなしにもなったろうがよ。俺の集めた若わけぇ連れん中ちゆうを一人で追い払いやがったんだからな」

【そうではない。自慢していたのは、君の事だよ。『面白い奴やつを見つけた』と久ひさ方かたぶりに魂たましいを輝かせていたのを覚えている。普ふ段だんは自分の武ぶ勇ゆう伝でんばかり語っていたが、他人の話をするなど珍めずらしいものだから、よく覚えている】

「……で、そんな昔むかし馴な染じみを殺した俺おれに、復ふく讐しゆうしに来たってわけか？」

　肩を竦すくめながらハッキリと言い切るヴォッド。

　警官にでも撃うたれたのか、服の所々が破けており、その奥に再生中の傷が覗のぞいていた。

　しかし、ゲルハルトもまた、肩を竦めるように液状の身体からだを動かしながら、キッパリとした雰ふん囲い気きの文字を綴つづり上げた。

【そう偽ぎ悪あく者しやぶるものではない。殺したのは君ではあるまい】

「……あっさりと言うな、おい」

【君が恩おん人じんであるローレンツを殺す程ほどの悪人だとしても、殺した後に怯おびえて逃げるような男ではない。現れた警官隊たいと最後まで戦い抜いて満足しながら灰になるタイプだろう。民みん間かん人じんを人ひと質じちに取ろうが、騙だまし討うちをしようがね。ただ、反はん撃げきもせずにただ逃げるという選択肢しだけは想そう像ぞうできなかった】

「褒ほめてんのか貶おとしてんのかハッキリしやがれ」

　ヴォッドの苛いら立だちを無む視ししつつ、ゲルハルトは更さらに言葉を紡つむぐ。

【それに……彼の遺い体たいを見てきたが、随ずい分ぶんと満足そうな死に顔だったのでね】

「……」

【それだけに、ローレンツを殺したのが何者なのかは気になっている。君はそれを知っているのではないかと思ってね】

「人ひと様さまに物を尋たずねる態度じゃねえな」

　身体に相当なダメージを受けているにも関わらず、ヴォッドは無む理り矢や理り顔に余よ裕ゆうの色を浮かべている。そんな半人半鬼ダンピールの青年に、子し爵しやくは淡たん々たんと文字を綴る。

【君に物を頼める立場ではないとは解わかっているが、友人の死の真しん相そうを知らぬまま、諸しよ行ぎよう無む常じようと納なつ得とくして眠れるほど世界を達たつ観かんしているわけではない。教えてくれないか、ヴォッド】

　文字は、いつも通りの調子だった。

　だからこそ、市長は相手がそれだけ真剣なのだと感じ取る。

「回りくどい野や郎ろうだ。『教えねえとぶち殺すぞ』でいいだろうがよ」

　そう呟つぶやきつつも、ヴォッドは静かに息を吐き出し、自分の見た物を口にし始めた。

「あの糞くそ爺じじいを刺したのは、爺さんの実の息子むすこさ」

【息子？　初はつ耳みみだな】

　驚いたようにいう子爵だが、ローレンツに息子が居た事に対してなのか、それともその息子に刺されたという事に驚いているのか、ヴォッドに窺うかがい知る事はできなかった。

「俺だって初耳だったさ。俺があの爺の小こ間ま使づかいで、煙草たばこのカートンを買って行ってやったら、見た事もねえ野郎に刺されて蹲うずくまってるじゃねえか」

　軽く笑うヴォッドだが、そのサングラスの奥にある目がどのような表情をしているのか、ゲルハルトに窺い知る事はできなかった。

【それが、彼の息子むすこだと？】

「その時は解わからなかったがな」

　お互いの心を探りながら会話が進むが、ゲルハルトはヴォッドの言葉に噓うそはないだろうという確かく信しんがあった。確たる根こん拠きよなど何もないのだが、それでもゲルハルトは相手の言葉を疑う気にはなれなかった。強いて言うならば、ローレンツが気に入ったという若者が、ローレンツの死に関して噓をつく事はないだろうという希望に近い推すい測そくだった。

　そして──ヴォッドにしては珍めずらしい事なのだが、実際この時、彼は全てを包み隠かくさず子し爵しやくに語り続けていたのである。

「俺おれがぶん殴なぐってやろうって近づいたら、胸やら腹やら何なん箇か所しよも刺された糞くそ爺じじいがよ……俺の足を摑つかんで邪じや魔ましやがんだ。その間に、糞爺を刺した糞虫むし野や郎ろうは逃げちまったわけだ」
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「……なんで止めんだよ糞爺！　お前を刺した野郎だろうが！　救きゆう急きゆう車しやならアイツをぶち殺した後に十台でも二十台でも呼んでやらぁ！」

　思わず叫ぶヴォッドに、血ち塗まみれになった老ろう人じんが笑いながら呟つぶやいた。

「……だから、止めんだよ小こ僧ぞう」

「あぁ!?」

　何を言いたいのか解わからず、また、自分もどうして良いのか解らず、ヴォッドは老人の前にしゃがみ込んだ。

「解った解った、先に医者連つれてってやらぁ！　話はそれからだ！」

「バカ、もう手遅れだよ。お前と違って、この年とし寄よりにゃ流石さすがにキツイってもんだ」

　全く手遅れには聞こえない言葉を紡つむぐ老人だが、ヴォッドは混乱しながらわめきだす。

「おい、さっぱりわからねえよ！　第一なんで……あんたが刺されるって噓だろおい！　なんでなんだよ！　さっきの野郎、俺より年下ぐらいに見えたし、ぶるぶる震えててよ、そんな強そうな奴やつにゃ見えなかったぜ！　何だったら、やっぱり俺が野郎をおっかけてぶっ殺して……」

　すると、老人はカラカラと笑いながら、力無く首を振った。

「よせよせ、身み内うちの揉もめ事だ。お前が何かする必要ぁねえから、警察に任せときな」

「身内……？」

「ありゃあなあ、俺が65の時にこの島の女に孕はらませたガキでよ……」

「……はぁ!?」

　さりげなくとんでもない事を言った老人に、ヴォッドは声を荒げてしまう。

「まあ、そういう反応だわな。だが、まあ……それは俺のスケベと女の物もの好ずきって事で話は済むんだが、その後に色々とあってなあ……」




　ローレンツが言うには、その頃、本ほん土どで活動していたとある密みつ輸ゆ組織と揉もめており、未み婚こんではあるものの、愛した女と生まれてくる子供が巻き込まれる事を恐れてホームレスに身をやつしたのだそうだ。

　先せん刻こくの息子むすこは、そんな事情を知らぬまま、自分と母親を捨てた自分の事を恨うらんでおり、鬱うつ屈くつとした日々が、彼を徐々に非ひ行こうに走らせた。そして─最悪の偶ぐう然ぜんとして、ローレンツと敵てき対たいしていたギャング達の口くち車ぐるまに乗ってしまったのだ。

　自分達が島にいつく事を邪じや魔まする、廃はい教会を根ね城じろにしている老ろう人じん。その老人を殺せば、組織の一員として、この島と本土の窓まど口ぐちとして扱ってやる。仕事次し第だいじゃ、将来はこの島の密輸のしきり役にもさせてやる。

　そんな話を信じ込んだ少年は、一ひと昔むかし前まえのヴォッドと同じだったのだろう。裏うら社会で大おお物ものになろうと、彼は一人の老人を殺す道を選んでしまった。

　老人が、自分の父親だと知らぬまま。




「俺おれは知ってたからな……まあ、最初は、母親と自分を捨てた俺の事を恨んでると思ってよ、ああ、こりゃそろそろお迎えかと思って、黙だまって刺される事にしたんだよ」

「なんだそりゃ！　頭おかしいのか手前てめえ!?」

　血ち塗まみれの相手に思わず罵ば倒とうを飛ばすが、老人は笑いながら頷うなずいた。

「いやあ、俺もそう思うけどよ、決めてたんだよ。捨てちまったガキがもしも俺を殺しに来たら、大人おとなしく刺されてやるかってな」

「……おかしいだろ！　それは、そのガキと女の為ために……！」

「関係ねえよ。俺がもっと頭がいいか、力があるか……なんにせよ、密輸団だん相手にもっと上う手まく立ち回れりゃ、捨てる必要なんざなかったのさ。俺は、弱い。それが全てさ。実際、密輸団が一いち時じ期き大人おとなしくなった時も、俺ぁどんな顔してガキに会えばいいのか解わからなくてよ……結局、一度も名乗れなかったんだからな。そりゃ刺されて当然ってもんだ」

　ローレンツは、そこで顔を僅わずかに曇らせる。

「だけどなあ……あのガキ、俺を刺した後、『悪く思わないでくれ、爺じいさん。これで俺は密輸団の幹かん部ぶになれるんだ』なんて抜かしやがるじゃねえか。なんだこいつ、俺が親父おやじだって知ってたわけじゃねえのかって思ってよ……」

「……おいおい」

　そして老人は、血の零こぼれる口をニイ、と緩ませ、楽しそうに楽しそうに言葉を紡つむぐ。

「刺されて死ぬのは構わねえが、相手が何も知らねえままってのは、ちょっと悔くやしいじゃねえか。だからよ、言っちまったんだよ。『母かあちゃんを大事にしろよ。あと、あの密輸団の連れん中ちゆうは、お前の母ちゃんを殺そうとするような連中だから、仲間になんのは止めとけ』ってな」

「普通、そこは黙だまってる所だろうがよ……！」

　相手が半はん死し半はん生しようという事も忘れ、思わず呟つぶやくヴォッド。

　だが、老ろう人じんも「全くだ」と頷うなずいて、更さらに笑いながら語り続ける。

「ま、俺おれはそこまで人格者しやじゃねえよ。前にも言ったが、戦争前まえはギャング団だったわけだしな。……しかしまあ、息子むすこも勘かんの良い奴やつでな、それだけで全ぜん部ぶ理解したみたいでよ……『噓うそだ』なんて言いながらガクガク震え始めっちまって、そこにお前が来たってわけだ」

「それで、あいつを逃がしたのかよ」

「まあなあ。ま、あのガキは放っておいていいのさ。図ず太ぶとく開き直って密みつ輸ゆ団だんの幹かん部ぶになろうが、警察に自じ首しゆしようが、自殺しようが、あいつの人生だろ。……それでもなあ、やっぱり、自分のガキには死んで欲しくなくてよ、ぶっ殺しかねないお前を止めたんだ」

　この頃には、ヴォッドは徐々に老人の身体からだについては心配しなくなっていた。

　刺されたというは事実だが、これから死ぬ人間が、これほど饒じよう舌ぜつになる筈はずがないと。

　恐らくは急きゆう所しよを上う手まく外したのだろう。

　血も大おお袈げ裟さに見えるが、致ち死し量りようには程ほど遠とおいのだろう。

　そんな事を考えながら、ヴォッドは徐々に落ち着きを取り戻し、いつもの調子で悪あく態たいをつき始めた。

「……それがあのガキの為ためになると思ってんのか？　糞くそ爺じじい」

「さあなあ、ま、それとよ……俺の身内のごたごたで、手前てめえが殺人犯はんなんて事になったら、そりゃ死んでも死にきれねえからよ」

「何言ってやがる。俺は吸きゆう血けつ鬼きだぞ」

「お前は完全な吸血鬼じゃねえ、半はん分ぶん人間だろうがよ。いいか。お前は人間にも吸血鬼にもなれんだからよ。下へ手たにどっちかを捨てる必要なんかねえ。お前なら上手く立ち回れるさ。……そういや、ゲルハルトの奴やつも、たまに会えば楽しそうにお前の事を文字にしやがるぜ」

　鼻で笑い、ローレンツは尚なおも饒舌に言葉を滑らせる。

「なんか血を見てたらゲルハルトの奴を思い出すな。おい、頼んでた煙草たばこ、箱あけてくれや」

「あのムカツク血ち溜だまり野や郎ろうの話は止めろ」

　そう言いつつ、買ってきた煙草のカートンを取り出し、一ひと箱はこ老人に投げ渡す。

　すると老人は、いつも通りの手つきで煙草を破り、懐ふところから取り出したライターで火を点つけた。

　──ああ、やっぱり大した事ねえじゃねえか。

「ったく、仲良くしろよお前ら。俺から見たら、いいコンビになりそうなんだからよ」

「ざけんな」

　舌した打うちするヴォッドを見て、苦く笑しようしつつ煙草を吹かすローレンツ。

「ああ、うめえな。金はツケといてくれや」

　──この爺、１００まで死にそうにねえな。

　眉まゆをひくつかせつつも、とりあえず止し血けつの手当てぐらいはしてやるかとヴォッドは思う。そんな彼に、老ろう人じんは楽しそうに語り続ける。

「俺おれは、自分のガキに向き合うのが怖こわくてよぉ。手前てめえや、ガイセンデルファーんとこの坊主ぼうずみたいなワルガキ共の世せ話わを焼きゃ、ちょっとは罪つみ滅ほろぼしになるかなんて考えたんだが……んなわけねえよなあ。他人の世話して罪滅ぼしもあったもんじゃねえや」

「全くだな」

　──つーか、世話もなにも、俺、使いっ走りしかさせられてねえよ。

　ヴォッドは笑いながら、そう続けようとしたのだが──




「ま、お前らの世話焼いた事……後こう悔かいはしてねえけどな」




　一ひと際きわ眩まぶしい、80過ぎとは思えぬ若々しい笑顔を浮かべ──

　手にしていた煙草たばこが、床の血ち溜だまりの中にポロリと落ちる。

　そして、ヴォッドは老人に悪あく態たいの続きを聞かせる事ができなくなったと気が付いた。




　おそらくは、永遠に。
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「……ったく。俺は半分吸きゆう血けつ鬼きなんだからよ……どのぐらいの出しゆつ血けつで死ぬとかよくわからねえってんだよ。あの糞くそ爺じじいめ」

　肩を竦すくめながら、ヴォッドは血溜まり城じよう主しゆに話し続ける。

「あとは、たまたま通りかかったパトロール中の警官に見られて、指し名めい手配犯はんのできあがりってわけだ」

　楽しそうに笑うヴォッドに、ゲルハルトは神しん妙みような雰ふん囲い気きで文字を綴つづる。

【島の警察にも知り合いがいる。すぐに事情を話して取り消させよう】

「……舐なめてんのか？　手前の世話にはならねえ」

【勘かん違ちがいするな。ローレンツへの手た向むけだ。奴やつは、君の冤えん罪ざいなど望んではおるまい。実の息子むすこが捕まる事こと以上にな】

「……勝かつ手てにしろ。礼は言わねえし、そもそも言う義ぎ理りもねえ」

　本ほん日じつ何度目めかの舌した打うちを鳴らしつつ、話を逸そらすように周囲の風景に目を向けた。

「廃はい教会から廃工場か。廃はい棄き物ぶつだらけじゃねえか、この島は」

【ふむ、否定はしない。昔はもっと活気があったのだがね】

「糞くそ爺じじいが言ってたぜ。島の外の密みつ輸ゆ団だんだかなんだかと揉もめてたのは、その連れん中ちゆうがこの島を利用しようとしてたからだってよ」

　首をゴキリと鳴らしつつ、軽かる口くちを叩たたくように、再び老ろう人じんの話を持ち出した。

「この景けい気きの悪い島じゃ、そんな連中の話に飛びつく奴やつもいやがるだろうし、そもそも島の治ち安あんも良くねえってんで、あの爺、年とし甲が斐いもなくハッスルしやがって、勝かつ手てにその悪あく党とう連中と事を構えたって言うじゃねえか」

【何が言いたいのかね】

「島がもうちょい景気がよけりゃよ、なんつーか、もっと色々と違ったんじゃねえか？」

　問いかけ半分、非ひ難なん半分といった口く調ちようで問いかけるヴォッド。

　ゲルハルトは、それに対して、誤ご魔ま化かしもせずに答えを返す。

【否定はしないし、君が何を言いたいかも解わかる。確かに私は島の領りよう主しゆを名乗っておきながら、経済や政治に対しては全くの無む力りよくだ】

「ああ、それならそれでいいがよ……。手前てめえの城の連中を動かせばよ、そんな密輸団の連中なんざ、あっというまに海に沈められたんじゃあねえのか？　ああ？　それでいて、手前らを裁さばく法なんざねえんだからよ。やったもん勝ちって奴だ」

【確かに私は吸きゆう血けつ鬼きだ。教会が絡からむならともかく、現在では政治的な人間の法で裁かれる事はないだろう。だが、だからといって、何をしても良いとは思っていない】

　凛りんとした調子で文字を綴つづるゲルハルトに、ヴォッドは苦く笑しようを浮かべ、更さらに舌した打うちを一つ。

「模も範はん的な答えだな。ああ、手前は確かに正しいさ。正しいんだろうよ。だがな、俺は俺で、正しかろうが間違ってようが、あえて手前を否定するぜ、伯はく爵しやくよぉ。いや、否定じゃねえな。手前を肯こう定ていして、その手前を更さらに喰ってやるさ」

【興きよう味み深ぶかい意見だが、何な故ぜ私を『伯爵』と呼ぶのかね】

　なにげなく窘たしなめたゲルハルトだったが、ヴォッドは鼻を鳴らして彼の文章を否定する。

「はん、現実にはドイツに存在しない事になってるから子し爵しやくだぁ？　ふざけんな。半人半鬼ダンピールの俺からすりゃ、手前は確かに存在して、偽ぎ善ぜん者しや丸まる出だしの事をこうして言ってやがるじゃあねえか。だったら、手前なんざ伯爵で十分だ」

【ふむ。一いち理りある。が、周囲が混乱するのでやはり子爵と訂正させて貰もらおう】

　そんな文字を綴りながら、赤い血ち溜だまりが笑うように身体からだを震わせた。

　ヴォッドもまた、ハン、と軽い笑えみを浮かべ、まだ傷が塞ふさがり切っていないにも関わらず、力強く立ち上がる。

「俺おれにできない事をやってみろよ。その時は子爵って呼んでやる」

　ローレンツの最後を伝えた以上、あとは義ぎ理りなど無いとでも言うように、自分の無む実じつを信じた相手にあっさりと背を向ける。




「その前に……俺おれは、手前てめえにできねえ事もやってやるがな」
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　その翌よく日じつ。島にいた密みつ輸ゆ団だんが逮たい捕ほされ、芋いもづる式に本ほん土どの組織にも捜そう査さが及ぶ事となった。

　昨さく晩ばん遅く、ビルの裏うら路ろ地じで発はつ砲ぽう音おんがしたという通つう報ほうに警官が駆かけつけると、誰だれかに殴なぐられて意識を失ったチンピラ達が手足を縛しばられていたのだという。少し離れた場所では、腰を抜かした少年が倒れており、涙を流しながら『自分はこの男達に言われ、実の父親を刺し殺してしまった』と語り始めた。その事実を知った少年は、どうしてよいのか解わからず密輸団を問い詰めてしまい、逆に始し末まつされかけたとの事だった。

　その点については認められたのだが──その後の供きよう述じゆつについては、恐らく刺し殺した男が父親だったというショックが見せた幻げん覚かくだろうと片付けられた。

「吸きゆう血けつ鬼きが……吸血鬼が助けてくれたんだ！　何発も撃うたれて、死んだんじゃないかと思ったら……そいつの身体からだが蝙蝠こうもりになって……ッ！」

　警察関かん係けい者しやの中には、『あ、吸血鬼の仕し業わざだな』と確かく信しんする者もいたのだが──彼らを捜査資し料りように加えるわけにもいかないと理解しているので、通りすがりの武ぶ術じゆつの達たつ人じんが彼を助けたのだろうという事で纏まとめられた。

　その話を聞き、ヴォッドを撃った相手が警官隊たいではなく、島に入り込んでいた密輸団だとゲルハルトが気付いた時──

　ヴォッド・スタルフは、島から完全にその姿すがたを消してしまっていた。
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現在　ドイツ南部　トラックの荷に台だい




【私はてっきり警官隊に撃たれた傷だと思っていたのだが……。彼が私と話すとき、どこかローレンツの死を吹っ切った感じだったのは、やるべき事を成したからだろうね。それまで蝙蝠化かもできなかった彼が、密輸団を相手に初めてその力を顕けん現げんさせた事にも驚いたが、彼が一人も殺さずに密輸団を壊かい滅めつさせた事も驚きだった】

　メルヒルムとの会話を続けていたゲルハルトは、過去を懐なつかしむように身体を揺らめかせる。

【それから暫しばらく姿を見せなかったのだが……次に彼の名を耳にした時は驚いたよ。真ま面じ目めに大学を出たかと思ったら、ある政せい党とうに入にゆう党とうしてこの街の市長選せんに立りつ候こう補ほすると言うのだからな】

「それで、今やグローワース島の市長様さまというわけか」

【私にできない事、というのは、てっきり最初は密輸団を倒す事と思っていたのだが──考えて見れば、私と話した時点では既すでに密みつ輸ゆ団だんを一いち網もう打だ尽じんにしていたわけだからな。確かに、市長選に出るなどというのは、人間の戸こ籍せきを持っている彼だからこそできる事だ】

「我々に接せつ触しよくしてきたのも、確かその頃だったな……」

　話に聞き入っていたメルヒルムも、ヴォッドという男の過去に目を向けた。

「吸きゆう血けつ鬼きとしての奴やつは粗そ暴ぼうな小こ物ものとしか言い様ようのない奴だったが。なるほど、お前の話の通りだとするならば、確かに『外げ道どう』という私の評ひよう価かは撤てつ回かいせねばなるまい。……だが、奴を許すわけでもない。いくらお前が頼もうと、奴が私の敵だという事は撤回せんぞ」

　そんな友人の言葉に、ゲルハルトはどこか嬉うれしそうに震え、文字を綴つづる。

【頼むつもりもないさ。彼かれ自身が撒まいた種だ。カルナル祭の時のように、島とう民みんさえ巻き込まなければ私が文もん句くを付ける所ではないからね】

「解わからんな。お前と奴は、一体どういう関係なんだ？」

【私は良きライバルと思っているよ。彼は偉い大だいなる小物だからね】

　身体からだをゆらりと起きあがらせ、ゲルハルトはどこか楽しそうに文字を書き出していった。

【我がバルシュタイン城が夜の側──吸血鬼達たちの守しゆ護ご者しやとして島に君くん臨りんすると言うのならば、ヴォッド・スタルフ市長は正まさしく昼の側──人間達の守護者と言って良いだろう】




【もっとも、彼は残業が好きなようでね。夜の間も守護者たろうとするかもしれないがね】













４章　絶望＆希望、相あい対たいす







グローワース島　ノイルベルク市　市し街がい地ち




　住民達たちが気付いた異い変へんは、小さく、そして、不安を搔かき立てるには十分なものだった。

「……揺れてる？」

　誰だれとも無く呟つぶやいた言葉に、街の人々は互いに顔を見合わせた。

　既すでに夜も更ふけており、寝ている者も多かったのだが──窓まど硝子ガラスの音に目覚め、自分の身体も僅わずかに揺れている事を感じ取る。

　ドイツは元々体たい感かん地震が非常に少ない国であり、自分の周りの全てが揺れている、という感覚に慣れていない者が殆ほとんどだ。

　だが、決して命の危き機きを覚えるような大きな揺れではなく──ただ、小こ刻きざみに揺れている。大だい地ちがぶるぶると震えているという印いん象しようで、だからこそ、島民達に強い不安を与えていた。

　それはまるで、大地が、何かに怯おびえているように感じられたからだ。
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地下洞どう窟くつ




　島の地下洞窟にいたヴァルドレッド・アイヴォンホーは、突然の衝しよう動どうに思わず目を覚ます。

　結局道どう化け娘むすめが彼女を起こすことは間に合わず、事件については特に知らずにいたのだが──

　まるで、自分の身体からだの一部が毟むしられたような感覚に気付き、慌あわてて自分の身体に目を向ける。

　だが、それは自らの幻げん覚かくによる少年の姿すがたをした仮かり初そめの身体であると気付き、ゆっくりと意識を落ちつかせ、本当の自分の身体──グローワース島そのものに目を向けた。

「？　どうしたんですか、ヴァルさん。……あれ？　揺れてる？」

　傍そばにある巨きよ大だいな蕾つぼみの中から、ヴァルと同じ植物を祖そとする吸きゆう血けつ鬼き──セリム・ヴァージェスの声が響ひびく。人間の腕のように太いツルが花か弁べんの中に眼鏡めがねを運び、半分開ひらいた蕾から幼さの残る眼鏡少女の顔が現れた。

　セリムだけではなく、洞窟の中で麻雀マージヤンなどに興きようじていた異い形ぎよう達も何事かと集まってくる。

　皆、島が断だん続ぞく的てきに揺れている事には気付いており、火か山ざんでも噴ふん火かするのではないかとヴァルの様よう子すを窺うかがっていたのだが──

「なに……これ……」

　目を瞑つむったままカタカタと震えるヴァルに、セリムが心配そうに声をかけた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　一いつ体たい何が起こってるんですか？」

「……セリム」

　少年の身体は、ヴァルの意識が造り出した幻げん影えいに過ぎないが、ゲルハルトの紡つむぐ文字と同じように、彼の感情等などがストレートに表現される。その少年の顔がみるみる青ざめ、脂あぶら汗あせすら流し始めるという状況に、周囲の異形達も、何かただ事ではないと緊きん張ちようを走らせる。

　そんな周囲の仲間達に対し、ヴァルが言った事は、ごく単純な事だった。

「何が起こってるのか、僕にも全然解わからないよ……でも……」




「みんな、今すぐ島から逃げた方がいいかもしれない……」
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バルシュタイン城　内部




「おや、ドイツでも地震があるんですね」

　日本出しゆつ身しんのマジーにとっては、地震など慣れてしまったもので、最初はさして焦あせる様よう子すも見せなかった。だが、それが30秒も続くとなると話は別であり、眉まゆを顰ひそめて口を開く。

「ちょっと長すぎるような……」

　夜になって起きてきた彼だが、地震以い外がいにも、一つの違い和わ感かんに気が付いた。

「はて、皆さんはどちらに？」

　普ふ段だんは緑メイドや居い候そうろう達の姿すがたを見かける城内に、今は何の気け配はいも感じられない。

　外で何か起こっているのだろうかと、バルコニーの方に目を向けると──

　そこから、見み覚おぼえのある蝙蝠こうもりの群が飛び込んできて、即そく座ざに市長の姿を形かたち作づくった。

「ウェッ！　ヴォッド市ちょブボフォッ」

「人の面つらぁ見るなり『ウェッ』たぁ素す敵てきな挨あい拶さつじゃあねえか、三流手て品じな師し。あのボンボンとメイドどもはどこに行った？」

　回し蹴げりで蹴け倒たおされた後、背中を思い切り踏みつけられるマジー。

　グエエとうめく元もと部ぶ下かを踏みつけつつ、ヴォッドは違い和わ感かんに気が付いた。

「……なんだぁ？　城、揺れてねえか？」

「わ、私もそれが気になっていた所でして！　なにやら城に誰だれもいないですし……！」

　長い物に巻かれるタイプであるマジーは、踏みつけられながらもヘラヘラと笑って、媚こびた声でヴォッドに答える。

「も、もう一分ぐらい揺れてまして、これ、私の知ってる地震とも違う気が……」

　ヴォッドはそんなマジーの言葉を無む視しし、自分が飛んできたバルコニーに戻り、島の様子を観かん察さつする。




　そして、島の西側を見た瞬しゆん間かん──一つの『異い常じよう』に気が付いた。




　西の空の星が、一部消きえているのだ。

　地上近くから、遥か見上げる程ほどの高さまで、星が一いつ直線に消しよう失しつしている。

　大気圏けん外がいにまで続く黒い塔とうが、島の西に突然現あらわれたかのように。

　目を凝こらしたヴォッドは、それが本当に『塔のようなもの』であると気付き──

　地面の揺れと合わせて、一人の吸きゆう血けつ鬼きの『力』を頭の中に思い浮かべた。




「まさか……レリックか？」
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数分前まえ




　グローワース島が震え始め、星が消える瞬しゆん間かんを見たのは、バルシュタイン城からレリック達を追ってきた吸きゆう血けつ鬼き達たちだった。

　彼らはレリックとワトソンの速さに追いつけず、僅わずかに遅れて現場らしき場所に辿たどり着いたのだが──




「レリック様はどちらに……」

「あ！　あの人じん狼ろうの女の子がいたよ！」

　ピリエの声に皆が目を向けると、丁ちよう度ど人狼の少女が廃はい教会の扉とびらを開ける所だった。

「あんなとこにヒルダちゃんが？」

「超ちようぶっちゃけ、なんかすげーやな予よ感かんすんなあ」

　居い候そうろう達がそんな事を言って顔を見合わせた瞬間────




「「「─────────　────────　　────────　─────────」」」




　大気そのものが震えたのかと錯さつ覚かくするような思おぼしき絶ぜつ叫きようが、廃教会の中から鳴り響ひびく。

　だが、『廃はい墟きよの中から』と判はん断だんできたのは、せいぜい数秒間かんの事だった。

　一いつ瞬しゆんだけ絶叫が止んだ直後、廃教会の窓が一いつ斉せいに割れ、中から黒い霧きりが湧わき出し始める。

　湧き出す、と表現できるのは最初の一秒たらず。

　それはもはや黒い衝しよう撃げき波はといった勢いで、廃教会そのものを黒い霧の中に吞み込んだ。

「なになに!?　なんなの!?

　半分霧と化していたピリエが、空中をクルクルと吹き飛ばされる。

　まだ廃教会まで距離があるというのに、冷たい突風が吸血鬼達に襲おそいかかったのだ。ワトソンと呼ばれていた銀ぎん狼ろうは間かん一いつ髪ぱつで黒い霧に巻き込まれずに済んだようで、それこそ疾しつ風ぷうの如ごとき勢いで教会から飛び退すさっていく。

　突風が止み始めると、吸血鬼達は風の流れが変わるのを感じていた。地面を走っていた者達は、何やら足あし元もとが揺れているのを感じ取る。

「おいおい、マジか……」

　地震かと不安になっていた島の人間達とは違い、彼らは揺れの正しよう体たいを目まの当たりにしていた。




　廃教会があった筈の場所を中心として、地面が消失し始めていたのである。




　石いし造づくりの建物は既すでに影も形もなく、黒い霧が地面を抉えぐり溶かし、巨きよ大だいな渦うずを作り始めていた。

　渦の大きさはテニスコート二面分ほどだが、少しずつ地面を削けずりながら広がりを見せている。

中央からは巨きよ大だいな黒い霧きりの柱が立ち上っており、それが先せん端たんの解わからぬ程ほどの高さまで成長し、星の一部を綺き麗れいに隠かくし去っている。

「黒い霧……？」

　メイドの呟つぶやきに、体勢を立て直したピリエが目を丸くしながら呟いた。

「うっひゃあ……。ねえねえ、霧っていうか……あれ……何？」

　彼女のみならず、視し力りよくが常じよう人じんよりも優れた数名の吸きゆう血けつ鬼きは、その黒い柱の正しよう体たいをハッキリと認にん識しきしていた。

　霧が凝ぎよう縮しゆくされて水に戻ったかのように、それはもはや黒い濁だく流りゆうとでもいうべきものだった。色が黒く見えるのは──その濁流が、物もの凄すごい密みつ度どの蝙蝠こうもりの群と溶とけ合っているからだろう。

　水の中を蝙蝠が泳いでいる、というよりも、ホログラムシールの色しき調ちようが光の角かく度どで変化するような滑なめらかさで、濁流と蝙蝠が交こう互ごに変化し続けているように思える。

　更さらに視力の良い吸血鬼の一人は、あるおぞましい事実に気付き、思わず目を背そむけていた。

「おい、どうしたんだよ!?」

「何が見えたの!?」

　仲間達の問いに、居い候そうろう吸血鬼の一人は顔を顰しかめたまま、自分に見えた事実を口にした。

「あの蝙蝠……全部……目ン玉がねぇ」




　眼球の欠けつ如じよした蝙蝠の群が、濁流と化しながら夜空に向かって駆かけ上る。

　まるで、世界に目を向ける事を拒否するとでもいうかのように。
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数分後ご




　──なんだこれは……ッ!?

　蝙蝠と化して島の北に向かっていたドリッキーは、その途と中ちゆうでこの異い変へんに気付いていた。

　エベレストより高いのではないかと思える程ほどの黒い柱。吸血鬼としての夜よ目めが無ければ、遠とお目めには星が消えたとしか思えないだろう。

　だが、吸血鬼であるドリッキーには、それが雲や竜たつ巻まきの類たぐいではないというのは即そく座ざに解わかった。

　──冗じよう談だんじゃない。私は名めい探たん偵ていであって、アメコミヒーローではないんだぞ！

　──これは推理ではなく予よ感かんだが……まさか、ワトソン君が関わってたりはしないよな？

　そんな事を考えながら、慎しん重ちように蝙蝠の塔とうへと近づいていくのだが──

（ご明めい察さつ。君の相あい棒ぼうも微び妙みように関わっているよ。勘かんが鋭いのもまた名探偵というべきかな）

　という、聞き慣れた心の声が鳴り響ひびいた。

（ミラルド!?　お前、どこにいる!?）

　念ねん話わに長たけた相あい棒ぼうではあるが、ホーキングと違ってその能力には射しや程てい範はん囲いがある。この近くに居る筈はずだと判はん断だんし、ドリッキーは周囲に意識を巡らせた。

　すると、すぐ側そばの送そう電でん線せんの上に立つ人ひと影かげを見つけ、その周囲を蝙蝠こうもりの姿すがたのまま飛び回る。

「やあ。気付いたね。流石さすがは自じ称しよう名めい探たん偵てい。大した観かん察さつ力りよくだ」

（なにが『やあ』だ！　巫ふ山ざ戯けている場合じゃない！　あれは一体なんだ!?　ワトソン君が関わっているというのは本当か!?　まさかあの中に取り込まれてるんじゃないだろうな!?　何をのうのうと見てるんだ助けに行くぞ！）

　そんな複ふく数すうの問いが入り交じった思し考こうを一秒足たらずの間に叩たたきつけられるが、ミラルドはそれをさらりと処理して言葉を返した。

「ＯＫ、順じゆん番ばんに答えるよ。あれがゲルハルトさんの息子むすこのレリック君さ。君の相棒はさっきまで彼と一いつ緒しよだったんだけど、今は安全な場所まで下がってバルシュタイン城の吸きゆう血けつ鬼き達たちと何か話してるよ。あそこは射程外だから何を話してるのかまでは解わからないけど、取り込まれてはいないのでとりあえず安心だね」

　ミラルドは一いつ旦たん肩を竦すくめ、爽さわやかに笑いながら言葉の続きを口にする。

「つまり、君の相棒は助けが必要な状況じゃないから安心だ」

（何を暢気のんきな！　一体何なにがどうなってるんだ！　あの蝙蝠の柱がゲルハルト殿の息子だと!?　一体なんの意い図とがあってあんなとんでもない蝙蝠柱ばしらを島に作るんだ！　お前のことだ、どうせもう近づいて心の一つでも読んでいるんだろう！）

「ああ、もちろんさ。薄い霧きりになってこっそりと射程範囲内ないに忍しのび寄って、じっくりと彼の心を観察させてもらった。ワトソン君に臭においで気付かれかけたけどね」

　ハハ、と小こ粋いきな感じで笑うミラルドの顔面に、蝙蝠の群が襲おそいかかる。

「こら止めろドリッキー！　心が読めても躱かわしきれないもんは躱しきれないんだぞ！　霧む化かして避けるのとか面倒めんどくさイギギギギギ」

　片かた耳みみを蝙蝠に思い切り引っ張られ、ミラルドは思わず悲鳴をあげかけた。その耳の穴に意識を集中するように、ドリッキーは心しん中ちゆうで思い切り叫び声を上げた。

（回りくどい話はいらんッ！　結けつ論ろんだけ言え！）

「おっとっと。解わかった、解ったよ。……単純な話さ。彼ね、ついさっき、恋人である人間の心しん臓ぞうを抉えぐり取られたんだよ。島で噂の殺人鬼さんにね」

（なッ……）

　一いつ瞬しゆん思し考こうが停止したドリッキーに、ミラルドはパン、と手を鳴らし、ケラケラと笑いながら事実だけを突きつける。

「なんの意図であんな事をするかって？　意図なんてないさ。彼はただ、世界に絶ぜつ望ぼうしてるだけなんだから。自分自身を含めた、この世の全てに対する憤ふん怒ぬってとこかな」




「その辺が実に人間らしくてねえ、なるほど、ゲルハルトさんの息子むすこだって納なつ得とくしたよ」
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「ええと、ワトソンちゃんだっけ!?　何があったの」

　半分空そらを飛びながら、慌あわてて駆かけ寄るピリエに──銀ぎん髪ぱつの少女は、少しだけ悲しげに目を伏せながら淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。

「ヒルダ、血だらけだった。胸に穴、開いてた。動かなかった。ヒルダの友達の人、叫んだ」

　端たん的てきな言葉だったが、聞いていた者達は皆、レリックが何を見たのか、そしてヒルダの身に何が起こったのかを察し、驚いた顔をお互いに見合わせる。

「噓うそ……」

　ヒルダが死んだらしい、という事を信じられず、ピリエはワトソンに問い返そうとしたのだが、噓をついたりするようなタイプには見えない。

「じゃ、じゃあ……レリックは……？」

　道どう化け姿すがたの少女の問いかけに、ワトソンはスンスンと鼻を鳴らし──巨きよ大だいな黒こく塔とうを指さした。

「ヒルダの友達の人、アレ全部」

　そして、塔の根ね本もと。最初に現れた時の倍ばい近ちかくまで膨ふくれあがっている大おお渦うずの中心を指して一言。




「ヒルダは……あのへん」
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　蝙蝠こうもりの柱の根本。島の大地を削けずり取りながら成長する巨大な渦の中心で、ヒルダの身体からだは音もなく空中に浮かんでいた。

　レリックの身体は、もはやどこにも存在しない。

　正確に言うならば、レリックの身体は全て霧きりと蝙蝠へと変へん貌ぼうし、島の大地や大気と同どう化かしながらとてつもなく巨大な『何か』へと変じていた。

　しかし、意識だけは──もはや身体を操あやつる事すらできなくなった、薄ぼんやりとした理り性せいだけが、ヒルダの周りにまとわりついている状態だった。




　──ヒルダ。

　──……ごめんよ。

　──どうして。どうしてこんな事に。




　だが、その理り性せいすら、今や絶望を止める楔くさびにはならなかった。

　レリックの心の一部は、ヒルダを失った理由を問い続ける。だが、感情の大たい半はんは、そんな事に意味はないと断じるように──レリックを止めようの無い怒りと絶ぜつ望ぼうに駆かり立てた。

　吸きゆう血けつ鬼きの王になるべく造り出された少年は、何か意い図とがあるわけではなく──

　ただ、感情の流れるままに、自分の『力』の全てを委ゆだねる事にした。

　子供が癇かん癪しやくを起こし、自分の手が壊こわれるのも構わず壁を殴なぐりつけるように。

　ただ、絶望に対する怒りを全力でどこかにぶつけたかっただけなのかもしれない。




　自分自じ身しんの拳こぶしが、どれほどの力を持っているのかも知らぬまま。
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（じゃあ、怒りが収まるのを待つしかないというのか）

　ドリッキーの問いに、ミラルドは肩を竦すくめて答えを返す。

「理性が残ってる相手なら、どんな凶きよう悪あくな化ばけ物ものでも大人おとなしくさせる自信はあるけどね。脳のう味み噌その中に直接恋こい人びとの幻げん影えいを見せるって手もあるけど、それができるほど、僕はレリック君の彼女さんとやらを知ってるわけじゃないし。相手の記き憶おくを探って、それを元にってのもできるけど……今の僕じゃぶっちゃけ無む理りかな。そろそろ身体が渇き過ぎて、力を抑えるのも限界だ」

　ハハ、と笑うミラルドに、彼の周囲を飛び交うドリッキーは心の中で声を荒げた。

（おい待て!?　お前、夜明けまで保もつと……）

「ごめん、あれ噓うそだった。いや、言った瞬しゆん間かんは噓じゃなかったけど、やっぱり無理だった」

（お前……ッ！）

「いやあ、他人の心は読めても、僕ぼく自身の事は分からなかった……。これ、君きみ好ごのみの探たん偵てい小説にありそうな締めくくりじゃないかな。読どく心しん術じゆつ使える探偵や犯人なんて珍めずらしいと思うけど」

　他ひ人と事ごとのように言うミラルドに、ドリッキーはいよいよ古こ代だい鮫ざめの吸血鬼を呼び出して丸まる吞のみにしてもらわねばと決意しかける。

　そんな友人の心を読みながら、ミラルドは尚なおも気き楽らくな調子で語り続けた。

「ジョージさんに吞み込まれるのは勘かん弁べんだなあ。嚙かみ砕くだかれそうだし。……それにしても、島の一つを丸ごと狼おおかみに変えられるとか聞いてたけど、ぶちキレてあの程てい度どじゃあ、ちと大おお袈げ裟さに言い過ぎなんじゃないかな？　これじゃ島のほんの一部に過ぎないじゃないか」

（言ってる場合か！）

　ドリッキーはそのまま、更さらなる罵ば倒とうを心に並べ立てようとしたのだが──

　不ふ意いにミラルドの表情から笑えみが消え去り、小こ刻きざみに瞼まぶたと唇くちびるが震え始める。

（おい、どうした）

　問いかけるドリッキーに反応し、ミラルドが笑顔を取り戻したのは数秒後ごの事だった。

　だが、彼の笑顔には微び妙みような変化が現れている。

「まいったね」

（何がだ）

「いや、今、ホーキングと長なが話ばなしをしてたんだけどさ」

（……）

　僅わずか数秒の間ではあるが、念ねん話わに長たけた者同どう士しの場合、非常に密みつ度どの濃い会話ができる為ため、通常の時間の感覚は当てはまらない。

　そんな事よりも、ミラルドが困った顔をしているという事の方を珍めずらしく思い、余よ計けいなことは考えずに相手の言葉の続きを待つ事にした。

　彼もこの島の様よう子すを見てたらしいんだけど……

　一いつ旦たんそこで口を閉じ、更さらに苦く笑しようの色を濃くしながら続きの言葉を吐き出した。




「……下へ手たすりゃ、地球の危き機きだってさ」




（……。……。……。……は？）

　あまりに唐とう突とつな言葉に、ドリッキーの心は一いつ瞬しゆん空くう白はくとなった。

「いやね、ホーキング、そういう計算だの分ぶん析せきだの凄すごい得意だろ？　それで、あの状態について分析したらしいんだけど……。あれ、力を奮ふるってるわけじゃなくて、その前の段階だってさ」

（前の……段階？）

「つまり、拳こぶしを振り上げてるだけってこと。弓で言えば、限界まで弦つるを引っ張ってる状態かな。バネを押し込めるように、力を凝ぎよう縮しゆくできるだけ凝縮してるのさ、その反動で、力を一気に開放する為にね」

　その言葉の意味を理解し、ドリッキーが変じる蝙蝠こうもりの群が、一いつ斉せいに黒い柱に目を向けた。

（ちょっと待て。つまり、思いっきり凝縮してるのに、あんな巨きよ大だいな塊かたまりって事か？）

「ただでさえ凄すごい威い力りよくの爆ばく弾だんが、山のように積み上がってる感じかな。で、ホーキングがさ、興きよう味み本ほん位いで計算してみたんだって。その『拳』が、本当に闇やみ雲くもに振り下ろされたらどうなるのかって」

　ミラルドは鏡かがみ眼鏡めがねを右手でクイ、と上げ、溜ため息いきと共に言葉を紡つむぐ。

「月ぐらい」

（月？）

「地球の中で、その……月ぐらいの容積の分が、一気に蝙蝠か霧きりか狼おおかみかは知らないけど……つまり、彼の一部になっちゃうってさ」

　冗じよう談だんを言っている場合ではない。ドリッキーはそう思いかけたが、目の前にいるのは、こんな時にホーキングの名を出してまでジョークを言うような男ではないと知っていた。

　あまりにも途と方ほうもない話に、ドリッキーは蝙蝠こうもりの翼つばさをはためかせる事しかできなかった。

　一方で、それまであくまで他ひ人と事ごとを貫つらぬいていたミラルドは、関係者になったのは予よ想そう外がいだという態度で首を鳴らす。

「やれやれ、そんな事になったらマントルだの地ち殻かくだの大気だの、どんなになっちゃうのかな。玉ド虫ウ色ーの奴やつなら、こんな状況すらエンターテイメントだって楽しむんだろうけど。正直、地球が無くなるのは困る。僕、太陽苦にが手てだし。会話相あい手てがホーキングだけになるってのもねえ」

　自分は地球が無くなっても生きていけるという自信でもあるのか、どこかずれた心配をするミラルド。

　そして彼は、鉄てつ塔とうの上からキョロキョロと地上に目をやり──

「見つけた」

　と、一ひと言こと呟つぶやいた。

（見つけたって、何をだ？）

　ドリッキーの問いに、ミラルドはあっけらかんと言葉を返す。

「君の気にしてた、連続殺さつ人じん鬼き」

（……はぁ!?）

　友人の思し念ねんが乱れるのを聞きつつ、ミラルドは眼がん下か──ワトソン達とは別の箇か所しよから、巨きよ大だいな蝙蝠の塔とうを撮さつ影えいしているテレビクルーに目を向けた。

「じゃ、ちょっと行ってくる。僕もレリック君も、ちょっとガス抜きしないとね」

（ガス抜き？）

　相あい棒ぼうの意い図とが全く見えないドリッキー。鏡かがみ硝子ガラスに遮さえぎられ、ミラルドの目を窺うかがい知る事はできず──ただ、口くち元もとの笑えみだけがいつも通りに輝いていた。

「少しの間、『スピーカー』になってくるよ。それで少しは僕の渇かわきも癒いえるかもしれないし」

（ええい考えている暇ひまはない。一いつ体たい何をする気なんだ？）

　ストレートに尋たずねる自じ称しよう名めい探たん偵ていに、鏡かがみ眼鏡めがねの吸きゆう血けつ鬼きは、やはり笑いながら答える。




（教えてあげるだけだよ。怒りのぶつけ所が解わからない少年に、憎にくい憎い憎い、恋人の仇かたきをね）
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　島の西側は市し街がい地ちからは離れており、観光資し源げんも殆ほとんどなく、教会が燃えてからは民みん家かすらまばらとなっている地ち域いきだ。

　よって、『人間』でその光こう景けいを見ていたのは、ＺＺＺネットワークの取しゆ材ざいチームだけだった。

　音おん響きよう担当の男は、自分がまだ何か夢を見ているのではないかと何度も舌したを嚙かみかける。だが、その度に鋭い痛みを味わい、目の前の景色けしきが現実だという恐きよう怖ふに晒さらされる。

　冷たい風が、自分達の周りを吹き抜けていく。

　先せん刻こく──黒い蝙蝠こうもりの塔とうが現れた瞬しゆん間かんは、風は塔からこちらに向かって吹き付けてきた。

　だが、今は自分達の背後から、あの黒く蠢うごめく塔に向かって風が奔はしり、まるで、周囲の大気があの塔に引き寄せられているかのようだった。

　世界の終わり。

　島の一部、自分達の目の前だけで起きている現げん象しようにも関わらず、そう呼ぶのが相応ふさわしいように思えた。

　──なんだよ。

　──何が起こったんだよ！

　音響担当は考える。先刻まで、自分達は確かに現実の上を歩いていた筈はずだ。だが、人じん狼ろうと疑わしい少女を取しゆ材ざいしようとしていたあたりから記き憶おくが飛び──気付けば、山の中ちゆう腹ふくにある駐ちゆう車しや場じように倒れていた。

　そして、視し界かいの中にいた金きん髪ぱつの少年が、無む数すうの蝙蝠の群へと変化して飛び立った。

　自分が寝ぼけているのだと思い込みたかったが、周囲のクルーも見ていたようで、目を輝かせながら上じよう司しでありレポーターでもあるユナが傍そばにいた少女に突とつ撃げき取材を行っていた。

　──それから……。

　──ダメだ、思い出せない。

　──ユナが俺おれを起こしてくれて……そしたら地面が揺れてて……。

　意識がハッキリしてくると共に、改めて目の前の光こう景けいに目を向ける。

　数十秒間かんそれを見つめた後、やっと心の中にどうしようもない焦しよう燥そう感かんが湧わき起こり、指ゆび先さきを奮ふるわせながら口を開いた。

「……なんなんだよこれ……洒落しやれにならねぇって！　ユナさん！」

　音響の男の言葉に、ユナは厳きびしい顔をしながら言い放つ。

「いいから仕事を続けなさい！　私達は今、歴史が変わる瞬間……いえ、常識が終わる瞬間を目にしてるの！」

　眼鏡めがねの女レポーター──ユナ・リーベルカの言葉に圧あつ倒とうされ、クルー達は互いに顔を見合わせる。カメラマンは無む言ごんのまま蝙蝠の柱や渦うずを撮とり続け、その表情は窺うかがい知れない。

「逃げたければ逃げて構わないわ。私が自分でカメラを持って、この光景を撮るまでよ」

　女の目には、世紀の瞬間を前にした輝きの色すら浮かんでいた。

　説得は無む駄だだ。そう思った音響係の男は、他のクルーに視線を送る。

　カメラを構えている男の目は確かく認にんできなかったが、他の者達は皆、自分と同じような不安や迷いといった感情が瞳ひとみの中に満ちている。

　──やっぱり、逃げるべきじゃ……。

　周囲の仲間達も同じ事を考えているのだろうか。いつもと違う調子の声で、「逃げたい」だの「もう御ご免めんだ」だのといった言葉が聞こえて来る。

　中には、故こ郷きようの妹の顔を思い浮かべて、会いたいと口にしている者も──

　──……。あ？

　そこで男は、違い和わ感かんに気付く。

　──妹って……あれ、なんだ　？

　声ではない。仲間の妹の顔が、音を聞くような感覚ですんなりと頭の中に入ってきたのだ。

　しかも、会った事がない少女の顔が、何な故ぜか妹だと認かく識にんできた。

　──あれ、おい、なんだこれ。

　混乱する男の頭に浮かぶのは、とある強烈な映像だった。

　その鮮せん明めいなイメージが頭の中に止めどなく流れるのを感じ──男は、青ざめながら首を振る。

　──幻げん聴ちようと幻げん覚かくまで見えるようになっちまったか？

（なんだこりゃ、幻聴か？）（おいおい、勘かん弁べんしてくれ、これ、さっきの女の子だろ）

　周囲を見ると、他のテレビクルー達も、不安げな顔で周囲を見渡している。そして、自分の考えと同じような事を口くち走ばしっている。最初はそう思ったのだが、よく見ると、皆の口は動いていない。だが、声は確実に頭の中に響ひびいてくるではないか。

　──よし、逃げよう。

　男はそう決けつ断だんし、こっそりと後ずさりを始めようとしたのだが──




（（（（（（『『『■■■■■■■■■■■■』』』））））））




「うああぁぁぁッ!?」

　頭の中に強い『何か』が流れ込み、思わず悲鳴を上げてしまう。

　見ると、それは周囲のクルー達も同じだったようで、皆も声を上げたり蹲うずくまったり、様々な反応を見せている。ユナも顔を恐きよう怖ふに引きつらせていたが、それでも視線を蝙蝠こうもりの塔とうから外してはいなかった。

　──ダメだ。

　そんな言葉だけが、頭の中に浮かんでくる。

　頭の中に入ってきた『それ』は、音ではない。光こう景けいではない。

　強きよう制せい的てきに、心に『感情』がねじ込まれたような感覚だった。

　言葉の形こそしていなかったものの、その『感情の塊かたまり』が何を言いたいのかは理解し、音おん響きようの男は確かく信しんする。

　それは、先せん刻こくの自分の決意に反応して、次のような意い思しを紡つむぎ出したのだろうと。




　逃がさない。

　誰だれ一人、逃がさない。





†






数十秒前まえ




　闇やみ。

　その時のレリックには、普ふ段だんの人間らしい意識は存在していなかった。

　敢あえていうならば、暗くら闇やみの中で『何かをしている』自分には気付いていたものの、何をしているのか、何を求めているのかも上う手まく考えられない。

　夢の中で、自分の身体からだが勝かつ手てに動いている感覚。それが夢なのかどうか判はん別べつもつかない、非常に曖あい昧まいな──意識がありながらも無む意識であるという奇き妙みような状態の中をたゆたっていた。

　怒りや悲しみを通り越し、どこまでも深い絶ぜつ望ぼうに支配された感情が、彼の『力』と融ゆう合ごうを果たし、黒い濁だく流りゆうとなってヒルダの身体の周りを包み込んでいる。

　レリックという個人の意識と、吸きゆう血けつ鬼きとしての膨ぼう大だいな力。

　本来、全く別の次元の存在である筈はずの二つの要素が、複雑に絡みあい、レリックの存在そのものを歪ゆがめていく。

　意識そのものは世界の中に拡かく散さんしていくのに対し、力は徐々に凝ぎよう縮しゆくされつつあった。

　薄らいだ意識が、『力』の濁だく流りゆうに押し流される。

　明確な自じ我がはないのだが──それでも、時とき折おり濁流の中から、浮うき島しまのように意識の欠片かけらが浮かび上がっては消えていく。

　その途と切ぎれ途切れの意識の中に浮かぶのは、泥どろのような悔かい恨こんと謝しや罪ざいの言葉。





　　　　──ごめんよ、ヒルダ







　　　　　──君を、守れなかった






──ごめんよ　ミヒャエル





　　　　　　──僕は　ヒルダを守れなかった







　──もう一つ　君には謝らなきゃいけないかな







　　　　　──僕は　もう自分が止められそうにない






──巻き込んで殺しちゃったら　本当にごめん





　　　　　　──義と父うさん　フェレット　ごめん







　──僕は、いい家族じゃなかったよ







　　　　──さようなら　みんな







　　　──みんな　　みんな







　　　　───────────────────────なくなってしまえ






　絶ぜつ望ぼうの海に、完全にレリックの意識が沈みこむ。

　自らの中心にヒルダの身体からだを浮かべるレリック。

　だが、今の彼には、もうヒルダはただの記号にしか過ぎず──。

　理り性せいを奪うばわれた身に、希望を宿す事などはできる筈はずもなかった。

　もっとも、理性があったとしても──

　結局そこには、心しん臓ぞうを抉えぐられたヒルダという絶望しか存在していないのだが。




　だが、そこに『変化』が訪れる。

　霧む散さんしかけていたレリックの心に、ある『光こう景けい』が流れ込んだのだ。

　ヒルダの姿すがたが見え、力の濁だく流りゆうの中を漂ういくつかの意識が、瞬しゆん時じに統一される。

　──ヒル……ダ？

　溺おぼれかけていた自じ我がが、その『光景』に吸い寄せられた。

　完全に意識が覚かく醒せいしたわけではないが、そこに何か、自分への救いがあると信じて。

　しかし──その光景は、彼を絶望から救い出すような希望の光ではなかった。

　頭に強きよう制せい的に流れ込んでくる映えい像ぞう。その中にあったのは、絶望の再現。




　意識を失っているヒルダを、教会の説せつ教きよう台だいに立てかける細い腕。

　その腕の主が、妙みような機き具ぐをヒルダの胸に押し当てる。

　　　　──ヤメロ。

　少女の胸むな元もとに固定された機き具ぐは、奇き妙みようなフォルムの拷ごう問もん具ぐのようにも見えた。

　　　　──ヤメロ……ヤメロ。

　だが、光こう景けいと共に流れてくる、機具の持ち主の意い思しが告げている。

　圧あつヤメロ倒とう的な殺さつヤメロ意い。彼女を殺ヤメロす、いや、殺ヤメロしたという意いヤメロ思しがハッキリと伝ヤメロわってくヤメロるヤメロヤメロヤメロ。

　細い足がヤメロヤメロ機具のヤメロ上からヒルダのヤメロヤメロ胸ヤメロをヤメロ、思ヤメロヤメロヤメロい切ヤメロヤメロヤメロヤメロり踏みヤメロヤメロヤメロつけ、不ぶ気きヤメロ味みな音ヤメロヤメロが響ひびきヤメロヤメロヤメロヤメロ、そして──ヤメロコロスコロスコロスコロスコロシテヤルコロシテヤルソレイジョウナニカシテミロオマエヲゼッタイニ────




　血ち溜だまりが広がり、彼女の心しん臓ぞうは抉えぐり抜かれた。




　そして、それだけでは終わらない。

　今の同じ光景が、何度も何度も繰り返される。

　レリックは気が付いた。これは、ヒルダを殺した者の記き憶おくだと。犯人は、その光景を、何度も、確かめているのだと。

　光景と共に流れ込んでくる感情が、伝えていた。




　犯人は──ヒルダを殺した事について、満足しているという事に。




　──殺してやる。




　絶望を振り払う程ほどの憎にくしみが、レリックの意識を覚かく醒せいさせる。

　膨ぼう大だいな力の奔ほん流りゆうの中に、確かつ固こたる『理り性せい』を取り戻したのだ。

　そして、理性は流れ込む思し念ねんから、一つの結けつ論ろんを導き出す。

　ヒルダを殺したのは──吸きゆう血けつ鬼きでも人じん狼ろうでもなく、紛まぎれもない、ただの人間であると。




　──殺してやる、ヒルダを殺した奴やつを、この手で、絶対に殺してやる。




　レリック・フォン・バルシュタインが、生まれて初めて抱いた殺さつ意い。

　歯は止どめの利かぬ殺意を叩たたきつける相手を探すため──彼は流れ込んでくる思し念ねんをより深く感じ取る事にした。何な故ぜ思念が流れ込んでくるのか、そんな事はどうでも良い事だ。ヒルダを殺した瞬しゆん間かんの思念と共に、レリックが造り出している光景を見て驚きよう嘆たんしている感情も窺うかがえる。

　つまり、今、自分の傍そばにその犯人がいるという事だ。

　そんな時──新たな思し念ねんが流れ込んできた。




（よし、逃げよう）

　そんな意い思しが、彼の中に流れ込む。

　人間が、逃げようとしている。

　ヒルダを殺した『人間』が、逃げようとしている。

　今のレリックは、確かに理り性せいを取り戻していた。

　だが、その理性は決してまともであるとは言えなかった。

　ヒルダの復ふく讐しゆうに取り憑つかれているレリックにとって──ヒルダを殺したのは『人間』だという事がもっとも重要な事であり──

　──逃がさない。

　──誰だれ一人、逃がさない。




（（（（（（『『『■■■■■■■■■■■■』』』））））））




　歪いびつな感情が、形となって吐き出され──

　レリックの理性を支配していた膨ぼう大だいな『力』は、彼の底知れぬ『怒り』によって逆に支配される結果となった。




　もっとも、それにどれだけの差さ異いがあるのかは誰にも解わからず──

　そうなるように仕向けたミラルドにとっても、根こん拠きよの無い賭かけに過ぎなかったのだが。
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「あッ」

　居い候そうろう組ぐみの中でもっとも視し力りよくの良い吸きゆう血けつ鬼きが、蝙蝠こうもりの塔とうに起きた変化に気が付いた。

「蝙蝠の目が……」




　濁だく流りゆうの中に無限に存在する蝙蝠達たちの顔に、一いつ斉せいに青い光が灯ともる。

　それまで欠けつ落らくしていた眼がん球きゆうが一斉に顕けん現げんし、不ぶ気き味みな輝きを瞬またたかせる。もっとも、その輝きもすぐに黒の濁流に吞み込まれていくのだが──それを境さかいに、蝙蝠の塔自じ体たいに大きな変化が現れた。

　それまで直線的だった塔が、空に昇る途と中ちゆうから枝えだ分わかれを始め、漆しつ黒こくの大たい樹じゆへと変へん貌ぼうしていくではないか。

　そして、枝の一つ一つが空から地上に向かって伸び始めた時、道どう化け娘むすめ達は気が付いた。

　その『枝』の一本一本が、黒い、人間の腕の形をしているという事に。

　数百、数千、数万という影の腕が、空から地上目め指ざして降りてくる。

　ピリエ達は一いつ瞬しゆん身み構がまえたが、どうやら、枝が向かってくるのはこちらではないらしい。

「あれ……あそこ……人がいるよ！　テレビカメラ持ってる！」

「……ッ！　いけない！」

　何か危険な気け配はいを感じたのだろう。十数人いた緑の服のメイド達が、四人一組の編へん成せいで飛び出し、人間達の救助に向かう。

　だが、枝は寄り集まりながら巨きよ人じんの如ごとき腕を紡つむぎ出し、想そう像ぞうを超えるスピードで人間達に迫っていく。人間達も逃げようとしていたようだが、いつの間にか渦うずから伸びた小さな影の手が彼らの足を絡からめ取っているようだ。

「……間に合わない！」

　──レリック様に、人殺しをさせてはいけない！

　──人を手にかけるとしても、このような曖昧な形であってはならない！

　そんな想いと共に、メイド達は地を蹴けるが、やはり、あと一歩の所で間に合いそうもない。

「ダメ……ダメだよレリック！　レリックはそんな事しちゃダメだよ！」

　道化娘が蝙蝠こうもりの大たい樹じゆへと飛びながら叫ぶが、聞き入れられる様よう子すはない。




　一人の吸きゆう血けつ鬼きが抱いた絶望と怒りが、人間の手を形どり、人間達を押し潰つぶそうとする。

　ミラルドは少し離れた場所に避ひ難なんしながら、

「滑こつ稽けいな話だね。彼に同情はするけどもさ」

　と、半分達たつ観かんしたような調子で呟つぶやいた。

「さて、これで彼が人間達を殺して復ふく讐しゆうを果たしたとして……」

　そこまで独ひとり言ごととして口にし、最後の言葉は自分の心の中にだけ響ひびかせた。

　──それでもまだ絶望したままなら、結局の所、地球はおしまいって感じかな。




　終しゆう末まつを想そう像ぞうしている部ぶ外がい者しやを余よ所そに、島の主あるじである吸血鬼は、自分の絶望を力に変える。

　島の吸血鬼達たちは、何をどうした所で、彼を止めることはできないという絶望に囚とらわれる。

　ただの人間に過ぎない者達は、助かる可能性などないと、ただ純じゆん粋すいに絶望する。

　良く解わかっていないワトソンを除き、その場に居た殆ほとんどの人間が絶望の沼ぬまに足をとられた、まさにその瞬しゆん間かん────




　希望と呼ぶべき存在が、空から流りゆう星せいのように現れた。




　ヴォッド・スタルフという名の、小さく、矮わい小しようで、小こ物もの極まりない希望の星が。
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　レリック・フォン・バルシュタインの現在の状態が蝙蝠こうもりの大たい樹じゆだとするならば──

　空から降り注そそいだ『それ』は、蝙蝠の流りゆう星せいとでもいうべき存在だった。

　人間の目には殆ほとんど知ち覚かくできないであろう、漆しつ黒こくの砲ほう弾だん。四トントラックほどの大きさのあるその塊かたまりは──それこそミサイルのような勢いで、黒い腕に勢いよく突き刺さる。

　と、次の瞬しゆん間かん、空から飛んできた蝙蝠が、そのまま本当に四トントラックへと変化した。

　巨きよ大だいな鉄の塊の衝しよう突とつによって、蝙蝠の腕は強きよう制せい的てきに動きを止める事となる。

　大たい樹じゆの幹みきを庇かばう形で、無む数すうの腕を生はやし、トラックの勢いを受け流した。

　そのまま霧む化かを続ければ突き抜けでいく筈はずだが、敢あえて大樹はトラックを受け止める。

　恐らくは、無む意識のうちに内部にあるヒルダの身体からだを守ったのだろう。

　内部で何が起こっているのか、そんな事情は知らぬまま、そして、知ろうともせぬまま──

　ヴォッドは人間の姿すがたを取りながら、人の形を留とどめていないレリックの前に舞い降りた。




　いつも通りの人間の姿を取る市長は、巨大な蝙蝠の樹きとの対たい比ひで随ずい分ぶんと小さく見える。

　市長は首をゴキリと鳴らし、眼がん前ぜんの異い形ぎように目を向けた。首だけを見れば見上げている形だが、サングラスの奥に光る目は、明らかに相手を見み下くだしている。

「よう、ボンボン。背せ伸のびしてえ年とし頃ごろなのは解わかるけどよ、ちょいとばかりやり過ぎたな」

　一体どこにその自信があるのか、あくまでも上から目め線せんで言い放つ。

「とりあえずよ、今すぐそこにあった教会を元に戻せ。そうすれば半はん殺ごろしで勘かん弁べんしてやる」

　ヴォッドの不ふ敵てきな提てい案あんに対し、レリックは反応を示さない。

「もう一いち度ど言うぞ、教会を、元に戻せ」

　言葉を理解できているのかいないのか、邪じや魔まをするなとばかりに、無数に伸びる巨大な黒くろ腕うでの一本を振り上げた。

「ヴォッド様ッ！」

　呆ぼう然ぜんとした顔で成り行きを見守っていた道どう化け娘むすめが我に返り、元の主人に迫る巨大な黒腕を見て叫び声を上げた。

　彼女の声が聞こえているのかいないのか、ヴォッドは頭上を見つめたまま一歩も動かない。

　居い候そうろうの吸きゆう血けつ鬼きの一人は、ヴォッドが恐きよう怖ふで動けないのだと思い「やべえ、ヴォッドの旦だん那な死ぬぞあれ」と呟つぶやいた。

　だが──市長は動かぬまま、淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。

　余よ裕ゆうでも焦しよう燥そうでも、英えい雄ゆう的てきな自己犠ぎ牲せいの感情でもなく、純じゆん粋すいな苛いら立だちを声の中に籠こめながら。

「……手前てめえが勝かつ手てにどうこうしていい場所じゃねえっつってんだよ、糞くそガキ」

　刹せつ那な──ヴォッドの背後から無む数すうの蝙蝠こうもりが湧わき上がり、巨きよ大だいな壁を造り出す。

　そして、その壁から象ぞうよりも巨大な狼おおかみの顎あごが生まれ、迫り来る巨きよ人じんの黒くろ腕うでを嚙かみ千ち切ぎった。




「!?」「！」「えッ!?」「うぉッ！」「！　……！　……!?」「はぁあ!?」「！」「!?」




　余りにも予想外がいの光こう景けいに、バルシュタイン城の吸きゆう血けつ鬼き達たちは誰だれもが目を丸くした。

　普ふ段だん冷静なメイド達ですら、驚いたような表情でヴォッドの事を凝ぎよう視しする。

　身体からだを半分霧む化かして宙を飛んでいた道どう化け娘むすめも動きを止め、口をパクパクさせていた。

　そんな周りの状況に気付いているのかいないのか──ヴォッドはレリックの巨きよ影えいに対し、鼻で笑いながら言葉を紡つむぐ。

「……はッ、俺おれがこんなマネできるのがおかしいか？　なあ、ボンボン」

　いつも通りの下げ品ひんな笑えみを顔面に貼はり付け、ヴォッドは自じ慢まんげに両手を広げ、自らの足あし元もとに、レリックと同じような黒こく霧むの渦うずを生みだした。

　規き模ぼは違うものの、同じように地面を削けずり取りながら少しずつ広がる黒い渦。

　そんなヴォッドに対し、レリックはなんの感かん慨がいも抱かないのか──巨きよ樹じゆに新たな枝を生はやし、二十本近ちかい巨人の黒腕をグローワース島の上空に靡なびかせた。

　恐らくは、その無数の腕で一気にヴォッドを払いのけるつもりなのだろう。あるいは、何本かを囮おとりにして残る腕で人間達を襲おそうつもりだろうか。

　どちらにせよ構わないといった表情で仁に王おう立だちを続けるヴォッド。黒い渦の大きさは急速な広がりを見せ、いつしか小さな池ぐらいにまで広がっていた。

「ああ、もういいわ。なんか、話通つうじねえぐらい蝙蝠の中に引きこもっちまってるみてえだな」

　ヴォッドはその黒くろ渦うずの中心に立ちつつ、至し極ごく単純な一ひと言ことを口にした。




「とりあえず一回死しんで俺に詫わびろ、糞ガキ」
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「あれは……市長……？」

　レポーターのユナは、突とつ然ぜん現れ、自分達を救った謎なぞの吸血鬼の姿すがたを見て、相手が昼間に記者会かい見けんを行った人物に酷こく似じしていると気が付いた。

「あの男を撮とって！　早く！」

　ユナはそう言って撮さつ影えいクルーの方を振り返るのだが──

　クルーの男達が自分を見る視線が、どことなく冷たく感じられる。

「……？　どうしたの、早く！　何か喋しやべってるみたいだけど、うまく聞き取れないわ。マイクを調整して！」

　そんな口く調ちようで命令するのだが──録音技ぎ師しの男は、足をガクガクと震わせながら呟つぶやいた。

「あ、あのよ、ユナ……。さっき、その……俺らさ、見えたんだよ」

「……見えたって、何が？」

「その、さっき、俺の……いや、多分俺らの頭の中によ……さっき駐ちゆう車しや場じようで会った女の子が……。あー、なんていうのかな、殺されてる所が」

　音おん響きよう係がかりの言葉を引き継いで、別のクルーが口を開く。

「いや、正確には、誰だれかが、彼女を殺している光景がです」

「何が言いたいのよ」

「……その、殺してる奴やつの顔は見えなかったけど、手て足あしはおぼろげに見えたんだよ……」

　言いにくそうにするスタッフを引き継ぎ、更さらに別の男が口を開いた。




「グローワース島を揺るがす連続殺さつ人じんの犯人……それは、君だッ！」




「!?」

　突然の第三者の声に振り返ると、そこにはハッカパイプを手にした青年の姿すがたがあった。

　格かつ好こうだけを見ると劇げき役やく者しやか何かと思えるが、その男はこんな異常な状況にも関わらず、真剣な目をしたまま──パイプを持たぬ方の手でユナ・リーベルカを指さしていた。

「貴方あなた……誰だれ？　突とつ然ぜん何を言ってるの？」

　あまりにも周囲の空気を読まぬ男の断言に、ユナの意識が、一いつ瞬しゆん蝙蝠こうもりの大たい樹じゆと謎なぞの男の対立から逸そらされた。

　その隙すきを逃のがさぬように、探たん偵てい風ふうの男はこれが自分の人生の見せ場だとばかりに、声に力を籠こめて言い放つ。

「この島の船着き場で、島の出入りに関する記録を、ここ20年分ほど全て見せてもらったのだが……ＺＺＺネットワークの人間の出入りに違い和わ感かんを感じてね、少し調べさせて貰もらったよ」
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一時間前まえ




　港こう湾わん事務所に不法侵しん入にゆうを図り、乗じよう船せん名めい簿ぼを常じよう人じん離ばなれした速度でチェックしていたミラルドは、ある一つの異常に気が付いた。

　二人目の死体が発見されたその日の内に、多くのマスコミがこの島を訪れているのだが──島から一度去さる際の名簿に、入にゆう島とうした記録がないのに、島から出た記録だけがあるマスコミ関係者の存在に気が付いたのだ。

　ＺＺＺネットワークの取しゆ材ざいクルー。出しゆつ島とうの際はカーフェリーの車の乗員は五名となっているが、入島時じには四人となっている。増えた一人は何な時ぜ島に入ったのか調べてみるが、その記録が見られない。過去にもその人物は何度か島を出入りしているのが確かく認にんでき──最初の犠ぎ牲せい者しやが行方ゆくえ不明になった期間にも、その人物が島に訪れている事が解わかった。

　代わりに、その数日前の入島名簿に、件くだんの人物と良く似た筆ひつ跡せきの書き込みが見受けられる。

　探偵の心こころ得えとして筆跡鑑かん定ていを学んだ事はあるものの、その道のプロではないため、今ひとつ確かく信しんが持てなかったドリッキーは、事件解かい決けつに役立ちそうな協力者に電話をかける事にした。




　事務所内ないからとある番号に電話すると、呼び出し音がなるよりも先に、受話器きから甲かん高だかい声が響ひびき渡る。

『やあドリッキー！　どうしたんだよ！　組織の会議をサボってる君がオイラに電話してくるなんて、もしかして何か事件に巻き込まれてるのかい？』

「話が早くて助かるよ。ＱＷＥＲＴＹキーボード」

『こっちもこっちで面白い事件になっててさ。今、みんなで現場に向かってる最中みたい。まあ、アンタみたいな名めい探偵にはあんまり関わりの無い荒あら事ごとって感じだけどね！　ハハッ』

「だとしたら、こちらに来たのは正解だったな。一つ、至し急きゆうに頼みたい事があるんだ」

　組織の幹かん部ぶではあるものの、誰だれも姿すがたを見たことがないという謎なぞの吸きゆう血けつ鬼きに、ドリッキーは一つの調査を依頼した。

「……今から言うＺＺＺネットワークの社員達たちについて、あらゆる事を探ってほしい。お前に調べられる、あらゆる事を、だ」

『まったく、あんたの探たん偵てい業ぎようは反則だらけだ。推すい理りもせずに力ちから業わざに人ひと任まかせ。アンタにプライドは無いのかい？』

　ケラケラと笑うＱＷＥＲＴＹキーボードの声に、ドリッキーは苦く笑しようしながら言葉を返す。




「私のプライド一つで事件が解決するなら、そんなものはいくらでも悪あく魔まに売り渡してやるさ」
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現在　グローワース島　西




「そして、ユナ・リーベルカさん。女性が行方ゆくえ不明になった日や……殺人が実行されたと思おぼしき日にも、貴女あなたの携けい帯たい電話にはいつもと同じようにスパムメールが届いたりした筈はずです。その受信の際に使われた基き地ち局きよくが、この島にあるものだったんですよ」

　ちらちらと『蝙蝠こうもりの大たい樹じゆ』と『市長』の方を見ながらも、理り路ろ整せい然ぜんとした口く調ちようで語る探偵風ふうの男。ユナは僅わずかに目を逸そらしながら、その根こん拠きよを鼻で笑う。

「……何をバカな事を……。そんな、メール受信の中ちゆう継けい局きよくを番号ごとに一いち々いち記録してるとでも言うのかしら。それに、そんなの簡単に調べられる筈はずがないわ」

「簡単に調べられる『存在』が居るんですよ。世の中にはね。もしかしたら、電話会社は記録していなくても、個人的に記録……いや、記き憶おくしていたのかもしれない」

　探偵は真剣な表情のまま、ブツブツと独ひとり言ごとのように呟つぶやいている。

　すると、いつの間にか、そんな男の横に一人の少女が立っていた。銀ぎん髪ぱつが特とく徴ちよう的な表情の無い少女で、つい最さい近きん見たような気がするのだが、ぼんやりとしてハッキリとは思い出せない。

　少女は探偵の傍そばに身を寄せると、黙だまり込んだまま男の裾すそを引っ張った。

「ん？　おお！　ワトソン君、無事で何よりだ！」

　顔をほころばせる探偵に、ワトソンと呼ばれた少女は再会を喜ぶよりも先に言葉を紡つむぐ。

「……。このお姉ねえさんから、血の臭においがする」

　と、そう呟きながら、無む表情のままじっとユナを睨にらみ付けた。

「……何を、言ってるの。血の臭いなんて付くわけないわ！」

「何な故ぜそう言い切れるんです？　付くわけがない？　変な言い方ですね。貴女自じ身しんがどこか怪け我がをしているかもしれないのに。もしくは、貴女あなたが気き絶ぜつしている間に、背中に誰だれかの返り血が飛んだのかもしれない。でも、今の言い方はまるで、『自分は血が付かないように気をつかった筈はずだ』という思いが裏うらにあるような気がしてなりませんね」

　探たん偵ていの言っている事は単なる推すい測そくに過ぎない。

　だが、探偵の言葉には確かつ固こたる自信があるように思え、ユナの心を激しく揺さぶる。

「どうせ警察もすぐに気付く事です。もしかしたら、もう既すでに容よう疑ぎ者しやの一人として裏付け捜そう査さに動いているのかもしれない。だが、まだ見張りまでは付けていないのも事実でしたから、貴女が第四の犯行を起こす前に止めに来ただけです」

　そして、悲しげな目をして一ひと言こと。

「どうやら……間に合わなかったようですが」

　無む念ねんそうに首を振る男の傍そばで、撮さつ影えいクルー達も疑ぎ念ねんの目をユナに向けていた。

「貴方達たちも、そんなバカな話……」

　ユナは呆あきれたように言うが、スタッフ達は顔を青ざめさせながら口を開く。。

「悪いけどよ、ユナ……その、俺おれ達もさ、見えたんだよ」

「見えたって……何が……」

　半はん笑わらいしながら尋たずねる上じよう司しに対し、スタッフの一人が我が慢まんできず、叫んだ。

「お前の足が、変な機具を踏みつけて、あの女の子の心臓を抉る所をだよ！」

「……」

　沈ちん黙もく。

　蝙蝠こうもり達たちのはばたき音に支配された空間の中で、人間達は精神的な静せい寂じやくに包まれる。

　ほんの数秒経たった後──ユナ・リーベルカは、顔から全ての表情を消し去り、答えた。

「そう……よく解わからないけど、私が犯人って事は、もうバレてるってわけね」

　あっさりと告白した女の言葉に、テレビクルー達は顔を見合わせ、カメラマンは無む言ごんのままユナの顔にカメラを合わせた。

　ユナは数秒更さらに沈黙した後、凜りんとした表情を顔に携たずさえ、笑えみすらも浮かべながら言い放つ。

「でも、それがどうしたの？」

「えッ……」

「今、目の前にあるのは何？　世界の常識が終わる瞬しゆん間かんの光こう景けいよ？　いいえ、私達が終わらせるの。殺人の是ぜ非ひなんていう常識に囚とらわれた倫りん理りは今は捨てておきなさい。どうせ、これから役に立たなくなるかもしれないんだから！」

　淡たん々たんと言い放つユナの声は、蝙蝠の羽は音おとの中でも良く響ひびく。

　だからこそ、クルー達は気付いた。今まで様々な事件を取しゆ材ざいしてきた彼らだからこそ──

　目の前の女は、どうしようもなく正気で、ただ、何かがずれてしまっているだけなのだと。

　だからこそ、彼女が、本当に殺人を犯しているのだろうと。

　上じよう司しが殺人犯はんだったという現実と、目の前に広がる非ひ現実的な光こう景けい。その狭間はざまで身み震ぶるいするクルー達をよそに、探たん偵てい風ふうの男だけは溜ため息いきと共に、ユナに向かって一歩踏ふみ出した。

「何はともあれ、ここは危険だ。安全な警察署しよまでエスコートしますよ、お嬢じようさ……」

　短い銃じゆう声せいが響ひびき、そんな探偵の脳のう天てんに黒い穴が穿うがたれた。

「邪じや魔まをしないで。今日きようは、あの人に会える最後のチャンスかもしれないんだから」

「うわぁぁああ！　……？　うあぁぁッ!?」

　撮さつ影えいクルーの男達が、二段階に分かれた悲鳴をあげる。

　一つは、目の前で人が撃うたれた事に対する悲鳴。

　そして、二つ目の悲鳴は──

　男の頭が無む数すうの蝙蝠こうもりへと変化し、一いつ瞬しゆん広がった後に再び蝙蝠の姿すがたに戻るという不ぶ気き味みな光景を目にしたからだ。

「……ッ！　貴方あなたは……ッ!?」

「私も、そこでやりあってる者達と同じような存在でね。鉛なまりの弾だん丸がんなど論ろん理り的に効かないんだ。観察すれば解わかった筈はずだよ？」

　ひしゃげた弾丸を掌てのひらで弄もてあそびつつ、再びユナに迫る吸きゆう血けつ鬼き。

　だが──ユナは複雑な表情を浮かべたあと、奇き妙みような事を呟つぶやいた。

「なんで……あの人じゃないのよ」

「？」

「この島は……本当になんなの!?　あの人が……あの人が目の前に現れてくれるって信じてるのに……なんで、本当に人間じゃない存在に出会えたのに……！　どうして別べつ人じんばかり！」

「何を言ってるのか解らんが、とりあえず軽く支配させて貰もらうよ。警察に自首するように暗あん示じをかけさせてもら……」

　探偵風の吸血鬼がそこまで言った所で、凄すさまじい風がその場を襲おそう。

「!?」

　近くで爆ばく発はつがおこったような衝しよう撃げき波はが走り抜け、撮影クルーも探偵達も一いつ瞬しゆんのうちに吹き飛ばされた。どうやら、牽けん制せいし合っていた蝙蝠の大たい樹じゆと市長らしき男の動きに変化があったらしく、闇やみの中で蝙蝠の羽は音おとや激しい衝しよう突とつ音おんが響いてきた。

　そして、ユナは気付く。

　蝙蝠の大樹の無数の手が、自分に向かって一いつ直線に伸びているという事に。




　そして──市長らしき人ひと影かげが、そんな自分を守って闘たたかっているという事にも。





†






闇やみの中




　──どうすれば僕も義と父うさんみたいになれる？

　激げき情じようの波の狭間はざまに浮かぶのは、液体である義ぎ父ふに、そんな事を尋たずねた時の思い出だ。

　一体どうすれば義父のように、常に冷静でいる事ができるのかと。

　何な故ぜそんな事を思い出すのか、怒りという激情に駆かられる彼には考える暇ひまもなかったのだが、それでも、憤ふん怒ぬと絶ぜつ望ぼうの合間に義父の言葉が次から次へと湧わき上がって来た。

　──【簡かん単たんさ。己おのれの心にテーブルと椅い子すとティーセットを置く、それだけでいいのだよ】

　　　　──ムズカシイヨ　トウサン

　自分の中からも、か細い声が湧き上がった。

　レリックは、果てしない怒りに己の存在全すべてを打ち震わせつつも──心の何ど処こかで、いつもの自分自じ身しんが父親に対して泣き言を言っているイメージが浮かび上がってきた。

　テーブルと椅子とティーセット。

　それは確かに、レリックの心の中にもあったのかもしれない。

　だが、そのテーブルを共に囲みたかった人間は、もういない。

　果てない悲しみの波が押し寄せ、レリックの心を激しく打ちつける。




　──【この世の全ての人間が紳しん士したれば、問題は八割がた解決する】




　　　　──ボクニハ　ムリダ




　──【もっとも、紳士なればこそ戦いを選ぶ思し想そうも存在する。それが難なん点てんといえば難点だが、

真の紳士ならばあらゆる事じ態たいを受け入れて微笑ほほえみかけるべきであろう】




　　　　──僕ハ、義父サンミタイニハ、ナレナイ




　──【そうは思わんかねレリック】




　　　　──僕には無む理りなんだよ、義父さん




　理り性せいの内側からの声を、レリックは冷静に否定する。

　──僕は、殺したくて殺したくて仕方がないんだ。

　──ヒルダを殺した、あの女を！

　外側から漏もれ聞こえる、人間達たちの会話を耳にして、彼は知ってしまったからだ。

　三六〇度に広がる、蝙蝠こうもりの群が感かん知ちする視し界かい。

　その視界の一点にいる、眼鏡めがねをかけた女が──ヒルダを殺したのだという事に。

　曖あい昧まいだった殺さつ意いが、たった一人の人間に凝ぎよう縮しゆくされる。

　女がどんな人間なのか、何な故ぜヒルダを殺したのか、全てはどうでもいい事だった。

　苦しめて殺すという考えすら浮かばない。

　一秒でも早く、その存在をこの世界から消しさらねばならない。

　レリックは、自分が今どのような姿すがたになっているのか理解していない。

　ただ、感情の命じるままに、あるいは本ほん能のうに従うままに、その力を思い切り振り下ろした。




　しかし──その力は、女に届く直前に食い止められる。

　いつもよりも遥かに小さく見える、人間の姿をした一人の半人半鬼ダンピール。

　先せん刻こく自分を殴なぐり倒して去っていった男は──全く違う存在として、彼の目の前に現れたのだ。

　目の前の全てを受け入れ、苛いら立だち混じりの不ふ敵てきな笑えみを浮かべ──自らの意い思しで戦う事を選んだ男が、そこにいた。

　ヴォッド・スタルフ。

　紳しん士しとは最も縁えん遠どおいと思っていた存在が──

　レリックの中で、ほんの僅わずかに、義ぎ父ふと重なって見えるような気がしていた。




　今のヴォッドは、吸きゆう血けつ鬼きとしてでも、半人半鬼ダンピールとしてでも、人間としてでもなく──

　街を守る一人の市長として、自分の目の前に立ちはだかったのだ。





†






　女レポーターに向かって振り下ろされる無む数すうの触しよく手しゆが、ヴォッドの周囲から現れた無数の顎あごによって食い千ち切ぎられる。

　ヴォッドの周囲には無数の蝙蝠が飛び交っており、その蝙蝠の群がまるで巨きよ大だいな門であるかのように、中から様々なものを生みだしていく。

　だが、蝙蝠の群は決して彼の身体からだから湧わき出ているわけではない。

　島のどこかから、次から次へと新しい蝙蝠の群むれが現れては、様々なものに姿を変えるのだ。

　最初にヴォッドが現れた時と同じように、空中で数台の廃はい車しやの姿に戻った蝙蝠の群が、そのまま黒い大たい樹じゆへと突き刺さる。

　いや──この時点で、既すでに大たい樹じゆの形は崩くずれ始めていた。

　宇宙まで届くと思えた蝙蝠こうもりの塔とうの高さは既すでになく、五〇階建だてのビルほどの大きさにまで縮んでいた。そして──無む数すうにあった手はいつしか一いつ対ついの右手と左手に収まり──いつしかそれは、黒い巨きよ人じんそのものといった形状になりつつあった。

　蝙蝠と霧きりで構成される漆しつ黒こくの巨人。

　普段のレリックの姿すがたの面おも影かげなどまるでなく、顔にあたる部分には、眼がん球きゆうの代わりに青い光が二つ、仄暗く輝き続けている。

「はッ、なんだ？　動きやすい形にでもなったつもりか？　どうせならヒドラだのゴジラだの巨大蛸たこだの名めい状じようしがたい怪かい物ぶつだのになって、俺おれをびびらせようたぁ思わねえのか？」

　ヴォッドの挑ちよう発はつが聞こえているのかいないのか、黒い巨人は、ちょっとした一いつ軒けん家やぐらいならば握りつぶせそうな手を思い切り振り上げ、先せん刻こくまでとは桁けた違ちがいのスピードでヴォッドに向かって振り下ろす。

　だが、そんな腕を、地面から現れた──やはり家いえ一軒ぐらいならば丸まる吞のみにしてしまいそうな狼おおかみの顎あごが受け止め、そのままいきおいよく嚙かみ千ち切ぎって蝙蝠の群を霧む散さんさせる。

「少しは頭を冷やしたらどうだ？　手伝ってやるよ」

　肩を竦すくめるヴォッドの背後から、新たな蝙蝠の群が現れる。

　一ひと際きわ巨大なその群は、黒い巨人と化しているレリックに勢い良く突き進み──

　頭上近ちかくで大量の水へと変化し、流りゆう水すいとなって巨大な身体からだに降り注そそいだ。

　恐らくは、島に流れる川の水を蝙蝠へと変化させたのだろう、膨ぼう大だいな水が周囲に飛び散り、黒い巨人がゆっくりとその身体を仰のけ反ぞらせ、苦く悶もんとも思える地じ響ひびきを島しま全体に鳴り響かせた。

　そんな地響きの中──ヴォッドは、クハ、と下げ卑びた笑いを吐き出しながら言った。

「おっと、悪い悪い、お前、流水は苦にが手てだったんだっけか？」
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　少し離れた場所。念ねん話わの射しや程てい外がいからその戦いを見物していたミラルドは──彼にしては珍めずらしく、感かん嘆たんに満ちた声で独ひとり言ごとを呟つぶやいた。

「すごいな……なんだ、あの男は？」




　衝しよう撃げき波はに吹き飛ばされた後、ワトソンと共になんとか起き上がったドリッキーも、その光こう景けいを見て驚きの声をあげる。

「あれがどちらもメルヒルムが作った力だとするなら……。うちの組織、なんというか……核かく兵へい器き並なみの禁きん断だんの扉とびらを開いてしまったんじゃないか？」




「……」

　遠く離れた場所から、目め隠かくしをしたパメラが無む言ごんのまま戦いの音を聞き続ける。

　一いつ体たい心の中では何を望んでいるのか、固く閉ざされた彼女の口くち元もとからは何も判はん断だんする事ができなかった。
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「おい、あれ……レリックの力じゃね？」

　ヴォッドの戦いぶりを、信じられないといった様よう子すで見ているバルシュタイン城の吸きゆう血けつ鬼き達たち。

　居い候そうろうの一人が呟つぶやいた言葉に、周囲の面めん々めんも頷うなずきながら顔を見合わせる。

「強くなったって噂うわさは聞いちゃいたが……ちょっと、おい……やばすぎじゃね？　あれ？」

「ていうか、あれ、レリックくんより強いんじゃ……」

「おい、どうする、俺おれら、身の振り方を考えた方がいいんじゃねえか？」

　そんな事を居候達たちがささめきあう一方、道どう化け娘むすめは、目を爛らん々らんと輝かせながら空中をクルクルと飛び回る。

「凄すごい……凄い凄いすごーい！　ヴォッド様がすっごくすっごくすっごく強くなってる！　なになに！　どうしたのあれ！　吸血仙せん人にんの所で修しゆ行ぎようしたの!?　吸血宇う宙ちゆう人じんに改かい造ぞうされたの!?　吸血ゾンビに嚙かみつかれたの!?　吸血秘ひ密みつ結けつ社しやの改造人間になっちゃったの!?」

　吸血秘密結社の産さん物ぶつは寧むしろレリックの方なのだが、そんな事も忘れ、ピリエはヴォッドの強さを我が世の春と言わんばかりに狂きよう喜きした。

　城のメイド達も驚きに目を見張っており、このままヴォッドがレリックを圧あつ倒とうしてしまうのではないかと考えたが──

　そんなのぼせ上がった空気を醒さますような一言が、吸血鬼達たちの背後からピシャリと響ひびく。




「あいつ、ここで死ぬつもりなの？」




　冷気すら感じさせる声に、吸血鬼達が振り返ると──そこには、言葉と同じぐらい冷たい目をした閑音しずねが、手の中でフォークをぶらつかせながら立っていた。

「な、なんだよう！　この『食鬼人イーター』め！　ヴォッド様がなんで死ぬっていうんだよう！　そりゃ、レリックも心配だけど……ヴォッド様が死ぬなんてありえないんだから！」

　むくれながら言う道化娘に、呆あきれ半分の笑いを返しながら閑音は小さく問いかける。

「何の代だい償しようもなく、あんな力が使えると思ってるの？」

「えッ……？」

「確かに彼は、どうにかしてレリック君の力を手に入れたみたい。だけど──そんなの、軽けい自動車にＦ１のエンジンを積むようなものよ。何い時つバラバラになってもおかしくない。突とつ然ぜん限界が来て、身体からだが灰になったっておかしくないわ」

　閑音しずねの言葉には不ふ思し議ぎな真剣味みがあり、それが嫌いやがらせやデタラメの類たぐいとは思えなかった。

「きっと今いま頃ごろ、それこそ身体がバラバラになりそうな痛みに耐えながら戦ってるんでしょうね」

「ヴォッド様……」

　急きゆう激げきな不安を覚え、道どう化け娘むすめが振り返ると──

　タイミングを合わせたかのように、黒い巨きよ人じんの前で膝ひざを突くヴォッドの姿すがたが目に入った。
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「ちょっと……吞み過ぎたか。執しつ務む中ちゆうに酒なんざ吞むもんじゃねえな」

　膝をついたまま、ヴォッドは体中に迸ほとばしる苦しみを隠かくすかのように、無む理り矢や理り口くち元もとを歪ゆがませる。

　当然ながら彼は素面しらふであり、膝をついた原因は酔よいなどではない。

　全身が、まるでネジとナットによって構成されているような錯さつ覚かくを覚える。

　関かん節せつの一つ一つが、血管の一本一本が、神しん経けいの一つ一つが、全てネジとナットで繫つなぎ止められ、それがギチギチと音を立てながら一いつ斉せいに反はん乱らんを起こしているかのような──圧あつ倒とう的、激げき痛つう。

　それでもヴォッドは悲鳴をあげず、全身の痛みを抑え込んで立ち上がる。

　脊せき髄ずい全てを凍り付かせるような激しい悪お寒かんが走り続ける。

　脳のう味み噌そが巨きよ大だいな風ふう船せんとなって、内側から破は裂れつしようとしているかのような痛みを覚える。

　胃は疎おろか、心しん臓ぞうや肺まで吐き出してしまいそうな吐き気も感じる。

　それでも、それでもなお、ヴォッドは相手を見み下くだすように笑い、口から牙きばを覗のぞかせた。

「なんで、自分が押されてるのか解わからねえって感じだな」

「……」

　レリックは無む言ごんのまま、自らも一いつ旦たん手を休めている。

　その身体も先せん刻こくよりは縮んでいるようで、ヴォッドの度たび重かさなる連れん撃げきも決して無む駄だだったというわけではないようだ。

「手前てめえはその力を持ってるだけで、ろくすっぽ使わなかったんだろうけどよお……。俺は、徹てつ底てい的てきに分ぶん析せきさせてもらったってわけよ。授業料りようは高かったがな」

　体中の痛み授業科を必ひつ死しに隠かくしつつ、ヴォッドは更さらに言葉を紡つむぐ。

「同じＦ１カーに乗っててもよお……アクセルを思いっきり踏みつける事しかできねえ奴やつが、レースに勝てると思ってんのか？」

　挑ちよう発はつ的てきな会話は、回復の為ための時間稼かせぎに過ぎなかった。

　だが、ここまで力を派は手でに使ったのは初めてであり、回復どころか痛みや吐き気はますます強くなっていく。

　口の中に、血の味がこみ上げる。肺からか胃からかは解わからないが、喉のどから溢あふれそうになる血の塊かたまりを無む理り矢や理り食道へと押し流した。

　半人半鬼ダンピールとしての自分が、人間の部分と吸きゆう血けつ鬼きの部分に引き剝はがされそうになっているのではないかという不安すらも喉の奥に吞み込み、次の手の準備を始めようとしたが──

　それよりも早く、巨きよ人じんの手の一いち撃げきが振り下ろされる。

　──チッ。

　心しん中ちゆうで舌した打うちを鳴らしつつも、ヴォッド・スタルフは諦あきらめない。

　軋きしむ身体からだを蝙蝠こうもりへと変化させ、その一いち撃げきを躱かわそうとしたが──

　それよりも更さらに早く、カラフルな霧が空中に現れ、青く輝く巨人の眼球にまとわりついた。

「……道どう化け？」

　眉まゆを顰ひそめるヴォッドを余よ所そに、巨人はその霧きりを振り払おうと手を振り回した。

　それを華か麗れいに躱しつつ、どういう仕組みか、道化の声がヴォッドの頭上に降り注そそぐ。

「まったく、そういうのを自分からペラペラ言っちゃうあたり、本当にヴォッド様って小こ物ものだよね！　自じ慢まんすれば相手より偉くなったように思っちゃうタイプ？　そんな空気読よめない所が本当にヴォッド様らしいよね！」

　道化娘むすめの攪かく乱らんに苛いら立だったのか、レリックの身体から無む数すうの黒い狼おおかみが生み出され、一いつ直ちよく線せんにヴォッドへと奔はしってくる。

　だが──その狼達は、唐とう突とつに見えない力によって押さえ付けられた。

「……!?」

　見ると、ヴォッドの横には懐なつかしい緑みどり髪がみの少年が立っている。

「何やってるんですか、ヴォッドさん？」

　今しがたこの場に現れたばかりのヴァルは、ヴォッドの活かつ躍やくを見ていない。

　一体何なにが起こったのか解わからぬまま、見えない力でレリックを抑え、彼を落ち着かせようと心みているようだった。

「馬ば鹿か野や郎ろう……道化！　ヴァル！　手前てめえらは引っ込んでろ！」

「引っ込むのは、部ぶ外者の貴方あなたでしょう？」

　そんな市長の襟えり首くびを摑つかみあげ、閑音しずねが大きく後ろに飛んだ。

　すると、今しがたまでヴォッドが立っていた場所に、巨人の肩かた口ぐちから生はえた三本目の腕が突き刺さる。

「閑音、手前……」

「こんな所で街を守って格好かつこ良く自じ滅めつ……そんな寒いマネ……私が許すと思う？」

　どこまでも冷たい目で言う彼女の心しん中ちゆうは、恐らく今言った言葉のままだろう。

　まだヴォッドは復ふく讐しゆうの対たい象しようであるという明確な意い思しを告げるかのように──閑音は、着地間ま際ぎわに思い切りヴォッドの身体をアスファルトへと叩たたきつけた。

「グヴォッ！　て、手前てめえ……」

　頰ほおを引きつらせながら立ち上がると、その視線の先には──こちらに近づこうとする巨きよ人じんを前にして、四人一組のチームで足止めを行うメイド達の姿すがたがあった。

　どのような攻こう撃げきを行っているのか、巨人の足の周囲をメイド達が回ると、凄すさまじい勢いで旋せん風ぷうが起き、黒い巨人の手て足あしを切り刻んでいく。

　切り刻む側そばから再生を続けるのだが、それでもメイド達は動きを止めず、根こん比くらべとばかりに巨人の周りを舞い続ける。

「バカよね、あのメイド達。どうしても、レリック君を人ひと殺ごろしにはしたくないみたいよ」

「あん？」

「アンタの事よ。アンタも半はん分ぶん人間だから、レリック君からあんたを助けようとしてんのよ。まったく、吸きゆう血けつ鬼きなら殺してもいいのかって話よね」

　クスクスと冷たい笑いを浮かべる閑音しずね。

　他にも、ニート組がオロオロとしながらも蝙蝠こうもりと化して陽よう動どうを行ったり、手て近ぢかな石を投げるなどといった行為に及んでいた。

「ニート組の一人が街の人じん狼ろうを呼びに行ったから、もうすぐヨブって婆ばあさんとかも来るわよ。あの、博士はかせとか教きよう授じゆとか呼ばれてる奴やつらがくれば、レリック君を落ち着かせる方法も解わかるんじゃないかしら」

　淡たん々たんと状況を教えてくる閑音に、ヴォッドは小さく口を開く。

「……城の連れん中ちゆうは、相変わらずお人ひと好よしのバカばかりだな」

「だったら、今から追い返す？」

「なに、せいぜい利用させてもらうまでさ」

　市長はクツクツと意い地じの悪い笑えみを浮かべ、心の底から愉ゆ快かいそうな声を上げる。

　いつしか痛みは薄らぎ──自らも再び出しゆつ撃げきする準備を整えながら、堂どう々どうと言い放った。




「どっちにしろ……いずれあいつら、全部俺おれのモンになるんだからな」
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闇やみの中




　──おかしい、な。

　憎にくしみという濁だく流りゆうの中に、再び別の感情が紛まぎれ込む。

　自分を止める為ために、知っている顔が何人も自分へと立ち向かってくる。

　──もう、希望なんてどこにもないのに。

　──もう、ここが底なんだから……これ以い上じよう悲しい事なんて……無いと思ったのに……。

　道どう化け娘むすめが、ヴァルが、メイド達が、居い候そうろう吸きゆう血けつ鬼き達たちが、次から次へと自分に相あい対たいしてくる。

　──やめてくれ。僕は、そんな価か値ちのある奴やつじゃないんだ。

　こちらの攻こう撃げきを止めなければと思うのに、力と融ゆう合ごうした憎にくしみは、レリックの僅わずかな意い思しを濁だく流りゆうの中に溺おぼれさせる。

　──やめてくれ、僕は、みんなまで……壊こわしたいわけじゃ……。

　先せん刻こくまでの、全てを消し去りたいという激げき情じようとの矛む盾じゆんが生まれ、レリックを取り巻く意識の濁流がほんの僅かに揺らぎ始める。

　──やめてくれ。そんな事をされても……。

　巨きよ人じんの一部と化しているレリックの目に──腕を押さえ、現場から逃れようとする、女レポーターの姿すがたが──ヒルダを殺した殺さつ人じん鬼きの姿が見えた。




　──僕は、あいつを殺す事を止めるわけにはいかないんだ！




　憎しみが瞬しゆん間かん的てきに爆ばく発はつし、渾こん身しんの一いち撃げきが放たれる。

　霧きりと化したピリエを振り払い、

　ヴァルの念ねん動どう力りきを弾はじき、

　メイド達の斬ざん撃げきを物ともせず、

　居候達を吹き飛ばし、

　傍ぼう観かんしている閑音しずねの横を通り過ぎ、

　標ひよう的てきである女の心しん臓ぞうめがけ、一いつ直線に迫る黒い槍やり。

　霧と蝙蝠こうもりが密みつ度どを押し上げ、鉄を遥かに上回る硬こう度どとなった槍の先せん端たんが、女を一いち撃げきで貫つらぬこうと島の大たい気きを切り裂さいていく。

　だが、レリックが持つ絶望の極みとも言うべき強大な一撃は──

　やはり、一人の男の手によって食い止められた。




　ヴォッド・スタルフ。

　彼はレリックと女レポーターの間に立ち塞ふさがり、正面から黒い槍へと相対する。

　今までで一番巨きよ大だいな蝙蝠の群を造り上げ、それを自分の正面に配置すると──その全てを、蝙蝠そのもので受け止める。

　蝙蝠同どう士しがホログラムのように重なり合い、やはり鉄を遥かに超える硬度の盾たてと化して、槍の行く手に立ち塞がった。

　同じ力で生み出された矛と盾ほこ。矛盾のパラドックスなどは無関係に、必ずどちらかは決着が付くこの激げき突とつに、周囲の者達は一いち様ように息を吞む。




　そして、激しい激げき突とつ音おんが島の西に響ひびき渡り────
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「怒る……ってのは、気持ちいいよなぁ」

　そんな市長の声が、響き渡る。

　腹ふく部ぶを槍やりに刺し貫つらぬかれ、深い傷を追った市長。

　彼の力では、レリックの一いち撃げきを防ぎきる事ができなかった。

　だが、それでも彼は──自分の身体からだを最後の盾たてとして、レリックの一撃を完全に防ぎきったのである。

　レリックと同じ『力』を行こう使しした代だい償しようとして、体中には激しい痛みが走り続けている。

　だが、そんな事は微み塵じんも感じさせぬ調子で、市長は一歩一歩レリックへと近づいていった。

「怒ってる間はストレスだが、それを何かに振り下ろしてぶち壊こわした時……そいつはとんでもねえ快かい楽らくだからなあ」

　動きこそ止めているレリックだが、まだその姿すがたは黒い蝙蝠こうもりの巨きよ影えいのままで、足あし元もとには黒い霧きりが渦うずを造り出している。

　しかし、先せん刻こくまでの勢いは感じられない。ヴォッドは肩を竦すくめつつ。相手を馬ば鹿かにする口く調ちようで語り続けた。

「何が起こったかは、さっきの人間共どもと探たん偵てい野や郎ろうの会話でなんとなく解わかったけどよ……。結局てめえ、何がしたかったんだ？　最初のあの状態のままだったら、犯人一人殺ころすだけじゃすまねえ……つーか、この島が無くなるか……へタすりゃもっととんでもねえ事になってたってぐらいの感覚はあっただろうによ」

　黒い巨きよ人じんは動かないし、返事をする事もない。それでもヴォッドは、自分の声がレリックに通じているという前ぜん提ていで話し続ける。

「それともなにか？　『ヒルダを殺した人間が憎にくいでちゅけど、一人じゃ気が済まないから人間を全ぜん員いん殺しまちゅ。六十億おく人殲せん滅めつ大作戦でちゅ』、ってか。そういうガキみたいな考えは嫌きらいじゃねえぜ。初めて会った時の閑音しずねがそんな感じだったからな」




「……やっぱり今いま殺してやろうかしら」

　表情一つ変えずに言う閑音に、吸きゆう血けつ鬼き達たちは何も言う事ができずにそっと背せ筋すじを凍らせた。




　そんな挑ちよう発はつに対し、なおも沈ちん黙もくが続くかと思われたのだが──

『違う……』

　と、かすかにレリックの面おも影かげが残る声が巨きよ人じんの周囲に響ひびき渡った。

　黒い巨人の口が開いているわけではなく、身体からだ全体から音を直接響かせているような声だ。

　奇くしくもそれは、パメラという吸きゆう血けつ鬼きが箱の形状のまま、己おのれの身体をスピーカーとして発言した時のように。

『なんで……邪じや魔まを……するんだ』

　普ふ段だんの温おん厚こうなレリックの口く調ちようではない。しかし、理り性せいはハッキリと感じられる言葉。そこにバルシュタイン城の面子メンツは希望を感じ、ヴォッドは嘲ちよう笑しようを浮かべて問い返した。

「逆に聞くぜ。なんで俺おれが邪魔しねえと思うんだ？」

『怒りを覚えろと言ったのは……アンタだろう……』

「ああ、言ったぜ？　だから俺が今、手前てめえに味方するとでも思ったか？　どんだけお人ひと好よしの馬ば鹿かだ？　お前が温ぬるいボンボンのままだろうが、復ふく讐しゆう鬼きになろうが──俺の邪魔をするならぶちのめしてぶち殺す。単純な話だろうがよ」

　傲ごう慢まん極まりないヴォッドの言葉に、居い候そうろう達たちがボソボソと『ひでぇな』『鬼おにだ』と囁ささやき合う。

　そんな声をしっかりと聞き取りつつ、市長は小さく舌した打うちを鳴らした。

「俺が我わが儘ままだってのは、手前ら全ぜん員いん知ってると思ってたがなぁ？」

「おまけに、普ふ段だんのヴォッド様は噓うそつきでいいかげんで無む責せき任にんだもんね！　言うことを鵜う吞のみにしちゃう方がわるピギャッ」

　嬉うれしそうに追つい従じゆうする道どう化け娘むすめの喉のどに地じ獄ごく突つきを撃うち込んだ後、溜ため息いき混じりに黒い巨きよ影えいを見上げ、言い放つ。

「この俺が、市長としての公こう約やく以外に責任なんざ持つと思ってんのか？」

　レリックは、少しの間沈ちん黙もくしたあと、怨えん嗟さ混じりの声を響かせた。

『邪魔をしてるのは……アンタの方だ……』

「あぁ？」

『僕は……ヒルダの仇かたきを……いや、正直に言うよ……ヒルダの為ためじゃない……ヒルダが望んだわけじゃない、僕は自分の為だけに……あの女を殺したいだけだ。さっきはともかく……今いま望んでるのはそれだけだ。だから……邪魔をするな！』

「邪魔するに決まってんだろ。舐なめてんのか駑ど馬ばポンツクが」

　あっさりと言い返し、ヴォッドは「これだから浮うき世よ離ばなれしたボンボンは」という愚ぐ痴ちを溢こぼす。

「確かに、ドイツには死し刑けい制度もねえしな。あの女を捕まえれば、人間の法律じゃお前の復ふく讐しゆうは果たせねえ。だが、お前にぶち殺させるわけにはいかねえのさ」

『なんで……！』

「あいつは人間で、俺は人間の街の市長だ。人間の法で裁さばくのが当然だろ？」

　その言葉に驚いたのは、寧むしろ周囲の吸血鬼達だった。

　寧ろ、吸血鬼としての特とつ権けんを我が儘放ほう題だいに使い、『吸血鬼に人間の常識を当てはめるな』と言う輩やからの代表というイメージがあった為ため、ヴァルや閑音しずね、居い候そうろう達たちからメイド達まで一いつ斉せいに目を丸くし、道どう化け娘むすめだけがキラキラと目を輝かせている。

『それで、それであんたは一体、何を得るんだ！　そんなどうしようもない殺人鬼きを庇かばって！命がけで守って！　あんたに一体、何の得があるんだ！』

　当然とも言えるレリックの問いに──ヴォッドは、更さらに彼らしくない言葉を口にした。




「町の連れん中ちゆうが……安心できるだろうがよ」




　あっさりと言い放たれた言葉。

　ヴォッドは続けて、さも当然のように、当然のことを口にする。

「ここで手前てめえが、跡あと形かたもなくなるぐらいにあの女を潰つぶして、どうみても化ばけ物ものの仕し業わざとしか思えないようにぶち殺したとして、だ。その後に『五人目の被ひ害がい者しやのレポーターが真しん犯人でした』なんて抜かして、一体誰だれがそれを信じる？　誰が、『殺人鬼はもういない』『人を襲おそう化物なんかいない』って安心できる？」

『……』

　黙だまり込むレリックを前に、徐々に語ご気きを強めてヴォッドは語り続ける。吸きゆう血けつ鬼きとしての立場で、人間社会に口を出したレリックを責めているかのように。

「一人目の被害者には、こんな、豆みたいに小せえ妹がいてよお。公式弔ちよう問もんした俺おれに『犯人はつかまるよね？』なんてオドオドしながら聞きやがるのさ。吸血鬼の俺としては、泣いてる暇ひまがあったら手前で探せって言う所だが……俺は市長として行ったわけだからな、そのウザってえガキと約束しちまったのさ。犯人を絶対に捕まえてみせるってな」

　熱くなりかけてる自分に気付いたのか、やや声のトーンを落として言葉を紡つむぐ。

「さっき言ったろ？　俺は、公こう約やくは守るタチでな……。手前一人の復ふく讐しゆうと、町の連れん中ちゆう全員の安心なら、俺は町の連中の方が大事ってだけだ」

　一方のレリックは、市長と入れ替わる形で語気を荒げていく。

『そんなものの……そんな事の為に、あんたは命をかけるっていうのか！』

「笑わせるな、糞くそガキ」

　その勢いをピシャリと裁たち切り、ヴォッドは相手を完全に見み下くだす言葉を吐き出した。

「俺が命を懸かけてるように見えんのか？　自惚うぬぼれんのもいいかげんにしやがれ。手前みてえな甘あまちゃんの素人しろうとなんざ相手するのは、俺にとっちゃ普ふ段だんの残業と何にも変わらねえんだよ」

　ハッキリと言い切った市長に、レリックは今度はかなり長い沈ちん黙もくに陥おちいり──

　巨大な人ひと型がたを崩くずし、シンプルな球きゆう形けいへと変化させる。

　そして、皆は気付く。

　密みつ度どが薄らいだ蝙蝠こうもりの球きゆう体たいの中心に、人間の姿すがたを取り戻したレリックの姿があるという事に。

　だが、彼の表情からは昼ひる行あん灯どんと呼ばれるような普ふ段だんの穏おだやかさは完全に消え去っており、鋭い瞳ひとみを青白く光らせ、圧あつ倒とう的てきな敵てき意いをヴォッドに向かって剝むき出しにしていた。

『だったら……止めてみろ』

「……」

『僕は、あの女を、殺す。全力でだ。……何度でも、僕を止めてみろよ』

　強い覚かく悟ごの籠こめられた言葉だった。

　道どう化け娘むすめやヴァル、メイド達が何か言おうとしたが、それを手で制した後──

　ヴォッド・スタルフは、とんでもない事を口にした。




「自分でもどうしていいのか解らないから、僕をとめてください、だろ。伯はく爵しやくと違って素直じゃねえなあ手前てめえは。そんなだから、その渦の真ん中で浮いてる嬢ちゃんが死ぬハメになんだよ」




　空気が、凍り付いた。

　誰だれもが、言ってはならない事だと理解できる事を、ヴォッドはあっさりと口にしたのだ。

　一体どういう意い図となのかと思うよりも先に──

　レリックの身体からだの周囲にあった霧きりと蝙蝠こうもりが全て凝ぎよう縮しゆくされた。凄すさまじい密みつ度どで『力』がうねり、少年の身体は再び黒い濁だく流りゆうに吞み込まれたように見えた。

　だが、それは一いつ瞬しゆんの事で──レリックは、その濁流を、全て身体の内側に取り込んだ。

　もっとも、先せん刻こくのような巨きよ人じんではなく──ただでさえ物もの凄すごい密度だったあの巨人が、そのままレリックの内部に凝縮されたようなうねりだった。

　ブラックホールのような圧力を隠かくす事もなく振りまき、言葉にならない叫びと共に、ヴォッドに向かって駆かけ出すレリック・フォン・バルシュタイン。

　触れた物全すべてを霧む散さんさせるとでもいうかのように、レリックの周囲の空気が黒い霧へと変化し、すぐに蝙蝠の姿すがたへと変化しながらレリックに追つい従じゆうする。

　ヴォッドなど簡単に霧散させられてしまうのではないか。そんな不安が道化娘達たちの心に響ひびく中──市長がやったのは、至し極ごく単純な事だった。

　スゥ、と右手をあげ、口くち元もとをニイ、と歪ゆがめながらレリックの斜め後ろを指さした。




　──？

　レリックは、一瞬彼が何を指さしているのか解わからなかったが──

　その指ゆび先さきにあるものに思い当たった瞬しゆん間かん、突とつ進しんを止め、慌あわてて背後を振り返る。

　ヴォッドの指先にあったのは、黒い渦うずの中心に存在するヒルダの身体。

　当然ながらピクリとも動かないその身体の上空に──どこからか現れた蝙蝠の群がある。

　──まさか……。

　蝙蝠こうもりの群はその変化を解かい除じよし、ヴォッドが支配する以前の形に戻る。

　工こう事じ現場に積まれている、電でん柱ちゆうほどもある無ぶ骨こつな鉄てつ骨こつの束という姿すがたに。

　──やめろおぉッ！

　空中から重じゆう力りよくに従って落下する鉄骨。その下には、心しん臓ぞうを抉えぐられて動かないヒルダの身体からだが横たえられている。

　死体と化し、希望を全て失った筈はずだった。

　それでも、レリックはヒルダを守ろうと身を翻ひるがえし──

　目の前で、鉄骨が再び蝙蝠に変化するのを確かく認にんした。

　──……えッ？

　混乱するレリックの視線の先で、蝙蝠はどこかに飛び去り──

「寝てろ、ボンボン」

　安あん堵どしかけたその背中に、ヴォッドの声と共に強きよう烈れつな一いち撃げきが叩たたき込まれた。





†






　レリックが目を醒さますと、城のメイド達の顔が見えた。

「よかった、お目覚めですか、レリック様」

「皆さん……」

　優しげな表情を浮かべるメイド達に、これがいつもの城の光こう景けいだったら、とレリックは思う。

　だが、先せん刻こくまでの事が夢な筈はずもなく──少し離れた場所に見えるヒルダの身体と、その横でワンワンと泣いている道どう化け娘むすめの声が、自分は相変わらず絶ぜつ望ぼう的てきな状況にいるのだと理解する。

　しかし、先刻までとは違い、身体が上う手まく動かない。蝙蝠化かするだけでも、まだ暫しばらく時間がかかりそうだ。

　膨ぼう大だいな力を使おうとした反動か、それとも師し匠しようが何かしたのだろうか。

「僕……どのぐらい意識を……？」

「まだ数分、といった所です」

「そうですか……」

　メイドに支えられながらゆっくりと起き上がる。

　視線の先には市長が見えた。

　彼からは何も言う事はないらしく、レリックを一いち瞥べつした後は、興きよう味みなさげに廃はい教会の方に目を向けている。ヴォッドが元に戻したのか、周囲の景色けしきはレリックが暴ぼう走そうする前の物にすっかり戻ってしまっている。

　レリックは暫しばし口をぱくつかせた後、意を決して、市長に告げる。

「やっぱり……僕は、義と父うさんみたいにはなれない」

「あんなバカになる必要ねえだろ」

「僕は……やっぱり、犯人を許す事はできません」

　暴ぼう走そうは確かに収まったが、レリックの中で、憎にくしみは欠片かけらも消えていない。ただ、周囲の吸きゆう血けつ鬼き達たちのお陰で、絶ぜつ望ぼうの色いろ濃こさが幾いく分ぶん薄うすまった程てい度どだった。

　相手の罵ば倒とうや、場合によっては今度こそ殺されることさえ覚かく悟ごしながら、レリックはその言葉を吐き出したのだが──

「いいんじゃねえか？」

「え？」

　さらりと答えたヴォッドの言葉に、レリックのみならず、周囲の者達が全て絶ぜつ句くする。

「あの殺さつ人じん鬼きはすぐに捕まる。裁さい判ばんさえ終わっちまえば、あとは島の連れん中ちゆうも安心するだろうしな。霧きりにでもなって刑けい務む所しよに潜もぐり込んで、後は煮るなり焼くなり好きにしろ。刑務所は俺おれの管かん轄かつじゃねえからな。俺に責任はねえしよ」

「……そこは普通、復ふく讐しゆうを諦あきらめさせるような言葉を吐くもんじゃないかしら？」

　呆あきれた声をあげる閑音しずねの言葉に、ヴォッドはゲラゲラと笑いだす。

「こいつは吸血鬼様さまなんだぜ？　たかだかここ数十年の人間の道どう徳とくだの倫りん理りだのを押しつける事に意味なんてあるのかよ？」

　何の裏うら表おもてもなく言い放つ市長の言葉に、居い候そうろう達たちが小こ声ごえで言葉を交わし合う。

「おい……さっきと言ってる事が違わねえか？」

「本当に、サングラスかけてる時は自分の言葉に責任とらないわね」

　そんなノリについていけず、レリックがぽかんと口を開けていると──

「ヒルダ……どうして、起きないの？」

　と、残ざん酷こくな事を尋たずねてくる少女が一人。

　見ると、そこにはヒルダが・ワトソン・と呼んでいた銀ぎん髪ぱつの少女が立っていた。

　──……。ああ、そうか。

　──この子もきっと……人間の死っていうのが良く解わかってないんだ……。

　先せん刻こくの自分を思い出し、悲しげな顔になって、レリックが告げる。

「あのね、ワトソンちゃん……。ヒルダは、人間だから……」

　そこで言葉を詰まらせるレリックに、少女は首を傾かしげ、スンスンと鼻を鳴らしながら呟つぶやいた。




「……でも、今は吸血鬼だよ？」




「……」「……」「……」「……」「……？」「？」「？」「？」「？」

　少女の言葉に、それを耳にした全ての人間が言葉を止め、頭の上に疑問符ふが浮かび上がる。

　そんな彼らの様よう子すを余よ所そに、ワトソンは更さらにスンスンと鼻を鳴らし──

「心ハ臓ツの臭におい、近くにある」

　と、さらりととんでもない事を口にした。




「ん？　あいつら、何をポカンとしてんだ？」

「さあ？　……あ、そうだ、ＺＺＺネットワークの撮さつ影えいクルー、みんな逃げちまってたけどよ、カメラ回かい収しゆうしとかねえとまずくねえか？」

　ワトソンの声を聞いていなかった居い候そうろう達たちのうち二人は、カメラが落ちてはいないかとテレビクルー達がいた辺りに目を向ける。

「テレビカメラって高いんだろ？　証しよう拠こ隠いん滅めつと称して、データだけ消して売っちゃおうぜ」

「さもしい発想だなあ。だが乗った」

　コソドロめいた事を考えつつ、テレビカメラを探すのだが、どこにも見あたらない。

「あれー、カメラ持って逃げるほど、ジャーナリスト魂だましいに溢あふれたカメラマンだったのかな」

「だとしたらまずいぞ。とりあえずヴォッドの旦だん那なに知らせねえと」

　そう言って、二人はヴォッドやレリック達の方に目を向けたのだが──

「あッ」

　視線の先、ヴォッド達から少し離れた場所で、呆ぼう然ぜんとしているレリック達を撮影しているカメラマンの姿すがたが目に付いた。




　ほぼ同時に、レリック達も自分を撮影するカメラマンの姿に気付く。

　あまりにも場ば違ちがいな光こう景けいに、誰だれかが何かを突っ込もうとしたのだが──それよりも先に、ワトソンが男の足あし元もとにある機き材ざい鞄かばんを指さした。

「ヒルダの心しん臓ぞう、たぶん、あそこ」

　更さらに場違いと言える指し摘てきに、吸きゆう血けつ鬼き達は固まっていたのだが──

　照明もなく、街頭の灯あかりだけでレリック達を撮影していたカメラマンは、いけしゃあしゃあと口を開く。

「ん？　おお、バレてしまったか。流石さすがだね。その銀ぎん髪ぱつを見るに、シュリーメイス家けに仕える銀ぎん狼ろう族ぞくゆかりの者かな？　いや、単たん独どく行動をしている所を見ると、遠とう縁えんといった所か」

　それまで全く喋しやべっていなかったカメラマンの流りゆう暢ちような言葉に、ヴォッドすら混乱した表情で固まっている。

「いいね。その表情。自然な感じで実にいい」

　そこで男はカメラを止めると、ゆっくりと前におろして素す顔がおを晒さらす。

　目の下のクマが特とく徴ちよう的な、二十代後こう半はんから三十代前ぜん半はんといった男の顔だ。

「カメラはいいな。カメラを通すと、自分が吸血鬼だとか相手が人間だとか、そんな些さ細さいな括くくりは忘れて完全に客きやつ観かん的てきな目を持つ事ができる」

　楽しげに語る男の顔色は実に悪く、人間であればまず病気を疑う青白さだ。しかし、表情に病人らしさは欠片かけらもなく、笑う口くち元もとから、常じよう人じんよりも伸びた犬けん歯しが零こぼれ見える。顔の形そのものも、目のクマを除のぞけば爽さわやかな印いん象しように受け取れる。

　──吸きゆう血けつ鬼き！

　誰だれもがその結けつ論ろんに達した時──どこかから現れた探たん偵てい風ふうの男が、カメラマンに対して忌いま々いましげに呟つぶやいた。

「犯人と共に逃げたと思っていたよ。共犯者君」

　目に嫌けん悪おの色を浮かべながら、探偵──ドリッキーは、相手の正しよう体たいを周囲に晒さらす。

「いや……ディンギル・サンフォールド君、と言った方がいいかな。組織の仲間がついでに調べてくれたんだが、まさか同じ撮さつ影えいクルーに殺人鬼きと『血けつ族ぞく』が含まれていようとはね」

　ディンギル。その名前に反応し、瞬しゆん時じに警けい戒かいの色を強めたのは──緑のメイド達と居い候そうろうの一人、そして、木き島じま閑音しずねといった面々だった。

「やれやれ、『組織』の吸血鬼は耳が早くて困るな。ただ、共きよう犯はんというのは少し違うな。ユナは私の正しよう体たいを知らないし、私もただ、彼女の暴ぼう走そうの果てをカメラに撮とりたくてね。少しばかり、事件に人じん外がい的てき要素を加えただけさ」

「大おお岩いわで井い戸どに蓋ふたをしたり、か？」

「あれは少し単純すぎたと反省しているが、考える時間を貰もらえなくてね」

　苦く笑しようしながら、ディンギルと呼ばれた男はカメラを地面に置き、温かい拍はく手しゆをしてみせた。

「いや、しかし、おかげで楽しい夜を撮らせて貰ったよ。照明不ぶ足そくのせいであまり良くは映っていないだろうが、実際に見た私にとっては良い思い出の品になった。レリックという珍ちん獣じゆうを見に来たつもりだったが、この街の市長の勇ゆう猛かんな姿すがたは、後こう世せいまで語かたり草ぐさにさせてもらうよ」




　──サンフォールド？　　　　──吸血鬼……ヒルダが？

　──心しん臓ぞうが、あの鞄かばんの中に？　　　　　──何を言ってるんだ？

　──珍獣って、僕の事？　　　　──僕はやっぱり、夢を見てるのか？

　混乱するレリック。

　何な故ぜ皆が黙だまったまま、男の話を聞き続けているのか。

　心が落ち着くと共に、その理由が理解できた。

　圧あつ倒とう的てきな、威い圧あつ感かん。

　目の前で喋しやべる、ディンギルという名の吸血鬼は──非常に、危険だ。

　何が危険なのか、具体的な事は分からないが──高い場所から命いのち綱づな無なしで身を乗り出すような、不ふ思し議ぎな圧あつ迫ぱく感かんが全身を包み込む。まるで、目の前で話しているのに、背後から白しら木きの杭くいを突きつけられているような圧迫感だった。

　しかし、そんな威圧感とは裏うら腹はらに、実に気さくな調子で男は語る。

「取しゆ材ざい費ひ代わりに……そうだな。市民を一人返してやろう」

　彼は念ねん動どう力りきで機き材ざいバッグをひょい、と持ち上げると、その掌てのひらの上でバッグを蝙蝠こうもりの群へと変化させた。広がる蝙蝠の隙すき間まから、一いつ瞬しゆん赤黒い塊かたまりが見えた気がして、レリックは思わず立ち上がりそうになる。しかし、身体からだは上う手まく動かず、横に立つメイドに支えられる結果となった。

　そんなレリックにも優しい微笑ほほえみを向け、男は淡たん々たんと呟つぶやいた。

「もっとも、既に人間ではないが」

　赤黒い塊が蝙蝠と化し、夜空の中に解き放たれる。

　レリックがそれに目を向けると同時に、ディンギルはその場から立ち去ろうと背を向ける。

「待てコラ、犯人隠いん匿とくやらかした野や郎ろうが、ただで帰れると思ってんのか？」

「ああ、思っているよ。私の人間としてのプロフィールは、名前以い外がいは偽ぎ造ぞうだからね。人間としては存在していない。うちの血けつ族ぞくは人間の文化に触れるのを嫌いやがるから、人間社会に紛まぎれる為ためには全てを自分で用意しなくてはならなくて一ひと苦労だ。全く、我が首しゆ領りようも頭が硬い」

　愚ぐ痴ちっぽい事を喋しやべりながら立ち去ろうとするディンギルに、ヴォッドはこめかみをひくつかせ、その背に一歩近づいた。

「じゃあ、吸きゆう血けつ鬼きとして思う存ぞん分ぶんぶち殺してかまわねえわけだな」

　ヴォッドも、目の前の吸血鬼の危険性せいに気付いていないわけではない。だが、ここで引き下がるようなら、最初からこの場に存在していないだろう。

「やめておいた方がいいな。確かに君達は、世界の中でも最も力のある吸血鬼と言えるだろう。だが、物事には相あい性しようというものがある。私はせいぜいサンフォールドの中で最も強いというぐらいで、世界最さい強きようでもなんでもないが……。君達になら、相性の関係で恐らく勝てる」

「……上じよう等とうだぁ……ッ……？　がッ……？」

　そのまま摑つかみかかろうとしたヴォッドの胸を、背後から別の腕が貫つらぬいていた。

「あら……やっぱり心しん臓ぞうはどこか別の場所に隠かくしてるのね。残念」
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　ヴォッドの胸を抉えぐりながら淡たん々たんと言う閑音しずねに、ヴォッドはギチリと首を回して振り返る。

「……てめ……え……」

「軽々しく自じ滅めつするなって言ってるでしょ。脳のう味み噌そがないの？　あなた」

　元もと々もと体力の限界だったのだろう。ヴォッドはその場に倒れ付した。道どう化け娘むすめが悲鳴をあげて駆かけ寄り、ヴォッドの身体からだを揺すったり閑音の足をポカスカ叩たたいたりと忙せわしいが、閑音は気にせずにディンギルを睨にらみ付けていた。

「賢けん明めいな判はん断だんだな、お嬢じようさん。彼の命を救ったよ。……いや、君が彼と共きよう闘とうしていたら、逆に私が危なかったかもしれないが」

　謙けん遜そんなどではなく、素直な意見のように思えた。だが、閑音は自分の選択を欠片かけらも後こう悔かいせず、冷たい表情で言葉を紡つむぐ。

「別に。こいつと共闘するなんてあり得ないわ。それに、貴方の力でこいつを殺すなら、私の手でじっくりと殺したいと思っただけよ」

「……なるほど、君がパメラを喰らった『食鬼人イーター』か。こんなに美しいお嬢じようさんとは思わなかったな。もっと獣けもののような女かと思っていたが……。まあ、その件に関しては、いずれパメラが挨あい拶さつに向かうかもしれないな。宜よろしく頼むよ」

「次までに、もっと美お味いしくなってなさい、って伝えておいて」

「伝えておこう」

　苦く笑しようしながら立ち去るディンギルは──去り際に、スウ、と手を空中に走らせる。

　何をしているのか、皆解わからなかったが──レリックの傍そばに立っていたヴァルが、顔を真まっ青さおにしてガタガタと震えている。

「ヴァル……？」

「あいつ……僕の力を切った」

　島そのものと融ゆう合ごうしているヴァルの念ねん動どう力りきを切り裂さいた。そんな馬ば鹿かなとレリックは思いかけたのだが──ディンギルの仲間と思おぼしきパメラという少女が、霧む化かしていたピリエを切り裂いていた事を思い出し、思わず背せ筋すじを奮ふるわせた。

「失礼、何やら抑え込まれそうだったのでね。……この島には、面白い珍ちん獣じゆうがたくさんいるな。いつか、改めてお邪じや魔まさせて貰もらうかもしれない。では諸しよ君くん！　アディオス・アミーゴ！」

　妙みように陽よう気きな挨あい拶さつを口にして、ディンギルは己おのれの身体からだをテレビカメラごと蝙蝠こうもりへと変化させる。

　閑音しずねがその一匹ぴきめがけてフォークを投げつけたが──その一匹が、更さらに細かい蝙蝠こうもりへと分ぶん裂れつして、食器による一いち撃げきを躱かわしてしまう。

　ディンギルは、そんな不ふ意い打うちなど気に止める必要もないとばかりに、悠ゆう々ゆうとした調子で羽ばたき続け、星明かりの海を飛び去っていった。







　だが、レリックはそんなディンギルの姿すがたを目で追う余よ裕ゆうなどなかった。

『市民を一人返かえそう』という言葉と、蝙蝠と化した赤黒い塊かたまりが気になっていたのである。

　希望を持つのはやめろ。先刻までの絶ぜつ望ぼうの残ざん滓しが、そう耳みみ元もとでささやきかける。

　しかし、レリックは、それでも身体からだを奮ふるい立たせ、体中が軋きしむ痛みを無む視しし、ヒルダの身体へと駆かけ寄った。

　すると──夜空を舞っていた数匹の蝙蝠が、ヒルダの胸元に吸い寄せられていくではないか。

　希望を持つな。これは罠わなだ。そう囁ささやく声など、レリックの耳には聞こえない。

　何度裏うら切ぎられても、何度絶望に叩たたき落とされても、ヒルダに関してだけは──彼は、永遠に希望を持ち続ける事ができるのだろう。




　そして、希望の種たねが花開く。

　レリックが自らの努力で希望を引き寄せたわけではない。

　今回は──たまたま、ルーレットの色が絶望ではなく希望の側に落ちた。

　それだけの事だった。

　ヒルダがゆっくりと目を開き、ぼんやりとした目で周囲を見渡した事も──

　蚊かの泣くような声で「レリック……？」と呟つぶやいた事も──

　全ては、たまたまだ。レリックの勝ち取った奇き跡せきではない。

　しかし、レリックにはそんなのはもはやどうでも良い事だった。

　ヒルダの口元から、僅かに伸びた犬歯が確認できたが、レリック・フォン・バルシュタインという少年にとって──そんな些さ細さいな事は、心しん底そこどうでもよい事だったのだ。

「レリック、私、一いつ体たい……」

　何が自分の身に起こったのか解わからず、不安そうに呟く少女をレリックは強く抱きしめる。

「ヒルダ……ヒルダぁあぁ」

「ちょッ……どうしたのレリック君？」

「良かった……ごめん……僕……ごめん……」

　謝りながら喜ぶという奇き妙みような行動をするレリックを見て、ヒルダは少しの間だけ首を傾かしげていたのだが──

「あはは……変なレリック君」

　そう言って微笑ほほえむヒルダを見て──

　レリックは、その身を歓よろこびという激げき情じようの中に溺おぼれさせ、再び意識を失った。

　ヒルダの身体からだを強く強く強く抱きしめ、双そう眸ぼうから激しく涙を溢あふれさせたまま。
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「あ、ねえねえヴォッド様」

「様をつけんな。今は手前てめえの主あるじじゃねえっつってんだろ」

　目を醒さました後、『閑音しずねはどこだ、ぶち殺す！』と叫んでいたヴォッドだったが、閑音がとっくに姿すがたを消していた事を聞き、苛いら立だちながら市し庁ちよう舎しやへと帰り始める。

　そんな彼の背に、道どう化け娘むすめが馴なれ馴なれしく声をかけてきた。

「あの殺人犯はん、結局逃にげちゃったんでしょ？　いいの？　いいの？　もしかしたら、ヤケになって通り魔まみたいに何人も殺して回っちゃうかもよ？　かもよ!?　そしたらヴォッド様、今度こそレリックに、ううん、子し爵しやく様に顔向けできなくなっちゃうね！」

「……手前が心配する事じゃねえよ。あれはもう、探偵と話がついてる」

「？　どういうこと？」

　空中で逆さになりながら首を傾かしげる道化娘に、ヴォッドは意い地じの悪い笑えみを浮かべて言った。

「バルシュタイン城の下したっ端ぱなんぞにゃ教えられねえなあ」

「えー！　いいじゃんケチ！　ケチヴォッド！　ヴォ・ドケチ！　あッ……ねえねえ、そういえば今、この島にはテレビとかいっぱい来てるんでしょ？　さっきの騒さわぎ、あのテレビカメラ以外にも撮とられちゃったりして大おお騒さわぎになっちゃうんじゃないのかな？」

　道化娘の二つ目の心配は、至し極ごく真まっ当とうなものだったのだが、ヴォッドは軽く首を振った。

「……いや、その心配は少ねえな。あの蝙蝠こうもり柱ばしらぐらいは撮られてるかもしれねえが、解かい析せきなんざ無む理りだろうしな」




「それに、マスコミは殆ほとんど市庁舎に釘くぎ付づけの筈はずだ」

「？」
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市庁舎




「あれ、いつの間にか揺れが止まってますね。やっぱり地下工こう事じかなんかだったんすかね」

「ん？　ああ、そうだな。だが、今はそんな事より屋上から目ぇ逸そらすなよ。いつ決定的瞬しゆん間かんが来るかわからねえんだからな」

　マスコミの記者達は、深夜だというのに市し庁ちよう舎しやの前に集まり、そのビルの屋上にカメラを一いつ斉せいに向けている。

　屋上にスポットライトが当てられ、警官隊たいがビルの縁へりに立って何かを喚わめく男を明るく照らし出していた。

「しかしまあ……何もこんな夜中に自殺騒そう動どう起こさなくったってよお……」

「ていうか、あの日本人、一体何なにを叫んでやがるんだ？」




　そんな愚ぐ痴ちが地上で行われている頃──

　屋上ではマジーがビルの縁に立ち、集まった警官隊や、屋上まで入れた一部マスコミに対して奇き妙みような言葉を日本語で並べ立てる。

「先せん刻こくから続く地震は、ダーティーラーボッチ様の怒りなのです！　来るべき惑わく星せい直ちよく列れつにより、イヴスキーＵＦＯの中からアマテラストホテップが現れ！　アンブロースが地球の臍へそにピアスを開けにやって来る事でしょう！　この日×始まり！　楽しきかな！　楽しきかな！」

　──うああああ、恥はずかしい……これ、物もの凄すごく恥ずかしいいいいい……ッ！

　──『市庁舎に乗り込んでマスコミの目を惹ひき付けとけ。そうだ、お前自殺未み遂すいしろ』

　と、脅おどしに近い形で協力させられるハメになったマジーは、市庁舎の屋上でわけのわからない日本語を叫びながら自殺をほのめかす行動に出たのだ。

　もしや連れん続ぞく殺人の関係があるのではと考えたマスコミ関係者達は、こぞって男が救きゆう出しゆつされるか、あるいは落ちる瞬しゆん間かんをカメラに収めようと市庁舎の前に惹き付けられた。

　──これ、いつまでやってりゃいいんですかヴォッド様ぁ！　ヴォッド・スタルフゥゥッ！

　──私が大おお物ものになったら、絶ぜつ対たい同じ恥はじを搔かいて貰もらうからなあああああああッ！




　そんなマジーの心の中の絶ぜつ叫きようは、誰だれの耳にも届く事はなく──グローワース島の夜は、静かに（？）終わりを迎えていった。

　こうして、地震騒動と、空の一部から星が消えるという一時的な現げん象しようが島とう民みん達に不安を与えたものの、この自殺騒さわぎに話題が持って行かれる形となり、朝には多くの人々が気にしなくなっていた。

　もっとも、昼前には連続殺人犯逮捕の一報が流れ、自殺騒動も忘れられる結果となるのだが。

　どんな形であれ、島に平和な日常が戻り、人々は犯人の逮たい捕ほに深く安あん堵どする。

　その陰で、一体どんな危き機きが訪れていたのかも知らぬまま──

　グローワース島の人々は、普ふ段だん通どおりの営みを取り戻しつつあった。




　それこそが最高の幸福であるという、ノイルベルク市長の爽さわやかな笑顔を信じながら。













エピローグ　語かたり部べ、退たい散さんす！







　ユナ・リーベルカは、深い森の中を彷徨さまよっていた。

　街には戻れない。もう、警察が自分を手て配はいしている頃だろう。

　だが、もしかしたら……森の中を彷徨っていれば、再び奇き跡せきは起きるかもしれない。

　今日きようは、吸きゆう血けつ鬼き達の実じつ在ざいを証明して見せたのだ。

　彼女は思う。何な故ぜこんな事になったのかと。

　悔くやしさに、涙が頰ほおを伝う。何が自分に足りないのか。何故、『あの人』は自分の前に現れてくれないのだろうか。

「……」

　そして彼女は思い出す。何度でも思い出す。

　かつて、この島に来て化ばけ物もの──人じん狼ろうに襲おそわれ、その身を食い千ち切ぎられそうになった時──

　頭とう部ぶの毛けが青い別の人狼が現れ、もう一方の人狼を殴なぐり倒して助けてくれたという事を。

　怯おびえる自分を前に、青せい髪はつの人狼は呟つぶやいた。

『悪いなあ、こいつは余よ所そ者ものでさ。きちっとしばいとくから、安心してくれよ。狼おおかみ男おとこが、どいつもこいつもこんなんじゃないってわかってくれや』

　狼の顔なのに、無む邪じや気きさを窺うかがわせる表情で微笑ほほえんだ。微笑んでくれた。

　人間を超える存在が、特別な存在が、自分に向かって微笑んでくれたのだ。

　その瞬しゆん間かん、ユナ・リーベルカは恋をした。

　これは特別な恋だ。その強い思いが、彼女の愛を歪ゆがめて言った。

「……歪んでなんか、いない」

　失礼。……ともあれ、ユナはその人じん狼ろうを強く想い、何度も何度も島に訪れ、自分を助けてくれた人狼を探し続けた。レポーターとしての力をつければ、自分が有名になれば、いつかテレビで自分を見た『あの人』が会いに来てくれるのではないか？　それだけの理由で、ユナは仕事にも全力を尽くし、あらゆる手を使って成り上がった。吸きゆう血けつ鬼き伝でん説せつを追った事については、あくまで目的の為ための過か程ていに過ぎなかったのである。

　しかし、何年待まっても『あの人』に巡り会う事はできなかった。

　そして、ユナは考えた。

　あの時の状況を作り出せば──再び『あの人』に会えるのではないかと。

　だが、人狼が自分を襲おそう機会など滅めつ多たに無い。

　ただの人間のチンピラに森で襲われかけた事はあるが、それは隠かくし持っていた銃じゆうで射しや殺さつする事で事なきを得た。死体は今もこの島の森の何ど処こかに埋まっている事だろう。

　発はつ覚かくこそしていないが、これが最初の殺人。彼女は殺人という行為を経て、ふと気付く。

　私が人狼になればいいんだ。

　自分が人狼になって、あの時の自分と同じような娘むすめを襲えば──きっと、あの人は現れるに違いない。

「そう……違いないの。まだ現れてくれないのは、きっと、あの時と何かが違うのよ。……でも、私を守ってはくれているの。こっそりと死体のある井い戸どに岩で蓋ふたをしてくれたりしたわ！」

　ユナは、自分の犯行を手伝ってくれる謎なぞの共きよう犯はん者しやの存在に気が付いた。

　それはきっと──『あの人』に違いない。

　もう一歩の所まで来ている。もう、止まっている時間などない。

　しかし、ユナはミスを犯した。慎しん重ちようにやらねばならない筈はずの殺人を、今回は衝しよう動どう的に起こしてしまった。島で出会った、一人の少女に対する嫉しつ妬とによって。

「そうよ。嫉妬だった。あんなただの田舎いなか臭くさい小こ娘むすめが……吸血鬼という特別な存在と知り合いだなんて……不ふ公こう平へいじゃない！　私は、これだけ努力をしても彼に再会できないのに！」

　その結果として──ユナ・リーベルカは、こうして森の中を彷徨さまようハメになったのだ。

「ところで……。誰だれなの？　さっきから、私の頭の中に話しかけてくる人は」

　そう尋たずねた彼女の前に、僕が姿を現した。

「やあ、初めましてかな。いやいや、凄すごいね。ここまで普通に付き合ってくれる人は珍めずらしいよ」

「貴方あなたも、吸きゆう血けつ鬼き？」

「話が早いね」

　ポンと手を打つ僕に対し、ユナは小さく落らく胆たんした。まただ。また人ならざるものが現れたのに、またも『あの人』ではない。

「私の心が読めるのね。……もしかして、さっき、スタッフ連れん中ちゆうが私の正しよう体たいに気付いたのも貴方の仕し業わざ？」

　ならば、この男は自分の敵だ。そう警けい戒かいするユナに、僕は絶ぜつ望ぼう的な情報を口にする。

「一つ君に絶望的な情報を教えてあげよう。君がお望みの青せい髪はつの人じん狼ろうは、今日きよう、君がどんなに頑がん張ばろうとも、君の元に現れたりはしないのさ」

「えッ……」

「僕も独どく自じに調べたんだけどね。その青髪の人狼君は、今、島を留る守すにしていてね。ドイツの南の方に出かけてるんだよ」

　よかった、私、捨てられたわけじゃなかったんだ！　ユナはそう狂きよう喜きした。

　……いや、凄いね君。まあ、似たような思し考こうの殺人鬼きは過去に何人か会ったけど。

「ありがとう！　貴方は私の味方ね！　じゃあ、早くこの島から出ないと……」

「気軽に言うねえ。そんな事をしなくても、簡かん単たんに『あの人』に会える方法があるんだ」

「……本当に!?　本当に会えるの!?」

「ああ、代わりに、君の血が少しばかり必要だ。死なない程てい度どに吸わせて貰もらっていいかな」

　答えの代わりに、ユナは細く白い首くび筋すじを僕に向かって差し出した。

　なんだか悪いね。じゃあ、約束通り、『あの人』に会わせてあげるよ。

　あ、でもその前に、僕の親友が市長と取引したらしくってさ。




　人狼の夢を見せてあげる前に、ちょっといくつか地じ獄ごくを見て貰もらうよ。

　なに、心配しないで。すぐに済むよ。

　殺された人達のさ、殺される時の苦しみと恐きよう怖ふと痛みを、四人分流ながすだけだから。

　本当は、合計で10時間ぐらいあるんだけどさ。




　３秒ぐらいに圧あつ縮しゆくして、一気に君の脳のう味み噌そに刻み込んであげるよ。
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明け方前まえ港こう湾わん部ぶ




　白み始めた空に柔らかく照らされる港の片かた隅すみ。

『補ほ給きゆう』を終えて戻って来たミラルドに、淡たん々たんと問うドリッキー。

「で、ちゃんと警察の前に届けてきたのか？」

「もちろんさ。血も美お味いしかったからつい吸い過ぎちゃったけど、貧ひん血けつ程てい度どで済んでるよ。もっとも、心の方はそうとう参まいってるだろうけどね。壊こわれちゃいないから精せい神しん鑑かん定ていとかで無む罪ざいになる事もないよ」

「……よく壊れなかったな」

「10時間分の痛みと苦しみを３秒で送ったからねえ。壊れたかな、と想ったけど、その後、彼女自じ身しんの思い出を元に『あの人』との出会いを再さい現げんしたら、なんとか理り性せいは持ち直してた。……ま、ゲルハルトさんに頼んで、今度は本当に会わせてあげるつもりさ。刑けい務む所しよの面会で」

　彼女の心を純じゆん粋すいに『面白い』と想ったのだろう。楽しそうに笑っているが、ドリッキーはそうした殺人犯はんの思し考こうを面白いという趣きよう味みは無い。

「そうか……他に何か問題は？」

「ああ、そうそう。あの心しん臓ぞうを抉えぐったり、井い戸どに落としてから喉のどを嚙かみ千ち切ぎったように見せかけたりする『機き具ぐ』だけどさ」

「……『どうやって井戸の中で』と真ま面じ目めに推すい理りした時間を返せと叫びたくなったアレか」

　頰ほおをひくつかせるドリッキーに、ミラルドは頷うなずいて語り続ける。

「あれを作ったのは、彼女でもディンギルでもないみたいだ。どうもね、彼女を陰からずっとそそのかしてた奴やつがいるよ。ディンギルとは別に。それに、僕にもちょっと関係してる」

　淡たん々たんと話すミラルドに、ドリッキーは思わず眉まゆを顰ひそめる。

「どういう事だ」

「ほら、ここに来る前の夜や会かいで、ザムス・サザーランド君っていただろ？」

「ああ、お前に人ひと違ちがいで襲おそいかかった……」

「彼、妙みように吸きゆう血けつ鬼き退たい治じの準備がいいなーと思って、ちょっと深く心を読んだ時……僕の夜会の場所を教えた人間の声と、ユナに『機具』を渡した人間の声が同じだった」

「……」

「どうにも、きな臭くさいよ。最初はドゥーの悪戯いたずらかと疑ったけど、あいつは人ひと死しにが出る悪戯はしないからな」

「どうやら……『組織』の議ぎ題だいにかける事じ案あんが増えたようだな」

　深い溜ため息いきを吐きつつも、とりあえずドリッキーはグローワース島の殺さつ人じん事件を解決できた事に感謝しつつ、被ひ害がい者しやとなった三人の女性に黙もく禱とうを捧ささげる事にした。




　それから暫しばし沈ちん黙もくが続くが、船を待つ時間まで退たい屈くつだったのか、ドリッキーは気になっていた事を尋たずねかける。

「しかし、君はよく殺された瞬しゆん間かんの記き憶おくをたくさん持ち合わせているな」

「実際、傍そばで感じ取ってたからね……って、おいおい、そんな顔するのは止めてよ。心の中でクズって連れん呼こするのは止めてくれ。君も知ってるだろ？　君やゲルハルトさんと出会うまで、僕にとって、人間っていうのは単なる観かん賞しよう物ぶつに過ぎなかったんだからさ」

「今でも大して変わってないように思うがな（喉のどの渇かわき……本当に我が慢まんの限界だったのか？）」

「……」

「（おい、何な故ぜ黙だまる。まさか、本当はもっと我慢できたけど、自分も事件を面白くしようとして噓うそをついてたわけじゃないだろうな？　そもそも……お前、ディンギルやユナ・リーベルカの計画を事じ前ぜんに知ってたんじゃないか？　ディンギルは恐らく、ヒルダを自らの手で吸きゆう血けつ鬼き化かさせ、他人に寝ね取とられたような感情をレリックが抱くのかどうか確かめようとしていたんだろうな。お前は、それを事前に知ってたんじゃないか？　撮さつ影えいクルーを追っていたからな）」

「……」

　傍はた目めに見ると、二人の男が沈ちん黙もくしているようにしか見えない状況だ。

　そんな空気の中、ドリッキーは肝かん心じんの事を問いかける。

「（見たかったんじゃないのか？　ディンギルと同じように。レリック・フォン・バルシュタインが、絶望を目まの前にしてどんな反応をするのかという事を。ホーキングに言われて渋しぶ々しぶ語かたり部べの立場でありながら手を貸したのは、ちょっとした罪ざい悪あく感かんがあったからじゃないのか？）」

「……」

「（頼むよ。お前にも、罪悪感ぐらいはあるんだと信じさせてくれ）」

　さらに数秒の沈黙の後──ミラルドは、パアっと笑いながら手を叩たたく。

「凄すごいね、流石さすが名めい探たん偵ていだ！　全部その通りだ！」

　すると、相手の心の中には何も浮かんでいないのに、ドリッキーの手は自然とミラルドの手を摑つかみ──柔じゆう道どうの一本背ぜ負おいの要よう領りようで、思い切り海の中に叩き込んだ。

「お前は、やっていい事と悪い事の区別もつかないのか！　クズが！　悔くいて死ね！」

「凄いねドリッキー！　考えが伝わる前に、一本背負い決められたのは初めてだ！」

「黙だまれ！　今『濡ぬれ色』の奴やつに電話して『海色ジヨージさん』呼んで貰もらうからそこで待ってろ！」

「いや、確かに僕流りゆう水すいは大だい丈じよう夫ぶだけどさ。そろそろ日光がこの辺をアチチチチチチチチチ」

　そんな二人のやり取りを遠とお目めに見ながら、ワトソンはモチュモチュと生なま肉にくを囓かじり続けた。

　銀ぎん髪ぱつの少女が美お味いしそうに生肉を囓る姿すがた。

　それこそが、このグローワース島における平和の象しよう徴ちようだとでもいうように。
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夢の中




　深い眠りから浮かび上がる最さい中ちゆう──レリックは、数ヶ月前まえに話した父との会話を思い出す。

【お前は力というものを難しく考え過ぎる。力とは新たな選択を買い取る為ためのコインのようなものだ。ほんの少し、選択肢しが増えるだけの事なのだよ。例えば、お前の大事な一人を見み殺ごろしにすれば百人が助かり、百人を見殺しにすれば大事な一人を助ける事ができる状じよう況きように陥おちいったとしよう】

　義ち父ちの言葉は、レリックが『自分の力の意味』について悩んでいた時の事だ。

　こんな力など要いらないと呟つぶやいたレリックに、ゲルハルトは怒るわけでもなく、淡たん々たんと文字を綴つづりだしたのだ。

【それは純粋な腕わん力りよくでも、知ち恵えでも、人じん脈みやくでも、極きよく論ろんを言ってしまえば運や神の加か護ごといったものでも構わない。ただ、その理り不ふ尽じんな二に択たくに三つめの選択肢を付け加える事ができる何か。それが力というものだよ】

　──「その二つの選択しかない状態から、どちらかを選んだ人は弱いとでも言うつもりかい」

　レリックの問いについて、ゲルハルトはあっさりと否定した。

【まさか。それも同じ事だろう。二つの選択肢を選んだ後に、また選択肢が来る。自分の選択した結果から逃げ出すか、開き直るか──あるいは、心に力があれば、乗り越えるという選択肢もあるだろうね。論ろん理り的てきに功こう利り主義を唱となえて割り切るというのも一つの力ではあるのだが、それは、私はできる限り最後の手段とするつもりだよ】




【強い弱いを決めるのは、結果を見て他者が決める事だ。『このような選択をしたから自分は強い』などと口に出すものではない。そんな暇ひまがあるなら、他た者しやの勇気ある行いに賞しよう賛さんを捧ささげるべきだ】




　そこで──レリックは目を醒さます。

　最後の、『他者の勇気ある行い』という部分について、一人の勇ゆう敢かんな市長を思い出しながら。







バルシュタイン城




　レリックが玉ぎよく座ざで目を醒さますと──周囲から、いつも通りの喧けん噪そうが聞こえてきた。




「まったく、ヴォッドのせいで酷ひどい大おお恥はじを……」

　ブツブツと言うマジーに、居い候そうろう組ぐみの女おんな吸きゆう血けつ鬼きが声をかける。

「大変だったわね、マジー……でも、大だい丈じよう夫ぶよ、そのうちいい事あるって！」

「うう、ありがとうございます。その言葉だけでもういい事があった気分ですよ」

　嬉うれしそうに微笑ほほえむマジーに、他の居い候そうろう達たちがわめき始めた。

「なんでそのままビルから落ちて死ななかったんだよリアル充実野や郎ろう」「リア銃じゆう暴ぼう発はつしろ」「リア充・ザ・デッド……リア充・ザ・デーッド！」「リア充はリア王みたいに悲ひ劇げきに喚わめき死ねよ」「いや待て、リア王だと末すえ娘むすめが可哀かわい相そうだ」「じゃあ、三人娘むすめは仲良くなって揃そろってリア充を追放する方向で」「それだ」「マジー、マジ死ね」「ストレートな！」「あーんーたーらーねー！」




　聞き慣れた会話が城の中で紡つむがれており、レリックはどこか安あん堵どしたように微笑んだ。

　すると──

「おはよう、レリック」

　と、柔らかい声が城じよう主しゆの耳じ朶だを震わせる。

「ヒルダ……」

　どこか緊きん張ちようしながら、レリックは玉ぎよく座ざの横に立つ少女に声を掛けた。

　笑顔によって開かれた彼女の口には、僅わずかに伸びた犬けん歯しが目立っており、それを見るとなんとも言えずに複雑な気分になる。

　ヒルダ・ディードリッヒは、吸きゆう血けつ鬼きとなった。

　ユナの手で心しん臓ぞうを抉えぐられる直前──どこかのタイミングで、蝙蝠こうもり化したディンギルがヒルダの足首に嚙かみついていたようだ。

　彼女の復ふつ活かつ後ご、目を醒さましたレリックは、夜明け前にヒルダの家に事情を説明しにいった。

　父親には殴なぐられ、母親には泣かれ、色いろ々いろ大変だったのだが──二人はこんな日が来ることを覚かく悟ごしていたようで、ヒルダが『城』で共に暮らす事を許可してくれた。吸血鬼としての生活のイロハを、城で一ひと通とおり覚える必要があったのだ。

　ただ、彼女を吸血鬼にしたのがレリックではない、という一点において、ヒルダの両親は最後まで心配をしていた。

　実際、もしもヒルダを吸血鬼にするならば、自分の手で、と決意していたのは事実だ。だが、今はそんな事よりも、ただ彼女が生きていた事が嬉うれしかった。

　居候達は『そりゃあ、繁はん殖しよくは人間でいう生せい殖しよく行為みたいなもんだからな。目をつけてた女の子が他人の手で吸血鬼にされたなんて事になったら、殺し合いにまでなる事だってあるぜ』と、あまり気にしていないレリックを心配していたが、レリックには今ひとつピンとこない。

　ただ、ディンギルの『呪のろい』は、レリックの想そう像ぞうよりも強力であり、レリックの力で彼女の身体からだを蝙蝠化しようとしても何か強い力によって妨ぼう害がいされるのだ。他にも、吸血鬼化したヒルダの心しん臓ぞうを更さらに『支配』して仮か死し状態にするなど、謎なぞの多い能力でもある。

　そして、なんとか彼女をその『呪い』から解き放つ事はできないのだろうかと考え、城の地下にいる博士はかせに相談すると──

「そやつ本人との接せつ触しよくは危険じゃからのお……。日本の血けつ族ぞくの熊くま之の辺べ家けは、吸きゆう血けつ鬼き化かした人間を元に戻す手がかりを持っていると聞いたが……謎なぞの多い血族じゃから、詳しくは解わからん」

　という答えが返ってきた為ため、彼は現在、日本にいく計画を立て始めている。




「じゃあ、その方法を探すなら……私も行くよ」

　ヒルダにその話をすると、あっさりとそんな事を言い出した。

「人間としての戸こ籍せきはあるから、ビザをとらなきゃね」

　まるで旅行気き分ぶんのヒルダに、危険な旅になるかもしれないと告げたのだが──

「島に居たって、心しん臓ぞうを抉えぐられて吸血鬼にされちゃったよ？」

　と、至って明るい調子で返された。

　そんなヒルダを見て、レリックは思う。

　もしかしたら、彼女は凄すごく無む理りをしているんじゃないだろうか。

　本当は怖こわくて泣き出したいのを、無理に明るく振る舞っているんじゃないだろうか？

　直接そう尋たずねかける事ができず、一人で罪ざい悪あく感かんに苛さいなまれてしまう。

　しかし──彼は思う。それでも、自分はヒルダが好きなのだと。




　ヒルダもまた、同じような事を考えていると知らぬまま──

　不ぶ器き用ような二人は、互いに愛し合いつつ、歩み寄る距離は少しずつだ。

「ねえ、ヒルダ」

　数年来の付き合いなのに、まだ、二人の距離は縮まらない。

「なあに、レリック？」

「もっとも、永い時を生きる吸血鬼達たちにとっては、その関係の方が良いのかもしれない。」

「僕は、弱いし、君を守れないかもしれない。だけど、頑がん張ばって強くなるからさ！　だから、これからも、君の事を好きで居ていいかな」

　実際の所は誰だれにも解らないが、ただひとつ確実なのは──




「レリック」

「な、なに？」

「そんな当たり前の事、今こん度ど聞いたら……少しだけ嫌きらいになるよ？」

「……御ご免めん」




二人は今、お互いに幸せであるという事だけだった。
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夜　廃はい教会　裏うら手て




　──糞くそ爺じじい、手前てめえがあと何十年かしてくたばったら、墓はかはどうすんだよ。

　──「いらねえよ。あの世なんてもんがあったとしても、俺おれは墓参まいりで喜んだりゃしねえ」

　──じゃあ、その辺の空あき缶かんでも墓ぼ標ひよう代がわりにしてやらあ。糞爺にゃぴったりだ。

　──「それでいいさ。墓ってのは鏡かがみみてえなもんだ。墓参りに来た奴やつが、手前の心の中にいる死し人にんに対して折り合いをつける儀ぎ式しきなんだからな。手前の中の俺じゃ、そんなもんだろ」

　──はん。糞爺。だとしたら、俺の記き憶おくの中の手前に言う事なんざ文もん句くしかねえぞ。

　──「おうよ。愚ぐ痴ちぐらいなら、聞いてやらあ。それで手前の気分が晴れるならな」




　過去のやり取りを思い出しながら、市長は一人、ある人物の墓ぼ前ぜんに立っていた。

　件くだんの廃教会の裏うら手てにある墓ぼ地ちの片かた隅すみ、ただ、ローレンツとだけ書かれた簡かん素そな墓はか石いしだ。

　高級ではないものの、手入れが行き届いている墓石。

　そんな墓石を前に、ヴォッドは誰だれかに語りかけるような独ひとり言ごとを口にした。

「ったく、市長ってのは、相変わらず面倒めんど臭くさい仕事だぜ。バカどもの尻しりぬぐいばっかりだ」

　無む論ろん、答えを返す者はいない。それでも、ヴォッドは風の中に言葉を吐き出し続ける。

「本当は、俺おれに投票した奴やつだけにいい面つらして、俺に投票しなかった連れん中ちゆうには唾つばでも吐きてえもんなんだがな。誰だれが俺に投票したかなんて、実際のとこ解わからねえからよぉ……とりあえず、市民全ぜん部ぶにいい顔するしかねえってわけだ」

　墓はか石いしの前にしゃがみ込み、墓石の下に眠る人物との会話を思い出し──その、思い出の中の故こ人じんに対して語りかける。

「……ま、結局は俺も、まだちっぽけなバカのまんまさ、糞くそ爺じじい」

　吸きゆう血けつ鬼きだからといって、幽ゆう霊れいの類たぐいが見えるわけでも、その存在を信じているわけでもない。

「明日あしたは被ひ害がい者しやのとこに弔ちよう問もんして報告って感じなんだがよ、もしもそっちがあるなら……まあ、爺じいさんからも慰なぐさめてやってくれや」

　それでもヴォッドは、顔を伏せながら──墓石を鏡かがみとして、自分自じ身しんの中にいるローレンツに頭を下げた。

「……ありがとよ、ローレンツ爺さん」

　恩おん人じんの好きだったビールを墓にかけ、半分残のこった缶かんを墓石の前に供そなえるヴォッド。

「俺みてえな奴と……あの頃、まともに話してくれてよ」




　他人には絶対に見せない姿すがたに、絶対に聞かせない言葉。

　そんな墓参まいりを済ませた後──ヴォッドは、市し政せいに戻るべく教会前まえに止めた車に向かう。

　すると、その車の遥か向こう──山の方角に、何やらカラフルな霧きりが見えた。

　──あん？　あのバカ、あんなとこで何やってんだ？

　道どう化け娘むすめの霧が気になり、そちらに目を向けると──




　そこには城のメイド達が並んでおり、ヴォッドに対して一斉に深い一礼をしてみせた。




　何も言わず、そのまま姿を消したメイド達と道化娘を見て、ヴォッドは一人、呆あきれて笑う。

「……ハッ、本当に、どいつもこいつも甘っちょろい連れん中ちゆうだぜ。……なあ、伯はく爵しやくよお」

　星が見え始めた空を眺ながめながら、小こ物ものである事に誇りを持つ男は、次の得え物ものを求めて、市政という魔ま窟くつに足を踏み入れる。

　大おお物ものだらけの魔ま物ものを喰らい続けた末に、かつて自分が望んだ存在に辿たどり着けると信じながら。




　雑ざ魚こである事に誇りを持っている市長は──今日きようも、大たい魚ぎよの腹を食い破る。










『余話』







　時代錯さく誤ごとも言える豪ごう壮そうな馬車に揺られ、二人の吸きゆう血けつ鬼きが暗い森の中を揺られている。

「提てい案あんがございます。ディンギル様」

「なんだ？」

　結局ＺＺＺネットワークからくすねる形となったテレビカメラを磨みがきながら、ディンギルは従じゆう者しやである少女の声に耳を貸す。

「レリック・フォン・バルシュタイン。下げ賎せんの出なれど、あの『力』は有用です。他の血けつ族ぞくと接せつ触しよくを図られる前に、我々の戦せん力りよくとして引き入れるべきです」

　そんな、合ごう理り的てきと言えば合理的と言える提案に対し、ディンギルはチラリとパメラの口くち元もとに目を向け──「惚ほれたか」と、ただ一ひと言こと呟つぶやいた。

「なッ……何をッ！　ち、違います、です！」

「隠かくさなくていい。そうかそうか。まあ、中々の美び形けいだったからな。同じ年とし頃ごろの吸血鬼もうちの血族にはいないし、お前が興きよう味みを持つのも無む理りはない。だが、あいつには想おもい人びとがいるぞ？　俺おれが吸きゆう血けつ鬼きにしたわけだから、今後どうなるかは解わからんがな」

「確かに、あの人間との絆きずなは非常に強いと想いますが……い、いえ！　違うと言っています！」

「お前は噓うそを隠かくすのが下へ手ただなあ。まあ、『食鬼人イーター』に食われた件から立ち直って良かった」

「～～～～ッ！」

　そんなやりとりが暫しばらく続き、ディンギルが再びカメラ整備に戻った後──

　パメラは物もの憂うげな表情で窓の外に顔を向け、目に焼き付けた少年の顔を思い出す。

　恐らく叶かなわぬ想いだとは気付きつつ、彼女は静かに、一人の吸きゆう血けつ鬼きに想いを馳はせ続けた。




　彼らは、まだ気付いていない。

　サンフォールド家けが謎なぞの少女に急きゆう襲しゆうされ、一いち族ぞくの大たい半はんが滅ほろぼされてしまったという事を。

　その居きよ城じようが、少女を含めたある集団に完全に乗っ取られているという事を。

　実じつ質しつ的に、彼らが最後のサンフォールドの血けつ族ぞくになったという事を知らぬまま──

　彼らと、件くだんの謎の集団が接せつ触しよくした瞬しゆん間かんから、吸血鬼達たちの世界を揺るがす大きな変へん動どうが始まる事になるとも知らぬまま──




　吸血鬼殺ごろしの吸血鬼達たちは、静かに夜の闇やみへとその姿すがたを消して行った。
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成なり田た良りよう悟ご

大人になった今でも子供の頃と同じように吸血鬼特集の本や未確認生物やＵＦＯの特番を見てしまいます。寧ろこの仕事についてからというもの、子供の頃以上に興味津々になっているような気がして果たして良いのか悪いのか。画像は最近家によく来る蛙です。
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イラスト／エナミカツミ

広島県出身の東京在住。映画好きなので、キャラ起こしも自分の記憶にある俳優に照らし合わせて描くことがポイントらしい。多彩な画風で注目を集めている実力派。
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